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叛
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│
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│
│
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│
│
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で
│
│
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ッ
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犯
罪
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刑
事
立
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一
）
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憲
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叛
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│
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│
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Ａ
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航
空
保
険
の
現
状
と
課
題
（
松
嶋
・
中
島
）

（
三
四
一
）

航
空
保
険
の
現
状
と
課
題

松　
　

嶋　
　

隆　
　

弘

中　
　

島　
　

智　
　

之

一
．
は
じ
め
に

本
稿
は
、
航
空
事
業
が
円
滑
に
運
営
さ
れ
る
た
め
に
そ
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
る
航
空
保
険
に
つ
き
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
述
べ
た
上
で
、

現
在
実
務
が
直
面
し
て
い
る
問
題
点
に
つ
き
整
理
を
試
み
、
空
法
学
及
び
空
法
実
務
の
発
展
に
資
せ
ん
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
航
空
保

険
は
、
海
上
保
険
等
の
他
の
保
険
と
比
べ
る
と
、
損
害
額
が
巨
大
で
あ
る
こ
と
に
比
べ
、
リ
ス
ク
の
平
凖
化
を
図
る
た
め
の
リ
ス
ク
数
が

限
定
的
で
あ
る
た
め
、
実
務
で
は
、
再
保
険
の
活
用
や
プ
ー
ル
制
度
の
創
設
等
様
々
な
工
夫
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
湾
岸
戦
争
、
米
国
同

時
多
発
テ
ロ
と
い
っ
た
新
し
い
戦
争
危
険
の
登
場
に
よ
り
、
航
空
保
険
、
特
に
戦
争
保
険
が
試
練
に
さ
ら
さ
れ
た
時
期
が
あ
っ
た
。

論　

説

一



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
三
四
二
）

筆
者
の
う
ち
松
嶋
は
、
航
空
保
険
の
う
ち
戦
争
保
険
が
試
練
に
さ
ら
さ
れ
た
時
期
に
、
航
空
保
険
に
つ
き
整
理
を
試
み
た
こ
と
が
あ
る

者
で
あ
り
（
1
）

、
同
中
島
は
、
航
空
会
社
法
務
部
員
と
し
て
航
空
保
険
の
業
務
に
携
わ
り
、
か
つ
、
日
本
大
学
法
学
部
比
較
法
研
究
所
研
究
員

と
し
て
、
自
己
が
携
わ
る
実
務
の
理
論
化
に
取
り
組
む
者
で
あ
る
。
両
者
は
、
そ
の
重
要
性
に
も
関
わ
ら
ず
、
依
拠
す
べ
き
文
献
が
乏
し

い
航
空
保
険
に
つ
き
、
航
空
保
険
に
関
す
る
研
究
の
出
発
点
を
確
認
す
る
た
め
、
そ
の
概
念
と
課
題
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
認

識
で
意
見
の
一
致
を
み
る
に
至
り
、
こ
こ
に
本
稿
を
共
著
で
執
筆
す
る
こ
と
に
し
た
。
具
体
的
手
順
と
し
て
、
ま
ず
、
航
空
保
険
の
意
義

及
び
種
類
に
つ
き
整
理
し
た
上
で
、
航
空
保
険
の
課
題
を
整
理
し
て
み
た
い
。

二
．
航
空
保
険
の
意
義
及
び
そ
の
種
類

1
．
航
空
保
険
の
意
義

⑴　

総
説

保
険
は
、
運
送
事
業
が
円
滑
に
運
営
さ
れ
る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
り
、
海
上
運
送
の
分
野
に
お
い
て
は
古
く
か
ら
海
上
保
険
の
制
度
が

発
達
し
て
き
た
。
こ
の
理
は
航
空
運
送
事
業
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
高
価
な
航
空
機
の
財
産
的
価
値
を
保
全
す
る
た
め
に
も
、
航
空

機
を
調
達
す
る
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
場
面
に
お
い
て
投
資
の
安
全
性
を
図
る
た
め
に
も
、
ま
た
、
乗
客
や
機
外
の
第
三
者
に
対
す
る
損
害
賠

償
の
原
資
を
保
全
す
る
た
め
に
も
、
保
険
の
存
在
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
か
か
る
場
面
に
お
い
て
利
用
さ
れ
る
の
が
、
航
空
保
険

（aviation insurance

）
で
あ
る
。
航
空
保
険
は
、
航
空
機
の
発
達
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
新
種
保
険
の
一
つ
で
あ
り
、
海
上
保
険
を
母

体
と
す
る
。

た
だ
、
航
空
保
険
に
は
、
危
険
の
巨
大
性
に
比
し
て
対
象
案
件
数
が
限
定
さ
れ
、
統
計
的
安
定
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ

二
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空
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険
の
現
状
と
課
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嶋
・
中
島
）

（
三
四
三
）

と
か
ら
、
保
険
事
業
運
営
に
必
要
な
安
定
性
に
乏
し
い
面
が
あ
っ
た
。
航
空
保
険
の
持
つ
こ
の
脆
弱
性
は
、
湾
岸
戦
争
や
米
国
を
お
そ
っ

た
同
時
多
発
テ
ロ
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
現
在
で
は
制
度
が
再
構
築
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
航
空
保
険
制
度
の
問
題
点
を

も
含
め
、
包
括
的
に
概
説
を
試
み
た
い
。

⑵　

航
空
保
険
の
定
義

ま
ず
前
提
と
し
て
、
航
空
保
険
の
概
念
に
つ
い
て
確
定
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
が
、
航
空
保
険
の
範
囲
は
歴
史
的
に
変
動
し
て
き
て
お

り
、
明
確
で
は
な
い
面
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
航
空
保
険
が
特
別
な
市
場
と
し
て
成
立
し
た
の
は
、A

viation R
isks

と
い
う
危
険
の
特

殊
性
に
よ
る
と
の
指
摘
に
留
意
し
つ
つ
（
2
）

、
航
空
保
険
が
有
す
る
と
さ
れ
る
特
質
に
つ
い
て
指
摘
し
、
現
行
実
務
上
行
わ
れ
て
い
る
航
空
保

険
に
つ
い
て
解
説
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

⑶　

航
空
保
険
の
特
質

以
上
の
と
お
り
、
航
空
保
険
の
範
囲
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
一
貫
し
た
共
通
認
識
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
一
般
に
航
空
保
険

と
さ
れ
る
も
の
に
は
、
下
記
の
特
色
が
あ
り
、
こ
の
特
色
が
他
の
保
険
と
異
な
る
航
空
保
険
の
特
質
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
い
る
（
3
）

。
そ
こ

で
、
こ
れ
ら
の
特
色
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。

①　

危
険
の
巨
大
性

ま
ず
、
航
空
保
険
の
特
色
と
し
て
危
険
の
巨
大
性
が
挙
げ
ら
れ
る
。
航
空
機
事
故
は
い
っ
た
ん
発
生
す
る
と
機
体
の
み
な
ら
ず
、
多
く

の
乗
客
や
第
三
者
の
生
命
・
身
体
・
財
産
に
影
響
を
与
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
に
対
応
す
る
航
空
保
険
も
、
填
補
限
度
額
が
巨
額
に

な
り
、
引
き
受
け
る
危
険
も
巨
大
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
例
え
ば
機
体
保
険
で
も
場
合
に
よ
っ
て
は
一
機
で
数
百
億
円
に
な
り

う
る
し
、
乗
客
等
に
対
す
る
賠
償
保
険
に
つ
い
て
は
補
償
限
度
額
が
数
千
億
円
に
の
ぼ
る
こ
と
も
あ
る
。
航
空
機
同
士
が
衝
突
す
れ
ば
、

三
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二
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月
）
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四
四
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額
は
一
気
に
倍
増
す
る
。
史
上
最
大
の
損
害
額
と
な
っ
た
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
に
お
い
て
は
、
損
害
額
が
七
十
億
米
ド
ル
程
度
と
見
込
ま

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
巨
大
な
危
険
を
引
き
受
け
る
航
空
保
険
の
分
野
に
お
い
て
は
、
一
社
だ
け
で
保
険
を
引
き
受
け
る
こ
と
は
到
底

で
き
ず
、
全
世
界
レ
ベ
ル
で
の
再
保
険
の
活
用
が
不
可
欠
で
あ
り
、
航
空
保
険
プ
ー
ル
の
役
割
が
重
要
な
も
の
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い

て
は
後
述
す
る
。

②　

国
際
性

危
険
が
巨
大
な
航
空
保
険
に
お
い
て
は
、
危
険
を
分
散
す
る
た
め
再
保
険
の
手
段
を
用
い
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
し
か
も
か
か
る

再
保
険
は
、
国
際
的
規
模
の
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
こ
と
は
他
面
に
お
い
て
、
海
外
の
再
保
険
市
場
の
影
響
を
受
け
や
す
く

す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
か
か
る
国
際
性
も
、
航
空
保
険
の
特
色
の
一
つ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

③　

事
故
原
因
の
複
雑
性

航
空
機
事
故
は
、
様
々
な
原
因
が
重
な
っ
て
発
生
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
上
い
っ
た
ん
事
故
が
生
じ
た
場
合
に
全
損
と
な
る
確
率
が

他
分
野
と
比
べ
て
高
い
。
そ
の
た
め
、
事
故
の
原
因
解
明
が
他
の
事
故
に
比
べ
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
国
際
政
治
の
動
向
を
反
映
し
や
す

い
航
空
業
界
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
予
想
も
し
な
か
っ
た
事
故
が
発
生
し
が
ち
で
あ
る
。
例
と
し
て
、
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

④　

市
場
変
動
の
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
の
高
さ
（
4
）

航
空
保
険
に
お
い
て
は
、
リ
ス
ク
数
が
保
険
制
度
の
前
提
と
な
る
大
数
の
法
則
が
機
能
す
る
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
な
い
た
め
、
市
場
の

成
績
が
不
安
定
に
な
り
や
す
い
。
こ
の
た
め
収
入
保
険
料
に
比
し
て
支
払
保
険
金
が
少
な
い
場
合
（
例
え
ば
、
事
故
の
少
な
い
時
期
：
ち
な

み
に
保
険
金
を
保
険
料
で
除
し
た
も
の
を
損
害
率
と
い
う
。）
に
は
、
保
険
者
の
引
受
能
力
の
供
給
意
欲
が
高
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
市
場
の
競
争

四



航
空
保
険
の
現
状
と
課
題
（
松
嶋
・
中
島
）

（
三
四
五
）

原
理
が
働
き
保
険
料
が
低
下
に
向
か
う
（
ソ
フ
ト
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
）。
他
面
、
い
っ
た
ん
巨
大
な
事
故
が
発
生
す
る
と
損
害
率
が
上
昇
し
、

保
険
市
場
は
保
険
料
の
引
き
上
げ
を
志
向
す
る
（
ハ
ー
ド
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
5
）

）。
こ
の
よ
う
に
航
空
保
険
は
、
市
場
の
変
動
の
度
合
い
が
激
し

く
、
こ
れ
が
特
色
の
一
つ
と
さ
れ
る
。

⑤　

担
保
内
容
の
多
様
性

航
空
機
の
運
航
に
は
、
様
々
な
業
務
（
航
空
機
の
誘
導
、
牽
引
、
清
掃
か
ら
手
荷
物
・
貨
物
の
積
み
お
ろ
し
や
機
内
食
の
手
配
ま
で
）
が
付
随
す

る
。
ま
た
航
空
会
社
が
何
ら
か
の
損
害
を
被
る
可
能
性
の
あ
る
事
態
は
、
単
に
航
空
機
事
故
に
限
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
航
空
事

業
の
性
格
を
反
映
し
て
、
い
き
お
い
航
空
保
険
も
幅
広
い
危
険
を
担
保
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
航
空
保
険
は
、
多
種
類

の
危
険
を
総
合
的
に
担
保
す
る
も
の
と
し
て
商
品
設
計
が
行
わ
れ
て
い
る
。

⑥　

契
約
条
件
の
柔
軟
性

航
空
保
険
に
お
い
て
は
、
契
約
者
の
数
も
、
契
約
対
象
た
る
航
空
機
の
数
も
家
計
分
野
の
保
険
に
比
べ
て
極
め
て
限
ら
れ
る
。
ま
た
、

航
空
会
社
ご
と
に
保
険
手
配
に
対
す
る
方
針
等
は
異
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
よ
り
、
航
空
保
険
は
、
保
険
契
約
者
の
意
向
や
状

況
を
反
映
し
た
契
約
条
件
を
設
計
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
定
型
性
の
強
い
自
動
車
保
険
や
火
災
保
険
な
ど
と
は
異
な
り
、
保

険
契
約
内
容
は
個
別
交
渉
に
委
ね
ら
れ
、
自
由
裁
量
の
余
地
が
大
き
い
。

⑦　

専
門
性

航
空
保
険
の
契
約
対
象
は
、
主
に
航
空
会
社
で
あ
る
の
で
、
基
本
的
に
航
空
保
険
は
、
関
係
当
事
者
が
す
べ
て
航
空
に
関
す
る
専
門
的

知
識
を
有
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
航
空
保
険
は
海
上
保
険
と
同
様
、
深
い
知
見
を
有
す
る
専
門
家
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
る
保
険
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
自
家
用
機
を
保
有
す
る
個
人
や
、
行
政
目
的
の
た
め
に
航
空
機
を
所
有
す
る
官
公
庁
が
航
空
保
険
契
約
を
締
結

五



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
三
四
六
）

す
る
例
な
ど
、
例
外
も
あ
る
。

⑷　

航
空
保
険
の
引
受

危
険
の
巨
大
性
に
見
合
う
危
険
平
準
化
が
困
難
な
航
空
保
険
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
危
険
を
一
社
だ
け
で
引
き
受
け
る
こ
と
は
不
可

能
に
近
い
。
そ
こ
で
、
危
険
を
分
散
し
て
消
化
す
る
た
め
に
航
空
保
険
プ
ー
ル
制
度
が
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
。
航
空
保
険

プ
ー
ル
と
し
て
は
、
ロ
ン
ド
ン
に
本
部
を
置
くG

L
O
B
A
L

（G
lobal A

erospace U
nderw

riting M
anagers

）
が
有
名
だ
が
、
わ
が
国
に
お

い
て
も
航
空
保
険
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
損
害
保
険
会
社
全
て
が
加
盟
し
て
い
る
日
本
航
空
保
険
プ
ー
ル
が
存
在
し
て
い
る
（
6
）

。
ち
な
み
に

日
本
航
空
保
険
プ
ー
ル
に
対
し
て
は
、
独
占
禁
止
法
の
適
用
が
除
外
さ
れ
て
い
る
（
保
険
業
法
一
〇
一
条
、
一
〇
二
条
）。

日
本
航
空
保
険
プ
ー
ル
会
員
で
あ
る
保
険
者
（
元
受
保
険
会
社
）
は
、
同
プ
ー
ル
が
対
象
と
す
る
契
約
（
プ
ー
ル
物
件
）
に
つ
い
て
航
空

保
険
を
締
結
し
た
場
合
、
自
己
の
責
任
で
元
受
契
約
を
行
い
、
自
己
の
名
で
保
険
証
券
を
発
行
す
る
。
し
か
し
、
プ
ー
ル
物
件
の
保
険

料
・
料
率
は
、
す
べ
て
日
本
航
空
保
険
プ
ー
ル
が
決
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
同
一
物
件
・
同
一
条
件
で
あ
れ
ば
、
誰

が
引
き
受
け
て
も
同
一
の
保
険
料
・
料
率
と
な
る
。
ま
た
、
プ
ー
ル
会
員
は
、
引
受
額
全
額
に
つ
い
て
一
旦
再
保
険
に
出
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
つ
ま
り
プ
ー
ル
会
員
が
引
き
受
け
た
航
空
保
険
契
約
は
、
一
度
全
部
プ
ー
ル
に
投
入
さ
れ
、
所
定
の
割
合
で
会
員
に
再
配
分
さ

れ
る
。
会
員
の
消
化
能
力
を
上
回
る
分
に
つ
い
て
は
、
海
外
に
さ
ら
に
再
保
険
に
出
さ
れ
る
（
7
）

。

他
方
、
日
本
航
空
保
険
プ
ー
ル
が
対
象
と
し
な
い
物
件
（
非
プ
ー
ル
物
件
：
例
え
ば
、
空
港
の
保
険
、
飛
行
船
・
グ
ラ
イ
ダ
ー
や
Ｐ
Ｌ
保
険
の

一
部
等
（
8
）

）
に
つ
い
て
は
、
保
険
者
が
独
自
に
引
き
受
け
、
引
受
限
度
を
超
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
再
保
険
に
出
さ
れ
る
。

そ
の
他
に
保
険
者
に
よ
っ
て
は
、
海
外
の
航
空
保
険
プ
ー
ル
に
加
盟
し
、
そ
の
参
加
分
に
つ
い
て
の
再
保
険
手
配
を
行
う
場
合
や
、
海

外
の
保
険
ブ
ロ
ー
カ
ー
（
ロ
ン
ド
ン
の
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
こ
と
が
多
い
。）
を
通
じ
て
再
保
険
を
引
き
受
け
る
場
合
も
あ
る
。
後
者
の
場
合
は
、

六



航
空
保
険
の
現
状
と
課
題
（
松
嶋
・
中
島
）

（
三
四
七
）

危
険
の
規
模
か
ら
い
っ
て
す
べ
て
で
は
な
く
一
定
の
割
合
を
決
め
て
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

2
．
航
空
保
険
の
種
類

⑴　

航
空
保
険
の
分
類

航
空
保
険
は
、
損
害
の
対
象
及
び
事
故
原
因
に
よ
っ
て
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
9
）

。
ま
ず
損
害
の
対
象
を
基
準
に
す
る
と
、
物
保
険
と

損
害
賠
償
責
任
保
険
と
に
大
別
で
き
る
。
前
者
は
、
ⅰ
航
空
機
自
体
に
関
す
る
保
険
で
あ
る
。
機
体
保
険
（H

ull Insurance

）、
ⅱ
航
空

機
装
備
品
・
予
備
部
品
保
険
（S

pares Insurance

）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
な
お
、
機
体
保
険
に
任
意
に
付
保
す
る
保
険
と
し
て
、
ⅲ
捜

索
・
救
助
費
用
保
険
（S

earch and R
escue Insurance

）、
ⅳ
航
空
機
使
用
不
能
損
害
保
険
（L

oss of U
se Insurance

）、
ⅴ
航
空
機
未
経
過

保
険
料
保
険
（U

nearned P
rem
ium
 Insurance

）
及
び
ⅵ
担
保
違
反
保
険
（B

reach of W
arranty Insurance

）
等
が
あ
る
。

後
者
と
し
て
は
、
ⅰ
乗
客
損
害
賠
償
責
任
保
険
（P

assenger L
egal L

iability Insurance

）、
ⅱ
第
三
者
損
害
賠
償
責
任
保
険
（T

hird 

P
arty L

egal L
iability Insurance

）、
ⅲ
航
空
機
搭
乗
者
傷
害
保
険
（A

viation P
ersonal A

ccident Insurance

）
及
び
ⅳ
貨
物
賠
償
責
任
保

険
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

次
に
、
事
故
原
因
に
よ
っ
て
分
類
す
る
と
、
悪
天
候
、
機
材
の
故
障
、
操
縦
ミ
ス
等
の
事
故
な
ど
、
免
責
事
項
に
該
当
し
な
い
限
り
あ

ら
ゆ
る
損
害
を
対
象
と
す
る
保
険
（
こ
れ
を
「
オ
ー
ル
・
リ
ス
ク
ス
保
険
」
と
い
う
）
と
、
戦
争
、
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
等
に
よ
る
損
害
に
限
定
し

て
対
象
と
す
る
戦
争
保
険
（W

ar and A
llied P

erils Insurance （10
）

）
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

戦
争
保
険
に
つ
い
て
は
三
．で
後
述
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
ま
ず
オ
ー
ル
・
リ
ス
ク
ス
保
険
に
つ
い
て
説
明
す
る
（
11
）

。七



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
三
四
八
）

⑵　

航
空
機
に
関
す
る
保
険

①　

機
体
保
険
（H

ull Insurance

）

ⅰ　

意
義

機
体
保
険
は
、
航
空
機
（
被
保
険
航
空
機
（
12
）

）
自
体
に
関
す
る
物
的
損
害
（physical loss or dam

age to an aircraft

）
を
担
保
す
る
保
険
で

あ
る
。
中
で
も
代
表
的
な
位
置
づ
け
を
占
め
る
の
は
、
航
空
機
に
生
じ
る
物
的
損
害
を
オ
ー
ル
・
リ
ス
ク
ス
条
件
で
担
保
す
る
機
体
オ
ー

ル
・
リ
ス
ク
ス
保
険
（A

ircraft H
ull A

ll R
isks Insurance

）
で
あ
る
。

機
体
保
険
に
は
、
大
き
く
分
け
て
保
険
価
額
型
（insured value

）
と
協
定
保
険
価
額
型
（agreed value

）
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
保
険
填

補
の
限
度
を
定
め
る
基
準
の
違
い
に
よ
る
分
類
で
あ
る
。
前
者
は
、
契
約
締
結
時
に
填
補
最
高
限
度
額
だ
け
決
め
て
お
き
、
保
険
価
額
は

保
険
填
補
実
行
時
に
損
害
発
生
の
日
の
航
空
機
の
市
場
価
格
を
基
準
と
し
て
合
意
す
る
の
に
対
し
、
後
者
は
、
契
約
締
結
時
に
航
空
機
の

保
険
価
額
ま
で
も
予
め
合
意
し
て
お
く
も
の
で
あ
る
。
全
損
の
場
合
両
者
の
効
果
が
違
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
前
者
に
お
い
て
、
保
険
者

は
保
険
価
額
を
支
払
う
か
、
同
等
の
代
替
航
空
機
を
提
供
す
る
か
の
選
択
権
を
有
す
る
の
に
対
し
、
後
者
に
お
い
て
か
か
る
選
択
の
余
地

は
な
く
、
保
険
価
額
の
支
払
い
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
被
保
険
者
が
定
期
航
空
会
社
の
場
合
、
航
空
機
の
修
理
等
に
相
当
の
経
験
を

有
す
る
定
期
航
空
会
社
に
対
し
て
保
険
者
が
代
替
航
空
機
を
手
配
し
、
現
物
填
補
す
る
こ
と
は
実
情
に
そ
ぐ
わ
ず
、
後
者
に
よ
る
の
が
一

般
的
で
あ
る
。

ⅱ　

損
害
及
び
そ
の
支
払

機
体
保
険
の
支
払
の
対
象
と
な
る
損
害
は
、
墜
落
、
衝
突
等
偶
然
な
事
故
に
よ
っ
て
生
じ
た
物
的
な
損
害
に
限
ら
れ
（
直
接
損
害
）、
間

接
損
害
を
含
ま
な
い
（
間
接
損
害
を
填
補
す
る
保
険
と
し
て
は
、
後
述
の
航
空
機
使
用
不
能
損
害
保
険
が
あ
る
。）。

八



航
空
保
険
の
現
状
と
課
題
（
松
嶋
・
中
島
）

（
三
四
九
）

機
体
保
険
に
は
、
通
常
、
約
定
さ
れ
た
金
額
ま
で
保
険
者
は
保
険
金
支
払
義
務
を
負
わ
な
い
と
す
る
免
責
金
額
（D

eductible

）
が
設
定

さ
れ
る
（
13
）

。
免
責
金
額
に
よ
る
自
己
負
担
が
大
き
く
、
最
終
的
な
自
己
負
担
を
軽
減
し
た
い
場
合
の
保
険
と
し
て
、
航
空
機
免
責
金
額
保
険

（D
eductible Insurance

）
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

直
接
損
害
は
全
損
と
分
損
と
に
分
け
ら
れ
る
。
全
損
と
は
、
被
保
険
航
空
機
を
事
故
発
生
の
直
前
の
状
態
に
復
旧
す
る
こ
と
が
物
理
的

も
し
く
は
技
術
的
に
不
可
能
な
場
合
や
修
理
費
が
協
定
価
額
を
超
え
る
場
合
ま
た
は
被
保
険
航
空
機
が
行
方
不
明
と
な
っ
た
場
合
を
い
う
。

全
損
の
場
合
に
は
免
責
金
額
の
適
用
は
な
い
。

分
損
は
、
全
損
以
外
の
場
合
で
あ
り
、
分
損
の
場
合
、
損
害
額
ま
た
は
保
険
金
額
の
い
ず
れ
か
低
い
額
か
ら
保
険
証
券
記
載
の
免
責
額

を
差
し
引
い
た
額
が
支
払
わ
れ
る
（
た
だ
し
約
款
で
、
現
物
に
よ
る
支
払
の
選
択
肢
を
留
保
す
る
例
も
あ
る
。）。

ⅲ　

免
責

た
だ
、
オ
ー
ル
・
リ
ス
ク
ス
と
い
っ
て
も
、
免
責
と
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

免
責
事
由
と
し
て
は
次
に
掲
げ
る
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

イ　

保
険
契
約
者
、
被
保
険
者
、
保
険
金
を
受
け
取
る
べ
き
者
ま
た
は
こ
れ
ら
の
者
の
同
居
の
親
族
も
し
く
は
法
定
代
理
人
（
保
険
契

約
者
、
被
保
険
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
理
事
、
取
締
役
ま
た
は
法
人
の
業
務
を
執
行
す
る
そ
の
他
の
機
関
）
の
故
意
に
よ
り
損
害
が
生
じ

た
場
合

ロ　

こ
れ
ら
の
者
が
被
保
険
航
空
機
の
耐
空
性
の
維
持
ま
た
は
航
行
の
安
全
性
に
関
す
る
法
律
等
に
故
意
に
違
反
し
た
場
合

ハ　

詐
欺
・
横
領
の
場
合

ニ　

注
意
す
べ
き
な
の
は
、
自
然
の
消
耗
（w

ear and tear

：
反
復
し
て
使
用
し
て
い
る
間
に
シ
ャ
フ
ト
軸
受
部
が
す
り
へ
り
、
シ
ャ
フ
ト
が
折

九
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本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
三
五
〇
）

損
し
た
場
合
）、
機
能
の
低
下
（
長
期
間
使
用
し
て
い
る
間
に
規
定
の
エ
ン
ジ
ン
出
力
が
得
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合
）
及
び
故
障
（
電
気
的
な
ト
ラ
ブ

ル
に
よ
り
計
器
が
動
か
な
く
な
っ
た
場
合
）
と
い
っ
た
、
急
激
か
つ
偶
然
な
外
来
の
事
故
に
よ
ら
ず
に
発
生
し
た
損
害
に
つ
い
て
は
、
免
責

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

免
責
が
適
用
さ
れ
る
範
囲
は
、
こ
れ
ら
の
損
害
が
生
じ
る
原
因
と
な
っ
た
部
分
と
機
能
的
に
一
体
と
な
っ
た
航
空
機
の
部
品
の
最
小
単

位
（
単
位
部
分
）
に
限
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
損
害
が
他
の
部
分
に
波
及
し
た
場
合
に
は
、
他
の
部
分
に
つ
い
て
の
損
害
は
支
払
の
対

象
と
な
る
。
ま
た
、
免
責
と
な
る
単
位
部
分
が
原
因
と
な
り
、
航
空
機
に
墜
落
、
爆
発
等
の
二
次
的
損
害
が
発
生
し
た
場
合
、
原
因
と

な
っ
た
単
位
部
分
を
除
い
て
、
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
。

ホ　

ま
た
、
戦
争
危
険
、
戦
争
関
連
危
険
（
例
え
ば
テ
ロ
や
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
等
）
に
つ
い
て
も
免
責
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
中

の
一
部
は
戦
争
保
険
（
三
．で
後
述
す
る
）
で
復
活
担
保
さ
れ
る
。

②　

航
空
機
装
備
品
・
予
備
部
品
保
険
（S

pares Insurance

）

地
上
及
び
輸
送
中
に
あ
る
間
、
航
空
機
装
備
品
・
予
備
部
品
の
物
的
損
害
を
担
保
す
る
保
険
で
あ
り
、
オ
ー
ル
・
リ
ス
ク
ス
条
件
で
あ

る
。
限
度
額
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
事
故
・
品
目
・
輸
送
・
場
所
等
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
用
い
ら
れ
る
。
航
空
機
に
取
り
付
け
ら
れ

て
い
な
い
予
備
エ
ン
ジ
ン
も
対
象
と
し
う
る
。
機
械
の
故
障
が
免
責
事
由
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
機
体
保
険
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。

③　

捜
索
・
救
助
費
用
保
険
（S

earch and R
escue Insurance

）

こ
れ
は
、
航
空
機
が
遭
難
し
た
り
行
方
不
明
に
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
航
空
機
や
搭
乗
者
の
捜
索
や
救
助
活
動
に
か
か
る
費
用
を
担

保
す
る
保
険
で
あ
る
。

一
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航
空
保
険
の
現
状
と
課
題
（
松
嶋
・
中
島
）

（
三
五
一
）

④　

航
空
機
使
用
不
能
損
害
保
険
（L

oss of U
se Insurance

）

機
体
が
損
傷
す
る
と
、
被
保
険
者
は
航
空
機
を
修
理
し
て
い
る
間
使
用
で
き
ず
、
予
定
し
た
収
入
が
得
ら
れ
な
い
。
航
空
機
使
用
不
能

損
害
保
険
は
、
こ
の
間
接
損
害
を
填
補
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

⑤　

航
空
機
未
経
過
保
険
料
保
険
（U

nearned P
rem
ium
 Insurance

）

こ
れ
は
、
全
損
発
生
日
時
か
ら
満
期
時
ま
で
の
間
の
割
当
分
保
険
料
を
担
保
す
る
保
険
で
あ
る
。　

⑥　

担
保
違
反
保
険
（B

reach of W
arranty Insurance

）

こ
れ
は
、
被
保
険
者
が
保
険
契
約
の
担
保
条
件
に
違
反
し
た
場
合
で
も
、
保
険
者
が
填
補
義
務
を
負
う
と
す
る
特
約
保
険
で
あ
り
、
追

加
保
険
料
の
支
払
を
前
提
と
す
る
。
運
送
人
が
保
険
契
約
の
担
保
条
件
に
違
反
し
て
、
保
険
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
リ
ス

ク
を
カ
バ
ー
す
る
も
の
で
あ
り
、
航
空
機
が
担
保
に
供
さ
れ
て
い
た
り
、
リ
ー
ス
が
組
ま
れ
て
い
る
場
合
に
実
益
が
あ
る
。

⑶　

損
害
賠
償
保
険

①　

pay on behalf of

型
とindem

nity

型

航
空
保
険
に
お
け
る
損
害
賠
償
保
険
の
型
に
つ
い
て
は
、
大
き
く
分
け
る
と
、
被
保
険
者
が
支
払
う
べ
き
賠
償
額
を
保
険
者
が
被
保
険

者
に
代
わ
っ
て
支
払
う
型
（pay on behalf of

）
と
、
被
保
険
者
が
ま
ず
被
害
者
に
賠
償
金
を
支
払
い
、
そ
の
後
に
保
険
者
が
被
保
険
者

に
対
し
補
填
す
る
型
（indem

nity

）
と
が
あ
（
14
）

る
（
15
）

。
ど
ち
ら
の
場
合
に
せ
よ
、
実
務
上
は
保
険
者
が
被
保
険
者
の
代
理
人
た
る
弁
護
士
の
選

定
へ
の
助
言
を
行
い
、
当
該
弁
護
士
と
協
働
す
る
等
、
賠
償
プ
ロ
セ
ス
に
深
く
関
与
す
る
こ
と
が
一
般
的
な
の
で
、
あ
ま
り
大
差
が
な
い

と
も
い
え
る
。

一
一



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
三
五
二
）

②　

強
制
保
険

賠
償
責
任
の
履
行
を
確
実
に
し
、
被
害
者
を
保
護
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
付
保
を
強
制
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
を
強
制
保
険
と

い
い
、
わ
が
国
の
例
で
い
う
と
、
自
動
車
保
険
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
自
賠
責
保
険
が
挙
げ
ら
れ
る
。
で
は
、
航
空
保
険
に
お
い
て
は
ど
う

か
。ま

ず
、
現
行
法
を
み
て
み
る
。
わ
が
国
で
は
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
公
共
の
福
祉
を
阻
害
し
て
い
る
事
実
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

わ
が
国
の
航
空
運
送
事
業
者
に
対
し
て
、
航
空
事
故
に
よ
り
支
払
う
こ
と
あ
る
べ
き
損
害
賠
償
の
た
め
保
険
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
命

ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
（
航
空
法
一
一
二
条
六
号
）。
学
説
の
中
に
は
、
航
空
法
に
基
づ
き
、
航
空
運
送
事
業
の
許
可
を
申
請

す
る
際
に
、
当
該
申
請
が
法
に
掲
げ
る
許
可
基
準
（
航
空
法
一
〇
一
条
一
項
）
に
適
合
す
る
旨
の
説
明
を
求
め
ら
れ
る
中
で
（
航
空
法
施
行
規

則
二
一
〇
条
三
項
一
号
イ
）、
相
当
の
付
保
が
指
導
さ
れ
る
と
し
て
も
当
然
で
あ
る
と
説
く
も
の
も
あ
る
（
16
）

。

次
に
条
約
に
つ
い
て
み
て
み
る
。
こ
れ
ま
で
航
空
運
送
の
分
野
に
お
い
て
は
、
直
接
的
に
付
保
を
強
制
す
る
条
約
は
み
あ
た
ら
な
か
っ

た
。
付
保
の
強
制
は
も
っ
ぱ
ら
間
接
的
な
手
段
に
よ
り
な
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
公
の
安
全
の
見
地
か
ら
外
国
航
空
機
の
飛
行
を
禁

止
・
制
限
す
る
シ
カ
ゴ
条
約
九
条
は
、
ロ
ー
マ
条
約
（
一
九
五
二
年
）
の
規
定
に
従
っ
た
付
保
を
行
わ
な
い
航
空
運
送
人
に
対
し
て
も
適

用
さ
れ
る
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
（
17
）

。

と
こ
ろ
が
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
（
一
九
九
九
年
）
は
、
条
約
と
し
て
初
め
て
、
直
接
的
に
付
保
を
強
制
す
る
規
定
を
設
け
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
同
条
約
五
〇
条
は
、「
締
約
国
は
、
自
国
の
運
送
人
に
対
し
て
、
こ
の
条
約
に
基
づ
く
責
任
に
つ
い
て
の
適
切
な
保
険
を
維

持
す
る
よ
う
要
求
す
る
。
運
送
人
は
、
締
約
国
の
領
域
内
へ
の
運
送
を
行
う
場
合
に
、
当
該
締
約
国
か
ら
、
こ
の
条
約
に
基
づ
く
責
任
に

つ
い
て
の
適
切
な
保
険
を
維
持
し
て
い
る
旨
の
証
拠
を
提
出
す
る
よ
う
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。」
と
規
定
す
る
。
同
条
約
は
、
ワ
ル

一
二



航
空
保
険
の
現
状
と
課
題
（
松
嶋
・
中
島
）

（
三
五
三
）

ソ
ー
条
約
を
置
き
換
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
条
の
よ
う
な
規
定
は
ワ
ル
ソ
ー
条
約
に
は
存
在
せ
ず
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
に
お
い
て

初
め
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
規
定
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
同
条
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
乗
客
が
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
と
積
極
的
に
評
価
す
る
見
解
（
18
）

と
、
航
空
運
送
の
世
界
で
は
付
保
は
当
然
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
付
保
を
求
め
る
と
し
て
も
国

内
法
に
基
づ
い
て
な
せ
ば
足
り
、
あ
え
て
条
約
で
規
定
す
る
必
要
は
な
い
と
す
る
見
解
と
が
あ
る
（
19
）

。

③　

免
責
金
額

損
害
賠
償
保
険
に
つ
い
て
は
、
機
体
保
険
と
異
な
り
、
通
常
は
免
責
金
額
は
設
定
さ
れ
な
い
（
20
）

。
し
た
が
っ
て
、
保
険
者
が
承
諾
し
た
適

正
な
賠
償
額
全
額
が
支
払
わ
れ
る
。

④　

乗
客
損
害
賠
償
責
任
保
険
（P

assenger L
egal L

iability Insurance

）

こ
れ
は
、
被
保
険
航
空
機
の
所
有
、
使
用
も
し
く
は
管
理
に
起
因
し
、
ま
た
は
運
送
契
約
の
履
行
に
起
因
し
、
偶
然
の
事
故
に
よ
っ
て
、

乗
客
の
生
命
も
し
く
は
身
体
を
害
し
、
あ
る
い
は
乗
客
の
手
荷
物
を
滅
失
、
破
損
も
し
く
は
汚
損
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被
保
険
者
が
法
律

上
の
損
害
賠
償
責
任
を
負
担
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
損
害
を
担
保
す
る
保
険
で
あ
る
。

乗
客
と
は
、
被
保
険
航
空
機
に
飛
行
の
目
的
を
も
っ
て
搭
乗
中
ま
た
は
乗
降
中
の
者
で
、
被
保
険
航
空
機
の
乗
組
員
と
し
て
の
職
務
に

従
事
す
る
者
を
除
く
す
べ
て
の
者
を
い
う
。

乗
組
員
は
本
保
険
で
な
く
、
航
空
機
搭
乗
者
傷
害
保
険
の
対
象
と
さ
れ
る
。

乗
客
の
手
荷
物
と
は
、
乗
客
が
携
行
も
し
く
は
装
着
す
る
機
内
持
込
手
荷
物
ま
た
は
運
行
者
等
が
原
則
と
し
て
乗
客
の
搭
乗
す
る
航
空

機
で
運
送
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
乗
客
か
ら
受
託
し
た
受
託
手
荷
物
（
積
載
中
、
積
み
込
み
中
ま
た
は
積
み
お
ろ
し
中
の
物
に
限
る
。）
の
う

ち
、
見
回
品
（
日
常
生
活
の
用
に
供
す
る
動
産
）
等
の
財
物
を
い
う
。

一
三



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
三
五
四
）

通
常
、
対
人
・
対
物
賠
償
共
通
で
、
一
事
故
あ
た
り
の
填
補
限
度
額
を
設
定
す
る
。

⑤　

第
三
者
損
害
賠
償
責
任
保
険
（T

hird P
arty L

egal L
iability Insurance

）

こ
れ
は
、
被
保
険
航
空
機
の
所
有
、
使
用
も
し
く
は
管
理
に
起
因
し
、
ま
た
は
運
送
契
約
の
履
行
に
起
因
し
、
偶
然
な
事
故
に
よ
っ
て
、

機
外
の
第
三
者
の
生
命
も
し
く
は
身
体
を
害
し
、
あ
る
い
は
機
外
の
第
三
者
の
財
物
を
滅
失
、
破
損
も
し
く
は
汚
損
す
る
こ
と
に
よ
り
、

被
保
険
者
が
法
律
上
の
損
害
賠
償
責
任
を
負
担
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
損
害
を
担
保
す
る
保
険
で
あ
る
。

例
え
ば
、
飛
行
機
が
空
中
衝
突
し
、
他
の
航
空
機
、
空
港
そ
の
他
の
関
連
施
設
や
人
員
に
損
害
を
与
え
た
場
合
、
航
空
機
の
墜
落
あ
る

い
は
機
体
、
積
荷
の
落
下
に
よ
り
地
上
の
第
三
者
に
損
害
を
与
え
る
場
合
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
自
動
車
保
険
で
い
う
対
人
・
対
物
賠
償
責

任
保
険
に
相
当
す
る
が
、
自
動
車
保
険
と
異
な
り
、
機
内
の
搭
乗
者
は
対
象
と
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
は
前
述
し
た
乗
客
損
害
賠
償
責
任
保

険
の
対
象
と
な
る
。

飛
行
機
が
頻
繁
に
離
着
陸
す
る
空
港
周
辺
で
は
、
落
下
物
等
に
よ
り
第
三
者
に
損
害
が
発
生
し
て
も
、
落
下
物
を
落
と
し
た
飛
行
機
を

特
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
本
邦
の
成
田
空
港
乗
り
入
れ
航
空
会
社
で
は
、
こ
の
こ
と
を
考
慮
し
て
、
全
て
の
保
険
契
約
の
特
約
条

項
の
章
に
「
成
田
空
港
落
下
物
条
項
」
を
入
れ
て
対
処
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
航
空
会
社
、
空
港
公
団
、
保
険
会
社
に
よ
り
作
ら
れ
た
審

査
機
関
が
、
落
下
物
を
落
と
し
た
と
思
わ
れ
る
航
空
会
社
の
範
囲
を
指
定
し
、
指
定
さ
れ
た
航
空
会
社
は
共
同
し
て
補
償
を
行
う
と
と
も

に
、
右
補
償
す
べ
き
責
任
を
各
航
空
会
社
の
航
空
保
険
で
担
保
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
21
）

。
航
空
保
険
の
特
徴
で
あ
る
契
約
条
件
の
柔
軟

性
が
発
揮
さ
れ
た
一
例
で
あ
る
。

な
お
、
第
三
者
賠
償
責
任
保
険
は
、
乗
客
損
害
賠
償
責
任
保
険
と
組
み
合
わ
せ
て
、
単
一
の
填
補
限
度
額
を
定
め
る
場
合
も
あ
る
。
こ

れ
を
第
三
者
・
乗
客
包
括
賠
償
責
任
保
険
と
い
う
。
こ
の
場
合
、
両
保
険
の
間
で
填
補
限
度
額
を
相
互
に
融
通
処
理
で
き
る
利
点
が
あ
る
。

一
四



航
空
保
険
の
現
状
と
課
題
（
松
嶋
・
中
島
）

（
三
五
五
）

⑥　

航
空
機
搭
乗
者
傷
害
保
険
（A

viation P
ersonal A

ccident Insurance

）

こ
れ
は
被
保
険
航
空
機
に
搭
乗
中
ま
た
は
乗
降
中
の
者
（
被
保
険
者
）
が
急
激
か
つ
偶
然
な
外
来
の
事
故
に
よ
っ
て
身
体
に
傷
害
を

被
っ
た
場
合
に
、
一
定
の
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
保
険
で
あ
る
。
乗
客
損
害
賠
償
責
任
保
険
の
対
象
と
な
ら
な
い
乗
組
員
も
対
象
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
労
務
管
理
上
有
益
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
飛
行
機
に
乗
り
込
む
者
が
自
分
自
身
を
被
保
険
者
と
し
て
契
約
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。（
な
お
、
空
港
等
で
自
動
販
売
機
に

よ
り
購
入
で
き
る
保
険
は
、
保
険
カ
バ
ー
内
容
は
こ
れ
と
似
て
い
る
が
、
航
空
保
険
で
は
な
く
、
傷
害
保
険
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。）

本
保
険
は
定
額
払
い
の
保
険
で
あ
り
、
運
送
人
の
責
任
の
有
無
、
実
損
害
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
一
定
の
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
乗
客
損
害
賠
償
責
任
保
険
が
支
払
わ
れ
な
い
場
合
で
も
本
保
険
に
よ
り
支
払
が
な
さ
れ
う
る
。
本
保
険
は
、
乗
客
損
害
賠
償
責

任
保
険
の
補
完
的
機
能
を
営
ん
で
い
る
。
逆
に
、
運
送
人
に
賠
償
責
任
が
発
生
す
る
場
合
、
本
保
険
か
ら
保
険
金
が
支
払
わ
れ
て
も
、
当

然
に
賠
償
金
に
充
当
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
本
保
険
は
、
通
常
の
傷
害
保
険
と
異
な
り
、
被
保
険
者
の
氏
名
を
特
定
せ
ず
、
事
故
当
時

に
被
保
険
航
空
機
に
搭
乗
し
て
い
た
者
全
員
を
被
保
険
者
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑦　

貨
物
賠
償
責
任
保
険

こ
れ
は
、
航
空
運
送
人
の
貨
物
に
対
す
る
賠
償
責
任
を
担
保
す
る
責
任
保
険
で
あ
る
。
貨
物
に
関
す
る
保
険
と
し
て
は
、
こ
の
他
に
、

貨
物
の
所
有
者
ま
た
は
荷
主
と
し
て
貨
物
に
生
じ
る
損
害
を
担
保
す
る
物
保
険
と
し
て
の
貨
物
保
険
も
あ
る
（
22
）

。

一
五



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
三
五
六
）

三
．
戦
争
保
険
と
航
空
保
険
の
課
題

1
．
は
じ
め
に

多
数
の
人
命
を
運
ぶ
航
空
機
は
、
戦
争
、
テ
ロ
、
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
な
ど
の
対
象
と
な
り
や
す
く
、
し
か
も
一
転
損
害
が
発
生
す
る
と
多

数
の
人
命
に
関
わ
る
損
害
を
発
生
さ
せ
る
の
で
、
特
に
定
期
航
空
会
社
と
し
て
は
、
か
か
る
リ
ス
ク
（
戦
争
リ
ス
ク
）
に
対
し
て
も
航
空

保
険
を
付
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
二
．で
み
た
オ
ー
ル
・
リ
ス
ク
ス
保
険
は
い
ず
れ
も
、
原
則
と
し
て
戦
争
危
険
を
免
責
対

象
と
し
て
い
る
の
で
、
オ
ー
ル
・
リ
ス
ク
ス
保
険
と
は
別
に
、
付
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

戦
争
保
険
は
、
オ
ー
ル
・
リ
ス
ク
ス
保
険
よ
り
も
新
し
く
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
後
に
生
ま
れ
、
そ
の
後
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
の
頻
発
を
機

に
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
を
も
担
保
さ
れ
る
よ
う
に
独
自
の
発
展
を
遂
げ
て
き
た
が
、
近
時
湾
岸
戦
争
や
米
国
の
同
時
多
発
テ
ロ
に
よ
り
、
さ
ら

に
大
き
く
変
容
し
た
（
23
）

。
こ
こ
で
は
、
定
期
航
空
会
社
の
航
空
保
険
を
前
提
と
し
て
、
戦
争
保
険
の
概
要
と
変
遷
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

2
．
戦
争
危
険
に
対
す
る
航
空
保
険
の
カ
バ
ー

⑴　

航
空
機
機
体
賠
償
責
任
保
険
（H

ull and Liability com
bined Policy

）

航
空
保
険
の
種
類
と
し
て
は
、
二
．で
述
べ
た
よ
う
に
実
に
様
々
な
も
の
が
あ
る
が
、
定
期
航
空
保
険
会
社
が
通
常
付
し
て
い
る
航
空

保
険
は
、
保
険
の
種
類
毎
に
個
別
に
契
約
す
る
の
で
は
な
く
、
包
括
的
な
契
約
方
式
（
航
空
機
機
体
賠
償
責
任
保
険
：H

ull and L
iability 

com
bined P

olicy　

通
常
、
メ
イ
ン
ポ
リ
シ
ー
と
呼
ぶ
。）
が
と
ら
れ
て
い
る
。

図
1
は
、
同
時
多
発
テ
ロ
発
生
以
前
に
、
定
期
航
空
保
険
会
社
が
通
常
付
し
て
い
た
包
括
的
な
航
空
保
険
を
示
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
メ
イ
ン
ポ
リ
シ
ー
は
、
機
体
損
害
に
つ
い
て
は
、
戦
争
リ
ス
ク
を
担
保
し
な
い
が
、
乗
客
に
対
す
る
賠
償
責
任
損
害
及
び

一
六



航
空
保
険
の
現
状
と
課
題
（
松
嶋
・
中
島
）

（
三
五
七
）

第
三
者
に
対
す
る
賠
償
責
任
損
害
に
つ
い
て
は
、
戦
争
危
険
ま
で
も
復
活
担
保
し
て
い
た
。
航
空

保
険
に
お
い
て
、
戦
争
危
険
は
一
般
的
な
免
責
条
項
と
さ
れ
て
い
る
が
、
免
責
と
さ
れ
る
戦
争
危

険
に
よ
る
損
害
の
う
ち
、
乗
客
、
第
三
者
に
対
す
る
賠
償
責
任
損
害
（A

V
N
48B

と
い
う
免
責
条

項
）
に
つ
い
て
は
、
特
約
条
項
（
図
1
で
い
う
とA

V
N
52C

と
い
う
特
約
）
で
担
保
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
一
旦
排
除
し
た
戦
争
リ
ス
ク
を
引
き
受
け
直
す
こ
と
か
ら
、
復
活
担
保
と
か
ラ

イ
ト
バ
ッ
ク
（W
rite back

）
と
呼
ば
れ
て
い
る
（
24
）

。

　

⑵　

機
体
戦
争
保
険
（H

ull W
ar Insurance

）

メ
イ
ン
ポ
リ
シ
ー
は
、
機
体
損
害
に
関
し
て
戦
争
危
険
を
担
保
し
な
い
の
で
（
機
体
保
険
に
つ

い
て
は
、
ラ
イ
ト
バ
ッ
ク
が
行
わ
れ
な
い
。）、
機
体
損
害
を
担
保
す
る
た
め
の
も
の
と
し
て
、
別
途

機
体
戦
争
保
険
（H

ull W
ar Insurance

）
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
戦
争
保
険
が
、
オ
ー
ル
・
リ
ス

ク
ス
保
険
と
は
別
に
発
展
し
て
き
た
こ
と
を
反
映
し
、
機
体
戦
争
保
険
は
、
ラ
イ
ト
バ
ッ
ク
で
は

な
く
、
メ
イ
ン
ポ
リ
シ
ー
の
航
空
保
険
市
場
と
は
別
に
主
と
し
て
ロ
イ
ズ
の
再
保
険
者
に
よ
っ
て

引
き
受
け
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
機
体
戦
争
保
険
に
お
い
て
は
、
三
機
分
程
度
の
填
補
限
度

額
（aggregate lim

it

）
が
付
さ
れ
る
の
が
一
般
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
機
体
保
険
に
つ
い
て
は
、
オ
ー
ル
・
リ
ス
ク
ス
と
戦
争
危
険
と
が
峻
別
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
発
生
し
た
事
故
が
ど
ち
ら
に
よ
る
か
特
定
で
き
な
い
場
合
の
処
理
が
問
題
と
な

る
。

〈図 1〉

機体損害 乗客に対する損害 第三者に対する損害

オール・リスクス

（通常の危険）

航空機機体賠償責任保険

→特約付加にあたり追加保険料

戦争危険 機体戦争保険

特約（AVN52C）により

メインポリシー自体で復活担保

（支払限度額一事故あたり15～20億米ドル）

一
七



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
三
五
八
）

一
九
八
五
年
六
月
に
イ
ン
ド
航
空
の
ボ
ー
イ
ン
グ
747
機
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
沖
に
墜
落
し
た
際
に
、
こ
の
問
題
が
顕
在
化
し
、
一
億
米
ド

ル
を
超
え
る
機
体
保
険
金
を
ど
ち
ら
の
保
険
で
支
払
う
の
か
が
議
論
と
な
っ
た
。
こ
の
事
件
に
お
い
て
は
、
当
初
両
方
の
保
険
事
業
者
が

半
分
ず
つ
負
担
し
て
支
払
い
、
そ
の
後
時
間
を
か
け
て
事
故
の
原
因
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
待
っ
て
仲
裁
に
よ
り
、
い
ず
れ
の
対
象

と
す
る
か
決
す
る
こ
と
と
し
、
後
日
回
収
さ
れ
た
機
体
片
の
鑑
定
に
よ
り
、
戦
争
危
険
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
決
着
を
み
た
。

現
在
で
は
、
ど
ち
ら
の
保
険
で
支
払
う
べ
き
か
決
し
き
れ
な
い
場
合
は
、
双
方
の
保
険
事
業
者
が
仮
に
半
分
ず
つ
の
割
合
で
保
険
金
を

支
払
い
、
そ
の
後
仲
裁
で
い
ず
れ
が
支
払
う
か
決
め
る
こ
と
と
さ
れ
、
か
か
る
旨
の
条
項
が
ロ
イ
ズ
の
標
準
文
言
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
フ
ィ
フ
テ
ィ
・
フ
ィ
フ
テ
ィ
条
項
（50/50 P
rovisional C

laim
s S
ettlem

ent C
lause

）
と
い
う
（
25
）

。

ち
な
み
に
、
賠
償
保
険
に
つ
い
て
は
戦
争
危
険
が
ラ
イ
ト
バ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
の
で
、
か
か
る
問
題
は
生
じ
な
い
。

3
．
戦
争
保
険
に
お
け
る
二
つ
の
制
約

⑴　

七
日
前
解
約
予
告
条
項
（7 D
ays Cancellation Clause

）

注
意
す
べ
き
は
、
戦
争
保
険
に
は
、
二
つ
の
重
大
な
制
約
が
あ
る
。
一
つ
は
、
七
日
前
解
約
予
告
条
項
（7 D

ays C
ancellation 

C
lause

）
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
被
保
険
者
・
保
険
者
は
、
七
日
前
に
予
告
す
れ
ば
、
相
手
方
の
同
意
な
し
に
契
約
を
解
除
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
但
し
、
解
約
の
発
効
以
前
に
、
両
者
が
新
し
い
保
険
料
率
、
条
件
、
適
用
地
域
に
合
意
す
れ
ば
、
契
約
を
更
新
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
規
定
の
上
で
は
保
険
者
・
被
保
険
者
が
対
等
に
解
除
権
を
行
使
で
き
る
よ
う
で
あ
る
が
、
被
保
険
者
が
こ
の
条
項
を
利
用
す
る

こ
と
は
ま
ず
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
実
際
上
は
保
険
者
側
に
有
利
に
で
き
た
条
項
で
あ
る
。

こ
の
条
項
は
、
一
九
九
〇
年
八
月
、
イ
ラ
ク
が
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
侵
攻
し
た
際
に
発
動
さ
れ
、
一
九
九
一
年
二
月
イ
ラ
ク
が
降
伏
し
、
湾

岸
危
機
が
一
応
の
解
決
を
見
る
ま
で
、
湾
岸
地
域
一
帯
に
つ
い
て
全
く
の
無
保
険
状
態
が
生
じ
た
。

一
八



航
空
保
険
の
現
状
と
課
題
（
松
嶋
・
中
島
）

（
三
五
九
）

こ
の
よ
う
な
状
態
の
下
で
、
救
援
機
な
ど
を
派
遣
す
る
場
合
、
個
別
に
救
援
機
を
担
保
す
る
保
険
を
手
配
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
か
か

る
保
険
が
常
に
手
配
で
き
る
と
は
限
ら
ず
、
仮
に
手
配
で
き
て
も
保
険
の
有
効
期
間
が
数
日
に
限
ら
れ
る
な
ど
、
不
十
分
な
も
の
に
な
り

が
ち
で
あ
る
。

こ
の
条
項
は
、
同
時
多
発
テ
ロ
の
際
に
も
問
題
と
な
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
4
．で
後
述
す
る
。

⑵　

自
動
終
了
条
項
（A

utom
atic T

erm
ination Clause

）

も
う
一
つ
の
制
約
は
、
自
動
終
了
条
項
（A

utom
atic T

erm
ination C

lause

）
で
あ
る
。
核
兵
器
の
使
用
、
五
大
国
（
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ

カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
、
中
国
）
間
に
お
け
る
戦
争
勃
発
の
場
合
に
は
、
通
告
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
保
険
契
約
は
自
動
的
に
終
了
す

る
旨
の
条
項
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
に
は
、
保
険
契
約
が
前
提
と
し
て
い
る
社
会
秩
序
が
失
わ
れ
る
と
い
う
趣
旨
か
ら
、
全
て
の
戦
争

保
険
契
約
の
中
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
か
か
る
場
合
は
、
民
間
の
保
険
事
業
者
で
な
く
国
家
に
よ
る
措
置
が
必
要
と
な
る
。

こ
の
条
項
が
発
動
さ
れ
る
と
、
前
述
の
ラ
イ
ト
バ
ッ
ク
さ
れ
た
分
を
含
め
、
全
世
界
の
戦
争
保
険
が
自
動
的
に
終
了
す
る
た
め
、
不
安

定
な
状
態
が
出
現
す
る
（
26
）

。

4
．
同
時
多
発
テ
ロ
の
戦
争
保
険
に
対
す
る
影
響
と
対
策

⑴　

は
じ
め
に

二
〇
〇
一
年
九
月
一
一
日
に
発
生
し
た
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
は
、
死
者
約
三
〇
〇
〇
名
と
い
う
重
大
な
人
的
被
害
と
莫
大
な
経
済
的
損

失
を
も
た
ら
し
た
。
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
し
た
航
空
機
自
体
を
武
器
と
し
て
使
用
す
る
と
い
う
テ
ロ
は
、
航
空
の
安
全
に
対
す
る
認
識
を
根
底

か
ら
揺
る
が
せ
た
。
当
然
の
事
な
が
ら
、
こ
れ
に
よ
り
航
空
保
険
、
特
に
戦
争
保
険
の
シ
ス
テ
ム
は
、
大
き
な
影
響
を
受
け
ざ
る
を
得
な

い
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
同
時
多
発
テ
ロ
に
よ
り
惹
起
さ
れ
た
戦
争
保
険
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
整
理
・
検
討
す
る
こ
と
と
し

一
九



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
三
六
〇
）

た
い
。

　

⑵　

同
時
多
発
テ
ロ
直
後
の
保
険
カ
バ
ー
：A

V
N
52D

に
よ
る
ラ
イ
ト
バ
ッ
ク

同
時
多
発
テ
ロ
の
際
に
も
、
ラ
イ
ト
バ
ッ
ク
さ
れ
た
分
を
含
む
オ
ー
ル
・
リ
ス
ク
ス
保
険
の

保
険
者
サ
イ
ド
か
ら
七
日
前
解
約
予
告
条
項
が
行
使
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
二
〇
〇
一
年
九
月

一
七
日
二
三
時
五
九
分
（
グ
リ
ニ
ッ
ジ
標
準
時
）
に
、
保
険
者
か
ら
、
同
条
項
に
基
づ
き
、
前
記

A
V
N
52C

の
特
約
を
解
除
す
る
と
の
通
知
が
、
世
界
の
各
航
空
運
送
事
業
者
に
対
し
て
な
さ

れ
た
。

た
だ
こ
の
と
き
は
、
解
約
の
発
効
直
前
に
、
保
険
者
か
ら
免
責
条
項
を
一
部
ラ
イ
ト
バ
ッ
ク

す
る
新
た
な
特
約
（A

V
N
52D

）
が
提
示
さ
れ
、
全
く
の
無
保
険
状
態
は
回
避
さ
れ
た
。

同
時
多
発
テ
ロ
直
後
の
保
険
カ
バ
ー
は
、
図
2
の
よ
う
に
な
っ
た
。

一
見
す
る
と
、
図
1
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
戦
争
保
険
カ
バ
ー
の
範
囲
が
大
き
く

縮
小
さ
れ
、
か
つ
、
航
空
運
送
事
業
者
の
負
担
が
大
き
な
も
の
と
な
っ
た
（
27
）

。

ま
ず
第
一
に
、
戦
争
危
険
に
よ
る
第
三
者
に
対
す
る
賠
償
責
任
損
害
に
対
し
て
、
支
払
限
度

額
が
一
事
故
あ
た
り
二
〇
億
米
ド
ル
か
ら
一
事
故
及
び
期
間
中
五
〇
百
万
米
ド
ル
に
引
き
下
げ

ら
れ
、
第
三
者
に
対
す
る
損
害
に
対
す
る
賠
償
保
険
の
範
囲
が
限
定
さ
れ
た
（
な
お
、
乗
客
に

対
す
る
賠
償
保
険
の
範
囲
は
従
来
ど
お
り
で
あ
る
。）。
い
く
つ
か
の
保
険
会
社
は
、
さ
ら
に
追
加
保

険
料
の
支
払
い
で
五
〇
百
万
米
ド
ル
か
ら
一
〇
億
米
ド
ル
ま
で
カ
バ
ー
す
る
損
害
賠
償
保
険
を

〈図 2〉

機体損害 乗客に対する損害 第三者に対する損害

オール・リスクス

（通常の危険）

航空機機体賠償責任保険

→特約付加にあたり追加保険料

戦争危険
機体戦争保険

→追加保険料

キャンセル＆ライトバック（AVN52D）

（5000万米ドルの

サブリミット）

二
〇



航
空
保
険
の
現
状
と
課
題
（
松
嶋
・
中
島
）

（
三
六
一
）

引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
二
に
、AV

N
52D

の
特
約
付
加
に
あ
た
り
、
有
償
旅
客
一
人
あ
た
り
一
・
二
五
米
ド
ル
の
追
加
保
険
料
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

第
三
に
、
機
体
戦
争
保
険
に
お
い
て
も
、
総
機
体
保
険
金
額
（A

verage F
leet V

alue

）
の
〇
・
〇
五
％
の
追
加
保
険
料
の
支
払
を
要
求

し
、
支
払
わ
な
け
れ
ば
保
険
を
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

⑶　

そ
の
後
の
状
況

以
上
の
と
お
り
、
同
時
多
発
テ
ロ
直
後
の
戦
争
危
険
に
対
す
る
航
空
保
険
に
よ
る
カ
バ
ー
は
限
定
的
で
あ
っ
た
た
め
、
多
く
の
国
に
お

い
て
政
府
に
よ
る
援
助
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
政
府
がT

R
O
IK
A

と
称
す
る
保
険
会
社
を
設
立
し
、
二
〇
億
米
ド
ル
ま
で
の
政
府
保
険
制
度
を
二
〇
〇
二
年
一
〇

月
ま
で
実
施
し
た
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
政
府
が
二
〇
〇
一
年
九
月
中
に
民
間
保
険
の
上
乗
せ
分
の
第
三
者
賠
償
保
険
を
提
供
し
た
。
ア

メ
リ
カ
で
は
さ
ら
に
同
時
多
発
テ
ロ
の
個
人
被
害
者
に
対
す
るV

IC
T
IM
S
 F
U
N
D

も
形
成
さ
れ
た
（
28
）

。

日
本
に
お
い
て
は
、
平
成
一
三
年
一
〇
月
二
日
の
閣
議
決
定
で
、「
国
会
の
議
決
を
条
件
と
し
て
、
本
邦
航
空
運
送
事
業
者
が
運
航
す

る
航
空
機
へ
の
テ
ロ
等
に
よ
り
航
空
機
事
故
が
発
生
し
、
第
三
者
に
損
害
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
当
該
事
故
に
よ
り
発
生
し
た
損
害
の
賠

償
金
の
支
払
い
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
。」
も
の
と
さ
れ
、
民
間
保
険
で
填
補
可
能
な
金
額
（
一
〇
億
米
ド
ル
）
を

超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、
二
〇
億
米
ド
ル
を
上
限
に
政
府
が
補
償
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
、
一
〇
億
米
ド

ル
を
超
え
る
第
三
者
損
害
に
つ
い
て
も
、
民
間
保
険
で
填
補
で
き
る
体
制
が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
措
置
は
、
平
成
一
五
年
一
二
月
一

日
に
終
了
し
た
。

二
〇
一
二
年
現
在
の
保
険
カ
バ
ー
の
状
況
は
、
図
3
の
と
お
り
で
あ
る
。

二
一



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
三
六
二
）

一
時
保
険
料
が
高
騰
し
た
、
戦
争
危
険
に
起
因
す
る
第
三
者
へ
の
賠
償
責
任
保
険
の
提
供
を

事
業
機
会
と
捉
え
、
保
険
会
社
の
新
規
の
市
場
参
入
が
増
加
し
た
こ
と
も
あ
り
、
現
在
で
は
、

追
加
保
険
料
の
支
払
い
で
二
〇
億
米
ド
ル
ま
で
を
カ
バ
ー
す
る
、
世
界
の
保
険
者
に
よ
る
引
受

体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
述
の
七
日
前
解
約
予
告
条
項
（7 D

ays C
ancellation 

C
lause

）
に
つ
い
て
も
、
現
在
で
は
、
核
兵
器
の
敵
対
行
為
と
し
て
の
爆
発
（pure W

ar R
isk

の
み
）
に
よ
る
自
動
終
了
以
外
は
解
約
さ
れ
な
い
保
険
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
航
空
賠
償
責
任
保
険
契
約
は
通
常
一
年
契
約
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
期
間
に
渡
る

付
保
が
確
約
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
戦
争
や
テ
ロ
の
危
険
性
が
世
界
的
に
再
び
高
ま
っ

た
場
合
に
は
、
戦
争
危
険
に
起
因
す
る
第
三
者
へ
の
賠
償
責
任
保
険
市
場
か
ら
一
部
の
保
険
者

が
撤
退
し
、
世
界
的
な
引
受
体
制
が
再
び
脆
弱
と
な
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

　
　
　
　

四
．
結
び
に
代
え
て

本
稿
の
執
筆
者
両
名
の
手
に
な
る
本
稿
は
、
共
著
者
の
一
人
松
嶋
に
よ
る
前
著
（
29
）

を
、
そ
の
後

の
航
空
保
険
の
実
務
の
発
展
に
照
ら
し
、
共
著
者
の
一
人
中
島
が
、
全
面
的
に
加
筆
訂
正
を
加

え
、
さ
ら
に
両
名
の
共
同
討
議
に
よ
り
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
討
議
の
場
と
し
て
は
、
本

学
部
比
較
法
研
究
所
所
管
の
現
代
空
法
研
究
会
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
戦
争
保
険
に
関

す
る
課
題
は
以
前
に
比
べ
て
限
定
的
な
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
現
在
に
お
い
て
は
、
世
界
の
保

〈図 3〉

機体損害 乗客に対する損害 第三者に対する損害

オール・リスクス

（通常の危険）

航空機機体賠償責任保険

→特約付加にあたり追加保険料

戦争危険
機体戦争保険

→追加保険料

キャンセル＆ライトバック（AVN52E）

（ 1億5000万米ドルの

サブリミット）

二
二



航
空
保
険
の
現
状
と
課
題
（
松
嶋
・
中
島
）

（
三
六
三
）

険
者
に
よ
る
安
定
し
た
引
受
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
こ
の
時
期
が
、
航
空
保
険
の
現
状
を
俯
瞰
し
課
題
を
整
理
す
る
に

も
っ
と
も
適
し
て
い
る
と
い
う
の
が
、
我
々
両
名
の
認
識
で
あ
る
。
本
稿
が
、
依
拠
す
べ
き
文
献
が
少
な
い
航
空
保
険
に
つ
き
、
隙
間
を

埋
め
る
基
礎
文
献
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

な
お
、
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
全
日
本
空
輸
株
式
会
社
法
務
部
長
菅
原
貴
与
志
氏
か
ら
全
面
的
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ
た
と
と
も
に
、

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
株
式
会
社
か
ら
は
、
航
空
保
険
の
現
状
に
対
す
る
情
報
提
供
と
原
稿
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
を
い
た
だ
い
た
。
こ

こ
に
そ
の
こ
と
を
特
記
し
、
感
謝
申
し
上
げ
る
。
も
ち
ろ
ん
文
責
が
す
べ
て
我
々
両
名
に
あ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

（
1
） 

藤
田
勝
利
編
『
新
航
空
法
講
義
』（
平
成
一
九
年
）
二
五
九
〜
二
七
八
頁
（
松
嶋
隆
弘
）

（
2
） 

原
茂
太
一
「
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
け
る
航
空
保
険
」（
平
成
三
年
・
財
団
法
人
損
害
保
険
事
業
総
合
研
究
所
）
二
一
頁
、
な
お
、
同
「
航
空
保
険

の
意
義
お
よ
び
そ
の
範
囲
│
イ
ギ
リ
ス
の
法
と
実
務
を
中
心
に
し
て
」
空
法
三
二
号
（
平
成
三
年
）
一
頁

（
3
） 

阿
部
紘
一
「
定
期
航
空
会
社
の
航
空
保
険
に
つ
い
て
」
空
法
三
三
号
（
平
成
四
年
）
三
三
頁
以
下
、
羽
原
敬
二
『
航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
諸

問
題
』（
平
成
九
年
・
関
西
大
学
経
済
・
政
治
研
究
所
）
六
一
頁
以
下

（
4
） 

本
稿
執
筆
に
際
し
、
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
株
式
会
社
か
ら
、「
航
空
保
険
市
場
はV

olatile

で
は
あ
っ
て
も
、
言
葉
の
厳
密
な
意
味
で

S
peculative

で
は
な
い
（
た
だ
し
、
9
・
11
直
後
に
限
っ
て
は
、
き
わ
め
て
例
外
的
に
投
機
的
な
動
き
を
示
し
た
保
険
者
が
存
在
し
た
こ
と
は
事

実
で
あ
る
）」
旨
の
指
摘
を
受
け
た
。
敢
え
て
こ
こ
に
記
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

（
5
） 

も
っ
と
も
単
一
の
事
故
が
損
害
率
に
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
は
、
よ
ほ
ど
の
規
模
の
場
合
（
例
え
ば
日
航
の
御
巣
高
事
故
ク
ラ
ス
）
に
限
ら
れ
よ

う
。

（
6
） 

坂
本
昭
雄
・
三
好
晉
『
新
国
際
航
空
法
』（
平
成
一
一
年
）
三
三
三
頁
。
ち
な
み
に
日
本
航
空
保
険
プ
ー
ル
は
、
外
国
か
ら
の
保
険
の
引
受
け

は
行
わ
ず
、
外
国
へ
の
再
保
険
の
み
を
行
う
出
再
プ
ー
ル
で
あ
る
。
阿
部
・
前
掲
三
四
頁

二
三



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
三
六
四
）

（
7
） 

羽
原
・
前
掲
書
一
一
五
頁

（
8
） 

羽
原
・
前
掲
書
一
一
四
頁

（
9
） 
阿
部
・
前
掲
二
五
頁

（
10
） 
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
が
オ
ー
ル
・
リ
ス
ク
ス
保
険
と
戦
争
保
険
の
い
ず
れ
で
担
保
さ
れ
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
事
例
（P

an A
m
. W
orld A

irw
ays, 

Inc. v. A
etna C

as. &
 S
ur. C

o.,

〔1974

〕IL
oyd’s R

ep 207, 

〔1975

〕 IL
oyd’s R

ep 77,505 F
. 2d 989 

（1974

）, 12 A
vi C
as 18,069, 13 

A
vi C
as 17,340

）
を
紹
介
す
る
も
の
と
し
て
、
羽
原
・
前
掲
書
九
四
頁
。
ち
な
み
に
、
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
に
お
い
て
も
、
こ
の
こ
と
が
問
題
と

な
り
う
る
と
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、E

rw
in E
. C
abin, W

ar-R
isk, H

ijacking &
 T
errorism

 E
xclusions in A

viation Insurance: 

C
arrier L

iability in T
he W

ake of S
eptem

ber 11, 2001 

（2003

） 68 Journal of A
ir L
aw
 and C

om
m
erce, p.421.

（
11
） 

な
お
、
本
文
に
述
べ
た
ほ
か
に
航
空
に
関
係
す
る
保
険
と
し
て
、
空
港
施
設
所
有
・
管
理
者
賠
償
責
任
保
険
（A

irport O
w
ners and 

O
perators L

iability Insurance
）、
航
空
機
製
造
物
責
任
保
険
（A

viation P
roducts L

iability Insurance

）、
航
空
機
乗
員
免
許
喪
失
保
険

（A
ir C
rew
 L
oss of L

icense Insurance
）、
人
工
衛
星
に
関
連
す
る
宇
宙
保
険
（S

pace Insurance

）、
飛
行
船
保
険
、
グ
ラ
イ
ダ
ー
保
険
等
が

あ
る
。

（
12
） 

被
保
険
航
空
機
と
は
、
保
険
証
券
記
載
の
航
空
機
を
い
う
。

（
13
） 

免
責
金
額
の
定
め
方
に
つ
い
て
は
、
羽
原
・
前
掲
書
三
九
頁

（
14
） 

阿
部
・
前
掲
三
一
頁

（
15
） 

本
稿
執
筆
に
際
し
、
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
株
式
会
社
か
ら
、「
米
国
がpay on behalf

方
式
、
英
国
がindem

nify

方
式
」
と
い
う
説
明
は
、

歴
史
的
沿
革
の
説
明
で
あ
れ
ば
該
当
す
る
面
も
あ
る
が
、
現
状
の
説
明
と
し
て
は
正
確
で
は
な
い
旨
指
摘
を
受
け
た
。
敢
え
て
こ
こ
に
記
し
て
お
く

こ
と
に
し
た
い
。

（
16
） 

坂
本
＝
三
好
・
前
掲
書
三
四
九
頁

（
17
） I. H

. D
iederiks-V

erschoor, A
n Introduction to A

ir L
aw
 

（7th ed., 2001

） p.175.

（
18
） Ibid. p.183

二
四



航
空
保
険
の
現
状
と
課
題
（
松
嶋
・
中
島
）

（
三
六
五
）

（
19
） 

坂
本
＝
三
好
・
前
掲
書
三
五
一
頁
を
参
照

（
20
） 

た
だ
し
、
損
害
賠
償
保
険
の
う
ち
、
手
荷
物
に
関
し
て
は
、
一
般
的
に
一
二
五
〇
ド
ル
の
免
責
金
額
が
付
け
ら
れ
る
。

（
21
） 
阿
部
・
前
掲
三
八
頁

（
22
） 
大
野
和
雄
『
航
空
貨
物
損
害
賠
償
の
実
務
』（
平
成
三
年
・
成
山
堂
書
店
）
四
五
頁
、
来
見
田
實
『
新
訂
航
空
貨
物
の
理
論
と
実
務
』（
平
成
七

年
・
成
山
堂
書
店
）
一
五
八
頁

（
23
） 

中
村
克
己
「
テ
ロ
に
起
因
す
る
第
三
者
賠
償
責
任
の
現
状
と
考
察
」
空
法
四
四
号
（
平
成
一
五
年
）
二
三
頁

（
24
） 

図
1
で
は
、
貨
物
や
航
空
機
部
品
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
が
、
貨
物
の
賠
償
責
任
保
険
と
し
て
は
、
航
空
貨
物
賠
償
責
任
保
険
（F

reight 

L
iability Insurance

）
が
、
航
空
機
部
品
に
つ
い
て
は
、
航
空
機
部
品
保
険
（A

ircraft S
pare P

arts Insurance

）
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
オ
ー

ル
・
リ
ス
ク
ス
条
件
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
戦
争
危
険
ま
で
も
担
保
す
る
。
ラ
イ
ト
バ
ッ
ク
に
つ
い
て
も
、
本
文
に
述
べ
た
と
こ
ろ
が
当
て
は
ま
る
。

阿
部
・
前
掲
二
六
頁
、
羽
原
・
前
掲
書
七
七
頁

（
25
） 

阿
部
・
前
掲
四
〇
頁
、
羽
原
・
前
掲
書
九
四
頁

（
26
） 

湾
岸
戦
争
の
際
に
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ア
ラ
ブ
間
で
核
兵
器
の
使
用
が
予
測
さ
れ
た
た
め
、
日
本
航
空
は
、
七
日
間
に
限
り
、
機
体
の
ハ
イ

ジ
ャ
ッ
ク
リ
ス
ク
を
担
保
す
る
保
険
を
作
出
し
た
。
た
だ
、
担
保
リ
ス
ク
が
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
賠
償
保
険
に
つ
い
て
は
実
現
で

き
な
か
っ
た
。
阿
部
・
前
掲
四
四
頁

（
27
） 

中
村
・
前
掲
二
六
頁
の
他
、
平
成
一
七
年
五
月
二
七
日
に
お
け
る
淡
路
信
広
氏
の
空
法
学
会
報
告
「
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
後
の
航
空
保
険
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
動
向
」
に
よ
る
。R

od D
. M
argo, 11 S

eptem
ber 2001 - A

n A
viation Insurance P

erspective 

（2002

） 27 A
IR
 &
 S
P
A
C
E
 

L
A
W
, p.389.

（
28
） R
aym
ond L

. M
ariani, T

he S
eptem

ber 11th V
ictim

 C
om
pensation F

und of 2001 and T
he P

rotection of T
he A

irline Industry: 

A
 B
ill for T

he A
m
erican P

eople, 

（2002

） 67 Journal of A
ir L
aw
 and C

om
m
erce p.141.

（
29
） 

藤
田
・
前
掲
書
（
前
注
1
）

二
五





コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
連
す
る
犯
罪
と
刑
事
立
法
（
二
・
完
）（
南
部
）

（
三
六
七
）

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
連
す
る
犯
罪
と
刑
事
立
法
（
二
・
完
）

南　
　

部　
　
　
　
　

篤

Ⅰ　

は
じ
め
に

Ⅱ　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
関
連
す
る
犯
罪
の
概
念

　

1　

検
討
対
象
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
犯
罪
」

　

2　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
の
登
場

　

3　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
の
広
が
り

　

4　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
犯
罪
へ

Ⅲ　

法
解
釈
に
よ
る
対
応
の
限
界

　

1　

デ
ー
タ
の
侵
害
と
文
書
犯
罪

　

2　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
た
不
正
な
財
産
的
事
務
処
理
と
財
産
犯
罪

　

3　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
す
る
業
務
へ
の
加
害
行
為
な
ど　
（
以
上
前
号
、
以
下
本
号
）

二
七



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
三
六
八
）

Ⅳ　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
犯
罪
を
め
ぐ
る
刑
事
立
法
の
動
向

　

1　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
刑
事
立
法

　

2　

不
正
ア
ク
セ
ス
刑
事
規
制
立
法

　

3　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
犯
罪
刑
事
立
法

Ⅴ　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
犯
罪
刑
事
規
制
の
課
題

　

1　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
犯
罪
刑
事
立
法
の
検
討

　

2　

刑
事
立
法
の
あ
り
方

│
フ
ラ
ン
ス
刑
法
と
の
比
較
か
ら

│

Ⅵ　

む
す
び

Ⅳ　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
犯
罪
を
め
ぐ
る
刑
事
立
法
の
動
向

1　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
刑
事
立
法

（
1
）　

一
九
八
七
年
（
昭
和
六
二
年
）
刑
法
一
部
改
正

一
九
八
〇
年
代
こ
ろ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
連
犯
罪
を
め
ぐ
る
法
状
況
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
①
デ
ー
タ
の
改
ざ
ん
行
為
と
偽
造
罪
、

②
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
へ
の
加
害
行
為
と
業
務
妨
害
罪
、
③
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
財
産
的
利
得
行
為
と
財
産
犯
罪
、
④
デ
ー

タ
の
消
去
行
為
と
毀
棄
罪
な
ど
の
点
で
、
法
解
釈
上
の
困
難
性
か
ら
刑
事
規
制
が
大
き
な
課
題
に
直
面
し
、
拡
張
的
解
釈
に
よ
る
対
応
が

限
界
点
に
達
し
た
感
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
⑤
デ
ー
タ
の
不
正
入
手
、
⑥
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
無
権
限
使
用
・
無
権
限
ア
ク
セ
ス
等
、
新
た

な
犯
罪
化
の
要
否
が
検
討
を
迫
ら
れ
る
状
況
に
あ
っ
た

（
62
）

。

二
八



コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
連
す
る
犯
罪
と
刑
事
立
法
（
二
・
完
）（
南
部
）

（
三
六
九
）

そ
の
よ
う
な
背
景
の
下
で
、
一
九
八
六
年
か
ら
刑
事
立
法
に
向
け
た
具
体
的
な
動
き
が
は
じ
ま
り

（
63
）

、
翌
一
九
八
七
年
五
月
二
七
日
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
関
係
の
処
罰
規
定
の
新
設
を
重
要
部
分
と
す
る
「
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
以
下
「
一
九
八
七
年
改
正
」
と
い

う
。）
が
成
立
し
、
同
年
六
月
二
日
に
公
布
さ
れ
た
。

こ
の
改
正
は
、「
も
と
も
と
現
行
刑
法
に
よ
る
的
確
な
処
罰
が
可
能
で
あ
っ
た
行
為
と
同
様
の
行
為
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
出
現
に
伴
い
事
務
処
理
形
態
が
変
化
し
た
た
め
、
的
確
な
処
罰
が
困
難
と
な
っ
た
類
型
の
行
為
に
つ
い
て
、
処
罰
規
定
を
整

備
し
よ
う
と
す
る
」
趣
旨
の
下
に
、
上
の
①
か
ら
④
の
点
に
関
す
る
処
罰
規
定
の
新
設
を
行
う
こ
と
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た

（
64
）

。
①

な
い
し
④
の
点
が
、
従
来
の
文
書
偽
造
罪
・
業
務
妨
害
罪
・
財
産
犯
罪
・
毀
棄
罪
に
対
応
す
る
行
為
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
罪
の
分
類
と
も

合
致
す
る
の
に
対
し
て
、
⑤
と
⑥
の
点
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
問
題
で
あ
り
保
護
の
範
囲
・
程
度
な
ど
さ
ら
に
種
々
の
観
点
か
ら
検
討
す

べ
き
点
が
多
い
こ
と
か
ら
、
法
制
審
議
会
で
の
審
議
の
段
階
で
立
法
化
は
見
送
ら
れ
た

（
65
）

。

改
正
の
主
な
内
容
は
、
①
デ
ー
タ
の
改
ざ
ん
行
為
を
捕
捉
す
る
た
め
の
「
電
磁
的
公
正
証
書
原
本
不
実
記
録
・
供
用
罪
（
一
五
七
条
・

一
五
八
条
）」、「
電
磁
的
記
録
不
正
作
出
罪
（
一
六
一
条
の
二
）」、「
不
正
作
出
電
磁
的
記
録
供
用
罪
（
一
六
一
条
の
二
第
三
項
・
第
四
項
）」、

②
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
へ
の
加
害
行
為
を
捕
捉
す
る
た
め
の
「
電
子
計
算
機
損
壊
等
業
務
妨
害
罪
（
二
三
四
条
の
二
）」、
③
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
不
正
な
財
産
的
利
得
行
為
を
捕
捉
す
る
た
め
の
「
電
子
計
算
機
使
用
詐
欺
罪
（
二
四
六
条
の
二
）」、
④
デ
ー
タ
の
消

去
行
為
を
捕
捉
す
る
た
め
の
「
電
磁
的
記
録
毀
棄
罪
（
二
五
八
条
・
二
五
九
条
）」、
の
処
罰
規
定
を
新
設
し
、
ま
た
、「
電
磁
的
記
録
の
定

義
（
七
条
の
二
）」
を
設
け
る
も
の
で
あ
っ
た

（
66
）

。

こ
の
改
正
の
特
徴
は
、
ま
ず
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
処
罰
規
定
を
盛
り
込
ん
だ
特
別
法
を
制
定
す
る
と
い
う
方
式
に
依
ら
ず
刑
法
典
中

に
規
定
を
新
設
す
る
方
式
が
と
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
法
典
中
に
「
電
子
情
報
処
理
組
織
に
関
連
す
る
罪
」
の
よ
う
な
独
立
の
章
を
設
け

二
九



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
三
七
〇
）

る
の
で
は
な
く
、
上
に
み
た
よ
う
に
、
文
書
偽
造
罪
、
業
務
妨
害
罪
、
詐
欺
罪
、
文
書
毀
棄
罪
と
い
っ
た
既
存
の
犯
罪
類
型
を
修
正
・
拡

張
し
た
類
型
を
創
設
し
、
そ
れ
ら
を
従
来
の
条
文
の
前
後
に
配
置
し
、
あ
る
い
は
従
来
の
条
文
中
に
組
み
入
れ
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
た

点
に
あ
る
。

内
容
的
に
は
、「
不
正
作
出
」
の
概
念
の
導
入
に
よ
り
、
記
録
の
有
形
偽
造
的
行
為
、
無
形
偽
造
的
行
為
を
区
別
せ
ず
に
不
正
な
デ
ー
タ

を
作
り
出
す
行
為
を
捕
捉
す
る
こ
と
と
し
た
点
が
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
処
罰
範
囲
は
実
質
的
に
拡
張
さ
れ
た
と
も
い
え
る
。
文
書

偽
造
と
電
磁
的
記
録
不
正
作
出
と
を
パ
ラ
レ
ル
に
考
え
る
と
、「
文
書
の
信
用
性
（
証
明
機
能
）
の
保
護
」
の
た
め
に
作
成
名
義
の
偽
り
の

有
無
が
問
題
に
な
る
の
だ
か
ら
、「
デ
ー
タ
の
信
用
性
（
証
明
機
能
）
の
保
護
」
の
た
め
に
は
、
そ
の
デ
ー
タ
の
作
成
名
義
を
問
題
に
せ
ざ

る
を
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
電
磁
的
記
録
不
正
作
出
罪
は
、
従
来
の
文
書
偽
造
罪
の
保
護
法
益
と
パ

ラ
レ
ル
に
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
（
デ
ー
タ
の
信
用
性
・
証
明
機
能
）
と
は
大
き
く
異
な
る
、「
情
報
処
理
の
正
し
さ
」
と
で
も
い
う
べ
き
も
の

を
保
護
法
益
と
す
る
、
情
報
処
理
阻
害
を
処
罰
す
る
規
定
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
疑
問
が
あ
る
と
い
う
見
方

（
67
）

も
で
き
る
こ
と
と
な
る
。

電
子
計
算
機
損
壊
等
業
務
妨
害
罪
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
業
務
妨
害
罪
に
比
し
て
重
い
法
定
刑
が
設
定
さ
れ
た
点
な
ど
、
特
に
厚
く
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
保
護
を
計
ろ
う
と
し
た
側
面
も
な
い
わ
け
で
は
な
い

（
68
）

。

し
か
し
、
諸
外
国
の
立
法
例
と
比
べ
れ
ば
、
概
し
て
慎
重
な
態
度
を
と
っ
た
比
較
的
制
限
的
な
立
法
と
い
い
う
る
も
の
で
あ
る
と
の
評

価
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
従
来
の
犯
罪
の
周
辺
に
あ
る
当
罰
性
が
明
白
な
行
為
に
絞
っ
て
犯
罪
化
が
行
な
わ
れ
た
た
め
、
不
正

ア
ク
セ
ス
な
ど
シ
ス
テ
ム
へ
の
侵
害
行
為
や
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
無
権
限
使
用
、
シ
ス
テ
ム
中
の
デ
ー
タ
の
不
正
取
得
（
入
手
）
な
ど
が

欠
落
し
た
立
法
と
な
っ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
の
最
も
大
き
な
問
題
を
孕
ん
だ
テ
ー
マ
を
、
い
わ
ば
「
積
み
残
さ
れ
た
課
題
」
と

し
た
点
が
、
こ
の
わ
が
国
初
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
刑
事
立
法
の
最
大
の
特
徴
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

三
〇



コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
連
す
る
犯
罪
と
刑
事
立
法
（
二
・
完
）（
南
部
）

（
三
七
一
）

（
2
）　

二
〇
〇
一
年
（
平
成
一
三
年
）
刑
法
一
部
改
正

今
日
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
な
ど
多
種
多
様
な
カ
ー
ド
が
普
及
し
、
そ
の
利
便
性
と
安

全
性
等
か
ら
代
金
・
料
金
の
支
払
い
、
預
貯
金
の
引
き
出
し
な
ど
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
各
種
カ
ー
ド
の
著
し
い
発
展

が
、
自
動
化
さ
れ
た
電
子
的
決
済
に
よ
っ
て
瞬
時
に
確
実
に
事
務
処
理
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
処
理
は
、
消
費
者
の
所
持
す
る
各
種
カ
ー
ド
に
組
み
込
ま
れ
た
電
磁
的
記
録
を
専
用
の
機
器
が
読
み
取
る
な
ど
、

自
動
化
さ
れ
た
所
定
の
処
理
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
実
現
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
も
、
社
会
生
活
が
こ
の
よ
う
な
電
子
的

処
理
・
決
済
手
段
の
働
き
に
大
き
く
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
背
景
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

す
で
に
見
た
よ
う
に
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
偽
造
事
案
な
ど
を
契
機
と
し
て
、
電
磁
的
記
録
の
不
正
作
出
行
為
を
犯
罪
化
す
る
よ
う

立
法
的
手
当
て
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、「
ス
キ
ミ
ン
グ
」
と
よ
ば
れ
る
手
口
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
電
磁
的
記
録
中
の
情
報

の
み
を
不
正
に
入
手
し
て
、
偽
の
カ
ー
ド
を
作
り
出
し
て
使
用
す
る
と
い
う
犯
行
が
組
織
的
に
行
わ
れ
る
等
被
害
が
急
増
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
偽
造
さ
れ
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
所
持
や
偽
造
の
準
備
行
為
を
処
罰
す
る
規
定
が
な
か
っ
た
た
め
、
大
量
の
偽
造
カ
ー
ド
を
所
持

す
る
者
が
発
見
さ
れ
て
も
、
ス
キ
ミ
ン
グ
行
為
が
確
認
さ
れ
て
も
、
検
挙
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
支
払
い
決
済
手
段
と
い
う

社
会
的
機
能
の
共
通
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
改
ざ
ん
等
は
文
書
偽
造
・
電
磁
的
記
録
不
正

作
出
で
処
罰
さ
れ
、
他
方
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
は
有
価
証
券
偽
変
造
と
扱
わ
れ
る
こ
と
で
、
処
罰
さ
れ
る
行
為
の
態
様
や
法
定
刑
に
不

均
衡
を
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る

（
69
）

。

こ
の
よ
う
な
事
情
を
背
景
に
、
二
〇
〇
一
年
六
月
二
六
日
、
各
種
支
払
用
カ
ー
ド
を
構
成
す
る
電
磁
的
記
録
の
不
正
作
出
、
所
持
、
そ

の
情
報
の
不
正
取
得
な
ど
の
処
罰
規
定
を
整
備
す
る
「
刑
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
以
下
「
二
〇
〇
一
年
改
正
」
と
い
う
。）
が
成
立
し
、

三
一



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
三
七
二
）

同
年
七
月
四
日
に
公
布
さ
れ
た
。

改
正
の
内
容
は
、
刑
法
典
の
「
第
十
八
章　

有
価
証
券
偽
造
の
罪
」
の
次
に
、
新
た
な
章
で
あ
る
「
第
十
八
章
の
二　

支
払
用
カ
ー
ド

電
磁
的
記
録
に
関
す
る
罪
」
を
追
加
し
、
①
支
払
用
カ
ー
ド
電
磁
的
記
録
不
正
作
出
（
一
六
三
条
の
二
第
一
項
）、
②
不
正
作
出
支
払
用

カ
ー
ド
等
供
用
（
一
六
三
条
の
二
第
二
項
）、
③
不
正
作
出
支
払
用
カ
ー
ド
等
譲
渡
・
貸
与
・
輸
入
（
一
六
三
条
の
二
第
三
項
）、
④
不
正
作
出

支
払
用
カ
ー
ド
等
所
持
（
一
六
三
条
の
三
）、
⑤
支
払
用
カ
ー
ド
電
磁
的
記
録
不
正
作
出
準
備
（
一
六
三
条
の
四
）
の
各
規
定
を
新
設
す
る
も

の
で
あ
る
。
⑤
の
電
磁
的
記
録
不
正
作
出
の
準
備
行
為
に
関
す
る
規
定
は
、
ⓐ
カ
ー
ド
の
不
正
作
出
の
た
め
の
情
報
を
取
得
す
る
行
為
と

情
報
を
提
供
す
る
行
為
を
（
同
条
一
項
）、
ⓑ
そ
の
情
報
を
保
管
す
る
行
為
を
（
同
条
二
項
）、
ⓒ
不
正
作
出
の
た
め
の
器
械
、
原
料
の
準
備

行
為
を
（
同
条
三
項
）
を
処
罰
対
象
と
し
て
規
定
し
て
い
る

（
70
）

。

立
案
当
局
の
見
解
で
は
、
本
罪
は
、
支
払
用
カ
ー
ド
を
構
成
す
る
電
磁
的
記
録
の
真
正
、
ひ
い
て
は
こ
れ
ら
支
払
用
カ
ー
ド
を
用
い
た

支
払
い
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
社
会
的
信
頼
を
保
護
法
益
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
通
貨
偽
造
の
罪
、
有
価
証
券
偽
造
の
罪
と
並
ぶ
偽
造
罪
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

（
71
）

。
し
か
し
、
電
磁
的
記
録
部
分
を
有
す
る
各
種
の
支
払
用
カ
ー
ド
の
多
く
が
、
自
動
化
さ
れ
た
機
械
に
用
い
る
こ

と
を
予
定
し
て
お
り
、
中
に
は
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
よ
う
に
対
人
的
な
使
用
を
想
定
し
て
い
な
い
も
の
も
多
い
こ
と
か
ら
は
、
人
の
判

断
作
用
を
前
提
と
す
る
従
来
の
各
種
偽
造
罪
と
は
異
な
る
性
質
の
法
益
を
保
護
す
る
犯
罪
類
型
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

疑
問
が
生
じ
る

（
72
）

。
こ
の
点
は
、
後
に
検
討
を
加
え
る
。

な
お
、
支
払
用
カ
ー
ド
電
磁
的
記
録
不
正
作
出
準
備
罪
（
一
六
三
条
の
四
）
は
、
電
磁
的
記
録
の
情
報
の
取
得
、
提
供
、
保
管
の
処
罰

を
規
定
し
た
。
こ
の
、
情
報
自
体
を
、
初
め
て
構
成
要
件
の
中
に
侵
害
行
為
の
向
け
ら
れ
る
客
体
と
し
て
取
り
込
む
規
定
が
設
け
ら
れ
た

点
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
偽
の
支
払
用
カ
ー
ド
を
不
正
に
作
る
目
的
で
行
わ
れ
る
カ
ー
ド
情
報
の
「
ス
キ
ミ
ン
グ
」
と
い
う
、
ま

三
二



コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
連
す
る
犯
罪
と
刑
事
立
法
（
二
・
完
）（
南
部
）

（
三
七
三
）

さ
に
物
の
占
有
を
害
す
る
こ
と
な
く
、
情
報
だ
け
を
す
く
い
取
る
手
口
を
直
接
捕
捉
し
よ
う
と
す
る
規
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ

う
に
、
刑
法
が
、
容
易
に
物
か
ら
分
離
し
て
取
得
・
複
製
・
保
存
・
利
用
さ
れ
る
情
報
を
、
正
面
か
ら
捉
え
る
必
要
に
応
え
た
も
の
で
あ

る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る

（
73
）

。

2　

不
正
ア
ク
セ
ス
刑
事
規
制
立
法

（
1
）　

不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
制
定
の
背
景

す
で
に
見
た
よ
う
に
、
一
九
八
七
年
改
正
の
際
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
へ
の
不
法
侵
入
（
不
正
ア
ク
セ
ス
）
行
為
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
犯
罪
化
が
見
送
ら
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
不
正
ア
ク
セ
ス
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
デ
ー
タ
の
不
正
操

作
・
不
正
入
手
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
無
権
限
使
用
・
破
壊
と
い
っ
た
諸
類
型
の
予
備
的
手
段
で
あ
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
情
報
処
理
機
能

に
対
す
る
実
質
的
加
害
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
と
い
う
こ
と
が
理
由
と
さ
れ
た

（
74
）

。
外
部
か
ら
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
へ
の
ア
ク
セ
ス
行
為
が

管
理
さ
れ
て
い
る
状
態
は
、
未
だ
刑
罰
的
保
護
が
必
要
な
も
の
と
は
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
九
九
〇
年
代
半
ば
以
降
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
急
激
な
普
及
に
よ
り
状
況
は
一
変
す
る
。
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
・
デ
ー
タ
な
ど
個
々
の
部
分
の
保
護
か
ら
、
そ
れ
ら
の
機
器
、
通
信
環
境
、
技
術
の
結
合
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
シ
ス
テ
ム
」
の
機
能
が
、
社
会
の
最
も
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
働
く
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
保
護
の
必
要
性
が
自
覚

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
従
来
、
閉
じ
た
内
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
て
い
た
研
究
機
関
や
行
政

機
関
、
金
融
機
関
等
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
も
、
今
日
で
は
一
般
に
開
放
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
環
境
の
中
で
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る

（
75
）

。
こ
の
よ
う
な
事
情
を
背
景
に
、
一
九
九
九
年
八
月
一
三
日
、
不
正
ア
ク
セ
ス
を
禁
止
し
、
罰
則
そ
の
他
の
規
定
を
定
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

三
三



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
三
七
四
）

ク
を
介
し
て
行
わ
れ
る
犯
罪
の
防
止
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る
秩
序
の
維
持
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁

止
等
に
関
す
る
法
律
」
が
成
立
し
、
同
年
二
月
に
公
布
さ
れ
た

（
76
）

。

（
2
）　

不
正
ア
ク
セ
ス
罪
の
保
護
法
益
と
問
題
点

本
法
が
処
罰
対
象
と
す
る
行
為
の
中
心
、
不
正
ア
ク
セ
ス
と
は
、
ア
ク
セ
ス
制
御
機
能
の
あ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
、
電
気
通
信
回
線
を

通
じ
て
、
権
限
な
く
接
続
を
確
立
す
る
行
為
を
い
う
（
同
法
二
条
四
項
）。
こ
れ
は
、「
ア
ク
セ
ス
制
御
機
能
の
存
在
」
と
「
無
権
限
の
ア
ク

セ
ス
」
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
ア
ク
セ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
侵
害
を
捉
え
処
罰
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の

よ
う
な
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
を
処
罰
す
る
理
由
は
、「
ア
ク
セ
ス
制
御
機
能
に
よ
る
利
用
権
者
等
の
識
別
に
対
す
る
社
会
的
信
頼
を
害
す

る
こ
と
に
よ
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
ハ
イ
テ
ク
犯
罪
の
抑
止
力
を
失
わ
せ
て
こ
れ
を
助
長
す
る
お
そ
れ
を
生
じ

さ
せ
る
と
と
も
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
無
秩
序
な
状
態
に
し
、
安
心
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
で
き
な
い
事
態
を
招
い
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
相
互
の
接
続
を
抑
制
し
、
ひ
い
て
は
高
度
情
報
通
信
社
会
の
健
全
な
発
展
を
阻
害
す
る
危
険
性
を
有
す
る

（
77
）

」
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
罪
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
秩
序
に
対
す
る
社
会
的
信
頼
を
保
護
法
益
と
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
八
七
年
改
正
以
来
の
状
況
の
変
化
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
外
部
か
ら
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
管
理
さ
れ
て
い
る
状
態
自

体
を
刑
罰
で
保
護
す
べ
き
、
と
の
認
識
を
導
い
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
無
権
限
の
ア
ク
セ
ス
を
財
産
犯
罪
等
の
予
備
罪
的
な
行
為
と
す
る

認
識

（
78
）

は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
の
発
展
段
階
が
、
適
正
な
ア
ク
セ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
及
ん
で
い
る
状
態
自
体
に
刑
罰
に
よ
る
保
護
の
必

要
性
を
認
め
る
ほ
ど
に
達
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

な
お
、
本
罪
が
財
産
犯
罪
等
の
予
備
罪
的
性
格
の
も
の
で
は
な
い
と
し
て
も
、
本
罪
＝
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
を
手
段
に
、（
そ
れ
自
体
は

直
接
の
罰
則
を
欠
く
）
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
無
権
限
使
用
や
デ
ー
タ
の
不
正
入
手
が
行
わ
れ
る
場
合
は
、
不
正
ア
ク
セ
ス
罪
で
捕
捉
可
能
と

三
四



コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
連
す
る
犯
罪
と
刑
事
立
法
（
二
・
完
）（
南
部
）

（
三
七
五
）

な
っ
た
段
階
で
処
罰
が
可
能
と
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
情
報
の
不
正
取
得
等
の
手
段
と
し
て
行
わ
れ
た
無
権
限
の
ア
ク
セ

ス
を
処
罰
す
る
こ
と
に
よ
り
、
結
果
的
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
情
報
に
対
す
る
刑
罰
的
保
護
と
し
て
働
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
も
い

え
る

（
79
）

。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
三
年
の
改
正
に
よ
っ
て
「
不
正
競
争
防
止
法
」
に
導
入
さ
れ
た
、
営
業
秘
密
の
不
正
取
得
、
使
用
お
よ
び
開
示
を
処

罰
す
る
規
定

（
80
）

は
、「
管
理
侵
害
行
為
」
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
た
営
業
秘
密
を
不
正
に
使
用
す
る
行
為
、
開
示
す
る
行
為
等
を
処
罰
し
て
い

る
が
、
こ
こ
に
い
う
管
理
侵
害
行
為
の
一
つ
と
し
て
「
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
」
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
に
よ
っ
て
得

ら
れ
た
一
定
の
情
報
の
不
正
使
用
等
が
可
罰
的
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る

（
81
）

。

3　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
犯
罪
刑
事
立
法

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
展
・
普
及
が
一
層
進
む
な
か
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
す
る
犯
罪
や
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
侵

害
対
象
と
す
る
犯
罪
は
猛
威
を
ふ
る
い
続
け
た

（
82
）

。
前
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利
用
犯
罪
に
は
、
詐
欺
を
は
じ
め
と
し
て
多
様
な
も
の
が
含
ま

れ
る
が
、
①
電
子
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
わ
い
せ
つ
物
頒
布
等
の
罪
の
適
用
に
関
し
解
釈
上
の
問
題
を
生
じ
て
い
た
。
後
者
の
シ
ス
テ
ム
を

侵
害
す
る
不
正
行
為
に
は
、
不
正
ア
ク
セ
ス
な
ど
が
含
ま
れ
る
が
、
②
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ウ
ィ
ル
ス
の
問
題
に
関
し
、
立
法
に
よ
る
対
処

が
待
た
れ
て
い
た
。
ま
た
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
評
議
会
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
関
す
る
条
約
（C

ouncil of E
urope C

onvention on C
ybercrim

e

」

（
二
〇
〇
一
年
一
一
月
八
日
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
評
議
会
閣
僚
委
員
会
採
択
、
同
月
二
三
日
、
わ
が
国
も
署
名
）
の
批
准
に
向
け
、
国
内
法
整
備
の
一
環
と

し
て
法
改
正
を
要
す
る
事
態
が
続
い
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
で
、
当
初
の
法
案
提
出
か
ら
七
年
あ
ま
り
を
経
て
、
二
〇
一
一
年
六
月
一
七
日
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
関
係
の
罰
則

等
の
整
備
を
中
心
と
す
る
「
情
報
処
理
の
高
度
化
等
に
対
処
す
る
た
め
の
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
成
立
し
、
同
月
二
四
日

三
五



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
三
七
六
）

に
公
布
さ
れ
た

（
83
）

。
以
下
に
、
上
の
①
、
②
の
点
に
関
す
る
改
正
内
容
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。

（
1
）　

わ
い
せ
つ
物
頒
布
等
の
罪
関
係

改
正
前
の
わ
い
せ
つ
物
頒
布
等
の
罪
（
刑
法
一
七
五
条
）
は
、「
わ
い
せ
つ
な
文
書
、
図
画
そ
の
他
の
物
」
の
陳
列
行
為
等
を
処
罰
の
対

象
と
し
て
い
た
た
め
、
有
体
物
以
外
は
客
体
と
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
。
典
型
的
な
も
の
と
し
て
は
、
写
真
や
絵
画
の
よ
う
に
わ
い

せ
つ
な
映
像
が
そ
こ
に
表
示
さ
れ
た
可
視
的
対
象
物
が
想
定
さ
れ
て
い
た
が
、
映
画
フ
ィ
ル
ム
や
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、
録
音
テ
ー
プ
な
ど
再

生
用
機
器
を
用
い
て
わ
い
せ
つ
情
報
を
発
現
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
形
態
の
物
も
含
め
て
客
体
と
さ
れ
て
き
た

（
84
）

。

陳
列
行
為
の
客
体
は
、
フ
ィ
ル
ム
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、
録
音
テ
ー
プ
と
い
う
わ
い
せ
つ
情
報
が
固
定
さ
れ
た
有
体
物
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
手
法
は
、
や
が
て
登
場
し
た
パ
ソ
コ
ン
通
信
、
さ
ら
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
わ
い
せ
つ
画
像
提
供
行
為
を

わ
い
せ
つ
物
陳
列
罪
に
問
う
多
く
の
裁
判
例

│
そ
こ
で
は
わ
い
せ
つ
画
像
デ
ー
タ
を
保
存
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
が

客
体
と
捉
え
ら
れ
た

│
に
引
き
継
が
れ
て
い
き
、
や
が
て
最
高
裁
に
よ
り
承
認
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
る

（
85
）

。

こ
の
決
定
に
つ
い
て
は
、「
わ
い
せ
つ
性
の
顕
在
化
の
容
易
性
を
条
件
と
し
て
、
そ
の
物
自
体
か
ら
直
接
的
な
わ
い
せ
つ
性
の
認
識
可

能
性
ま
で
は
要
求
せ
ず
、
他
方
で
そ
の
物
に
つ
い
て
の
有
体
物
性
は
堅
持
す
る
と
い
う
、
一
七
五
条
の
罪
の
客
体
性
に
つ
い
て
の
従
来
か

ら
の
判
例
解
釈
上
の
展
開
を
踏
襲
す
る
も
の

（
86
）

」
と
か
、「
従
来
、
す
で
に
実
務
上
固
ま
っ
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
」
こ
の
よ
う
な

法
的
処
理
が
、「
最
高
裁
に
よ
っ
て
是
認
さ
れ
た

（
87
）

」
と
の
評
価
が
示
さ
れ
た
が
、
画
像
デ
ー
タ
自
体
を
陳
列
の
客
体
と
す
る
構
成
を
採
る

裁
判
例

（
88
）

や
、
画
像
デ
ー
タ
自
体
を
客
体
と
解
す
る
学
説

（
89
）

も
あ
り
、
学
説
上
の
争
い
は
収
束
し
た
と
は
い
え
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。

ま
た
、
最
高
裁
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
客
体
説
は
、
そ
の
説
明
が
不
自
然
で
技
巧
的
な
印
象
を
与
え
る
点
を
除
け
ば
、

妥
当
な
結
論
を
導
く
無
難
な
解
釈
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
電
子
メ
ー
ル
を
用
い
た
わ
い
せ
つ
画
像
送
信
事
案
の
発
生
が
、
そ
の
よ
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完
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部
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（
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七
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う
な
法
解
釈
の
限
界
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ネ
ッ
ト
上
の
広
告
に
応
じ
て
代
金
を
支
払
っ
た
客
宛
に
画
像
デ
ー
タ
を
電
子

メ
ー
ル
添
付
で
送
信
し
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
案
に
、
わ
い
せ
つ
物
販
売
罪
の
成
立
を
肯
定
す
る
た
め
に
は
、
画
像
デ
ー
タ

自
体
を
同
罪
の
客
体
と
認
め
る
ほ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
実
際
に
こ
れ
を
認
め
て
有
罪
を
言
い
渡
し
た
二
件
の
判
決
が
現
れ
た

（
90
）

が
、
い

ず
れ
も
、
客
体
の
有
体
物
性
の
要
求
を
説
得
力
の
不
十
分
な
説
明
で
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
こ
と
か
ら
強
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
た
の
で
あ

る
（
91
）

。こ
う
し
て
、
電
子
デ
ー
タ
を
用
い
た
事
案
の
よ
う
な
、
当
罰
性
に
お
い
て
従
来
の
わ
い
せ
つ
物
販
売
と
ま
っ
た
く
変
わ
ら
な
い
も
の

│
法
益
侵
害
性
の
点
で
は
よ
り
悪
質
と
も
い
え
る
事
案

│
の
処
罰
が
不
可
能
に
な
り
、
立
法
的
解
決
が
必
要
と
さ
れ
る
に
い
た
っ
た

の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
改
正
に
よ
り
、
①
一
七
五
条
の
客
体
に
、「
電
磁
的
記
録
に
係
る
記
録
媒
体
」
が
つ
け
加
え
ら
れ
、
②
同
条
後
段
に
、

「
電
気
通
信
の
送
信
に
よ
り
わ
い
せ
つ
な
電
磁
的
記
録
そ
の
他
の
記
録
を
頒
布
し
た
者
」
を
、
同
様
に
罰
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
①
頒
布
と
公
然
陳
列
の
客
体
の
例
示
に
、「
電
磁
的
記
録
に
係
る
記
録
媒
体
」
を
付
け
加
え
た
部
分
は
、
前
述
の
最
高
裁
の

判
例
を
追
認
し
た
も
の
で
あ
り
、
処
罰
範
囲
を
明
確
に
す
る
と
い
う
意
義
を
認
め
う
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
②
の
電
気
通
信
の
送
信
に
よ

る
わ
い
せ
つ
な
電
磁
的
記
録
の
頒
布
を
処
罰
す
る
規
定
を
設
け
た
点
は
、
処
罰
範
囲
を
拡
張
し
、
電
子
メ
ー
ル
送
信
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
を

捕
捉
可
能
に
す
る
と
い
う
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
陳
列
に
よ
る
場
合
は
、
客
体
が
有
体
物
に
限
定
さ
れ
る
が
、
頒
布
に
よ
る
場
合
は
有
体
物
で
あ
る
と
、
無
形
の
電
磁
的
記
録

自
体
で
あ
る
と
を
問
わ
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
由
で
送
信
す
る
頒
布
の
場
合
は
客
体
足
り
う
る
の
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

経
由
の
陳
列
の
場
合
は
客
体
足
り
え
な
い
こ
と
と
な
る
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
ま
た
、「
電
気
通
信
の
送
信
に
よ
り
わ
い

三
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法
学　

第
七
十
八
巻
第
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号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
三
七
八
）

せ
つ
な
電
磁
的
記
録
そ
の
他
の
記
録
を
頒
布
し
た
」
と
は
、
電
子
メ
ー
ル
へ
の
フ
ァ
イ
ル
添
付
に
よ
る
場
合
を
想
定
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
が
、
前
段
に
い
う
、
記
録
媒
体
の
公
然
陳
列
が
想
定
す
る
、
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
よ
る
わ
い
せ
つ
画
像
の
提
供
も
、「
電
気
通
信
の
送
信
」

に
よ
る
電
磁
的
記
録
送
付
行
為
と
み
る
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

（
92
）

。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
は
、
こ
の
改
正
が
、
一
方
で
有
体
物
性
の
要
求

に
拘
り
な
が
ら
、
同
時
に
処
罰
の
間
隙
を
埋
め
る
た
め
に
電
磁
的
記
録
等
の
送
信
行
為
を
捕
捉
し
よ
う
と
し
、
そ
の
た
め
、
電
子
デ
ー
タ

等
と
物
と
の
関
係
の
整
合
的
な
把
握
を
欠
い
た
ま
ま
に
規
定
の
新
設
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
を
払
拭
で
き
な
い
の
で

あ
る

（
93
）

。
（
2
）　

不
正
指
令
電
磁
的
記
録
作
成
関
係

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ウ
ィ
ル
ス
」
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
侵
入
し
て
ユ
ー
ザ
ー
の
意
図
と
は
異
な
る
動
作
を
さ
せ
る
よ
う
作
ら
れ
た
不

正
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
生
物
に
感
染
す
る
病
原
体
に
な
ぞ
ら
え
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
表
現
で
あ
る
が
、
一
九
八
四
年
に
ア
メ
リ

カ
の
研
究
者
に
よ
っ
て
使
わ
れ
た
の
が
最
初
の
用
例
と
さ
れ
る

（
94
）

。
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
一
九
八
八
年
に
ア
メ
リ
カ
製
輸
入
ソ
フ
ト
の

ウ
ィ
ル
ス
感
染
が
初
め
て
発
覚
し
、
ま
た
同
年
に
、
日
本
電
気
社
が
主
催
す
る
国
内
最
大
級
パ
ソ
コ
ン
通
信
の
Ｐ
Ｃ
│

Ｖ
Ａ
Ｎ
上
で
ウ
ィ

ル
ス
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
後
次
々
と
ウ
ィ
ル
ス
の
被
害
が
明
ら
か
に
な
り
、
情
報
化
社
会
を
脅
か
す
大
き
な
脅
威
と
し
て
注
目
を
集
め
た
。

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
ィ
ル
ス
元
年
」
な
ど
と
呼
ば
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及
以
前
の
事
案
で
あ
り
、
一
般
の
ユ
ー
ザ
ー

の
な
か
に
ネ
ッ
ト
経
由
で
ウ
ィ
ル
ス
が
感
染
力
・
破
壊
力
を
発
揮
す
る
時
期
の
到
来
以
前
の
こ
と
で
あ
る

（
95
）

。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ウ
ィ
ル
ス
は
、
経
済
産
業
省
の
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
ィ
ル
ス
対
策
基
準
」（
通
商
産
業
省
告
示
・
第
一
三
九
号
）
に
よ
れ

ば
、﹇
第
三
者
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
デ
ー
タ
べ
ー
ス
に
対
し
て
意
図
的
に
何
ら
か
の
被
害
を
及
ぼ
す
よ
う
に
作
ら
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、

①
自
己
伝
染
機
能
（
自
ら
の
機
能
に
よ
っ
て
他
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
自
ら
を
コ
ピ
ー
し
又
は
シ
ス
テ
ム
機
能
を
利
用
し
て
自
ら
を
他
の
シ
ス
テ
ム
に
コ

三
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刑
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九
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ピ
ー
す
る
こ
と
に
よ
り
、
他
の
シ
ス
テ
ム
に
伝
染
す
る
機
能
）、
②
潜
伏
機
能
（
発
病
す
る
た
め
の
特
定
時
刻
、
一
定
時
間
、
処
理
回
数
等
の
条
件
を
記

憶
さ
せ
て
、
発
病
す
る
ま
で
症
状
を
出
さ
な
い
機
能
）、
③
発
病
機
能
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
デ
ー
タ
等
の
フ
ァ
イ
ル
の
破
壊
を
行
っ
た
り
、
設
計
者
の
意
図

し
な
い
動
作
を
す
る
等
の
機
能
）
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
一
つ
以
上
の
機
能
を
有
す
る
も
の
を
い
う
。﹈
と
定
義
さ
れ
る

（
96
）

。
ま
た
、
警
察
庁
は
、

﹇
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
ィ
ル
ス
と
は
、
不
正
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
不
正
命
令
）
で
あ
っ
て
、
増
殖
機
能
を
有
す
る
も
の
の
う
ち
、
正
常
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
組
み
込
ま
れ
た
状
態
で
存
在
す
る
も
の
を
い
う
。﹈
と
定
義
づ
け
て
い
る

（
97
）

。
な
お
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ウ
ィ
ル
ス
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
・
シ
ス
テ
ム
の
正
常
な
動
作
に
害
を
も
た
ら
す
多
種
多
様
な
不
正
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
「
家
族
の
一
員
」
で
あ
る

│
刑
事
規
制
の
対
象
と

す
べ
き
は
、
ウ
ィ
ル
ス
を
含
む
そ
れ
ら
不
正
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
総
体
と
い
う
こ
と
に
な
る

│
と
い
わ
れ
て
い
る

（
98
）

。

前
出
の
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
ィ
ル
ス
対
策
基
準
（
経
済
産
業
省
（
制
定
時
、
通
商
産
業
省
）
告
示
）」
に
基
づ
い
て
、
感
染
被
害
を
発
見
し

た
場
合
は
、「
被
害
の
拡
大
お
よ
び
再
発
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
経
済
産
業
大
臣
が
別
に
指
定
す
る
公
的
機
関
に
届
け
出
る

こ
と
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
指
定
公
的
機
関
で
あ
る
情
報
処
理
推
進
機
構
（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）
に
よ
れ
ば
、
ウ
ィ
ル
ス
届
出
件
数
は
、
制
度

が
開
始
し
た
一
九
九
〇
年
の
一
四
件
か
ら
、
二
〇
〇
〇
年
に
一
〇
、〇
〇
〇
件
代
に
急
増
し
、
二
〇
〇
五
年
の
ピ
ー
ク
時
に
は

五
四
、一
七
四
件
と
な
り
、
二
〇
一
〇
年
に
は
一
三
、〇
〇
〇
件
あ
ま
り
と
、
現
在
は
や
や
減
少
傾
向
を
み
せ
て
い
る

（
99
）

も
の
の
、
ウ
ィ
ル
ス

が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
円
滑
な
情
報
処
理
を
阻
害
す
る
要
因
と
な
っ
て
お
り
、
刑
事
立
法
に
よ
る
対
応
が
必
要
な
事
態
が
続
い
て
い
た

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
一
六
年
第
一
五
九
回
国
会
に
最
初
の
法
案
が
提
出
さ
れ

て
以
来
、
本
刑
事
立
法
が
実
現
す
る
ま
で
に
七
年
を
要
し
た
理
由
は
、
法
案
中
に
「
組
織
的
な
犯
罪
の
共
謀
罪
の
新
設
を
含
む
…
罰
則
規

定
が
含
ま
れ
て
お
り
、
特
に
同
罪
の
新
設
に
つ
い
て
様
々
な
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
」
に
あ
る
と
さ
れ
る

（
100
）

。

こ
の
間
に
は
、
た
と
え
ば
人
気
ア
ニ
メ
画
像
の
入
っ
た
ウ
ィ
ル
ス
を
不
特
定
多
数
に
配
布
・
感
染
さ
せ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
動
作
阻
害

三
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（
三
八
〇
）

等
を
惹
起
し
た
ケ
ー
ス
に
、
器
物
損
壊
罪
適
用
を
断
念
し
、
著
作
権
法
違
反
で
立
件
し
た
事
案

（
101
）

や
、
本
改
正
法
施
行
の
約
一
年
前
の

「
タ
コ
イ
カ
ウ
ィ
ル
ス
」
と
呼
ば
れ
る
不
正
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
他
人
の
パ
ソ
コ
ン
に
感
染
さ
せ
て
デ
ー
タ
を
使
用
不
能
に
し
た
ケ
ー
ス
に
、

ウ
ィ
ル
ス
作
成
を
直
接
罰
す
る
規
定
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の
物
理
的
破
壊
を
と
も
な
わ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
器

物
損
壊
罪
を
適
用
し
て
有
罪
判
決
を
言
い
渡
し
た
判
決
が
出
さ
れ
る

（
102
）

な
ど
、
刑
法
解
釈
の
限
界
線
上
で
処
罰
の
要
求
に
応
え
よ
う
と
す
る

実
務
の
対
応
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
改
正
に
よ
り
、
刑
法
典
の
「
第
一
九
章　
印
章
偽
造
の
罪
」
の
次
に
、
新
た
に
「
第
一
九
章
の
二　
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
に
関
す

る
罪
」
の
章
が
挿
入
さ
れ
、
一
六
八
条
の
二
（
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
作
成
等
）
と
一
六
八
条
の
三
（
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
取
得
等
）
の
二
つ

の
条
文
が
新
設
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
九
八
七
年
改
正
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
二
三
四
条
二
（
電
子
計
算
機
損
壊
等
業
務
妨
害
）
の
罪
の
未
遂
処

罰
規
定
が
新
設
さ
れ
た
。

中
心
と
な
る
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
（
以
下
「
ウ
ィ
ル
ス
」
と
い
う
）
作
成
罪
は
、﹇
正
当
な
理
由
な
く
、
他
人
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
実

行
さ
せ
る
目
的
で
、
ユ
ー
ザ
ー
の
意
図
に
沿
う
動
作
を
さ
せ
ず
、
ま
た
は
そ
の
意
図
に
反
す
る
動
作
を
さ
せ
る
よ
う
な
不
正
な
指
令
を
与

え
る
電
磁
的
記
録
等
を
作
成
し
、
提
供
す
る
行
為
﹈
を
処
罰
す
る
犯
罪
類
型
（
一
六
八
条
の
二
第
一
項
）
で
あ
る
。
加
え
て
、
ウ
ィ
ル
ス
供

用
・
取
得
・
保
管
の
各
罪
（
一
六
八
条
の
二
第
二
項
・
同
三
項
・
一
六
八
条
の
三
）
が
設
け
ら
れ
た

（
103
）

。

本
罪
は
、
人
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
用
す
る
と
き
に
、「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
そ
の
意
図
に
沿
っ
た
動
作
を
さ
せ
ず
、

ま
た
は
そ
の
意
図
に
反
す
る
動
作
を
さ
せ
る
よ
う
な
不
正
な
指
令
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
」
と
の
信
頼
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
よ
う
な

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る
社
会
一
般
の
信
頼
」
を
保
護
法
益
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
文
書
偽
造
の
罪
等
と
同
様
に
社

会
的
法
益
に
対
す
る
罪
で
あ
る
と
さ
れ
る

（
104
）

。

四
〇



コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
連
す
る
犯
罪
と
刑
事
立
法
（
二
・
完
）（
南
部
）

（
三
八
一
）

ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
実
害
発
生
に
着
目
し
、
電
磁
的
記
録
毀
棄
罪
や
電
子
計
算
機
損
壊
等
業
務
妨
害
罪
の
予
備
罪
的
構
成
と
す
る
こ
と
も

可
能
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
立
法
者
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る
社
会
的
信
頼
を
保
護
法
益
と
し
、
ウ
ィ
ル
ス
の
も
た
ら

す
各
種
実
害
と
は
無
関
係
の
独
自
の
犯
罪
類
型
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。
す
で
に
法
案
段
階
に
お
い
て
、
ウ
ィ
ル
ス
作
成
行
為
は
、「
社
会

に
害
悪
を
も
た
ら
す
根
源
を
生
み
出
す
行
為
と
し
て
、
重
い
犯
罪
性
を
備
え
た
も
の
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
単
な
る
加
害

行
為
の
予
備
と
の
評
価
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
通
貨
偽
造
罪
が
…
単
な
る
詐
欺
罪
の
予
備
に
と
ど
ま
る
も

の
で
は
な
い
こ
と
と
同
様
で
あ
る

（
105
）

。」
と
述
べ
、
こ
の
よ
う
な
罪
質
・
構
造
の
類
型
と
し
て
構
想
す
る
こ
と
を
肯
定
的
に
と
ら
え
る
見
解

が
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
罪
が
実
害
と
切
り
離
さ
れ
た
独
自
の
類
型
と
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
構
成
は
、
法

益
の
抽
象
化
に
よ
っ
て
事
実
上
の
処
罰
の
早
期
化
を
図
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
適
用
範
囲
の
重
複
な
ど
未
解
決
の
問
題
も
あ
る
等
か
ら
、

ウ
ィ
ル
ス
罪
を
予
備
罪
的
行
為
を
処
罰
す
る
罪
と
構
成
し
た
上
で
処
罰
範
囲
の
限
定
を
図
る
と
い
う
選
択
肢
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

と
す
る
批
判
も
加
え
ら
れ
て
い
る

（
106
）

。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
に
検
討
を
加
え
る
。

（
62
） 

ま
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
は
一
定
の
レ
ベ
ル
に
情
報
化
が
達
成
さ
れ
た
社
会
に
必
然
的
に
生
じ
る
問
題
現
象
で
あ
り
、
こ
の
時
期
の
先
進
諸

国
に
共
通
の
重
要
課
題
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
。
一
九
七
〇
年
代
か
ら
州
法
、
連
邦
法
の
立
法
の
動
き
が
始
ま
っ
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
一
九
八
四

年
に
連
邦
法
が
成
立
し
、
一
九
八
五
年
に
カ
ナ
ダ
、
一
九
八
六
年
に
西
ド
イ
ツ
、
一
九
八
七
年
に
日
本
（
本
法
）、
一
九
八
八
年
に
フ
ラ
ン
ス
、
と

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
処
罰
の
た
め
の
刑
事
立
法
が
相
次
い
だ
こ
と
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
（
廣
畑
史
朗
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
と
諸
外
国
の
立
法

（
上
）・（
下
）」
警
察
學
論
集
三
六
巻
四
号
八
八
頁
・
三
六
巻
五
号
一
二
二
頁
（
一
九
八
三
）、
山
口
厚
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪

処
罰
法
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
四
六
号
（
一
九
八
五
）
三
五
頁
、
井
田
良
「
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
へ
の
対
応
」
同
誌
同
号
四
二
頁
、

河
村
博
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
連
刑
事
立
法
」
同
誌
同
号
四
七
頁
、
林
幹
人
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
規
制
立

四
一



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
三
八
二
）

法
（
上
）（
下
）」
判
例
時
報
一
二
〇
二
号
六
頁
・
一
二
〇
四
号
一
二
頁
（
一
九
八
六
）、
ク
ラ
ウ
ス
・
テ
ィ
ー
デ
ィ
マ
ン
（
神
山
敏
雄
訳
）「
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
と
一
九
八
六
年
の
西
ド
イ
ツ
刑
法
改
正
（
一
）・（
二
完
）」
警
察
研
究
五
九
巻
二
号
三
頁
・
三
号
一
六
頁
（
一
九
八
七
）、
神
山
敏
雄

「
西
独
に
お
け
る
第
二
次
経
済
犯
罪
対
策
法
の
制
定
」
法
律
時
報
五
八
巻
一
一
号
（
一
九
八
七
）
五
三
頁
、
山
口
厚
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
デ
ー
タ
の
刑
罰
に
よ
る
保
護
」
刑
法
雑
誌
二
八
巻
四
号
（
一
九
八
八
）
五
四
九
頁
、
瀬
川
晃
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪

と
デ
ー
タ
の
保
護
」
刑
法
雑
誌
二
八
巻
四
号
（
一
九
八
八
）
五
六
九
頁
、
井
田
良
「
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
処
罰
規
定
と
デ
ー
タ

の
保
護
」
刑
法
雑
誌
二
八
巻
四
号
（
一
九
八
八
）
五
九
一
頁
、
拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
と
刑
法
」
法
学
紀
要
二
九
巻
一
六
九
頁

（
一
九
八
八
）、
拙
稿
「
情
報
処
理
関
連
不
正
行
為
に
関
す
る
一
九
八
八
年
一
月
五
日
の
法
律
第
八
八
│

一
九
号
」
国
学
院
法
学
二
六
巻
一
号
二
七
九

頁
（
一
九
八
八
）、
拙
稿
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
と
一
九
八
八
年
の
フ
ラ
ン
ス
刑
法
一
部
改
正
」
日
本
法
学
五
五
巻
四
号
九
三
頁
（
一
九
九
〇
）、
恒

光
徹
「
フ
ラ
ン
ス
の
一
九
八
八
年
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
立
法
に
つ
い
て
」
岡
山
大
学
法
学
会
雑
誌
三
八
巻
四
号
（
一
九
八
九
）
九
三
頁
、
な
ど
参
照
）。

（
63
） 

法
制
審
議
会
に
対
す
る
、「
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
組
織
の
普
及
に
か
ん
が
み
、
緊
急
に
刑
法
そ
の
他
の
罰
則
整
備
す
る
必
要
が
あ
る

か
。
あ
る
と
す
れ
ば
そ
の
骨
子
を
示
さ
れ
た
い
。」
と
の
諮
問
が
行
わ
れ
、
審
議
が
開
始
さ
れ
、
翌
年
、
所
定
の
改
正
を
行
う
べ
き
こ
と
を
内
容
と

す
る
「
刑
法
一
部
改
正
の
骨
子
」
が
採
択
さ
れ
る
（
米
澤
慶
治
編
『
刑
法
等
一
部
改
正
法
の
解
説
』
立
花
書
房
（
一
九
八
八
）
一
三
頁
以
下
）。

（
64
） 

米
澤
慶
治
「
刑
法
等
一
部
改
正
法
の
概
要
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
八
九
号
（
一
九
八
七
）
六
五
頁
。
学
説
の
側
か
ら
も
、「
今
回
の
改
正
は
、
い
わ

ゆ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
に
つ
い
て
整
備
さ
れ
た
処
罰
規
定
を
設
け
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
現
行
法
上
の
犯
罪
類
型
を
基
礎
に
し
て
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
普
及
に
よ
っ
て
生
じ
た
可
罰
性
の
間
隙
を
埋
め
…
あ
る
い
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
に
関
わ
る
不
正
行
為
の
重
大
性
に
見
合
っ
た
処
罰

を
規
定
す
る
…
と
い
う
も
の
で
あ
」
っ
て
、「
今
回
の
改
正
提
案
は
当
面
の
必
要
に
即
し
た
抑
制
的
な
も
の
だ
と
い
え
る
」
と
い
う
評
価
が
加
え
ら

れ
て
い
た
（
中
森
喜
彦
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
と
刑
法
の
一
部
改
正
」
法
学
教
室
八
一
号
（
一
九
八
七
）
九
三
頁
）。

（
65
） 

米
澤
慶
治
編
『
刑
法
等
一
部
改
正
法
の
解
説
』
前
掲
（
註（
63
））
一
四
│
一
五
頁
）。

（
66
） 

こ
の
改
正
を
扱
っ
た
論
稿
は
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
る
が
、
主
な
も
の
と
し
て
、〈
特
集
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
と
刑
法
改
正
：
山
口
厚
「
電
磁
的

記
録
と
文
書
犯
罪
規
定
の
改
正
」、
芝
原
邦
爾
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
に
よ
る
情
報
処
理
と
業
務
妨
害
罪
」、
西
田
典
之
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
不
正
操

作
と
財
産
犯
」〉
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
八
五
号
四
頁
（
一
九
八
七
）、
古
田
佑
紀
・
多
谷
千
香
子
「
刑
法
等
一
部
改
正
法
概
説
（
一
）」
警
察
学
論
集
四
〇

四
二



コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
連
す
る
犯
罪
と
刑
事
立
法
（
二
・
完
）（
南
部
）

（
三
八
三
）

巻
八
号
三
一
頁
（
一
九
八
七
）、
的
場
純
男
・
川
村
博
「
同
（
二
）」
同
四
〇
巻
九
号
一
二
九
頁
（
一
九
八
七
）、
鶴
田
六
郎
＝
横
畠
裕
介
「
同

（
三
）」
同
四
〇
巻
一
〇
号
一
九
一
頁
（
一
九
八
七
）、
横
畠
裕
介
「
同
（
四
）」
同
四
〇
巻
一
一
号
一
〇
七
頁
（
一
九
八
七
）、
横
畠
裕
介
「
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
関
連
犯
罪
に
対
処
す
る
た
め
の
刑
法
一
部
改
正
の
概
要
（
一
）
〜
（
三
完
）」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
三
八
〇
号
一
三
頁
、
三
八
一
号
三
六
頁
、
三
八
二

号
三
〇
頁
（
一
九
八
七
）、
川
村
博
「
刑
法
等
一
部
改
正
法
の
概
要
に
つ
い
て
」
警
察
研
究
五
八
巻
一
〇
号
三
三
頁
（
一
九
八
七
）、
的
場
純
男
・
河

村
博
『
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
Ｑ
＆
Ａ
』
三
協
法
規
（
一
九
八
八
）、
日
弁
連
編
『
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
と
現
代
刑
法
』
三
省
堂
（
一
九
九
〇
）
な
ど

が
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
改
正
法
施
行
直
後
の
適
用
事
例
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
も
の
と
し
て
、
渡
辺
恵
一
＝
角
田
正
紀
「
刑
法
一
部
改
正
（
昭
和

六
二
年
）
以
後
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
（
一
）・（
二
）・（
三
）・（
四
）」
警
察
公
論
四
四
巻
一
一
号
三
八
頁
・
同
誌
同
巻
一
二
号
三
八
頁
、
同
誌

四
五
巻
一
号
七
八
頁
、
同
三
号
七
〇
頁
（
一
九
八
九
、
一
九
九
〇
）
が
あ
る
。

（
67
） 

山
口
厚
「
電
磁
的
記
録
と
文
書
犯
罪
規
定
の
改
正
」
前
掲
（
註（
66
））
五
頁
以
下
。

（
68
） 

神
山
教
授
は
、
わ
が
国
の
立
法
は
三
つ
の
類
型
に
限
定
す
る
な
ど
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
に
比
し
て
そ
の
規
模
に
お
い
て
や
や
控
え
め
で
あ
る
と

し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
身
は
か
な
り
包
括
的
で
随
所
に
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
特
権
化
」
が
見
ら
れ
る
と
批
判
し
た
（
中
山
研
一
＝
神
山
敏
雄

編
『
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
等
に
関
す
る
刑
法
一
部
改
正
（
改
訂
増
補
版
）』
成
文
堂
（
一
九
八
九
）
四
五
頁
以
下
﹇
神
山
敏
雄
﹈。

（
69
） 

長
瀬
敬
昭
「
刑
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
つ
い
て
」
警
察
學
論
集
五
四
巻
九
号
（
二
〇
〇
一
）
一
〇
二
頁
。

（
70
） 

こ
の
改
正
の
経
緯
お
よ
び
内
容
に
つ
い
て
は
、
長
瀬
敬
昭
「
支
払
用
カ
ー
ド
の
偽
造
等
の
犯
罪
に
対
処
す
る
た
め
の
刑
法
改
正
に
関
す
る
要
綱

案
（
骨
子
）
の
概
要
」
金
融
法
務
事
情
一
六
〇
二
号
（
二
〇
〇
一
）
六
頁
、
長
瀬
敬
昭
「
支
払
用
カ
ー
ド
の
偽
造
等
の
犯
罪
に
対
処
す
る
た
め
の
刑

法
改
正
の
概
要
」
金
融
法
務
事
情
一
六
一
九
号
（
二
〇
〇
一
）
一
〇
頁
、
今
井
猛
嘉
「
支
払
用
カ
ー
ド
の
保
護
に
関
す
る
刑
法
の
一
部
改
正
」
法
律

時
報
七
五
巻
二
号
（
二
〇
〇
一
）
四
五
頁
、
川
端
博
＝
西
田
典
之
＝
河
村
博
＝
笠
井
治
「〈
座
談
会
〉
支
払
用
カ
ー
ド
の
偽
造
等
に
対
処
す
る
た
め

の
刑
法
の
一
部
改
正
を
め
ぐ
っ
て
」
現
代
刑
事
法
三
〇
号
（
二
〇
〇
一
）
五
二
頁
、
井
上
宏
「
刑
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
同
誌
同
号
六
四
頁
、

夏
井
高
人
「
支
払
用
カ
ー
ド
罪
新
設
の
た
め
の
刑
法
一
部
改
正
と
そ
の
問
題
点
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
〇
六
一
号
（
二
〇
〇
一
）
六
四
頁
、
を
参
照
。

（
71
） 

井
上
宏
「
刑
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
〇
九
号
（
二
〇
〇
一
）
一
〇
頁
、
同
「
支
払
用
カ
ー
ド
の
偽
造
等
の
犯
罪
に
対

処
す
る
た
め
の
刑
法
改
正
に
関
す
る
法
制
審
議
会
の
答
申
に
つ
い
て
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
九
五
号
（
二
〇
〇
一
）
一
〇
四
頁
、
長
瀬
敬
昭
「
刑
法
の

四
三



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
三
八
四
）

一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
つ
い
て
」
前
掲
（
註（
8
））
一
〇
七
頁
。

（
72
） 

西
田
典
之
「
カ
ー
ド
犯
罪
と
刑
法
改
正
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
〇
九
号
（
二
〇
〇
一
）
一
六
頁
、
同
『
刑
法
各
論
（
第
四
版
補
正
版
）』
弘
文
堂

（
二
〇
〇
九
）
三
一
八
頁
。

（
73
） 
拙
稿
「
情
報
、
電
子
デ
ー
タ
と
物
概
念
の
変
容
」
日
本
法
学
七
六
巻
四
号
（
二
〇
一
一
）
五
四
九
頁
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
情
報
窃
盗
の
処
罰

に
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
惧
を
示
す
指
摘
が
あ
る
（
川
端
博
ほ
か
「〈
座
談
会
〉
支
払
用
カ
ー
ド
の
偽
造
等
に
対

処
す
る
た
め
の
刑
法
の
一
部
改
正
を
め
ぐ
っ
て
」
前
掲
（
註（
70
））
六
二
頁
﹇
笠
井
治
発
言
﹈。

（
74
） 

米
澤
慶
治
編
『
刑
法
等
一
部
改
正
法
の
解
説
』
前
掲
（
註（
63
））
一
二
頁
。

（
75
） 

こ
の
間
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
本
稿
﹇
Ⅱ　
4
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
犯
罪
へ
」﹈
を
参
照
。

（
76
） 

不
正
ア
ク
セ
ス
の
規
制
問
題
に
つ
い
て
は
、
研
究
者
、
実
務
家
等
が
参
加
し
、
多
く
の
研
究
機
関
や
官
庁
に
よ
り
詳
細
な
検
討
が
行
わ
れ
た
。

た
と
え
ば
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
調
査
研
究
委
員
会
『
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
調
査
研
究
報
告
書
』
日
本
実
業
出
版
（
一
九
九
七
）、
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会
『
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会
報
告
書
』
東
京
法
令
出
版
（
一
九
九
八
）、
警
察
庁
・
情
報
シ
ス
テ
ム

安
全
対
策
研
究
会
・
不
正
ア
ク
セ
ス
対
策
法
制
分
科
会
『
不
正
ア
ク
セ
ス
対
策
法
制
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
』（
一
九
九
八
）
警
察
庁
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト<http://w

w
w
.npa.go.jp/cyber/research/h10/housei/nsreport.htm

l>visited on D
ec. 25, 2011.

な
ど
。

（
77
） 

不
正
ア
ク
セ
ス
対
策
法
制
研
究
会
編
著
『
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
（
補
訂
第
二
版
）』
立
花
書
房
（
二
〇
〇
八
）
六
六

頁
。

（
78
） 

米
澤
慶
治
編
『
刑
法
等
一
部
改
正
法
の
解
説
』
前
掲
（
註（
63
））
一
二
頁
。

（
79
） 

も
と
よ
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
す
る
こ
と
が
「
不
正
ア
ク
セ
ス
」
の
前
提
で
あ
る
た
め
、
他
人
の
パ
ソ
コ
ン
の
マ
ウ
ス
、
キ
ー
ボ
ー
ド
等
を

直
接
操
作
し
て
パ
ソ
コ
ン
内
部
の
デ
ー
タ
を
無
断
で
自
分
の
持
ち
込
ん
だ
メ
デ
ィ
ア
に
複
製
し
取
得
し
て
も
、
同
罪
に
問
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
80
） 

こ
の
改
正
は
、
従
来
、「
営
業
秘
密
が
有
体
物
（
財
物
）
に
化
体
し
て
い
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
直
接
的
に
は
刑
事
的
保
護
が
図
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
経
済
社
会
の
情
報
化
等
の
進
展
に
伴
い
、
有
体
物
（
財
物
）
に
化
体
し
て
い
な
い
営
業
秘
密
が
害
さ
れ
る
リ
ス
ク
が

増
大
し
、
こ
の
よ
う
な
『
処
罰
の
間
隙
』
に
つ
い
て
罰
則
を
設
け
る
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
た
」
こ
と
等
を
そ
の
理
由
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
経

四
四



コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
連
す
る
犯
罪
と
刑
事
立
法
（
二
・
完
）（
南
部
）

（
三
八
五
）

済
産
業
省
知
的
財
産
政
策
室
編
著
『
逐
条
解
説
・
不
正
競
争
防
止
法
（
平
成
一
八
年
改
正
版
）』
有
斐
閣
（
二
〇
〇
七
）
二
二
頁
。

（
81
） 

も
と
よ
り
、
ア
ク
セ
ス
制
御
に
対
す
る
社
会
的
信
頼
が
不
正
ア
ク
セ
ス
罪
の
保
護
法
益
と
解
す
る
べ
き
で
あ
る
以
上
、
こ
の
不
正
ア
ク
セ
ス
の

概
念
に
、「
情
報
の
不
正
入
手
」
な
ど
の
意
味
を
混
入
さ
せ
る
理
解
は
正
し
く
な
い
で
あ
ろ
う
（
園
田
寿
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
犯
罪
の
現
状
と
法
的
対

応
」
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
五
号
（
二
〇
〇
九
）
五
頁
）。

（
82
） 

近
時
の
情
勢
に
つ
い
て
、
警
察
白
書
は
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
検
挙
件
数
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
二
〇
一
〇
年
に
は
過
去
最
多
と
な

り
、
な
か
で
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利
用
犯
罪
は
前
年
の
三
一
・
三
％
増
加
し
過
去
最
高
と
な
っ
た
こ
と
を
つ
た
え
て
い
る
（
警
察
庁
編
『
平
成
二
三
年

度
警
察
白
書
』（
二
〇
一
一
）
二
〇
頁
）。

（
83
） 

杉
山
徳
明
＝
吉
田
雅
之
「『
情
報
処
理
の
高
度
化
等
に
対
処
す
る
た
め
の
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
』
に
つ
い
て
（
上
）、（
下
）」
法
曹

時
報
六
四
巻
四
号
（
二
〇
一
二
）
一
頁
以
下
、
五
号
（
二
〇
一
二
）
五
五
頁
以
下
。
法
案
段
階
で
検
討
を
加
え
た
論
稿
と
し
て
、
北
村
篤
「
ハ
イ
テ

ク
犯
罪
に
対
処
す
る
た
め
の
刑
事
法
の
整
備
に
関
す
る
要
綱
（
骨
子
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
五
七
号
（
二
〇
〇
三
）
六
頁
、
山
口
厚
「
サ
イ
バ
ー
犯

罪
に
対
す
る
実
体
法
的
対
応
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
五
七
号
（
二
〇
〇
三
）
一
五
頁
、
山
口
厚
「
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
現
状
と
課
題
」
現
代
刑
事
法
六
巻

一
号
（
二
〇
〇
四
）
四
頁
、
今
井
猛
嘉
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
犯
罪
」
法
学
教
室
三
〇
三
号
（
二
〇
〇
五
）
五
六
頁
な
ど
。

（
84
） 

わ
い
せ
つ
情
報
の
多
様
な
発
現
形
態
に
関
す
る
判
例
に
つ
い
て
は
、
塩
見
淳
「
猥
褻
物
と
猥
褻
情
報
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
八
七
四
号
五
八
頁
以
下

（
一
九
九
五
）、
佐
久
間
修
『
最
先
端
法
領
域
の
刑
事
規
制
』
現
代
法
律
出
版
（
二
〇
〇
三
）
二
九
七
頁
以
下
、
拙
稿
「
わ
い
せ
つ
情
報
と
わ
い
せ
つ

物
頒
布
等
の
罪
の
客
体
」『
現
代
社
会
型
犯
罪
の
諸
問
題
』
勁
草
書
房
（
二
〇
〇
四
）
所
収
を
参
照
。

（
85
） 

最
決
平
成
一
三
年
七
月
一
六
日
刑
集
五
五
巻
五
号
三
一
七
頁
。

（
86
） 

永
井
善
之
『
サ
イ
バ
ー
・
ポ
ル
ノ
の
刑
事
規
制
』
信
山
社
（
二
〇
〇
三
）
一
六
四
頁
。

（
87
） 

山
口
厚
「
サ
イ
バ
ー
ポ
ル
ノ
と
わ
い
せ
つ
物
公
然
陳
列
罪
（
最
高
裁
平
成
一
三
年
七
月
一
六
日
第
三
小
法
廷
決
定
）」
平
成
一
三
年
度
重
要
判

例
解
説
一
六
六
頁
以
下
（
二
〇
〇
二
）。

（
88
） 

岡
山
地
判
平
成
九
年
一
二
月
一
五
日
判
時
一
六
四
一
号
一
五
八
頁
以
下
。

（
89
） 

堀
内
捷
三
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」
研
修
五
八
八
号
三
頁
以
下
（
一
九
九
七
）、
拙
稿
「
わ
い
せ
つ
情
報
と
わ
い
せ
つ
物

四
五



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
三
八
六
）

頒
布
等
の
罪
の
客
体
」
前
掲
（
註（
22
））。
な
お
、
デ
ー
タ
説
を
明
言
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
画
像
デ
ー
タ
は
、
電
子
的
方
式
に
よ
り
組
み
立
て

ら
れ
た
一
ま
と
ま
り
の
電
子
デ
ー
タ
化
さ
れ
た
情
報
で
あ
っ
て
、「
保
存
性
・
可
搬
性
」
を
備
え
た
も
の
と
い
え
る
と
す
る
見
解
が
示
唆
的
で
あ
る

（
林
陽
一
「
わ
い
せ
つ
情
報
と
刑
法
一
七
五
条
」
現
代
刑
事
法
六
巻
一
号
（
二
〇
〇
四
）
一
〇
頁
）。

（
90
） 
横
浜
地
裁
川
崎
支
判
平
一
二
・
七
・
六
、
横
浜
地
裁
川
崎
支
判
平
一
二
年
一
一
月
二
四
日
（
い
ず
れ
も
公
刊
物
未
登
載
。
事
案
の
内
容
等
に
つ

い
て
は
、
拙
稿
「
わ
い
せ
つ
情
報
と
わ
い
せ
つ
物
頒
布
等
の
罪
の
客
体
」
前
掲
（
註（
84
））
を
参
照
。
ほ
か
に
は
、
二
〇
〇
一
年
に
東
京
都
知
事
と

長
野
県
知
事
宛
に
電
子
メ
ー
ル
に
添
付
し
て
わ
い
せ
つ
画
像
を
送
信
し
た
疑
い
で
三
人
の
中
学
生
が
自
宅
の
捜
索
を
受
け
、
わ
い
せ
つ
図
画
公
然
陳

列
の
事
実
で
書
類
送
検
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
（
二
〇
〇
一
年
三
月
二
七
日
付
け
毎
日
新
聞
、
同
年
四
月
四
日
付
け
同
紙
）。

（
91
） 

園
田
寿
「
わ
い
せ
つ
画
像
デ
ー
タ
を
有
料
で
送
信
し
た
行
為
に
わ
い
せ
つ
図
画
販
売
罪
が
認
め
ら
れ
た
事
例
」
判
例
セ
レ
ク
ト
二
〇
〇
一

（
二
〇
〇
一
）
三
七
頁
、
永
井
・
前
掲
書
（
註（
86
））
二
四
八
│
二
四
九
頁
。

（
92
） 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
多
く
の
わ
い
せ
つ
物
陳
列
罪
に
関
す
る
裁
判
例
の
判
決
文
中
に
、「
画
像
を
送
信
し

・

・

・

」、「
わ
い
せ
つ
画
像
デ
ー
タ

を
送
信
し

・

・

・

」、「
デ
ー
タ
を
送
信
し

・

・

・

」
と
い
っ
た
表
現
が
み
ら
れ
る
。

（
93
） 

こ
う
い
っ
た
点
に
関
し
て
は
、
法
案
段
階
で
、「
こ
の
こ
と
は
、
従
来
の
有
体
物
を
客
体
と
す
る
規
制
構
造
と
の
連
続
性
を
重
視
し
す
ぎ
た
立

法
態
度
に
原
因
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
有
体
物
を
客
体
と
す
る
場
合
と
無
体
物
を
客
体
と
す
る
場
合
と
で
は
、
異
な
っ
た
文
言
に
よ
る
規
制
を

模
索
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
客
体
の
特
性
に
応
じ
た
的
確
な
行
為
態
様
を
含
む
立
法
が
為
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。」
と
の
批
判
が
示
さ
れ
て
い
た

（
渡
邊
卓
也
『
電
脳
空
間
に
お
け
る
刑
事
的
規
制
』
成
文
堂
（
二
〇
〇
六
）
三
〇
九
頁
）。

（
94
） 

細
貝
康
夫
『
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
ィ
ル
ス
の
安
全
対
策
』
に
っ
か
ん
書
房
（
一
九
九
一
）
六
〇
頁
、
岡
田
好
史
『
サ
イ
バ
ー
犯
罪
と
そ
の
刑
事
法

的
規
制
』
専
修
大
学
出
版
局
（
二
〇
〇
四
）
七
四
頁
以
下
。

（
95
） 

一
九
八
八
年
か
ら
一
九
九
〇
年
ま
で
の
主
な
感
染
事
例
一
二
件
を
挙
げ
る
資
料
を
み
る
と
、
感
染
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利
用
状
況
は
、
①
大

学
・
研
究
所
等
が
三
件
、
②
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ョ
ッ
プ
三
件
、
③
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
メ
ー
カ
ー
三
件
、
④
パ
ソ
コ
ン
通
信
会
員
が
二
件
、
⑤
ゲ
ー

ム
ソ
フ
ト
・
メ
ー
カ
ー
一
件
、
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
時
期
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
ま
だ
発
展
途
上
で
あ
っ
た
こ
と
が
反
映
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
（
細
貝
康
夫
『
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
ィ
ル
ス
の
安
全
対
策
』
前
掲
（
註（
94
））
三
三
│
三
四
頁
）。

四
六



コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
連
す
る
犯
罪
と
刑
事
立
法
（
二
・
完
）（
南
部
）

（
三
八
七
）

（
96
） 

こ
の
ウ
ィ
ル
ス
の
定
義
を
示
し
た
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
ィ
ル
ス
対
策
基
準
」
に
つ
い
て
は
、
経
済
産
業
省
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
（<http://w

w
w
.

m
eti.go.jp/policy/netsecurity/C

virusC
M

G
.htm

> visited on Jan. 9, 2011.

）。

（
97
） 
警
察
庁
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
安
全
対
策
研
究
会
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ウ
ィ
ル
ス
等
不
正
プ
ロ
グ
ラ
ム
対
策
指
針
」（
一
九
八
九
）（
同
指

針
に
つ
い
て
は
、
細
貝
康
夫
『
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
ィ
ル
ス
の
安
全
対
策
』
前
掲
（
註（
94
））
八
頁
以
下
を
参
照
）。

（
98
） 

そ
れ
ら
ウ
ィ
ル
ス
の
登
場
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
も
の
も
含
め
て
、
不
正
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、「
ト
ロ
イ
の
木
馬
（T

roijan H
ourse

）」、

「
論
理
爆
弾
（L

ogic B
om

b

）」、「
時
限
爆
弾
（T

im
e B

om
b

）」、「
ワ
ー
ム
（W

orm

）」、「
ト
ラ
ッ
プ
ド
ア
ま
た
は
バ
ッ
ク
ド
ア
（T

rap D
oor or 

B
ack D

oor

）」、「
サ
ラ
ミ
攻
撃
（T

he S
alam

i A
ttack

）」、「
ビ
ギ
ー
バ
ッ
ク
（B

ogyback

）」、
コ
バ
ー
ト
・
チ
ャ
ネ
ル
（C

overt C
hannel

）」、

「
ガ
ー
ベ
ー
ジ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（G

arbage C
ollection

）」、「
ス
ー
パ
ー
ザ
ッ
ピ
ン
グ
（S

uperzapping

）」
な
ど
多
様
な
も
の
が
あ
る
が
、「
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ウ
ィ
ル
ス
（C

om
puter V

irus

）」
の
特
徴
は
、
ワ
ー
ム
な
ど
他
の
不
正
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
Ｏ
Ｓ
の
も
つ
自
動
実
行
機
能
を
利
用
す
る

の
と
異
な
り
、
被
害
者
に
よ
る
実
行
を
利
用
す
る
点
に
あ
る
と
さ
れ
る
（
細
貝
康
夫
・
前
掲
書
（
註（
94
））
八
│
一
六
頁
）。

（
99
） 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ウ
ィ
ル
ス
届
出
件
数
の
動
向
等
に
つ
い
て
は
、
情
報
処
理
推
進
機
構
（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ<http://w

w
w
.ipa.

go.jp/security/outline/todokede-j.htm
l>visited on Jan. 9, 2011.

に
よ
る
。

（
100
） 

檞
清
隆
「『
情
報
処
理
の
高
度
化
等
に
対
処
す
る
た
め
の
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
』
の
概
要
」
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
三
〇
号

（
二
〇
一
一
）
四
頁
。

（
101
） 

二
〇
〇
八
年
一
月
二
四
日
付
毎
日
新
聞
夕
刊
。

（
102
） 

二
〇
一
一
年
七
月
二
〇
日
付
毎
日
新
聞
夕
刊
。

（
103
） 

す
で
に
本
改
正
法
の
施
行
（
二
〇
一
一
年
七
月
一
四
日
）
後
、
最
初
の
適
用
事
案
と
し
て
、
①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
フ
ァ
イ
ル
交
換
ソ
フ
ト
の

利
用
者
に
感
染
さ
せ
る
目
的
で
ウ
ィ
ル
ス
を
パ
ソ
コ
ン
に
保
管
し
て
い
た
と
し
て
警
視
庁
が
被
疑
者
を
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
保
管
罪
（
一
六
八
条

の
三
）
で
逮
捕
し
た
ケ
ー
ス
（
二
〇
一
一
年
七
月
二
一
日
付
毎
日
新
聞
夕
刊
）、
②
他
人
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
ウ
ィ
ル
ス
を
送
信
し
た
と
し
て
栃
木

県
警
が
被
疑
者
を
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
供
用
罪
（
一
六
八
条
の
二
第
二
項
）
で
逮
捕
し
た
ケ
ー
ス
（
二
〇
一
一
年
一
一
月
二
日
付
毎
日
新
聞
朝

刊
）
が
み
ら
れ
る
。

四
七



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
三
八
八
）

（
104
） 

檞
清
隆
・
前
掲
（
註（
39
））「『
情
報
処
理
の
高
度
化
等
に
対
処
す
る
た
め
の
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
』
の
概
要
」
四
頁
。

（
105
） 

山
口
厚
「
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
対
す
る
実
体
法
的
対
応
」
前
掲
（
註（
83
））
一
九
頁
。
な
お
、
山
口
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ウ
ィ
ル
ス
罪
の
論
点
」

法
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
三
〇
号
（
二
〇
一
二
）
五
九
頁
以
下
参
照
。

（
106
） 
渡
邊
卓
也
「
サ
イ
バ
ー
関
係
を
め
ぐ
る
刑
法
の
一
部
改
正
」
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
三
〇
号
（
二
〇
一
一
）
二
八
│
二
九
頁
。

Ⅴ　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
犯
罪
刑
事
規
制
の
課
題

1　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
犯
罪
刑
事
立
法
の
検
討

│
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
刑
法
的
保
護
の
視
点
か
ら

（
1
）　

一
九
八
七
年
（
昭
和
六
二
年
）
刑
法
一
部
改
正
の
意
義

一
九
八
七
年
の
刑
法
一
部
改
正
は
、
わ
が
国
初
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
連
犯
罪
に
対
す
る
刑
事
立
法
で
あ
る
が
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、

そ
の
性
質
上
現
行
刑
法
に
よ
る
的
確
な
処
罰
が
可
能
で
あ
っ
た
行
為
と
同
様
の
行
為
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利
用

に
伴
い
事
務
処
理
形
態
が
変
化
し
た
た
め
、
処
罰
が
困
難
と
な
っ
た
類
型
の
行
為
を
的
確
に
捕
捉
・
処
罰
で
き
る
よ
う
処
罰
規
定
を
整
備

し
よ
う
と
す
る
趣
旨
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
各
種
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
連
犯
罪
に
一
体
的
に
対
応
す
る
特
別
法
で
は
な
く
、
文
書

偽
造
罪
、
業
務
妨
害
罪
、
詐
欺
罪
、
文
書
毀
棄
罪
と
い
っ
た
刑
法
典
中
の
既
存
の
犯
罪
類
型
を
修
正
・
拡
張
し
た
類
型
を
創
設
し
、
そ
れ

ら
を
従
来
の
条
文
中
に
組
み
入
れ
た
り
、
そ
の
前
後
に
配
置
す
る
と
い
う
方
法
に
依
っ
た
も
の
で
あ
っ
た

（
107
）

。
新
た
な
犯
罪
化
を
、
従
来
の

犯
罪
と
実
質
的
に
同
質
性
を
備
え
た
当
罰
性
の
明
ら
か
な
行
為
に
絞
っ
た
、
必
要
最
小
限
の
立
法
的
手
当
て
の
枠
を
踏
み
外
さ
な
い
、
控

え
め
な
立
法
例
と
の
評
価
が
一
般
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
刑
法
典
の
規
定
に
加
え
ら
れ
た
改
正
（
後
の
二
〇
〇
一
年
刑
法
一
部
改
正
も

四
八



コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
連
す
る
犯
罪
と
刑
事
立
法
（
二
・
完
）（
南
部
）

（
三
八
九
）

含
め
て
）
は
、「
い
ず
れ
も
、
旧
来
の
偽
造
罪
や
財
産
罪
の
処
罰
範
囲
を
拡
張
し
た
に
す
ぎ
」
ず
、「
実
質
的
に
も
、
刑
法
典
の
枠
組
み
を

何
ら
変
え
る
も
の
で
は
な
」
い
、
と
の
評
価
も
み
ら
れ
る

（
108
）

。
要
す
る
に
、
こ
の
一
九
八
七
年
改
正
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
無
権
限
使
用
や

不
正
ア
ク
セ
ス
を
将
来
の
課
題
と
し
て
切
り
捨
て
た
点
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
新
た
に
社
会
の
イ
ン
フ
ラ
を
形
成
し
つ
つ
あ
る
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
固
有
の
機
能
の
保
護
を
考
慮
の
外
に
お
い
た
も
の
で
あ
る
、
と
の
見
方
が
一
般
的
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
う
言
い
切
れ
る
か
に
は
疑
問
が
あ
る
。
わ
た
く
し
は
、
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム

│
ひ
い
て
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

│
の
機
能
阻
害
自
体
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
指
向
は
、
す
で
に
こ
の
一
九
八
七
年
改
正
の
な
か
に
現
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

と
考
え
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
電
磁
的
記
録
不
正
作
出
罪
（
一
六
一
条
の
二
）
は
、
そ
の
客
体
を
権
利
、
義
務
ま
た
は
事
実
証
明
に
関
す
る
記
録
に
限
定

し
て
い
る
点
か
ら
、
従
来
の
文
書
偽
造
罪
文
書
の
証
明
機
能
を
保
護
す
る
の
と
パ
ラ
レ
ル
に
、
電
磁
的
記
録
の
証
明
機
能
に
着
目
し
た
規

定
で
あ
っ
て
、
そ
の
限
り
で
は
偽
造
罪
の
保
護
法
益
を
変
容
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
電
磁
的
記
録
の
性
格
上
、
そ
の

作
成
名
義
人
を
認
識
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
立
法
者
は
、
作
成
名
義
の
偽
り
の
有
無
に
よ
っ
て
有
形
偽
造
と
無
形
偽
造
を

区
別
し
、
私
文
書
に
つ
い
て
は
有
形
偽
造
の
み
の
処
罰
を
原
則
と
す
る

│
私
文
書
の
無
形
偽
造
行
為
に
対
し
て
は
作
成
名
義
人
へ
の
追

及
可
能
性
に
よ
り
、
作
成
名
義
人
へ
の
信
用
を
介
し
て
文
書
の
信
用
性
確
保
を
は
か
る

│
と
い
う
文
書
偽
造
に
関
す
る
従
来
の
規
定
方

法
を
放
棄
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
電
磁
的
記
録
不
正
作
出
罪
は
、
文
書
偽
造
と
は
正
反
対
に
、
作
成
名
義
の
真
偽
で
は
な
く
、
内

容
の
真
偽
こ
そ
が
処
罰
の
可
否
を
決
す
る
要
素
と
な
る
犯
罪
類
型
と
な
っ
て
い
る
。
本
罪
は
、
電
磁
的
記
録
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
デ
ー
タ
）

の
証
明
作
用
で
は
な
く
、
情
報
処
理
が
正
常
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
重
点
を
お
い
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、

一
九
八
七
年
改
正
に
よ
る
本
罪
の
新
設
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
デ
ー
タ
の
信
用
性
保
護
を
超
え
て
情
報
処
理
阻
害
的
不
正
行
為
の
捕
捉
に

四
九



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
三
九
〇
）

向
け
ら
れ
た
も
の
と
の
評
価
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

（
109
）

。

ま
た
、
電
子
計
算
機
損
壊
等
業
務
妨
害
罪
（
二
三
四
条
の
二
）
に
つ
い
て
も
、
従
来
人
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
た
作
業
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

に
よ
り
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
現
状
を
ふ
ま
え
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
向
け
ら
れ
た
加
害
を
手
段
と
す
る
業
務
妨
害
行
為
を
と
ら

え
て
処
罰
し
よ
う
と
す
る
も
の
、
と
の
従
来
の
業
務
妨
害
罪
の
加
重
処
罰
類
型
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
立
案
当
局
の
説
明

（
110
）

に
も
か
か
わ
ら

ず
、
特
に
そ
の
「
又
は
使
用
目
的
に
反
す
る
動
作
を
さ
せ
て
」
と
い
う
部
分
に
つ
い
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
機
械
自
体
と
し
て
は
正
常
に

機
能
し
て
い
る
場
合
を
想
定
し
て
い
る
の
で
、「
使
用
目
的
に
反
す
る
」
か
否
か
が
決
定
的
な
判
断
要
素
と
な
り
、「
使
用
目
的
」
の
解
釈

ひ
と
つ
で
、
犯
罪
化
を
見
送
っ
た
は
ず
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
無
権
限
使
用
や
デ
ー
タ
の
不
正
入
手
を
処
罰
範
囲
に
と
り
こ
ん
で
し
ま
う
こ

と
に
も
な
り
か
ね
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
点
で
、
本
罪
も
、
電
磁
的
記
録
不
正
作
出
罪
と
な
ら
ん
で
、
情
報
処
理
阻
害

的
行
為
の
捕
捉
へ
の
指
向

│
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
シ
ス
テ
ム
へ
の
加
害
行
為
の
捕
捉
へ
の
指
向

│
を
含
ん
だ
も
の
と

な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

（
111
）

。

（
2
）　

二
〇
〇
一
年
（
平
成
一
三
年
）
刑
法
一
部
改
正
の
意
義

二
〇
〇
一
年
改
正
に
よ
り
新
設
さ
れ
た
支
払
い
用
カ
ー
ド
電
磁
的
記
録
に
関
す
る
罪
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
支
払
用
カ
ー

ド
を
構
成
す
る
電
磁
的
記
録
の
真
正
、
ひ
い
て
は
こ
れ
ら
支
払
用
カ
ー
ド
を
用
い
た
支
払
い
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
社
会
的
信
頼
を
保
護
法

益
と
す
る
も
の
、
と
い
う
の
が
立
案
当
局
の
見
解
で
あ
っ
た
。
通
貨
偽
造
罪
や
有
価
証
券
偽
造
罪
と
並
ぶ
偽
造
罪
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
わ

け
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
も
、
伝
統
的
な
そ
れ
ら
偽
造
罪
の
保
護
し
よ
う
と
す
る
価
値
・
利
益
を
は
み
出
す
新
し
い
犯
罪
類
型
へ
の
指

向
性
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

（
112
）

。

す
な
わ
ち
、
電
磁
的
記
録
部
分
を
有
す
る
各
種
の
支
払
用
カ
ー
ド
が
普
及
発
展
し
た
こ
と
の
理
由
は
、
そ
れ
が
自
動
化
さ
れ
た
機
械
に

五
〇



コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
連
す
る
犯
罪
と
刑
事
立
法
（
二
・
完
）（
南
部
）

（
三
九
一
）

用
い
る
こ
と
を
予
定
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
従
来
の
人
間
の
手
作
業
に
よ
る
財
産
的
事
務
処
理
・
決
済
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
効
率
化
が

図
ら
れ
た
点
に
あ
る
。
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
よ
う
に
対
人
的
な
使
用
を
ほ
と
ん
ど
想
定
し
て
い
な
い
も
の
も
多
い
こ
と
を
考
え
る
と
、

そ
も
そ
も
人
の
判
断
作
用
を
前
提
と
す
る
従
来
の
各
種
偽
造
罪
と
は
異
な
る
性
質
の
法
益
を
保
護
す
る
犯
罪
類
型
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

率
直
に
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
、
西
田
教
授
は
、
本
罪
の
客
体
に
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
や
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
よ
う

な
機
械
に
対
し
て
の
み
の
使
用
が
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
も
含
ま
れ
て
お
り
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ー
ド
に
磁
気
テ
ー
プ
等
を
貼
り
付
け
た
だ
け

の
カ
ー
ド
の
作
製
に
も
本
罪
の
成
立
が
肯
定
さ
れ
る
の
で
、
保
護
法
益
は
、「
電
磁
的
記
録
を
構
成
部
分
と
す
る
支
払
用
カ
ー
ド
に
よ
る

支
払
決
済
シ
ス
テ
ム
の
安
全
か
つ
円
滑
な
運
用
で
あ
る
と
解
す
べ
き
」
と
指
摘
し
て
い
る

（
113
）

。
ま
た
、
今
井
教
授
は
、「
支
払
用
カ
ー
ド
電

磁
的
記
録
に
関
す
る
罪
の
重
点
は
、
直
接
的
に
は
人
の
信
用
を
向
け
得
な
い
（
直
接
的
な
可
読
性
を
欠
く
）
電
磁
的
記
録
に
あ
り
、
そ
の
保

護
法
益
は
、
電
磁
的
記
録
を
構
成
部
分
と
す
る
支
払
用
カ
ー
ド
に
よ
る
支
払
い
決
済
シ
ス
テ
ム
の
安
全
性
に
あ
る
」
と
さ
れ
る

（
114
）

。
こ
の
よ

う
な
観
点
か
ら
は
、
本
罪
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
取
引
決
済
シ
ス
テ
ム
の
機
能
保
護
を

指
向
す
る
点
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
犯
罪
規
制
の
役
割
を
果
た
す
べ
き
規
定
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
支
払
用
カ
ー
ド
電
磁
的
記
録
不
正
取
得
の
罪
（
一
六
三
条
の
四
）
は
、
い
わ
ゆ
る
ス
キ
ミ
ン
グ
行
為
に
よ
っ
て
電
磁
的
記
録
に

か
か
る
カ
ー
ド
情
報
を
不
正
に
取
得
す
る
行
為
を
処
罰
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
一
九
八
七
年
改
正
の
際
見
送
ら
れ
た
「
デ
ー
タ

の
不
正
入
手
」
の
一
部

│
ご
く
一
部
の
限
定
さ
れ
た
デ
ー
タ
入
手
行
為
で
は
あ
る
が

│
を
犯
罪
化
し
た
も
の
と
も
み
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
3
）　

一
九
九
九
年
（
平
成
一
一
年
）
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
制
定
の
意
義

不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
は
、
わ
が
国
初
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
犯
罪
を
正
面
に
見
据
え
た
刑
事
立
法
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る

（
115
）

が
、
そ
の
よ

五
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う
な
立
法
が
行
わ
れ
た
背
景
に
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
関
連
す
る
各
種
の
不
正
行
為
・
犯
罪
現
象
の
動
向
に
お
け
る
重
点
の
変
遷
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
来
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
」
は
、「
現
在
に
お
い
て
は
、
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
大

規
模
な
展
開
に
よ
り
、『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
犯
罪
』
へ
と
変
貌
を
遂
げ
、
そ
れ
に
伴
い
そ
の
問
題
性
は
変
容
を
見
せ
、
か
つ
大
き
な
広
が
り

を
示
す
に
至
っ
て
い
る

（
116
）

」
の
で
あ
る
。

す
で
に
検
討
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
上
の
一
九
八
七
年
改
正
お
よ
び
二
〇
〇
一
年
改
正
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
情
報
処

理
の
機
能
保
護
を
指
向
し
、
さ
ら
に
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
自
動
化
さ
れ
た
取
引
決
済
シ
ス
テ
ム
の
機
能

保
護
を
は
か
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
こ
の
一
九
九
九
年
の
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
不
正
ア

ク
セ
ス
行
為
の
犯
罪
化
（
不
正
ア
ク
セ
ス
罪
、
同
法
三
条
・
八
条
）
は
、
さ
ら
に
す
す
ん
で
、
具
体
的
な
財
産
等
各
種
利
益
の
侵
害
を
念
頭

に
お
い
た
各
種
犯
罪
の
予
備
罪
的
性
質
の
行
為
の
犯
罪
化
を
は
か
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
正
面
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

機
能
自
体
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
疑
い
な
い
。
同
法
が
定
め
る
不
正
ア
ク
セ
ス
罪
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
対
す
る
信
頼
を
そ
の
保
護
法
益
と
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る

（
117
）

。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
不
正
ア
ク
セ
ス
罪
の
こ
う
し
た
保
護
法
益
の
理
解
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
見
解
は
、
不
正
な
ア
ク
セ
ス
と
い
う
行

為
態
様
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
由
で
ア
ク
セ
ス
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
破
っ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
侵
入
す
る
こ
と
）
で
は
な
く
、
不
正
ア
ク
セ
ス
し
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
部
で
行
わ
れ
る
デ
ー
タ
処
理
の
観
点
か
ら
同
罪
の
罪
質
を
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
視
点
か
ら
、「
電
子
計
算
機
の

利
用
と
は
そ
の
本
質
的
な
部
分
は
デ
ー
タ
の
処
理
に
あ
る
と
い
え
る
こ
と
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
ア
ク
セ
ス
制
御
機
能
を
付
加
す
る
対
象
は

（
電
子
計
算
機
そ
の
も
の
で
は
な
く
（
註
：
筆
者
））
電
子
計
算
機
に
お
い
て
処
理
さ
れ
る
デ
ー
タ
で
あ
る
と
解
す
べ
き
」
で
あ
っ
て
、
同
罪
の

保
護
法
益
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
処
罰
の
実
質
は
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
情
報
処
理
に
関
す
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
あ
る
と
み
る
の

五
二
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が
適
切
で
あ
る
。」
よ
り
具
体
的
に
は
、「
デ
ー
タ
に
対
す
る
ア
ク
セ
ス
制
御
と
い
う
意
味
で
の
情
報
の
保
持
の
側
面
に
お
け
る
情
報
の
イ

ン
テ
グ
リ
テ
ィ
が
こ
こ
で
は
も
っ
と
も
重
要
な
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。」
と
述
べ
る

（
118
）

。
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
不
正
ア

ク
セ
ス
の
罪
質
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
部
の
情
報
処
理
と
の
関
係
で
把
握
す
る
点
で
基
本
的
に
正
し
い
方
向
性
を
も
つ
も
の
と
い
え
る
が
、

立
法
者
は

│
論
者
自
身
が
指
摘
す
る
よ
う
に

（
119
）

│
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
捕
捉
・
処
罰
す
る
こ
と
が
情
報
窃
盗
を
処
罰
す
る
こ
と
に
つ

な
が
る
と
の
懸
念
も
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
規
定
方
法
を
採
ら
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

不
正
ア
ク
セ
ス
の
刑
事
規
制
は
、
わ
が
国
で
は
刑
法
典
中
に
規
定
を
設
け
る
方
法

│
た
と
え
ば
次
項
で
検
討
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
や
り

方

│
に
依
ら
ず
、
特
別
法
の
制
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
立
法
形
式
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
不
正
ア
ク
セ
ス
に
代
表
さ
れ

る
情
報
犯
罪
・
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
名
称
に
ふ
さ
わ
し
い
刑
事
立
法
が
、
そ
の
都
度
個
別
的
な
特
別
刑
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
に

関
し
、「
こ
う
し
た
犯
罪
類
型
を
刑
法
典
中
に
取
り
込
む
の
を
放
棄
し
て
、
も
っ
ぱ
ら
特
別
立
法
に
ゆ
だ
ね
る
な
ら
ば
、
情
報
犯
罪
や
サ

イ
バ
ー
犯
罪
に
対
す
る
刑
法
典
の
役
割
は
、
ま
す
ま
す
低
下
し
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。」
と
の
指
摘
が
行
わ
れ
て
い
る

（
120
）

。

そ
の
後
、
警
察
庁
が
、
企
業
を
装
っ
た
サ
イ
ト
に
電
子
メ
ー
ル
の
受
信
者
を
誘
導
し
て
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
だ
ま
し
取
る
「
フ
ィ
ッ

シ
ン
グ
」
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
こ
な
っ
た
と
こ
ろ
、
九
五
％
が
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
犯
罪
化
を
支
持
し
、
不
正
ア
ク
セ
ス
罪
の
法
定

刑
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
も
八
八
％
が
支
持
す
る
回
答
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
報
じ
ら
れ
た

（
121
）

が
、
警
察
庁
、
総
務
省
、
経
済
産
業
省
お

よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の
民
間
事
業
者
で
不
正
ア
ク
セ
ス
対
策
を
検
討
す
る
「
官
民
意
見
集
約
委
員
会
」
は
、
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止

法
改
正
に
向
け
た
検
討
作
業
を
進
め
、
二
〇
一
二
年
三
月
に
は
、
右
の
よ
う
な
新
た
な
犯
罪
化
、
処
罰
範
囲
の
拡
張
、
処
罰
の
強
化
等
を

内
容
と
す
る
「
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
成
立
、
同
年
五
月
一
日
に
施
行
さ
れ
て
い

る
（
122
）

。
不
正
ア
ク
セ
ス
罪
は
、「
既
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
デ
ー
タ
通
信
並
び
に
利
害
関
係
人
の
信
用
を
保
護
す
る
上
で
、
不
可
欠

五
三
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の
存
在
に
な
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。」
と
の
評
価
が
な
さ
れ
て
い
た

（
123
）

が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
犯
罪
規
制
の
中
心
を
担
う
法
制
と
し
て
さ

ら
な
る
整
備
が
は
か
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

（
4
）　

二
〇
一
一
年
（
平
成
二
三
年
）
刑
法
一
部
改
正
の
意
義

こ
の
改
正
に
よ
っ
て
、「
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
に
関
す
る
罪
」
が
刑
法
典
中
に
新
設
さ
れ
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、﹇
正
当
な
理
由
な

く
、
他
人
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
実
行
さ
せ
る
目
的
で
、
ユ
ー
ザ
ー
の
意
図
に
沿
う
動
作
を
さ
せ
ず
、
ま
た
は
そ
の
意
図
に
反
す
る
動
作
を

さ
せ
る
よ
う
な
不
正
な
指
令
を
与
え
る
電
磁
的
記
録
等
を
作
成
し
、
提
供
す
る
行
為
﹈
を
罰
す
る
ウ
ィ
ル
ス
作
成
罪
な
ど
の
犯
罪
類
型
が

設
け
ら
れ
、
そ
れ
ま
で
処
罰
規
定
を
欠
い
て
い
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ウ
ィ
ル
ス
関
係
の
不
正
行
為
の
犯
罪
化
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
改
正
に

つ
い
て
は
、
実
害
と
切
り
離
さ
れ
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る
社
会
的
信
頼
が
保
護
法
益
と
す
る
独
自
の
類
型
と
の
理

解
が
（
法
益
の
抽
象
化
に
よ
り
処
罰
の
早
期
化
を
図
る
点
な
ど
問
題
が
あ
る
と
す
る
批
判
も
あ
る
が

（
124
）

）
大
方
の
承
認
を
え
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
正
常
な
情
報
処
理
に
向
け
た
社
会
一
般
の
信
頼
が
保
護
法
益
と
さ
れ
る
点
に
関
し
て
は
、
こ
の
改
正
が
、
従
来

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
立
法
と
異
な
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
侵
害
に
伴
う
現
実
社
会
の
損
害
や
不
利
益
を
捉
え
る
の
で
は
な
く
、「
仮
想
社

会
の
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
そ
れ
自
体
を
直
接
に
保
護
し
よ
う
と
す
る
」
意
味
に
お
い
て
、「
初
め
て
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
を
正

面
か
ら
捉
え
た
」
も
の
と
す
る
評
価
が
示
さ
れ
て
い
る

（
125
）

。
こ
う
し
た
見
方
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
が
登
場
し
た
当
初
の
、
ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
や
デ
ー
タ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
部
分
的
な
刑
事
的
保
護
の
対
応
に
と
ど
ま
っ
た
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
」
の
時
期
、
さ
ら
に
は
そ

の
犯
行
手
段
の
巧
妙
化
・
大
規
模
化
・
国
際
化
の
脅
威
を
印
象
づ
け
た
「
ハ
イ
テ
ク
犯
罪
」
と
い
っ
た
過
渡
期
を
経
て
、
今
日
、
サ
イ

バ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
形
成
さ
れ
た
仮
想
社
会
の
基
盤
を
担
う
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
刑
法
に
よ
る
保
護
の
対
象
と
な
り
つ
つ
あ

る
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
犯
罪
」
が
問
題
と
な
る
現
実
を
示
唆
し
て
い
る
点
で
、
正
当
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

五
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本
罪
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
法
益
の
抽
象
化
に
よ
り
処
罰
が
早
期
化
す
る
こ
と
、
ま
た
、
電
子
計
算
機
損
壊
等
業
務
妨

害
罪
と
そ
の
未
遂
罪
と
の
関
係
で
適
用
範
囲
の
重
複
な
ど
未
解
決
の
問
題
が
残
る
こ
と
な
ど
の
批
判
が
あ
り
、
ま
た
、
不
正
指
令
電
磁
的

記
録
作
成
等
の
罪
の
客
体
に
、「
そ
の
他
の
記
録
」
と
し
て
、
ウ
ィ
ル
ス
を
ア
ナ
ロ
グ
デ
ー
タ
と
し
て
記
録
し
て
あ
る
紙
媒
体
等
も
含
ま

れ
る
の
で
、
実
行
可
能
な
状
態
に
な
い
ウ
ィ
ル
ス
・
コ
ー
ド
の
記
述
も
客
体
と
な
る
点
で
、「
法
益
に
対
す
る
も
の
で
は
な
く
、
電
子
計

算
機
の
作
動
障
害
及
び
そ
れ
に
起
因
す
る
損
害
に
対
す
る
も
の
と
い
う
意
味
で
も
、
極
め
て
抽
象
度
の
高
い
危
険
を
処
罰
す
る
も
の
」
と

の
指
摘

（
126
）

も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
反
対
に
、
こ
の
改
正
は
、
本
罪
を
刑
法
典
の
偽
造
罪
と
偽
証
罪
の
中
間
に
位
置
づ
け
る
と
い
う
点
で
、
未

だ
情
報
伝
達
・
事
実
証
明
の
手
段
と
い
う
側
面
に
囚
わ
れ
て
お
り
、
刑
事
規
制
の
対
象
と
さ
れ
る
の
は
不
正
な
指
令
を
含
む
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
限
定
さ
れ
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
置
者
自
身
に
よ
る
不
正
操
作
も
含
め
、
お
よ
そ
虚
偽
の
情
報
流
通
を
阻
止
し
て
、
サ
イ
バ
ー
社
会
の

安
全
性
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
趣
旨
で
は
な
い
」
と
し
て
、
さ
ら
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
保
護
の
徹
底
の
必
要
性
を
主
張
す
る
見
解

（
127
）

も
示

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
主
張
は
、「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、
個
々
人
が
使
用
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利
用
が
社
会
全

般
に
普
及
し
た
現
在
に
お
い
て
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
作
動
を
基
礎
付
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
正
常
性
は
、
不
特
定
多
数
人
の
利
害
に
直
結

し
て
お
り
、
こ
の
意
味
で
社
会
的
に
重
要
な
利
益
に
な
っ
て
い
る
。」
と
い
う
現
状
認
識
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で

き
よ
う

（
128
）

。

な
お
、
ウ
ィ
ル
ス
作
成
罪
と
同
供
用
罪
と
が
同
等
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
供
用
罪
が
想
定
す
る
の
は
ウ
ィ
ル
ス
が
実

行
可
能
な
状
態
に
さ
れ
て
い
て
被
害
惹
起
の
危
険
が
具
体
的
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
作
成
罪
は
未
だ
そ
の
危
険
が
抽
象
的
な
段
階

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
に
、
そ
の
法
定
刑
が
同
一
と
さ
れ
る
の
は
な
ぜ
か

│
ウ
ィ
ル
ス
作
成
と
供
用
と
が
同
等
に
評
価
さ
れ
る
の
は
な

ぜ
か

│
と
い
う
疑
問
が
提
起
さ
れ
て
い
る

（
129
）

。
た
し
か
に
、
各
種
偽
造
罪
に
お
い
て
も
、
通
貨
・
文
書
の
偽
造
、
支
払
用
カ
ー
ド
電
磁
的

五
五
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法
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第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
三
九
六
）

記
録
不
正
作
出
行
為
が
行
使
・
供
用
行
為
と
同
じ
刑
罰
評
価
が
行
わ
れ
て
い
る
。「
使
う
行
為
」
に
至
ら
な
い
そ
の
前
段
階
に
あ
た
る
「
作

る
行
為
」
が
、
使
う
行
為
と
同
等
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
じ
社
会
的
法
益
に
対
す
る
罪
で
あ
っ
て
も
、
わ
い
せ
つ
物

頒
布
等
で
は
、
実
際
に
頒
布
・
陳
列
な
ど
に
よ
り
わ
い
せ
つ
情
報
を
社
会
に
拡
散
す
る
と
い
う
法
益
侵
害
惹
起
に
直
結
す
る
行
為
以
前
の

「
わ
い
せ
つ
表
現
物
の
製
造
」
自
体
は
処
罰
す
ら
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
問
題
は
、
作
成
さ
れ
る
も
の
自
体
の
危
険
性

│
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ウ
ィ
ル
ス
の
危
険
性

│
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
、
に
帰
着
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
立
法
者
が
、

ウ
ィ
ル
ス
作
成
行
為
を
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
に
害
悪
を
も
た
ら
す
根
源
を
生
み
出
す
、
重
い
犯
罪
性
を
備
え
た
も
の

と
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
単
な
る
各
種
の
加
害
行
為
の
予
備
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い

（
130
）

と
考
え
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
の

で
あ
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
ィ
ル
ス
の
犯
罪
化
に
踏
み
切
っ
た
こ
の
立
法
は
、
立
法
者
が
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
・
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
個
々
の
業
務
の
保
護
や
、
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
処
理
に
置
き
換
え
ら
れ
た
決
済
手
段
の
運
用

の
保
護
の
前
提
と
な
る
、
具
体
的
な
個
々
の
権
利
・
利
益
・
価
値
の
保
護
と
は
次
元
を
異
に
す
る
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

シ
ス
テ
ム
の
正
常
な
機
能
（
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
独
自
の
働
き
と
秩
序
）
そ
れ
自
体
の
保
護
を
指
向
す
る
も
の
と
な
り
え
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

2　

刑
事
立
法
の
あ
り
方

│
フ
ラ
ン
ス
刑
法
と
の
比
較
か
ら

│

以
上
に
、
わ
が
国
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
連
す
る
犯
罪
に
か
か
わ
る
刑
事
立
法
の
検
討
を
試
み
た
が
、
わ
が
国
と
ほ

ぼ
同
時
期
に
情
報
処
理
技
術
の
利
用
・
普
及
が
す
す
み
、
同
程
度
の
社
会
の
情
報
化
が
達
成
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
で
も
、
や
は
り
ほ
ぼ
同
じ

こ
ろ
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
関
連
の
刑
事
立
法
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
最
後
に
、
大
陸
法
の
枠
組
み
の
刑
法
シ
ス
テ
ム
を
も
つ
点

五
六



コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
連
す
る
犯
罪
と
刑
事
立
法
（
二
・
完
）（
南
部
）

（
三
九
七
）

で
も
共
通
す
る
フ
ラ
ン
ス
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
な
い
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
犯
罪
に
ど
の
よ
う
な
刑
事
立
法
で
対
応
し
た
か
を
見
て
お
く

こ
と
と
す
る
。

（
1
）　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
刑
事
立
法
前
の
状
況
と
「
バ
ダ
ン
テ
ー
ル
法
案
」

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
に
関
す
る
最
初
の
刑
事
立
法
の
動
き
と
い
え
る
の
は
、
一
九
八
六
年
に
上
院
に
提
出
さ
れ

た
刑
法
典
改
正
法
案
（
当
時
の
司
法
大
臣
の
名
を
と
り
「
バ
ダ
ン
テ
ー
ル
法
案
」
と
よ
ば
れ
る

（
131
）

）
の
中
に
「
情
報
処
理
に
関
連
す
る
犯
罪
」
の
章

を
お
い
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
後
に
廃
案
と
な
っ
た
こ
の
法
案
の
関
係
部
分
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る

（
132
）

。

第
七
章　

情
報
処
理
に
関
連
す
る
犯
罪
（L

es infractions en m
atière inform

atique

）

第
三
〇
七
│

一
条　

自
動
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
デ
ー
タ
、
ま
た
は
そ
の
他
す
べ
て
の
構
成
要
素
を
不
法
に
取
得
す
る

行
為
は
、
拘
禁
刑
三
年
お
よ
び
罰
金
一
〇
〇
万
フ
ラ
ン
で
罰
す
る
。

第
三
〇
七
│

二
条　

他
人
の
権
利
を
無
視
し
て
、
自
動
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
デ
ー
タ
、
ま
た
は
そ
の
他
す
べ
て
の
構

成
要
素
を
使
用
し
、
伝
送
し
、
ま
た
は
複
製
す
る
行
為
は
、
拘
禁
刑
三
年
お
よ
び
罰
金
一
〇
〇
万
フ
ラ
ン
で
罰
す
る
。

第
三
〇
七
│

三
条　

故
意
に
、
か
つ
他
人
の
権
利
を
無
視
し
て
、
自
動
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
破
壊
も
し
く
は
改

変
し
、
ま
た
は
そ
の
機
能
を
阻
害
し
、
も
し
く
は
誤
ら
せ
る
行
為
は
、
拘
禁
刑
五
年
お
よ
び
罰
金
二
五
〇
万
フ
ラ
ン
で
罰
す
る
。

第
三
〇
七
│

四
条　

自
動
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
を
不
法
に
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
違
法
な
利
益
を
得
、
ま
た
は
他
人
を
し
て
こ
れ

を
得
さ
せ
る
行
為
は
、
拘
禁
刑
五
年
お
よ
び
罰
金
二
五
〇
万
フ
ラ
ン
で
罰
す
る
。

五
七



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
三
九
八
）

と
こ
ろ
で
、
フ
ラ
ン
ス
刑
法
は
、
財
産
犯
の
体
系
を
含
め
て
わ
が
国
の
刑
法
と
か
な
り
の
程
度
基
本
的
共
通
点
を
持
つ
も
の
で
あ
る
が
、

当
時
の
法
状
況
を
比
較
す
る
と
、
わ
が
国
の
「
司
法
機
関
は
、
実
際
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
濫
用
の
事
件
が
発
生
す
る
と
、
伝
統
的
犯
罪
規
定

の
下
で
巧
み
な
解
釈
技
術
を
駆
使
し
、
そ
の
殆
ど
の
も
の
を
処
罰
し
て
き
た

（
133
）

。」
と
評
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
フ
ラ
ン
ス
に
お

い
て
も
、
一
般
に
先
端
技
術
を
用
い
て
行
な
わ
れ
る
新
し
い
手
口
の
不
正
行
為
へ
の
伝
統
的
条
文
の
適
用
に
は
、
刑
法
学
者
は
慎
重
で
あ

る
が
、「
裁
判
官
た
ち
が
こ
う
い
っ
た
新
た
な
状
況
に
対
し
て
伝
統
的
条
項
を
適
用
す
る
こ
と
に
躊
躇
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」
と

い
う
傾
向
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る

（
134
）

。

た
だ
し
、
詐
欺
罪
に
関
す
る
部
分
で
は
、
①
パ
リ
の
デ
パ
ー
ト
の
情
報
処
理
技
術
者
が
、
偽
造
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
カ
ー
ド
を
使
用
し
て
購

入
し
た
商
品
の
価
格
金
額
が
計
上
さ
れ
な
い
よ
う
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
操
作
を
行
な
い
、
総
額
約
一
千
万
フ
ラ
ン
の
不
法
な
利
得
を
得
て

い
た
と
い
う
ケ
ー
ス
や

（
135
）

、
②
銀
行
か
ら
銀
行
へ
の
口
座
の
振
り
替
え
指
示
を
傍
受
し
、
金
額
が
あ
た
か
も
正
当
な
口
座
へ
振
り
込
ま
れ
る

か
の
よ
う
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
偽
造
し
た
と
い
う
ケ
ー
ス

（
136
）

、
③
銀
行
預
金
の
利
息
の
端
数
を
、
一
定
の
端
数
以
下
は
切
り
捨
て
る
よ
う
に
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
行
な
い
、
こ
れ
を
行
為
者
が
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
て
い
た
別
の
口
座
に
振
り
込
ま
せ
る
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
操
作
し
た
と

い
う
「
鬘
（perruque

）」
と
呼
ば
れ
る
手
口
を
用
い
た
ケ
ー
ス

（
137
）

な
ど
の
虚
偽
の
デ
ー
タ
の
入
力
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
不
正
操
作
に
よ
る
財
産

上
の
不
法
な
利
益
の
取
得
行
為
に
対
し
て
は
、
詐
欺
罪
の
適
用
が
可
能
と
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
手

段
が
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
欺
い
た
」
と
い
い
得
る
か
が
問
題
と
な
り
そ
う
で
あ
る
（
こ
の
点
が
、
わ
が
国
の
刑
法
上
詐
欺
罪
成
立
の
最
大
の

ネ
ッ
ク
と
な
り
、
電
子
計
算
機
使
用
詐
欺
罪
（
日
本
刑
法
二
四
六
条
の
二
）
を
生
ん
だ
）
が
、
フ
ラ
ン
ス
に
は
パ
ー
キ
ン
グ
・
メ
ー
タ
の
不
正
使

用
に
つ
い
て
詐
欺
罪
の
成
立
を
認
め
た
一
九
七
〇
年
の
破
棄
院
の
判
例

（
138
）

が
あ
り
、「
機
械
の
背
後
に
人
間
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
背
後
に

銀
行
・
企
業
の
責
任
者
が
い
る
こ
と
は
全
く
明
白
」
だ
か
ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
常
に
人
間
に
使
用
さ
れ
て
い
る
以
上
、「
こ
の
障
害
は

五
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コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
連
す
る
犯
罪
と
刑
事
立
法
（
二
・
完
）（
南
部
）

（
三
九
九
）

容
易
に
克
服
さ
れ
得
る
」
こ
と
と
な
る

（
139
）

の
で
あ
る
。

な
お
、
盗
罪

│
わ
が
国
の
窃
盗
罪
に
相
当

│
の
適
用
に
関
し
て
は
、
他
人
の
カ
ー
ド
で
Ｃ
Ｄ
機
か
ら
不
正
に
現
金
を
引
き
出
す
よ

う
な
行
為
に
つ
い
て
、「
交
付
の
任
意
性
」
を
理
由
に
盗
罪
の
成
立
を
否
定
す
る
学
説
も
あ
る

（
140
）

。
し
か
し
、
自
動
支
払
機
か
ら
の
取
得
と

い
う
人
間
が
介
在
し
な
い
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
述
の
パ
ー
キ
ン
グ
メ
ー
タ
の
ケ
ー
ス
に
関
す
る
破
棄
院
の
判
例
の
論
理
に
加
え
、

フ
ラ
ン
ス
刑
法
が
欺
罔
行
為
に
よ
る
場
合
の
ほ
か
に
、「
偽
名
ま
た
は
虚
偽
の
資
格
の
使
用
」
が
あ
っ
た
と
き
に
も
詐
欺
罪
の
成
立
を
認

め
る
規
定
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
学
説
は
、
詐
欺
罪
で
の
処
罰
を
肯
定
し
て
い
る

（
141
）

。
こ
の
よ
う
に
、
詐
欺
罪
の
射
程
範
囲
の
点

を
除
け
ば
、
お
お
む
ね
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
の
財
産
犯
罪
等
の
適
用
関
係
は
わ
が
国
と
ほ
ぼ
類
似
の
状
況
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
と
思
わ

れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
直
接
情
報
そ
れ
自
体
に
向
け
ら
れ
た
「
盗
み
見
」「
傍
受
」
等
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ス
パ
イ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
、

わ
が
国
同
様
、
い
か
な
る
伝
統
的
犯
罪
規
定
も
こ
れ
を
捕
捉
し
え
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
情
報
が
「
物
」
の
観
念
と
相
容
れ
な
い
性
質
の

も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
は
単
に
「
無
形
の
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
理
由
だ
け
で
排
除
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
フ
ラ
ン
ス
の
判
例
は
盗
電
行
為
に
盗
罪
を
認
め
て
い
る

（
142
）

が
、
情
報
の
性
質
を
電
気
と
の
対
比
に
お
い
て
考
え
る
と
、「
電
気
は
そ
れ

を
作
り
出
し
た
者
に
よ
っ
て
そ
れ
を
使
用
す
る
た
め
に
受
け
取
る
消
費
者
へ
と
引
き
渡
さ
れ
、
物
質
的
に
確
認
さ
れ
得
る
伝
送
の
効
果
に

よ
っ
て
、
最
初
の
者
の
所
有
か
ら
次
の
者
の
所
有
へ
と
移
動
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
刑
法
（
筆
者
註
：
フ
ラ
ン
ス
旧
刑
法
）
三
七
九
条
の

意
味
に
お
け
る
『
物
』
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
比
較
は
、
情
報
の
領
得
行
為
が
同
様
の
方
法

│
電
話
回
線
上
で
交
信

の
方
向
を
変
更
す
る
よ
う
に
接
続
を
行
な
う
こ
と
等

│
で
行
な
わ
れ
れ
ば
、
ま
す
ま
す
類
似
し
て
く
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
情
報

の
領
得
行
為
は
、
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
や
は
り
単
な
る
電
磁
波
の
キ
ャ
ッ
チ
に
よ
り
行
な
わ
れ
得
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
『
家

五
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日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
四
〇
〇
）

庭
用
の
』
電
気
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
記
憶
装
置
に
蓄
え
ら
れ
た
情
報
と
の
間
の
還
元
不
能
の
性
質
上
の
差
異
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
情
報
は
、
量
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
し
、
測
定
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
。
つ
ま
り
、
水
道
盗
ま
た
は
電
気

盗
に
関
す
る
す
べ
て
の
判
例
が
、
ま
さ
に
、『
不
正
に
変
更
さ
れ
た
』
メ
ー
タ
ー
は
そ
の
変
更
さ
れ
た
部
分
の
測
定
が
可
能
で
あ
る
と
い

う
事
実
に
根
拠
を
置
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
情
報
は
測
定
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る

（
143
）

。」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
デ
ー
タ
は
そ
の
性
質
上

盗
罪
の
客
体
た
り
え
ず
、
ま
た
そ
れ
は
複
製
と
い
う
形
で
取
得
さ
れ
る
の
で
、
元
の
デ
ー
タ
が
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
く
元
の
ま
ま
に
あ

る
（
情
報
の
非
移
転
性
）
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
詐
欺
罪
の
適
用
も
困
難
で
あ
る
。
欺
罔
的
手
段
が
認
め
ら
れ
て
も
、
可
動
の
有
体
物
が

対
象
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
デ
ー
タ
は
も
ち
ろ
ん
そ
の
よ
う
な
も
の
に
は
あ
た
ら
な
い
か
ら
で
あ
る

（
144
）

。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
無
権
限
使
用
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、「
時
間
盗
（vol de tem

ps

）」、「
マ
シ
ン
・
タ
イ
ム
の
盗
用

（vol de tem
ps-m

achine

）」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
が
、
や
は
り
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
そ
の
も
の
の
奪
取
が
な
い
以
上
、
考
え
ら
れ
る
の
は
可
罰
的

な
「
使
用
盗
罪
（vol d ’usage

）」
の
適
用
の
み
で
あ
る
が
、
こ
の
自
動
車
の
不
正
使
用
処
罰
を
念
頭
に
判
例
が
認
め
た
可
罰
的
な
使
用
盗

罪
は
、「
所
有
者
と
し
て
ふ
る
ま
う
意
思
」
を
要
件
と
し
て
い
る
た
め
、
複
数
の
者
が
一
台
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
「
同
時
に
」
使
用
す
る

よ
う
な
形
態
（
タ
イ
ム
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
）
を
前
提
と
す
る
と
、
通
常
想
定
さ
れ
る
無
権
限
使
用
は
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
「
所
有
者
と
し
て
ふ

る
ま
っ
た
」
と
は
到
底
い
え
ず
、
不
可
罰
と
せ
ざ
る
を
え
な
い

（
145
）

。
も
と
よ
り
単
純
な
無
権
限
ア
ク
セ
ス
、「
面
白
半
分
の
不
法
侵
入
（viol 

ludique

）」
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
わ
が
国
と
同
様
に
、
こ
れ
を
捕
捉
で
き
る
い
か
な
る
罰
条
も
な
い
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た

（
146
）

。
こ
の
よ

う
な
法
状
況
の
下
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
へ
の
対
策
の
必
要
性
が
自
覚
さ
れ
、
上
に
み
た
よ
う
に
刑
法
改
正
法
案
の
中
に
「
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
関
連
犯
罪
」
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
い
わ
ゆ
る
「
バ
ダ
ン
テ
ー
ル
法
案
」
は
廃
案
と
な
る
が
、
そ
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
に
関
す
る
部
分
は
、
そ
の
後
の
立
法
作
業
に
強
い
影
響
を
も
た
ら
し
た
、
と
さ
れ
る

（
147
）

。

六
〇



コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
連
す
る
犯
罪
と
刑
事
立
法
（
二
・
完
）（
南
部
）

（
四
〇
一
）

（
2
）　

一
九
八
八
年
刑
法
一
部
改
正

フ
ラ
ン
ス
の
最
初
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
刑
事
立
法
と
な
っ
た
の
は
、
従
来
、
刑
罰
法
令
に
よ
る
捕
捉
が
不
可
能
な
い
し
困
難
な
ま
ま

に
お
か
れ
て
い
た
情
報
処
理
領
域
の
不
正
行
為
を
、
刑
法
上
の
犯
罪
と
し
て
処
罰
し
よ
う
と
い
う
構
想
の
下
に
、
一
九
八
六
年
、
ゴ
ド
フ

ラ
ン
議
員
に
よ
り
下
院
に
そ
の
法
案
（
ゴ
ド
フ
ラ
ン
法
案
と
よ
ば
れ
る
）
が
提
出
さ
れ

（
148
）

、
そ
の
後
上
下
両
院
に
よ
る
一
年
あ
ま
り
を
か
け
た

審
議
を
経
て
、
翌
一
九
八
七
年
に
可
決
成
立
し
「
情
報
処
理
関
連
不
正
行
為
に
関
す
る
一
九
八
八
年
一
月
五
日
の
法
律
第
八
八
│

一
九

号
（
149
）

」
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
立
法
の
背
景
に
は
、
伝
統
的
犯
罪
類
型
に
よ
る
処
罰
の
体
系
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
の
入
り
込
み
う
る

種
々
の
空
隙
が
生
じ
て
お
り
、
立
法
に
よ
る
介
入
が
不
可
欠
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
し
う
る

（
150
）

。

こ
の
立
法
が
、
刑
法
領
域
に
新
し
い
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
導
入
し
、
刑
法
典
に
新
し
い
独
立
の
章
を
創
設
す
る

と
い
う
本
格
的
な
刑
事
立
法
で
あ
り
な
が
ら
、
速
や
か
な
立
法
作
業
と
な
っ
た
の
は
、「
こ
の
種
の
立
法
の
必
要
性
に
つ
き
議
会
に
お
い

て
合
意
が
あ
っ
た
か
ら
」
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
審
議
を
通
じ
て
幾
度
も
両
院
を
往
復
し
、
大
幅
な
修
正
が
加
え
ら
れ
た
結
果
、
可
決
さ

れ
た
時
点
で
は
「
形
式
的
に
も
内
容
的
に
も
当
初
の
姿
を
全
く
と
ど
め
な
く
な
っ
て
い
た
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
情
報
処
理
領
域
に

固
有
の
犯
罪
の
処
罰
体
系
を
構
築
す
る
こ
と
の
技
術
的
困
難
さ
を
示
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う

（
151
）

。
本
法
の
主
要
関
係
部
分
（
犯
罪

類
型
の
規
定
部
分
）
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

唯
一
条　

刑
法
典
第
三
部
第
二
編
中
第
二
章
の
後
に
、
次
の
第
三
章
を
挿
入
す
る
。

第
三
章　

情
報
処
理
関
連
犯
罪
（D

e certaines infractions en m
atière inform

atique

）

第
四
六
二
条
の
二　

不
正
に
、
デ
ー
タ
の
自
動
処
理
シ
ス
テ
ム
の
全
体
も
し
く
は
一
部
に
ア
ク
セ
ス
し
、
ま
た
は
滞
留
し
た
者
は
、
二

六
一



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
四
〇
二
）

月
以
上
一
年
以
下
の
拘
禁
お
よ
び
二
、〇
〇
〇
フ
ラ
ン
以
上
五
〇
、〇
〇
〇
万
フ
ラ
ン
以
下
の
罰
金
で
罰
し
、
ま
た
は
こ
れ
ら
い
ず
れ

か
の
刑
で
罰
す
る
。

②　

前
項
の
行
為
に
因
り
、
同
シ
ス
テ
ム
中
に
収
納
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
消
去
も
し
く
は
改
変
、
ま
た
は
同
シ
ス
テ
ム
の
動
作
の
悪
化
を

生
じ
さ
せ
た
と
き
は
、
本
条
の
拘
禁
は
二
月
以
上
二
年
以
下
と
し
、
罰
金
は
一
〇
、〇
〇
〇
万
フ
ラ
ン
以
上
一
〇
〇
、〇
〇
〇
万
フ
ラ

ン
以
下
と
す
る
。

第
四
六
二
条
の
三　

故
意
に
、
他
人
の
権
利
を
無
視
し
て
、
デ
ー
タ
の
自
動
処
理
シ
ス
テ
ム
の
動
作
を
妨
害
し
ま
た
は
狂
わ
せ
た
者
は
、

三
月
以
上
三
年
以
下
の
拘
禁
お
よ
び
一
〇
、〇
〇
〇
万
フ
ラ
ン
以
上
一
〇
〇
、〇
〇
〇
万
フ
ラ
ン
以
下
の
罰
金
で
罰
し
、
ま
た
は
こ
れ

ら
い
ず
れ
か
の
刑
で
罰
す
る
。

第
四
六
二
条
の
四　

故
意
に
、
か
つ
他
人
の
権
利
を
無
視
し
て
、
直
接
ま
た
は
間
接
に
、
デ
ー
タ
の
自
動
処
理
シ
ス
テ
ム
に
デ
ー
タ
を

入
力
し
、
ま
た
は
同
シ
ス
テ
ム
に
収
納
さ
れ
た
デ
ー
タ
も
し
く
は
処
理
・
伝
送
に
関
す
る
方
法
（m

odes

）
を
消
去
も
し
く
は
改
変

し
た
者
は
、
三
月
以
上
三
年
以
下
の
拘
禁
お
よ
び
二
、〇
〇
〇
フ
ラ
ン
以
上
五
〇
〇
、〇
〇
〇
フ
ラ
ン
以
下
の
罰
金
で
罰
し
、
ま
た
は

こ
れ
ら
い
ず
れ
か
の
刑
で
罰
す
る
。

第
四
六
二
条
の
五　

他
人
に
損
害
を
与
え
る
よ
う
な
性
質
の
、
情
報
処
理
記
録
の
偽
造
を
行
な
っ
た
者
は
、
そ
の
記
録
の
形
式
の
如
何

を
問
わ
ず
、
一
年
以
上
五
年
以
下
の
拘
禁
お
よ
び
二
〇
、〇
〇
〇
フ
ラ
ン
以
上
二
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
フ
ラ
ン
以
下
の
罰
金
で
罰
す
る
。

第
四
六
二
条
の
六　

事
情
を
知
り
な
が
ら
、
前
条
の
客
体
で
あ
る
情
報
処
理
記
録
を
使
用
し
た
者
は
、
一
年
以
上
五
年
以
下
の
拘
禁
お

よ
び
二
〇
、〇
〇
〇
フ
ラ
ン
以
上
二
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
フ
ラ
ン
以
下
の
罰
金
で
罰
し
、
ま
た
は
こ
れ
ら
い
ず
れ
か
の
刑
で
罰
す
る
。

六
二



コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
連
す
る
犯
罪
と
刑
事
立
法
（
二
・
完
）（
南
部
）

（
四
〇
三
）

こ
の
改
正
に
よ
っ
て
、
①
シ
ス
テ
ム
へ
の
不
正
ア
ク
セ
ス
・
滞
留
の
罪
、
②
シ
ス
テ
ム
の
動
作
妨
害
の
罪
、
③
デ
ー
タ
の
無
権
限
入
力

お
よ
び
デ
ー
タ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
消
去
・
改
変
の
罪
、
④
情
報
処
理
記
録
偽
造
お
よ
び
同
記
録
使
用
の
罪
の
各
犯
罪
類
型
に
関
す
る
規
定

が
（
ほ
か
に
全
て
の
罪
の
未
遂
処
罰
、
共
謀
の
処
罰
お
よ
び
没
収
に
関
す
る
規
定
が
）
設
け
ら
れ
た
。

こ
の
立
法
の
特
徴
は
、
ま
ず
、
処
罰
規
定
を
特
別
法
に
よ
ら
ず
刑
法
典
中
に
設
け
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
わ
が
国
と
同
じ
で
あ
る

が
、
異
な
る
の
は
、
情
報
処
理
犯
罪
に
関
す
る
規
定
を
一
つ
に
ま
と
め
て
規
定
し
法
典
中
の
独
立
の
章
と
し
た
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

新
た
な
章
「
第
三
章　
情
報
処
理
犯
罪
」
は
、
刑
法
典
第
三
部
第
二
編
「
個
人
に
対
す
る
重
罪
お
よ
び
軽
罪
」
中
の
第
一
章
「
人
身
に
対

す
る
重
罪
お
よ
び
軽
罪
」、
第
二
章
「
財
産
に
対
す
る
重
罪
お
よ
び
軽
罪
」
に
続
く
第
三
章
と
し
て
法
典
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
に
関
す
る
規
定
が
、
財
産
犯
の
章
に
含
め
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
独
立
の
章
と
し
て
配
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
の
類
型
を
財
産
犯
体
系
へ
導
入
す
る
こ
と
が
、
フ
ァ
イ
ル
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な
ど
無
形
の
も
の
の
所
有
権
を
事
実
上

是
認
し
て
し
ま
う
こ
と
に
通
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
立
法
者
の
懸
念
に
由
来
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る

（
152
）

。
こ
の
よ
う
な
法
典
中
の
位

置
づ
け
は
、
実
際
の
規
定
の
解
釈
・
適
用
上
さ
ほ
ど
重
要
な
意
味
を
持
つ
わ
け
で
は
な
い

（
153
）

と
し
て
も
、
新
た
に
犯
罪
化
さ
れ
た
類
型
を
、

財
産
犯
と
は
別
の
「
情
報
処
理
に
関
連
す
る
（en m

atière inform
atique

）」「（
あ
る
種
の
（de certaines

））
犯
罪
（infractions

）」
と
位
置

づ
け
た
点
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
ゴ
ド
フ
ラ
ン
議
員
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
と
き
の
最
初
の
法
案
は
、「
一
方
に
お
い
て
当
該
領

域
の
す
べ
て
の
不
正
行
為
を
網
羅
す
る
こ
と
、
他
方
に
お
い
て
盗
罪
や
詐
欺
な
ど
の
従
来
の
犯
罪
類
型
の
適
用
に
お
け
る
判
例
の
躊
躇
と

学
説
の
反
対
を
一
掃
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

（
154
）

」、
各
種
の
犯
罪
の
客
体
に
情
報
処
理
記
録
を
加
え
、
盗
罪
の
節
中
に
デ
ー
タ
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
不
法
入
手
罪
を
新
設
す
る
な
ど
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
処
罰
に
関
わ
る
全
て
の
問
題
を
立
法
に
よ
り
解
消
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
包

括
的
な
刑
事
立
法
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
意
図
を
も
っ
た
法
案
は
、
後
の
大
幅
な
修
正
に
よ
り
情
報
盗
な
ど
の
規
定
を

六
三



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
四
〇
四
）

廃
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
に
限
定
す
る
い
く
つ
か
の
条
文
を
独
立
の
章
に
ま
と
め
た
か
た
ち
の
本
法
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（
情
報
処
理
）
関
連
犯
罪
に
関
す
る
刑
事
立
法
に
際
し
て
、
伝
統
的
な
財
産
犯
罪
の
原
則
へ
の
考
慮
が
強
く
働
き
、
最

終
的
に
は
技
術
革
新
が
生
ん
だ
新
し
い
脅
威
に
対
す
る
刑
事
規
制
に
あ
た
っ
て
も
控
え
め
な
立
法
態
度
に
収
束
し
て
行
っ
た
点
は
、
や
は

り
わ
が
国
と
共
通
の
指
向
が
み
ら
れ
る
。
伝
統
的
な
法
原
則
を
尊
重
す
る
と
こ
ろ
に
安
定
感
を
見
出
す
点
で
は
共
通
の
も
の
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
こ
の
一
九
八
八
年
改
正
法
の
特
徴
は
、
上
に
み
た
よ
う
に
、
情
報
処
理
に
関
連
す
る
不
正
行
為
を
、
他

の
既
存
の
類
型
と
切
り
離
し
た
情
報
処
理
領
域
特
有
の
犯
罪
類
型
と
し
て
構
想
し
、
最
初
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
刑
事
立
法
で
あ
る
本
法

に
お
い
て
、
典
型
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
侵
害
行
為
で
あ
る
不
正
ア
ク
セ
ス
の
処
罰
に
焦
点
を
当
て
た
点
に
あ
る
。
わ
が
国
も
、
ほ
ぼ
同
時

期
（
一
九
八
七
年
）
に
刑
法
一
部
改
正
に
よ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
対
策
立
法
を
行
っ
て
い
る
が
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
不
正
ア
ク
セ
ス

の
犯
罪
化
は
見
送
ら
れ
、
文
書
偽
造
罪
、
業
務
妨
害
罪
、
詐
欺
罪
、
文
書
毀
棄
罪
と
い
っ
た
既
存
の
犯
罪
類
型
を
修
正
・
拡
張
し
た
類
型

を
創
設
し
、
そ
れ
ら
を
従
来
の
条
文
の
前
後
に
配
置
し
、
あ
る
い
は
従
来
の
条
文
中
に
組
み
入
れ
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
方
法
は
、
新
設
さ
れ
た
犯
罪
類
型
を
既
存
の
類
型
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
、
既
存
の
類
型
と
共
通
性
を
有
す
る
行
為
に
処
罰

範
囲
を
と
ど
め
よ
う
と
す
る
力
が
働
く
（
た
と
え
ば
電
磁
的
記
録
不
正
作
出
罪
を
文
書
偽
造
罪
と
パ
ラ
レ
ル
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
保
護
法
益
論
な

ど
に
そ
れ
が
み
ら
れ
た
）
た
め
、
新
し
い
価
値
の
保
護
を
指
向
す
る
刑
事
立
法
の
発
展
に
と
っ
て
は
ブ
レ
ー
キ
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

わ
が
国
で
は
、
不
正
ア
ク
セ
ス
の
刑
事
規
制
は
特
別
法
の
制
定
に
よ
っ
て
実
現
し
た
が
、
刑
法
典
中
に
お
か
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
不
正
ア

ク
セ
ス
罪
（
四
六
二
条
の
二
）
は
、
そ
の
成
立
に
何
ら
の
侵
害
結
果
の
発
生
も
要
求
し
な
い
点
で
共
通
す
る
。
ま
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
可
罰
的
で
あ
る
た
め
に
は
、「
不
正
に
」
そ
れ
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
要
す
る
点
で
も
共
通
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か

六
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コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
連
す
る
犯
罪
と
刑
事
立
法
（
二
・
完
）（
南
部
）

（
四
〇
五
）

し
、
わ
が
国
の
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
上
の
不
正
ア
ク
セ
ス
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
由
で
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
措
置

の
施
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
に
侵
入
す
る
行
為
を
指
し
、
そ
の
「
不
正
ア
ク
セ
ス
」
は
「
無
権
限
ア
ク
セ
ス
」
を
意
味
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
刑
法
に
お
け
る
不
正
ア
ク
セ
ス
罪
の
「
不
正
に
（frauduleusem

ent

）」
と
は
、
そ
の
意
味
を

異
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
立
法
過
程
で
は
、
不
正
ア
ク
セ
ス
罪
の
客
体
を
無
権
限
ア
ク
セ
ス
か
ら
の
保
護
措
置
（
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
手
段
）
を
備
え
た
シ
ス
テ
ム
に
限
定
す
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
た
が
、
こ
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
手
段
の
要
求
は
、「
不
正
に
」
と
い
う

文
言
か
ら
そ
の
条
件
が
当
然
に
導
か
れ
る
と
さ
れ
、
結
局
明
文
化
さ
れ
な
か
っ
た
経
緯
が
あ
る

（
155
）

。
す
な
わ
ち
、
本
罪
の
客
体
は
一
定
の
保

護
措
置
（
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
よ
う
な
）
が
施
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
保
護
装
置
に
つ
い
て
の
明
文
を
欠
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
シ
ス
テ
ム
の
管
理
者
（m

aître du systèm
e

）
の
意

思
に
反
す
る
シ
ス
テ
ム
へ
の
侵
入
一
般
を
不
正
と
解
し
得
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、「
あ
る
一
人
の
人
物
が
情
報
の
全
体
を
『
私
物
化
』

し
、
情
報
の
検
索
に
つ
い
て
の
絶
対
的
な
独
占
権
を
確
保
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
る
」
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
、
と
の
批
判
が
加
え
ら

れ
た

（
156
）

。「
立
法
者
は
そ
の
本
来
の
意
図
以
上
に
処
罰
領
域
を
か
な
り
拡
大
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る

（
157
）

。」
と
の
指
摘
の
よ
う
に
、
本
罪
は
、
運

用
如
何
に
よ
っ
て
は
、
立
法
者
の
意
図
を
離
れ
て
過
度
に
広
範
な
処
罰
を
招
く
可
能
性
が
無
い
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う

（
158
）

。

フ
ラ
ン
ス
の
一
九
八
八
年
一
月
五
日
法
は
、
以
上
の
と
お
り
、
デ
ー
タ
の
自
動
処
理
シ
ス
テ
ム

│
電
子
計
算
機
で
は
な
い

│
の
概

念
を
中
核
に
、
そ
れ
へ
の
不
正
ア
ク
セ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
登
場
に
伴
っ
て
初
め
て
現
わ
れ
た
情
報
処
理
領
域
固
有

の
不
正
行
為
を
捉
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
と
く
に
、
本
法
は
、
通
信
回
線
を
経
由
し
て
容
易
に
行
な
わ
れ
る
不
正
ア
ク

セ
ス
の
規
制
や
、
デ
ー
タ
伝
送
の
モ
ー
ド
（
通
信
に
関
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
）
の
保
護
な
ど
の
点
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
電
気
通
信
の
結
合

を
念
頭
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
犯
罪
規
制
へ
の
指
向
性
を
明
確
に
し
た
立
法
例
と
い
え
る
。

六
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日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
四
〇
六
）

本
法
は
、
各
種
の
定
義
規
定
を
置
か
ず
、
客
体
の
限
定
の
明
文
化
を
避
け
、
不
正
ア
ク
セ
ス
罪
を
は
じ
め
相
当
広
い
処
罰
範
囲
も
つ
類

型
を
お
き
、
更
に
す
べ
て
の
罪
の
未
遂
、
共
謀
の
処
罰
の
規
定
を
置
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
全
体
と
し
て
か
な
り
広
範
囲
な
処
罰
領
域
を

有
す
る
立
法
の
外
観
を
呈
し
て
い
る
。
そ
の
点
で
は
、
わ
が
国
と
対
照
的
な
立
法
例
の
よ
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
他
方
で
、
最
初
に
議

会
に
提
出
さ
れ
た
法
案
は
、
デ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
不
正
取
得
な
ど
に
関
す
る
類
型
を
持
っ
て
い
た

（
159
）

と
こ
ろ
、
そ
う
い
っ
た
角
度
か
ら

の
犯
罪
化
は
注
意
深
く
避
け
ら
れ
、
不
正
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
罪
の
規
定
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
不
正
ア
ク
セ
ス
罪
の
射
程

を
広
く
と
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
直
接
の
処
罰
を
避
け
た
情
報
の
不
正
入
手
を
、
間
接
的
に
刑
事
規
制
の
枠
内
に
お
さ
め
よ
う
と
し
た
と
も

考
え
ら
れ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
立
法
は
、
わ
が
国
で
規
制
が
見
送
ら
れ
た
部
分
を
む
し
ろ
中
心
的
に
と
り
込
ん
だ
、
立
法
形
式
、
内

容
と
も
に
対
照
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
期
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
立
法
例
と
し
て
こ
れ
ほ
ど
差
異
が
み
ら
れ
る
理
由
に
は
、
フ
ラ
ン

ス
刑
法
の
体
系
と
関
わ
る
観
点
か
ら
の
考
慮
を
除
け
ば
、
情
報
通
信
の
発
展
と
い
う
点
で
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
が
わ
が
国
よ
り
一
歩
先
を
歩

ん
で
い
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
は
、
世
界
に
先
駆
け
て
家
庭
や
職
場
に
置
か
れ
た
端
末
を
セ
ン

タ
ー
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
結
び
、
情
報
の
利
用
、
や
り
取
り
を
す
る
ヴ
ィ
デ
オ
ッ
テ
ク
ス
の
普
及
に
国
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

「
ミ
ニ
テ
ル
（m

initel

）」
と
呼
ば
れ
る
専
用
端
末
が
無
料
配
布
さ
れ
、
人
々
の
生
活
の
中
に
入
り
込
ん
で
い
た
。
は
じ
め
電
子
電
話
帳

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
一
九
八
三
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
一
九
八
九
年
当
時
で
四
七
〇
万
台
が
設
置
済
と
い
わ
れ
て
い
た

（
160
）

。
こ
の
よ
う
な
事

情
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
と
の
関
係
に
つ
い
て
実
証
的
な
考
察
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、「
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
ミ

ニ
テ
ル
の
急
激
な
普
及
以
来
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
は
急
速
に
増
加
し
て
お
り
」、「
三
〇
〇
万
台
の
ミ
ニ
テ
ル
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
慣
ら

さ
れ
た
一
〇
〇
〇
万
人
近
く
の
人
々
を
作
り
出
し
た
と
い
う
状
況
に
あ
っ
て
は
、
今
後
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
が
増
加
し
な
い
と
い
う
こ

六
六



コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
連
す
る
犯
罪
と
刑
事
立
法
（
二
・
完
）（
南
部
）

（
四
〇
七
）

と
は
あ
り
え
な
い
」
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
た

（
161
）

。
さ
ら
に
、「
ミ
ニ
テ
ル
の
使
用
の
増
加
は
、
情
報
や
金
銭
の
横
領
を
助
長
す
る
傾
向

を
導
く
」
と
し
て
、
料
金
を
支
払
わ
ず
に
不
正
に
デ
ー
タ
・
ベ
ー
ス
を
使
用
す
る
手
口
を
紹
介
す
る
意
見
も
散
見
さ
れ
た

（
162
）

。
フ
ラ
ン
ス
が

情
報
通
信
の
保
護
を
も
念
頭
に
お
い
た
情
報
犯
罪
型
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
立
法
を
行
な
っ
た
背
景
と
し
て
、
そ
の
影
響
は
間
接
的
で
あ

る
か
も
し
れ
な
い
が

（
163
）

、
以
上
の
よ
う
な
事
情
の
存
在
も
考
慮
さ
れ
よ
う
。
同
じ
く
急
速
な
情
報
化
が
す
す
ん
で
い
る
時
期
で
あ
っ
て
も
、

わ
が
国
の
よ
う
に
、
研
究
機
関
や
一
部
の
企
業
、
金
融
機
関
な
ど
に
ユ
ー
ザ
が
限
定
さ
れ
て
い
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利
用
形
態
の
社
会
と
、

そ
れ
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
り
一
般
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
社
会
と
で
は
、
不
正
行
為
の
発
現
形
態
や
性
質
に
違
い
が
生
じ
る
と
も

い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
3
）　

一
九
九
二
年
刑
法
全
面
改
正

フ
ラ
ン
ス
は
、
一
九
九
二
年
七
月
に
、
そ
れ
ま
で
の
刑
法
典
（
一
八
一
〇
年
制
定
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
刑
法
典
）
を
全
面
改
正
し
た
（
施
行
は

一
九
九
四
年
三
月
一
日

（
164
）

）
が
、
上
に
み
た
、
情
報
処
理
関
連
不
正
行
為
に
関
す
る
一
九
八
八
年
一
月
五
日
法
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
規
定
は
、

ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
新
刑
法
典
に
継
承
さ
れ
た
。
本
法
成
立
時
の
情
報
処
理
犯
罪
主
要
関
係
部
分
（
犯
罪
類
型
の
規
定
部
分
）
は
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。第

三
章　

デ
ー
タ
の
自
動
処
理
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
侵
害

第
三
二
三
│

一
条
【
不
法
ア
ク
セ
ス
等
】　

①　

不
法
に
、
デ
ー
タ
の
自
動
処
理
シ
ス
テ
ム
の
全
体
ま
た
は
一
部
に
ア
ク
セ
ス
し
、
ま

た
は
滞
留
す
る
行
為
は
、
一
年
の
拘
禁
お
よ
び
一
〇
万
フ
ラ
ン
の
罰
金
で
罰
す
る
。

②　

前
項
の
行
為
に
よ
り
、
シ
ス
テ
ム
中
の
デ
ー
タ
の
消
去
も
し
く
は
改
変
、
ま
た
は
シ
ス
テ
ム
の
動
作
の
悪
化
が
生
じ
た
と
き
は
、

六
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日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
四
〇
八
）

そ
の
刑
を
二
年
の
拘
禁
お
よ
び
二
〇
万
フ
ラ
ン
の
罰
金
と
す
る
。

第
三
二
三
│

二
条
【
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
業
務
妨
害
】　

デ
ー
タ
の
自
動
処
理
シ
ス
テ
ム
の
動
作
を
妨
害
し
、
ま
た
は
不
調
に
す
る
行
為
は
、

三
年
の
拘
禁
お
よ
び
三
〇
万
フ
ラ
ン
の
罰
金
で
罰
す
る
。

第
三
二
三
│

三
条
【
デ
ー
タ
の
不
正
操
作
】　

不
法
に
自
動
処
理
シ
ス
テ
ム
に
デ
ー
タ
を
入
力
し
、
ま
た
は
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
が
収
納

す
る
デ
ー
タ
を
不
法
に
消
去
も
し
く
は
改
変
す
る
行
為
は
、
三
年
の
拘
禁
お
よ
び
三
〇
万
フ
ラ
ン
の
罰
金
で
罰
す
る
。

一
九
九
二
年
刑
法
改
正
に
伴
い
、
情
報
処
理
記
録
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
デ
ー
タ
）
の
偽
造
罪
の
み
が
削
除
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
文
書

偽
造
罪
の
客
体
が
「
文
書
そ
の
他
す
べ
て
の
思
想
表
現
手
段
」
へ
と
拡
張
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る

（
165
）

が
、
他
は
ほ
と
ん
ど
同
様
の

形
式
・
内
容
を
維
持
し
て
新
法
典
に
移
植
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）　

二
〇
〇
四
年
刑
法
一
部
改
正

そ
の
後
、
フ
ラ
ン
ス
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
評
議
会
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
関
す
る
条
約
（C

ouncil of E
urope C

onvention on C
ybercrim

e

」

（
二
〇
〇
一
年
一
一
月
八
日
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
評
議
会
閣
僚
委
員
会
採
択
）
の
批
准
に
向
け
た
国
内
法
整
備
の
一
環
と
し
て
、
二
〇
〇
四
年
に
法
改

正
を
行
い

（
166
）

、
上
の
「
デ
ー
タ
の
自
動
処
理
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
侵
害
」
の
章
に
ウ
ィ
ル
ス
作
成
罪
な
ど
新
た
な
規
定
を
付
加
す
る
等
、
刑

法
典
に
修
正
を
加
え
て
い
る
。
そ
の
主
な
内
容
は
、
①
第
三
二
三
│

三
条
の
後
に
、
次
の
新
た
な
規
定
を
設
け
る
も
の

（
167
）

、
で
あ
る
。

第
三
二
三
│

三
│

一
条　

正
当
な
理
由
な
く
、
第
三
二
一
│

一
条
な
い
し
第
三
二
三
│

三
条
に
定
め
る
一
つ
ま
た
は
複
数
の
罪
を
犯
す

目
的
で
考
案
さ
れ
、
ま
た
は
特
別
に
調
製
さ
れ
た
設
備
、
機
器
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ま
た
は
す
べ
て
の
デ
ー
タ
を
、

六
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コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
連
す
る
犯
罪
と
刑
事
立
法
（
二
・
完
）（
南
部
）

（
四
〇
九
）

輸
入
し
、
所
持
し
、
提
供
し
、
譲
渡
し
、
ま
た
は
そ
の
用
に
供
す
る
行
為
は
、
各
罪
に
つ
い
て
定
め
た
刑
、
ま
た
は
最
も
重
く
罰
せ

ら
れ
る
罪
に
つ
い
て
定
め
た
刑
で
罰
す
る
。

ま
た
、
②
三
二
三
│

一
条
の
一
項
（
不
法
ア
ク
セ
ス
罪
）
の
法
定
刑
を
「
一
年
の
拘
禁
お
よ
び
一
〇
万
フ
ラ
ン
の
罰
金
」
か
ら
、「
二
年

の
拘
禁
お
よ
び
三
万
ユ
ー
ロ
の
罰
金
」
に
引
き
上
げ
、
二
項
（
加
重
処
罰
）
の
法
定
刑
を
「
二
年
の
拘
禁
お
よ
び
二
〇
万
フ
ラ
ン
の
罰
金
」

か
ら
、「
三
年
の
拘
禁
お
よ
び
四
万
五
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
罰
金
」
に

（
168
）

、
同
様
に
、
③
三
二
三
│

二
条
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
業
務
妨
害
罪
）
の
法

定
刑
を
「
三
年
の
拘
禁
お
よ
び
三
〇
万
フ
ラ
ン
の
罰
金
」
か
ら
、「
五
年
の
拘
禁
お
よ
び
七
万
五
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
罰
金
」
に

（
169
）

、
④

三
二
三
│

三
条
（
デ
ー
タ
の
不
正
操
作
罪
）
の
法
定
刑
を
「
三
年
の
拘
禁
お
よ
び
三
〇
万
フ
ラ
ン
の
罰
金
」
か
ら
「
五
年
の
拘
禁
お
よ
び
七

万
五
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
罰
金
」
に

（
170
）

、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
る
内
容
の
も
の
で
あ
る
。

新
た
に
付
加
さ
れ
た
三
二
三
│

三
│

一
条
の
罪
は
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
条
約
批
准
に
向
け
た
国
内
法
整
備
の
一
環
と
し
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
・
ウ
ィ
ル
ス
処
罰
を
定
め
た
も
の
で
あ
る

（
171
）

。
サ
イ
バ
ー
犯
罪
条
約
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
の
「
装
置
の
濫
用
（
六
条
）」
と

し
て
、「（
違
法
な
ア
ク
セ
ス
・
傍
受
・
シ
ス
テ
ム
妨
害
等
の
）
犯
罪
を
主
と
し
て
行
う
た
め
に
設
計
さ
れ
又
は
改
造
さ
れ
た
装
置
（
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
含
む
。）」
を
、
こ
れ
ら
「
犯
罪
を
行
う
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
意
図
し
て
」、「
製
造
し
、
販
売
し
、
使
用

の
た
め
に
取
得
し
、
輸
入
し
、
頒
布
し
又
は
そ
の
他
の
方
法
に
よ
っ
て
利
用
可
能
と
す
る
こ
と
」
の
犯
罪
化
を
要
請
し
て
い
る

（
172
）

が
、
本
罪

の
規
定
は
ほ
ぼ
忠
実
に
そ
の
要
請
に
こ
た
え
よ
う
と
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る

（
173
）

。

こ
の
改
正
は
、
他
の
情
報
処
理
犯
罪
の
法
定
刑
を
大
き
く
引
き
上
げ
た
こ
と
も
含
め
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
連
犯
罪
の
状

況
に
対
応
す
べ
く
、
情
報
処
理
領
域
固
有
の
刑
事
法
制
の
整
備
を
積
極
的
に
図
っ
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
も
っ
と
も
重
要

六
九



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
四
一
〇
）

な
点
は
、
そ
れ
が
、
広
範
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
よ
り
実
現
さ
れ
た
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
基
盤
に
し
た
経
済
活

動
等
の
発
展
を
見
据
え
た
法
改
正
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
〇
〇
四
年
の
刑
法
一
部
改
正
は
、「
デ
ジ
タ
ル
経
済
に
お
け
る
信
頼

（
の
確
保
）
の
た
め
の
二
〇
〇
四
年
六
月
二
一
日
・
法
律
第
二
〇
〇
四
│

五
七
五
号

（
174
）

」。
の
制
定
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
が
、
同
法
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
通
信
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
に
よ
り
行
わ
れ
る
経
済
活
動
の
イ
ン
フ
ラ
と
な
る
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
の

維
持
発
展
を
図
る
と
い
う
デ
ジ
タ
ル
経
済
（économ

ie num
érique

）
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
政
策
の
一
環
と
し
て
、
多
数
の
法
令
に
修
正

を
加
え
る
総
合
的
・
包
括
的
な
立
法
措
置
の
一
部
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
わ
が
国
で
も
「
サ
イ
バ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
や

「
サ
イ
バ
ー
モ
ー
ル
」
と
い
う
表
現
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
に
な
り
つ
つ
あ
る
が

（
175
）

、
広
範
で
高
度
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
進
展
に
よ
り
出
現
し
た

サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
行
わ
れ
る
経
済
活
動
が
ま
す
ま
す
活
発
化
し
て
行
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
政
策
の
推
進

が
強
く
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う

（
176
）

。

以
上
に
み
て
き
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
連
犯
罪
に
関
す
る
立
法
態
度
に
つ
い
て
は
、
他
国
と
比
べ
特
に

犯
罪
現
象
自
体
多
い
と
は
い
え
な
い
の
に
、
そ
の
よ
う
な
犯
罪
に
対
処
可
能
な
立
法
上
の
武
器
を
、「
世
界
に
先
駆
け
て
用
意
し
て
い
る

点
が
特
徴
的
」
で
あ
り
、「
早
く
か
ら
ハ
イ
テ
ク
犯
罪
立
法
を
行
い
、
議
論
を
積
み
重
ね
て
よ
り
よ
い
規
定
に
整
理
・
統
合
し
て
い
っ
た

フ
ラ
ン
ス
の
姿
勢
に
は
、
日
本
も
見
習
う
べ
き
点
が
少
な
い
な
い

（
177
）

」
と
の
評
価
が
行
わ
れ
て
い
る
。
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
の
立
法
方
式
の
ど

ち
ら
が
優
れ
て
い
る
か
は
一
概
に
断
じ
ら
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
一
貫
し
て
強
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
犯
罪
の
刑
事
規
制
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
新
し
い
価
値
の
保
護
を
指
向
し
続
け
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
の
態
度
は
、
今
日
、
刑
法
典
が
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
規
制
に
取
り
組
む
選
択

肢
を
積
極
的
に
模
索
す
べ
き
で
あ
る

（
178
）

と
す
れ
ば
、
参
考
に
す
る
意
義
は
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

七
〇



コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
連
す
る
犯
罪
と
刑
事
立
法
（
二
・
完
）（
南
部
）

（
四
一
一
）

（
107
） 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
に
対
す
る
刑
事
立
法
の
方
法
に
は
、「（
一
）
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
関
連
し
た
反
社
会
的
行
為
を
広
く
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
と

し
て
捕
捉
し
、
総
合
的
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
処
罰
法
を
指
向
す
る
考
え
方
と
、（
二
）
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
適
正
な
機
能
を
害
す
る
行
為
に
限
定
し

て
刑
事
立
法
を
行
う
考
え
方
と
が
あ
る
が
、
今
回
の
改
正
は
（
二
）
の
方
向
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。」
と
の
評
価
が
示
さ
れ
て
い
る
（
曽
根
威
彦

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
デ
ー
タ
の
保
護
」
刑
法
雑
誌
二
八
巻
四
号
（
一
九
八
八
）
四
六
八
頁
）。

（
108
） 

佐
久
間
修
「
情
報
犯
罪
・
サ
イ
バ
ー
犯
罪
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
四
八
号
（
二
〇
〇
八
）
一
〇
九
頁
。

（
109
） 

こ
れ
に
関
し
、
批
判
的
な
立
場
か
ら
、
山
口
教
授
は
、
電
磁
的
記
録
の
作
成
名
義
の
真
偽
を
問
題
と
し
な
い
規
定
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
そ
の

よ
う
な
方
法
に
は
、「
デ
ー
タ
の
証
明
機
能
で
は
な
く
、
情
報
処
理
の
正
し
さ
を
保
護
法
益
と
す
る
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
、
基
本
的
な
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
し
た
う
え
で
、「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
つ
い
て
だ
け
、
情
報
処
理
阻
害
を
処
罰
す
る
実
質
的
理

由
が
あ
る
か
、
疑
問
が
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
山
口
厚
「
電
磁
的
記
録
と
文
書
犯
罪
規
定
の
改
正
」
前
掲
（
註（
66
）
八
│
九
頁
）。
ま
た
、

「
電
磁
的
記
録
不
正
作
出
罪
に
お
け
る
『
不
正
』
は
、『
権
限
な
く
』
よ
り
も
は
る
か
に
抽
象
的
で
あ
り
、
立
法
趣
旨
も
有
形
偽
造
に
限
定
す
る
こ
と

を
意
識
的
に
避
け
、
無
形
偽
造
を
も
処
罰
す
る
意
図
で
右
の
よ
う
な
表
現
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
文
書
に
比
較
し
て
電
磁
的
記
録
を
特
権

化
す
る
も
の
」
と
の
批
判
も
加
え
ら
れ
て
い
る
（
中
山
研
一
ほ
か
『
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
等
に
関
す
る
刑
法
一
部
改
正
』
前
掲
（
註（
68
））
四
六
頁

﹇
神
山
敏
雄
﹈）。

（
110
） 

米
澤
慶
治
編
『
刑
法
等
一
部
改
正
法
の
解
説
』
前
掲
（
註（
63
））
九
六
頁
以
下
。

（
111
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
、
芝
原
教
授
は
、
こ
う
し
た
困
難
な
問
題
を
生
じ
る
の
は
、「
こ
の
部
分
の
実
体
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
関
す
る
情
報
処
理
阻

害
行
為
の
処
罰
を
意
図
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
本
罪
の
背
景
に
は
、
器
物
毀
棄
に
よ
る
業
務
妨
害
と
、
情
報
処
理
阻
害
に
よ
る
業
務
妨
害
の
二

つ
の
『
原
型
』
が
存
在
す
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
し
、
立
案
作
業
の
過
程
で
情
報
処
理
阻
害
を
正
面
か
ら
処
罰
す
る
方
針
が
捨
て
去
ら
れ

た
後
も
、「
こ
の
情
報
処
理
阻
害
罪
の
実
質
は
、
試
案
の
『
不
正
動
作
』
や
骨
子
の
『
使
用
目
的
に
反
す
る
動
作
』（
改
正
案
で
は
『
使
用
目
的
ニ
違

フ
動
作
』）
と
い
う
か
た
ち
で
取
り
込
ま
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
指
摘
し
て
い
る
（
芝
原
邦
爾
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
に
よ
る
情
報

処
理
と
業
務
妨
害
罪
」
前
掲
（
註（
66
））
一
五
頁
）。

（
112
） 

本
稿
﹇
Ⅳ　
1　
⑵
﹈
参
照
。

七
一



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
四
一
二
）

（
113
） 

西
田
典
之
「
カ
ー
ド
犯
罪
と
刑
法
改
正
」
前
掲
（
註（
72
））
一
七
頁
、
同
『
刑
法
各
論
』
前
掲
（
註（
72
））
三
一
八
頁
。

（
114
） 

今
井
猛
嘉
「
支
払
用
カ
ー
ド
の
保
護
に
関
す
る
刑
法
の
一
部
改
正
」
前
掲
（
註（
70
））
四
六
│
四
七
頁
。
な
お
、
渡
邊
卓
也
「
電
子
マ
ネ
ー
の

不
正
取
得
と
電
磁
的
記
録
不
正
作
出
罪
」
姫
路
ロ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
五
号
（
二
〇
一
一
）
二
五
頁
以
下
は
、「
カ
ー
ド
」
以
外
の
形
状
の
記
録
媒
体

（
た
と
え
ば
「
お
サ
イ
フ
ケ
ー
タ
イ
」
機
能
を
有
す
る
携
帯
電
話
機
中
の
チ
ッ
プ
）
に
保
存
さ
れ
た
電
磁
的
記
録
に
つ
い
て
も
、
支
払
用
カ
ー
ド
中

の
そ
れ
と
同
等
に
保
護
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

（
115
） 

佐
伯
教
授
は
、
本
法
成
立
の
前
に
、
無
権
限
ア
ク
セ
ス
規
制
に
関
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
由
で
の
外
部
か
ら
の
侵
入
に
対
す
る
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
措
置
が
施
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
に
無
権
限
で
侵
入
す
る
行
為
に
限
っ
て
処
罰
す
る
方
向
が
考
え
ら
れ
る
、
と
し
た
う
え
で
、

「
こ
の
よ
う
な
方
向
は
、
無
権
限
ア
ク
セ
ス
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
よ
り
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
犯
罪
と
し
て
位
置
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。」
と
し
て
い
た

（
佐
伯
仁
志
「
無
権
限
ア
ク
セ
ス
規
制
に
関
す
る
覚
書
」
研
修
六
〇
二
号
（
一
九
九
八
）
一
一
頁
）。

（
116
） 

山
口
厚
「
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
法
」
岩
村
正
彦
ほ
か
編
『
現
代
の
法
六　
現
代
社
会
と
刑
事
法
』
岩
波
書
店
（
一
九
九
八
）
一
〇
五
頁
。

（
117
） 

本
稿
﹇
Ⅳ　
2　
⑵
﹈
参
照
。

（
118
） 

石
井
徹
哉
「
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
の
意
義
と
限
界
」
千
葉
大
学
法
学
論
集
一
九
巻
三
号
（
二
〇
〇
四
）
二
五
頁
、
三
五
頁
。

（
119
） 

石
井
徹
哉
「
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
の
意
義
と
限
界
」
前
掲
（
註（
118
））
一
七
頁
。

（
120
） 

佐
久
間
修
「
情
報
犯
罪
・
サ
イ
バ
ー
犯
罪
」
前
掲
（
註（
108
））
一
一
五
頁
。

（
121
） 

二
〇
一
一
年
一
二
月
八
日
付
け
毎
日
新
聞
夕
刊
。

（
122
） 

二
〇
一
一
年
一
二
月
二
三
日
付
け
毎
日
新
聞
朝
刊
。
成
立
し
た
「
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
二
四
年
法
律
第
一
二
号
）」
に
つ
い
て
は
、
四
方
光
「
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
改
正
の
背
景
・
経
緯
及
び
不
正
ア
ク
セ
ス
対
策
の
今
後
の
課

題
」
警
察
学
論
集
六
五
巻
六
号
（
二
〇
一
二
）
一
三
頁
以
下
、
蔵
原
智
行
「『
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
』
に
つ
い
て
」
同
誌
同
号
二
一
頁
以
下
、
蔵
原
「
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
行
為
、
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
の
不
正
取
得
等
の
禁
止
・
処
罰
等
」
時
の
法
令

一
九
〇
九
号
（
二
〇
一
二
）
四
頁
以
下
を
参
照
。

（
123
） 

今
井
猛
嘉
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
犯
罪
」
前
掲
（
註（
83
））
五
五
頁
。

七
二



コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
連
す
る
犯
罪
と
刑
事
立
法
（
二
・
完
）（
南
部
）

（
四
一
三
）

（
124
） 

本
稿
﹇
Ⅳ　
3　
⑵
﹈
参
照
。

（
125
） 

佐
久
間
修
「
情
報
犯
罪
・
サ
イ
バ
ー
犯
罪
」
前
掲
（
註（
108
））
一
一
三
頁
。

（
126
） 
伊
東
研
祐
『
刑
法
講
義
各
論
』
日
本
評
論
社
（
二
〇
一
一
）
四
二
八
頁
。

（
127
） 
佐
久
間
修
「
情
報
犯
罪
・
サ
イ
バ
ー
犯
罪
」
前
掲
（
註（
108
））
一
一
三
頁
。

（
128
） 

今
井
猛
嘉
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
犯
罪
」
前
掲
（
註（
83
））
五
七
頁
。

（
129
） 

園
田
寿
『
情
報
社
会
と
刑
法
』
成
文
堂
（
二
〇
一
一
）
六
八
頁
以
下
。

（
130
） 

山
口
厚
「
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
対
す
る
実
体
法
的
対
応
」
前
掲
（
註（
83
））
一
九
頁
。

（
131
） P

R
O
JE

T
 D

E
 L

O
I portant réform

e du code pénal, Journal offi  ciel N
o 300/S

É
N
A
T
, A

nnexe procès-verbal de la séance du 

20 février 1986, Im
prim

erie du S
énat.

（
132
） 

詳
細
は
、
こ
の
改
正
法
案
を
検
討
す
る
、
拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
と
刑
法
」
前
掲
（
註（
62
））
一
六
九
頁
以
下
、
恒
光
徹

「
フ
ラ
ン
ス
一
九
八
六
年
刑
法
典
改
正
法
案
（
四
）・
完
」
岡
山
大
学
法
学
会
雑
誌
三
八
巻
二
号
（
一
九
八
八
）
一
三
五
頁
以
下
、
参
照
。

（
133
） 

中
山
研
一
＝
神
山
敏
雄
編
『
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
等
に
関
す
る
刑
法
一
部
改
正
』
前
掲
（
註（
68
））
三
九
頁
。

（
134
） Jean P

radel et C
hristian F

euillard, L
es infractions com

m
ises au m

oyen de l’ordinateur, R
evue de droit pénal et de 

crim
inologie, 1985, p.307.

（
135
） P

ierre S
argos et M

ichel M
assé, L

e droit pénal spécial né de l’inform
atique, Inform

atique et droit pénal, C
ujas, 1983, p.26.

（
136
） P

radel et F
euillard, op. cit., p. 309.

（
137
） Ibid., p. 310.

（
138
） C

rim
. 10 décem

bre 1970, D
.S

. 1972, J. 155.

（
139
） P

radel et F
euillard, op. cit., p.311.

（
140
） P

radel et F
euillard, op. cit., p.314.

（
141
） Ibid., p. 315.

七
三



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
四
一
四
）

（
142
） C

rim
. 3 août 1912, S

. 1913, I, 337.
（
143
） S

argos et M
assé, op. cit., p.28.

（
144
） P

radel et F
euillard, op.cit., pp.317 et 318.

（
145
） Ibid., p.320.

（
146
） Ibid.

（
147
） F

rançoise C
ham

oux, L
a loi sur la fraude inform

atique: de nouvelles incrim
inations, J.C

.P
. 1988, Ⅰ

, 3321, n
o 2.

（
148
） P

roposition A
ssem

blée N
ationale, n

o 352, 5 août 1986.

（
149
） L

oi n
o 88-19 du 5 janvier 1988 relative à la fraude inform

atique, J.O
. 6 janv. 1988; J.C

.P
.1988, Ⅲ

, 61042.

本
法
を
解
説
す
る
、

拙
稿
「
情
報
処
理
関
連
不
正
行
為
に
関
す
る
一
九
八
八
年
一
月
五
日
の
法
律
第
八
八
│

一
九
号
」
國
學
院
法
學
二
六
巻
一
号
二
七
九
頁
以
下

（
一
九
八
八
）、
拙
稿
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
と
一
九
八
八
年
の
フ
ラ
ン
ス
刑
法
一
部
改
正
」
前
掲
（
註（
62
））、
を
参
照
。
な
お
、
情
報
処
理
犯
罪

全
般
に
つ
い
て
、R

aym
ond G

A
S
S
IN

, Inform
atique

（F
raude inform

atique

）, R
epertoir de droit pénal et de procédure pénal, 1995, 

p.2 et seq.

参
照
。

（
150
） H

ervé C
roze, L

’apport du droit pénal à la théorie générale du droit de l’inform
atique, J.C

.P
., 1988, Ⅰ

, 3333, n
o 1.

（
151
） 

恒
光
徹
「
フ
ラ
ン
ス
の
一
九
八
八
年
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
立
法
に
つ
い
て
」
前
掲
（
註（
62
））
九
八
頁
。

（
152
） C

ham
oux, op. cit., n

o 3.

（
153
） C

roze, op. cit., n
o 2.

（
154
） 

恒
光
徹
「
フ
ラ
ン
ス
の
一
九
八
八
年
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
立
法
に
つ
い
て
」
前
掲
（
註（
62
））
九
九
頁
。

（
155
） 

恒
光
徹
「
フ
ラ
ン
ス
の
一
九
八
八
年
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
立
法
に
つ
い
て
」
前
掲
（
註（
62
））
一
〇
九
頁
。

（
156
） C

roze, op. cit., n
o 10.

（
157
） Ibid.

（
158
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
不
正
の
概
念
に
よ
る
限
定
は
裁
判
官
に
よ
り
最
大
限
尊
重
さ
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
と
す
る
立
法
者
の
認
識
（R

apport 

七
四



コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
連
す
る
犯
罪
と
刑
事
立
法
（
二
・
完
）（
南
部
）

（
四
一
五
）

R
ené A

ndré, A
ssem

blée N
ationale, n

o 744

（1986-1987

）, p.13.

）
や
、「
不
正
行
為
の
概
念
は
判
例
に
よ
っ
て
よ
く
限
定
さ
れ
て
い
る
」
の
で
、

「
こ
の
表
現
は
フ
ラ
ン
ス
法
に
適
合
し
た
申
し
分
の
な
い
も
の
」
と
す
る
評
価
（C
ham

oux, op. cit., n
o 5.

）、
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
159
） 
こ
の
法
案
は
、
そ
の
第
四
条
で
、「
故
意
に
、
権
限
無
く
、
記
録
さ
れ
た
デ
ー
タ
ま
た
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
得
し
た
者
」
を
罰
す
べ
き
も
の
と

し
て
い
た
（P

roposition A
ssem

blée N
ationale, n

o 352, 5 août 1986.

）。

（
160
） 

一
九
八
九
年
一
一
月
二
〇
日
付
け
毎
日
新
聞
夕
刊
。
設
置
台
数
を
比
べ
る
と
、
一
九
八
八
年
の
資
料
で
は
三
〇
〇
万
台
と
、
同
時
期
の
わ
が
国

の
「
キ
ャ
プ
テ
ン
・
シ
ス
テ
ム
」
の
四
万
五
〇
〇
〇
台
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
プ
レ
ス
テ
ル
」
の
七
万
六
〇
〇
〇
台
と
驚
異
的
な
開
き
が
あ
る

（
一
九
八
八
年
一
月
三
日
付
け
以
降
連
載
の
読
売
新
聞
「
生
活
情
報
新
世
紀

│
ミ
ニ
テ
ル
の
冒
険

│
（
一
）
〜
」）。

（
161
） C

ham
oux, loc. cit.

（
162
） P

hilippe R
osé, L

a crim
inalité inform

atique, P
resses U

niversitaires de F
rance, 1988, p.65.

（
163
） 

こ
の
よ
う
な
見
方
に
否
定
的
な
見
解
と
し
て
、
恒
光
徹
「
フ
ラ
ン
ス
の
一
九
八
八
年
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
立
法
に
つ
い
て
」
前
掲
（
註（
62
））

九
五
頁
。

（
164
） 

こ
の
フ
ラ
ン
ス
の
新
し
い
刑
法
典
に
つ
い
て
は
、
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
編
『
フ
ラ
ン
ス
新
刑
法
典
』
法
曹
会
（
一
九
九
五
）
を
参

照
。
な
お
、
同
書
の
情
報
処
理
犯
罪
に
関
す
る
部
分
は
筆
者
が
翻
訳
を
担
当
し
て
い
る
の
で
、
以
下
の
条
文
の
訳
文
は
同
書
か
ら
そ
の
ま
ま
引
用
す

る
。

（
165
） 

島
岡
ま
な
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ハ
イ
テ
ク
犯
罪
の
最
近
の
動
向
」『
宮
澤
浩
一
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
（
第
三
巻
）
現
代
社
会
と
刑
事
法
』

成
文
堂
（
二
〇
〇
〇
）
二
一
九
頁
。

（
166
） L

oi n
o 2004-575 du 21 juin 2004 pour la confi ance dans l’économ

ie num
érique, <http://w

w
w
.legifrance.gouv.fr/affi  chT

exte.

do?cidT
exte=JO

R
F
T
E
X
T
000000801164&

dateT
exte=> visited on D

ec. 26, 2011.

本
法
の
解
説
と
し
て
、E

m
m
anuel D

E
R
IE

U
X
, L

oi 

n
o 2004-575 du 21 juin 2004 pour la confi ance dans l’économ

ie num
érique et le droit de la com

m
unication, JC

P
 n

o 29, 14 juillet 

2004, 1305.

（
167
） L

oi n
o 2004-575 du 21 juin 2004, art. 46-Ⅰ

.

七
五



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
四
一
六
）

（
168
） L

oi n
o 2004-575 du 21 juin 2004, art. 45-Ⅰ

.
（
169
） L

oi n
o 2004-575 du 21 juin 2004, art. 45-Ⅱ

.
（
170
） L

oi n
o 2004-575 du 21 juin 2004, art. 45-Ⅲ

.

（
171
） F

rédérique C
H
O
P
IN

, C
ybercrim

inalité, R
epertoir de droit pénal et de procédure pénal, 2009, p.3 et seq.

（
172
） 

渡
邊
卓
也
「
サ
イ
バ
ー
関
係
を
め
ぐ
る
刑
法
の
一
部
改
正
」
前
掲
（
註（
106
））
二
七
│
二
八
頁
。

（
173
） 

法
案
段
階
で
、
フ
ラ
ン
ス
が
こ
の
よ
う
な
改
正
を
選
択
す
れ
ば
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
条
約
の
求
め
る
最
小
限
の
要
求
に
応
え
る
の
に
い
か
な
る
不

都
合
も
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
、
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
た
（Jean-F

rançois F
O
R
G
E
R
O
N
 et V

irginie P
R
A
T
, L

e projet de la loi 

portant approbation de la C
onvention sur la cybercrim

inalité, G
az. P

al., 2004, 1, D
octr. 80.

）。

（
174
） L

oi n
o 2004-575 du 21 juin 2004 pour la confi ance dans l’économ

ie num
érique.

前
掲
（
註（
166
））
参
照
。

（
175
） 

本
稿
﹇
Ⅱ　
4　
⑶
﹈
参
照
。

（
176
） 

平
成
二
一
年
版
の
情
報
通
信
白
書
は
、
そ
の
後
の
フ
ラ
ン
ス
が
、
デ
ジ
タ
ル
経
済
を
将
来
の
成
長
の
エ
ン
ジ
ン
と
位
置
づ
け
、
包
括
的
な
国
家

戦
略
「
デ
ジ
タ
ル
フ
ラ
ン
ス
二
〇
一
二
」
を
発
表
し
、
大
規
模
な
投
資
を
行
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
（
総
務
省
編
『
平
成
二
一
年

版
情
報
通
信
白
書
』（
二
〇
〇
九
）
八
頁
以
下
）

（
177
） 

島
岡
ま
な
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ハ
イ
テ
ク
犯
罪
の
最
近
の
動
向
」
前
掲
（
註（
165
））
二
三
五
頁
。

（
178
） 

佐
久
間
修
「
情
報
犯
罪
・
サ
イ
バ
ー
犯
罪
」
前
掲
（
註（
108
））
一
一
六
頁
。

Ⅵ　

む
す
び

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
研
究
の
創
始
者
と
し
て
知
ら
れ
る
パ
ー
カ
ー
は
、
一
九
八
〇
年
代
前
半
の
著
書
の
中
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
は

一
つ
の
犯
罪
類
型
で
は
な
く
あ
ら
ゆ
る
犯
罪
の
変
異
型
で
あ
っ
て
、
や
が
て
は
こ
の
変
異
型
の
方
が
優
勢
に
な
り
、
将
来
は
非
コ
ン

七
六



コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
連
す
る
犯
罪
と
刑
事
立
法
（
二
・
完
）（
南
部
）

（
四
一
七
）

ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
連
犯
罪
を
区
別
す
る
意
味
が
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
、
と
述
べ
て
い
る

（
179
）

。
そ
の
専
門
性
と
結
び
つ
い
た

特
殊
な
例
外
的
な
犯
罪
と
し
て
登
場
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
連
犯
罪
が
、
や
が
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
利
用
の
普
及
・
普
遍

化
・
イ
ン
フ
ラ
化
に
と
も
な
い
増
殖
し
、
旧
来
の
犯
罪
を
念
頭
に
お
い
た
犯
罪
統
制
手
段
を
凌
駕
す
る
に
い
た
る
こ
と
を
予
言
し
た
も
の

と
受
け
と
れ
る
。
事
態
は
、
情
報
処
理
と
進
化
す
る
通
信
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
の
融
合
と
い
う
要
因
に
よ
っ
て
、
パ
ー
カ
ー
の
予
測
が
前
提

と
し
て
い
た
状
況
と
は
そ
の
方
向
性
を
や
や
変
え
た
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
連
す
る
犯
罪
が
、
今
や
不
断
に
そ
れ
へ

の
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
普
遍
的
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い

（
180
）

。

本
論
文
は
、
こ
の
よ
う
な
刑
法
学
の
直
面
す
る
今
日
の
課
題
を
意
識
し
な
が
ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
犯
罪
対
策
刑
事
法

制
の
発
展
の
経
緯
を
跡
づ
け
、
今
後
の
方
向
性
を
探
る
作
業
を
試
み
た
。

そ
こ
で
、
ま
ず
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
わ
が
国
最
初
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
関
連
立
法
以
降
の
部
分
的
・
断
片
的
と
い
わ

れ
る
立
法
的
対
応
が
、
す
で
に
そ
の
中
に
伝
統
的
な
法
益
保
護
を
は
み
出
し
た
部
分
、
す
な
わ
ち
情
報
処
理
の
機
能
、
ひ
い
て
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
の
保
護
へ
の
指
向
を
胚
胎
し
て
い
た
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
一
九
八
七
年
の
最
初
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
対
策
立
法
前
夜
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
犯
罪
の
捕
捉
を
指
向
す
る
刑
事
立
法
発
展
を
示
唆
す
る
見
方
は
現
れ
て
い
た
。
た
と

え
ば
、「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
の
性
能
の
向
上
と
普
及
の
進
展
は
、
通
信
シ
ス
テ
ム
の
分
野
に
も
波
及
し
、
電
子
交
換
機
等
の
機

器
の
導
入
に
よ
り
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
自
体
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
と
み
な
し
得
る
も
の
と
な
り

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
複
数
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
の
間
で
情
報
の
通
信
や
処
理
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
コ
ン
・

・

ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
と
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
融
合
化
し
、

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・
・

一・

体
と
な
っ
て
情
報
処
理
と
情
報
通
信
を
行
う
『
情
報
シ
ス
テ
ム
』
を
形

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・
・

・

・

・

・

・
・

・

・

成
す
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

。（
傍
点
筆
者
）」
と
の
警
察
当
局
の
認
識
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る

（
181
）

。

七
七



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
四
一
八
）

次
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利
用
に
関
連
し
て
生
じ
た
不
正
行
為
に
直
面
し
、
刑
事
司
法
と
刑
法
学
説
が
、
伝
統
的
な
刑
法
の
保
障
原
則

を
ふ
ま
え
た
解
釈
と
、
合
理
的
・
効
率
的
な
犯
罪
統
制
を
目
指
す
解
釈
と
の
間
で
揺
れ
動
き
つ
つ
、
立
法
の
方
向
が
模
索
さ
れ
、
わ
が
国

独
自
の
情
報
処
理
領
域
の
刑
事
立
法
が
発
展
し
て
き
た
経
緯
を
跡
づ
け
た
。
こ
こ
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
な
情
報
処
理
犯
罪
固
有
の
規

制
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
総
合
的
立
法
方
式
を
採
ら
ず
、
既
存
の
処
罰
の
体
系
を
尊
重
す
る
控
え
め
で
現
実
的
な
対
応
を
選
択
し
た
と
も
い

え
る
方
法
が
選
択
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
刑
法
シ
ス
テ
ム
の
枠
組
み
へ
の
大
き
な
変
革
を
避
け
よ
う
と
す
る
慎
重
な
姿

勢
の
あ
ら
わ
れ
か
も
し
れ
な
い
。
大
胆
な
変
革
を
迫
る
主
張
に
応
え
る
よ
う
、
今
後
の
立
法
が
方
向
を
転
換
す
べ
き
な
の
か
は
ひ
と
ま
ず

措
く
と
し
て
、
最
初
の
刑
事
立
法
以
来
、
特
別
法
を
含
め
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
犯
罪
関
連
の
刑
事
規
制
法
制
の
体
系
が
、

情
報
処
理
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
保
護
の
方
向
性
を
も
っ
て
、
徐
々
に
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
現
状
を
注
意
深
く
み
ま
も
る
必
要
が
あ
る
。

（
179
） 

パ
ー
カ
ー
『
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
研
究
総
論
』
前
掲
（
註（
8
））﹇
序
Ⅻ
│
ⅩⅢ
﹈。

（
180
） 

佐
久
間
教
授
は
、
刑
法
典
誕
生
百
年
に
際
し
て
、「
近
年
の
立
法
論
お
よ
び
解
釈
論
に
お
い
て
、
刑
法
典
に
最
も
多
く
の
課
題
を
突
き
つ
け
た

テ
ー
マ
が
、
情
報
犯
罪
・
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
領
域
で
あ
」
り
、
と
く
に
そ
の
背
景
に
は
、「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
契
機
と
し

た
仮
想
（
バ
ー
チ
ャ
ル
）
社
会
の
出
現
が
あ
る
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
佐
久
間
修
「
情
報
犯
罪
・
サ
イ
バ
ー
犯
罪
」
前
掲
（
註（
108
））
一
〇
八

頁
）。

（
181
） 

警
察
庁
長
官
官
房
編
『
情
報
化
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
へ
の
対
応
』
ほ
う
し
ょ
う
出
版
（
一
九
八
六
）﹇
は
し
が
き
﹈。

七
八



変
化
す
る
司
法
審
査
の
基
準
（
青
山
）

（
四
一
九
）

変
化
す
る
司
法
審
査
の
基
準

│
合
衆
国
連
邦
最
高
裁
判
所

│

青　
　

山　
　

武　
　

憲

は
じ
め
に

憲
法
上
、
基
本
的
人
権
を
含
む
基
本
権
を
保
障
す
る
一
方
で
、
そ
れ
を
い
か
に
規
制
す
る
か
は
、
永
遠
の
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
換

言
す
れ
ば
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
基
本
権
の
範
囲
を
確
定
す
る
問
題
で
も
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
以
降
、「
合
衆
国
」
と
云
う
。）
で
は
、
基
本
権
規
制
の
合
憲
性
の
問
題
は
、
最
終
的
に
連
邦
最
高
裁
判
所
に
よ
っ
て

判
断
さ
れ
る
。
そ
の
問
題
に
関
連
し
て
、
こ
ん
に
ち
で
こ
そ
然
程
に
注
目
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
時
期
、
合
衆
国
で
は
、
連
邦
最
高
裁
判

所
が
人
格
的
な
権
利
（
ま
た
は
自
由
）
あ
る
い
は
非
経
済
的
な
権
利
（
ま
た
は
自
由
）
と
財
産
権
あ
る
い
は
経
済
的
な
権
利
（
ま
た
は
自
由
）

と
の
間
に
二
重
の
審
査
基
準
を
設
け
て
い
た
。
実
際
、
連
邦
最
高
裁
判
所
に
は
、
取
り
分
けW

arren

コ
ー
ト
か
らB

urger

コ
ー
ト
に

七
九



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
四
二
〇
）

か
け
て
の
一
時
期
、
後
者
に
比
し
て
前
者
に
対
す
る
憲
法
の
保
護
を
強
め
る
扱
い
を
し
た
際
立
っ
た
時
代
が
存
し
た
の
だ
。
す
な
わ
ち
、

連
邦
最
高
裁
判
所
で
右
の
意
味
の
「
二
重
の
基
準
」
論
が
非
常
な
勢
い
を
示
し
、
し
か
も
、
か
な
り
の
評
価
を
受
け
た
時
代
が
存
し
た
の

で
あ
る
。

二
重
の
基
準
論
そ
の
も
の
は
、
後
述
す
る
如
く
、
必
ず
し
も
明
確
な
理
論
で
は
な
い
。
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
根
拠
で
何
に
基
準
を
置
く

か
に
よ
っ
て
様
々
で
一
概
に
は
論
じ
ら
れ
な
い
か
ら
だ
。
そ
れ
で
も
、
右
に
触
れ
た
よ
う
な
「
二
重
の
基
準
」
論
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
そ
れ
がG

.G
unther

とN
.D

ow
ling

の
共
著

（
1
）

で
論
じ
ら
れ
、
ま
た
、H

arry H
.W

ellington

が
そ
の
論
文

（
2
）

で
、G

unther

ら
の
共
著
やU

.S
.v.C

arolen
e P

rod
u

cts C
o., 1938 （

3
）

に
お
け
るS

tone

判
事
に
よ
る
法
廷
意
見
の
有
名
な
「
註
の
四
」
の
考
え
方
に
触

れ
な
が
ら
、
そ
れ
を
論
じ
て
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、H

.H
.W

ellington

が
正
し
い
と
し
た
二
重
の
基
準
論
は
、
右
の
如
き
「
二
重

の
基
準
」
論
で
は
な
く
、
政
策
と
原
理
と
の
区
別
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
っ
た

（
4
）

。
し
か
し
、
二
重
の
基
準
論
の
多
く
は
、S

tone

判
事
の
商

業
的
取
引
を
意
識
し
た
「
註
の
四
」
的
理
解
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る

（
5
）

。
た
と
え
ば
、H

enry J.A
braham

とB
arbara A

.P
ennry

と
が
、

そ
の
共
著
で
政
府
の
経
済
規
制
が
常
に
寛
大
に
認
め
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
非
経
済
的
な
市
民
の
自
由
や
権
利
の
規
制
が
非
常
に
細

密
に
審
査
さ
れ
て
い
る
と
説
い
た
如
く
で
あ
る

（
6
）

。
実
際
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
後
も
暫
時
維
持
し
た
そ
の
い
わ
ば

古
典
的
自
由
主
義
姿
勢
がR

oosevelt

大
統
領
に
よ
る
威
圧
の
影
響
を
受
け
る

（
7
）

や
そ
の
姿
勢
を
大
き
く
変
え

（
8
）

、
経
済
的
な
権
利
あ
る
い
は

財
産
権
の
規
制
の
合
憲
性
の
審
査
を
緩
め
た
。
そ
れ
も
、
そ
の
姿
勢
を
か
な
り
の
期
間
維
持
も
し
た

（
9
）

。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
連
邦
最
高

裁
判
所
の
動
向
に
対
し
て
は
、
比
較
的
早
い
時
期
に
批
判
的
な
見
解
が
示
さ
れ
た
。W

est V
irgin

ia S
tate B

oard
 of E

d
u

cation
 

v.B
arn

ette, 1943

に
お
け
るF

rankfurter

判
事
の
異
見
や
一
九
五
八
年
のH

arvard

大
学
のO

liver H
olm

es W
endell

講
座
に
お
い

て
、L

earned H
and

判
事
に
よ
る
疑
問
が
呈
さ
れ
た
如
く
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
お
い
て
、
自
由
に
関
し
て
経
済
的
な
価
値
に
比
し
人
格
的

八
〇



変
化
す
る
司
法
審
査
の
基
準
（
青
山
）

（
四
二
一
）

な
価
値
を
優
位
さ
せ
る
憲
法
上
の
根
拠
の
有
無
に
関
す
る
疑
問
が
投
げ
掛
け
ら
れ
た
の
だ

（
10
）

。
そ
の
よ
う
な
疑
問
が
呈
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
一
九
七
〇
年
代
の
後
期
か
ら
一
九
八
〇
年
代
の
初
期
に
か
け
て
「
註
の
四
」
的
な
「
二
重
の
基
準
」
論
に
翳
り
が
現
れ
始
め
た

（
11
）

。
そ

し
て
こ
ん
に
ち
、
そ
の
よ
う
な
理
論
は
、
そ
の
面
影
は
と
も
か
く
、
影
を
潜
め
て
い
る
。
連
邦
最
高
裁
判
所
の
基
本
権
規
制
に
対
す
る
審

査
に
は
、
時
代
と
共
に
変
化
が
確
認
さ
れ
る
の
だ
。

一　
「
註
の
四
」
的
「
二
重
の
基
準
」
論
の
盛
衰

1　
「
註
の
四
」
的
「
二
重
の
基
準
」
論
の
生
成

⑴　

Lochner

時
代
の
連
邦
最
高
裁
判
所

自
由
規
制
の
審
査
基
準
を
自
由
の
性
格
に
基
づ
い
て
差
別
す
る
結
果
を
齎
し
た
「
註
の
四
」
的
「
二
重
の
基
準
」
論
へ
の
思
想
的
萌
芽

は
、
憲
法
上
の
契
約
の
自
由
が
確
と
認
め
ら
れ
たL

ochner

時
代
に
存
す
る
。L

ochner

時
代
と
は
、
連
邦
最
高
裁
判
所
が
適
正
手
続

規
定
を
実
体
的
に
分
析
し
て
そ
の
規
定
に
憲
法
が
明
示
に
定
め
て
い
な
い
契
約
の
自
由
の
存
在
を
認
め
、
そ
の
種
の
基
本
権
を
社
会
労
働

立
法
か
ら
守
護
し
た
時
代
を
云
う
。
そ
れ
は
、
通
常
、
一
八
九
七
年
か
ら
一
九
三
七
年
と
さ
れ
る

（
12
）

が
、
そ
の
時
代
の
原
理
で
あ
る
い
わ
ゆ

るL
ochner

主
義
は
、
適
正
手
続
規
定
に
お
け
る
「
人
」
の
中
に
法
人
を
含
め
たS

an
ta C

lara C
ou

n
ty v.S

ou
th

ern
 P

acifi c 

R
ailroad

 C
o., 1886 （

13
）

や
州
の
い
わ
ゆ
る
禁
酒
法
違
反
が
争
わ
れ
たM

u
gler v.K

an
sas, 1887 （

14
）

に
芽
生
え
た
原
理
で
あ
る
。
と
り
わ
け

M
ugler

事
件
で
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
立
法
府
が
そ
の
権
限
を
超
え
て
い
る
か
否
か
の
問
題
と
取
り
組
む
場
合
に
単
に
事
の
形
式
あ

る
い
は
外
形
だ
け
で
な
く
、
事
の
実
質
あ
る
い
は
中
身
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、
公
衆
の
衛
生
、
道
徳
若
し
く
は
安
全
を
守

る
為
の
立
法
が
実
質
的
に
そ
の
目
的
と
関
係
を
持
っ
て
い
る
か
否
か
、
憲
法
上
の
権
利
を
侵
害
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
責
務

八
一



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
四
二
二
）

を
有
す
る
と
し
た
の
で
あ
る

（
15
）

。
そ
の
よ
う
な
動
き
の
延
長
上
で
、A

llgeyer v.L
ou

isian
a, 1897 （

16
）

お
よ
びL

och
n

er v.N
ew

 York, 1905 （
17
）

に
お
い
て
、
合
衆
国
憲
法
修
正
（
以
降
、「
修
正
」
と
云
う
。）
一
四
条
の
適
正
手
続
に
よ
っ
て
不
当
な
政
府
の
侵
害
か
ら
憲
法
に
明
示
に
規

定
さ
れ
て
い
な
い
契
約
の
自
由
と
云
う
実
体
的
な
権
利
が
保
護
さ
れ
る
こ
と
が
、
連
邦
最
高
裁
判
所
に
よ
っ
て
確
と
認
め
ら
れ
た
。
連
邦

最
高
裁
判
所
が
、
合
理
的
な
理
由
も
無
く
経
済
的
基
本
権
を
規
制
し
て
い
る
と
し
て
実
体
的
適
正
手
続
論
を
説
き
、H

olm
es

判
事
が

H
erbert S

pencer
の
「
社
会
静
学
」（S

ocial S
tatics

）
的
論
法
と
批
判
し
た
判
決

（
18
）

を
繰
り
返
す
時
代
に
入
っ
た
の
だ
。
こ
のL

ochner

期
は
、
連
邦
最
高
裁
判
所
が
社
会
労
働
立
法
を
拒
否
し
続
け
た
こ
と
か
ら
、
自
由
放
任
主
義
と
評
さ
れ
た
古
典
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
云
う

こ
と
ば
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
た
時
代
な
の
だ
。
た
だ
こ
のL

ochner

時
代
に
、
経
済
的
な
基
本
権
だ
け
で
な
く
、
同
じ
法
理
で
非

経
済
的
な
基
本
権
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
も
看
過
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、M

eyer v.N
ebraska, 1923 （

19
）

で
、
身
体
的
自
由
権
だ

け
で
な
く
有
益
な
知
識
を
取
得
す
る
権
利
や
婚
姻
を
す
る
権
利
等
が
精
神
的
な
自
由
権
や
身
分
的
な
権
利
と
し
て
確
認
さ
れ
た
し
、
ま
た
、

P
ierce v.S

ociety of th
e S

isters of th
e H

oly N
am

es of Jesu
s an

d
 M

ary, 1925

で
、
両
親
や
後
見
人
の
子
供
を
養
育
お
よ
び
教

育
す
る
自
由
も
認
め
ら
れ
た
如
く
で
あ
る

（
20
）

。
実
体
的
適
正
手
続
で
保
障
さ
れ
る
自
由
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
の
だ
。
そ
れ
で
も
そ
の
時

代
、
そ
れ
ら
を
規
制
す
る
合
憲
性
の
審
査
基
準
が
経
済
的
自
由
の
そ
れ
と
区
別
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
合
理
性
の
審
査
基
準
が
最

初
に
用
い
ら
れ
た
の
は
、M

u
n

n
 v.P

eople of S
tate of Illin

ois, 1876

と
思
わ
れ
る

（
21
）

が
、
そ
の
時
代
、
基
本
権
の
性
質
に
関
係
な
く
、

そ
の
審
査
基
準
が
す
べ
て
の
自
由
の
規
制
に
関
し
て
貫
か
れ
た
の
で
あ
る

（
22
）

。

そ
のL
ochner

時
代
、R

oosevelt

が
大
統
領
に
な
る
と
、
連
邦
最
高
裁
判
所
に
変
化
が
現
れ
た
。N

ebbia v.P
eople of N

ew
 York

（
一
九
三
四
）
で
州
の
農
業
・
市
場
法
の
下
で
ミ
ル
ク
規
制
委
員
会
に
よ
る
ミ
ル
ク
の
販
売
価
格
の
規
制
の
合
憲
性
が
認
め
ら
れ
た
の
だ

（
23
）

。

経
済
的
自
由
に
対
す
る
強
い
保
護
が
緩
和
さ
れ
た
の
だ
。
そ
れ
で
も
、N

ebbia
事
件
は
、L

ochner

時
代
の
終
焉
を
意
味
し
な
か
っ
た
。

八
二



変
化
す
る
司
法
審
査
の
基
準
（
青
山
）

（
四
二
三
）

そ
の
後
も
、U

n
ited

 S
tates v.B

u
tler, 1936

で
は
、
農
業
調
整
法
下
の
課
税
が
違
憲
と
さ
れ
た
し

（
24
）

、C
arter v.C

arter C
oal 

C
om

pan
y, 1936

で
も
、
石
炭
産
業
を
規
制
す
る
立
法
が
無
効
と
さ
れ
た
の
だ

（
25
）

。L
ochner

主
義
が
真
に
覆
さ
れ
た
の
は
、
婦
人
の
最
低

賃
金
規
制
を
認
め
たW

est C
oast H

otel C
o.v.P

arrish, 1937 （
26
）

に
お
い
て
で
あ
っ
た
の
だ

（
27
）

。L
ochner

時
代
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、

取
り
分
け
経
済
的
実
体
的
適
正
手
続
の
領
域
で
政
府
の
行
為
に
対
し
て
ほ
ぼ
反
抗
的
あ
る
い
は
否
定
的
で
あ
っ
た
の
だ
。

し
か
し
、
そ
のL

ochner

時
代
、H

olm
es

判
事
、R

oscoe P
ound

、C
ardozo

判
事
に
見
ら
れ
る
如
く
、
実
用
主
義
を
法
解
釈
学
に

持
ち
込
み
、
彼
ら
が
自
由
放
任
主
義
的
な
も
の
と
看
做
し
たL

ochner

主
義
と
対
峙
す
る
動
き
が
存
在
し
た
。
ま
た
い
わ
ば
ニ
ュ
ー
・

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
へ
の
姿
勢
を
有
し
たH

olm
es

判
事
に
は
、A

bram
s

事
件
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
明
白
で
差
し
迫
っ
た
危
険
の
テ
ス
ト
の

法
理
に
お
い
て
、（「
危
険
な
あ
る
い
は
悪
性
の
傾
向
」（dangerous or bad tendency

）
論
の
延
長
上
の
）
明
白
で
現
在
の
危
険
が
説
か
れ
た

S
chenck

事
件

（
28
）

以
上
に
言
論
の
自
由
を
強
く
保
護
す
る
考
え
方
も
確
認
さ
れ
た

（
29
）

。
合
理
性
の
基
準
に
関
す
る
変
化
こ
そ
な
か
っ
た
が
、
連

邦
最
高
裁
判
所
の
内
外
で
、
社
会
労
働
立
法
の
擁
護
や
、
就
中
言
論
あ
る
い
は
プ
レ
ス
の
自
由
に
対
す
る
思
い
入
れ
の
動
き
、
二
重
の
基

準
論
へ
の
滴
と
な
る
動
き
が
存
し
た
の
だ

（
30
）

。

⑵　

二
〇
世
紀
半
ば
の
連
邦
最
高
裁
判
所

連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
一
九
三
四
年
のN

ebbia

事
件
判
決
お
よ
び
一
九
三
七
年
のW

est C
oast H

otel C
o.

事
件
判
決
に
お
い
て
経

済
的
実
体
的
適
正
手
続
の
分
野
に
お
け
る
政
府
の
規
制
に
対
す
る
攻
撃
的
な
姿
勢
か
ら
後
退
す
る
兆
候
を
示
し
た
。
予
て
よ
り
、
連
邦
最

高
裁
判
所
は
、
政
府
に
よ
る
規
制
の
目
的
と
方
法
と
を
審
査
す
る
方
法
に
よ
っ
て
立
法
に
挑
戦
す
る
姿
勢
を
と
っ
て
来
た
が
、
こ
れ
ら
の

判
決
で
立
法
に
対
し
て
敬
意
を
払
い
始
め
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
判
決
に
お
い
て
契
約
取
り
決
め
の
最
も
基
本
的
な
こ
と
を
規
制
す
る

立
法
が
、
肯
認
さ
れ
た
の
だ

（
31
）

。

八
三



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
四
二
四
）

W
est C

oast H
otel C

o.

事
件
以
降
、
一
九
四
〇
年
代
お
よ
び
一
九
五
〇
年
代
を
通
じ
て
、
連
邦
最
高
裁
判
所
に
お
け
る
経
済
的
実
体

的
適
正
手
続
に
係
る
立
法
尊
重
の
姿
勢
は
、
常
態
化
し
た

（
32
）

。
そ
の
事
件
以
降
、
個
人
の
経
済
的
権
利
は
、
政
府
の
規
制
に
よ
っ
て
縮
減
さ

れ
た
の
だ
。L

ochner

主
義
に
批
判
的
で
法
曹
界
で
際
立
っ
た
存
在
で
あ
っ
たH

olm
es

判
事
、R

.P
ound

、L
.H

and

、C
harles 

W
arren

ら
の
影
響
を
受
け
て
、
経
済
的
あ
る
い
は
社
会
的
労
働
立
法
の
審
査
に
際
し
て
司
法
の
謙
抑
主
義
が
現
実
化
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

L
ochner

時
代
の
終
焉
間
も
な
く
、
一
九
三
七
年
に
は
、
連
邦
最
高
裁
判
所
に
よ
る
「
二
重
の
基
準
」
論
の
明
確
な
予
兆
が
現
れ
た
。

第
一
級
殺
人
で
有
罪
と
さ
れ
た
こ
と
が
問
題
と
な
っ
たP

alko v.S
tate of C

on
n

ecticu
t, 1937 （

33
）

に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
の
事
件
で
、

C
ardozo

判
事
が
、「
権
利
の
章
典
」
が
保
障
し
て
い
る
も
の
を
基
本
的
な
も
の
と
し
、
ま
た
、
そ
れ
ら
は
修
正
一
四
条
に
吸
収
し
て
含

ま
れ
て
い
る
と
し
て
、
そ
こ
に
含
ま
れ
た
言
論
の
自
由
に
関
す
る
規
制
が
経
済
規
制
に
用
い
ら
れ
た
審
査
に
比
し
て
よ
り
厳
し
い
審
査
を

受
け
る
こ
と
を
示
唆
し
た
の
だ

（
34
）

。
州
際
通
商
に
係
るC

arolene P
roducts C

o.

事
件
で
は
、
さ
ら
に
明
確
な
予
兆
が
現
れ
た
。
そ
の
事

件
の
法
廷
意
見
でS

tone

判
事
が
付
し
た
「
註
の
四

（
35
）

」
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
そ
こ
でS

tone

判
事
は
、
憲
法
が
修
正
一
〇
条
ま
で
の
規
定

に
お
い
て
文
面
上
立
法
を
特
別
に
禁
止
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
場
合
に
は
、
立
法
に
対
し
て
な
さ
れ
る
合
憲
性
の
推
定
は
、
比
較
的
に
狭

く
な
る
旨
を
述
べ
た
の
だ

（
36
）

。
し
た
が
っ
て
、
憲
法
上
の
権
利
に
係
る
立
法
に
つ
い
て
合
憲
性
が
推
定
さ
れ
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
と

が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
定
の
権
利
に
関
す
る
立
法
府
の
判
断
に
対
し
て
司
法
が
尊
重
す
る
場
合
と
そ

う
で
な
い
場
合
と
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
通
常
の
商
業
取
引
に
係
る
立
法
に
対
す
る
合
理
的
な
司

法
審
査

（
37
）

と
「
権
利
の
章
典
」
上
の
権
利
に
係
る
立
法
に
対
す
る
よ
り
厳
格
な
司
法
審
査
と
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る

（
38
）

。

そ
の
後
、S

kin
n

er v.S
tate of O

klah
om

a.ex rel W
iiliam

son, 1942 （
39
）

で
は
、
常
習
犯
罪
者
に
対
し
て
一
応
に
適
用
さ
れ
る
わ
け

で
は
な
い
差
別
的
な
強
制
避
妊
を
定
め
た
州
法
に
つ
い
て
厳
し
い
審
査
が
行
わ
れ
た
。
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、「
不
愉
快
な
差
別
」
と
云

八
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変
化
す
る
司
法
審
査
の
基
準
（
青
山
）

（
四
二
五
）

う
こ
と
ば
を
用
い
て
、
差
し
迫
っ
た
政
府
の
目
的
が
無
い
限
り
そ
の
よ
う
な
差
別
に
従
来
の
合
理
的
審
査
と
異
な
る
基
準
を
用
い
た
の
だ
。

そ
の
際
、
婚
姻
や
生
殖
は
人
種
の
存
続
に
基
本
的
な
も
の
と
さ
れ
、
人
の
基
本
的
な
市
民
権
の
一
つ
と
看
做
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
避

妊
に
関
す
る
権
限
が
行
使
さ
れ
る
と
、
名
状
し
難
い
極
端
に
破
壊
的
な
結
果
が
齎
ら
さ
れ
得
る
と
さ
れ
、
避
妊
は
、
永
遠
に
基
本
的
な
自

由
の
一
つ
を
奪
う
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
州
が
避
妊
法
で
行
う
差
別
に
対
す
る
厳
し
い
審
査
は
、「
不
愉
快
な
差
別
」

が
な
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
不
可
欠
の
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る

（
40
）

。
こ
のS

kinner

事
件
は
、
連
邦
最
高
裁
判
所
に
お
け
る
「
二

重
の
基
準
」
論
の
走
り
と
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
以
前
、
多
数
意
見
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、S

tone

判
事
は
、
信
教
を
理
由
と
し
て
国
旗
敬
礼
を
拒
絶
し
た
こ
と
で
事
件
化
し
た

M
in

ersville S
ch

ool D
istrict v.G

obitis, 1940

の
反
対
意
見
で
、
少
数
者
が
有
す
る
修
正
一
条
お
よ
び
修
正
一
四
条
の
自
由
に
対
す

る
規
制
立
法
に
対
す
る
入
念
な
司
法
審
査
の
必
要
を
説
い
て
い
た

（
41
）

。
そ
こ
で
示
さ
れ
た
い
わ
ば
非
経
済
的
な
自
由
を
強
調
す
る
主
張
は
、

S
tone

が
連
邦
最
高
裁
判
所
長
官
（
以
降
、「
長
官
」
と
云
う
。）
と
な
っ
た
後
、
更
に
明
確
な
か
た
ち
で
説
か
れ
た
。S

kinner

事
件
と
同

じ
年
、Jon

es v.C
ity of O

pelika, 1942

の
反
対
意
見
に
お
い
て
、
修
正
一
条
は
言
論
の
自
由
や
宗
教
の
自
由
を
そ
れ
ら
を
一
掃
し
よ

う
と
す
る
差
別
的
な
試
み
か
ら
守
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
条
項
と
修
正
一
四
条
と
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
自
由
を
優
越
的
な
地
位

（preferred position

）
に
置
い
て
い
る
旨
を
述
べ
た
の
だ

（
42
）

。S
tone

長
官
は
、
修
正
一
条
に
注
目
し
な
が
ら
、
こ
の
い
わ
ゆ
る
優
越
的
な

地
位
の
理
論
に
よ
っ
て
、
成
文
と
な
っ
て
い
る
自
由
と
成
文
化
さ
れ
て
い
な
い
契
約
の
自
由
と
の
間
に
解
釈
上
の
楔
を
打
ち
込
ん
だ
の
だ
。

そ
の
よ
う
なS

tone

長
官
の
見
解
が
連
邦
最
高
裁
判
所
の
意
見
と
し
て
受
け
容
れ
ら
れ
た
の
は
、
宗
教
的
出
版
物
の
販
売
に
免
許
税
を
課

し
た
州
の
条
例
の
合
憲
性
が
問
題
と
な
り
、D

ouglas

判
事
が
法
廷
意
見
を
述
べ
たM

u
rd

ock v.C
om

.of P
en

n
sylvan

ia, 1943

に
お

い
て
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
プ
レ
ス
の
自
由
、
言
論
の
自
由
お
よ
び
信
教
の
自
由
が
優
越
的
地
位
に
あ
る
こ
と
が
確
と
認
め
ら
れ
た
の
だ

（
43
）

。

八
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日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
四
二
六
）

こ
の
優
越
的
地
位
の
理
論
は
、
一
九
五
〇
年
代
の
初
期
ま
で
、
か
な
り
の
裁
判
官
に
よ
っ
て
陰
に
陽
に
認
め
ら
れ
て
い
る

（
44
）

。

第
二
次
世
界
大
戦
中
の
強
制
収
容
に
係
るK

orem
atsu

 v.U
n

ited
 S

tates, 1944 （
45
）

で
は
、
民
族
的
な
存
続
が
政
府
の
強
度
の
利
益
で

あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
特
定
の
人
種
の
公
民
権
を
制
限
す
る
す
べ
て
の
法
的
規
制
が
、
差
し
迫
っ
た
公
共
の
必
要
が
あ
る
場
合
を
別
と

し
て
、「
直
ち
に
疑
わ
し
い
（im

m
ediately suspect

）
差
別
」
と
し
て
最
も
厳
し
い
審
査
に
服
す
る
と
さ
れ
た

（
46
）

。K
orem

atsu

事
件
で
は
、

軍
当
局
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
背
信
行
為
の
証
拠
が
認
め
ら
れ
て
、
強
制
収
容
の
違
憲
性
は
否
定
さ
れ
た
も
の
の
、
こ
こ
で
示
さ
れ
た

S
kinner

事
件
に
お
け
る
厳
し
い
審
査
か
ら
最
も
厳
し
い
審
査
へ
の
こ
と
ば
の
変
化
は
、
将
来
、
差
別
の
問
題
に
お
け
る
合
憲
性
の
審
査

の
三
重
の
基
準

（
47
）

の
出
現
を
暗
示
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
五
三
年
にW

arren

コ
ー
ト
が
誕
生
す
る
と
、
一
定
の
差
別
お
よ
び
一
定
の
人
格
的
、
非
経
済
的
権
利
に
係
る
事
件
に
お
い
て
政

府
の
行
為
に
対
し
て
強
め
ら
れ
た
審
査
（heightened scrutiny

）
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
他
方
で
、
経
済
的
権
利
に
係
る
事
件
で
は
、

合
理
的
な
審
査
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
動
向
を
反
映
し
て
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
一
九
七
〇
年
代
の
初
期
に
か
け
て
は
、
す
な
わ
ち
、

W
arren

コ
ー
ト
お
よ
び
初
期
のB

urger

コ
ー
ト
に
お
い
て
は
、「
二
重
の
基
準
」
論
は
、
憲
法
判
断
に
際
し
て
の
中
心
的
な
地
位
を
占

め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

（
48
）

。

⑶　
「
二
重
の
基
準
」
論
と
基
準
の
変
化

一
九
六
〇
年
代
に
入
る
と
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
日
曜
休
日
法
と
修
正
一
条
と
の
関
係
の
問
題
に
取
り
組
ん
だ

（
49
）

。
そ
の
際
、W

arren

長
官
に
は
、
日
曜
日
を
休
日
と
す
る
こ
と
が
宗
教
色
を
失
い
始
め
て
お
り
、
そ
の
日
に
前
週
の
労
働
か
ら
の
回
復
と
次
週
の
労
働
へ
の
準

備
の
日
と
す
る
世
俗
性
を
認
め
、
問
題
の
法
律
を
宗
教
を
支
援
す
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
考
え
が
あ
っ
た

（
50
）

。
こ
の
よ
う
な
問
題
に
お
け

る
合
憲
性
の
審
査
は
、
合
理
的
な
根
拠
の
基
準
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た

（
51
）

。
と
こ
ろ
が
そ
の
二
年
後
、W

arren

コ
ー
ト
に
変
化
が
現
れ
た
。

八
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変
化
す
る
司
法
審
査
の
基
準
（
青
山
）

（
四
二
七
）

S
h

erbert v.V
ern

er, 1963

に
お
い
て
、
土
曜
日
を
安
息
日
と
す
る
安
息
日
再
臨
派
（S

eventh-day A
dventist

）
に
係
る
事
件
で
、
修
正

一
条
の
権
利
を
規
制
す
る
に
は
、「
強
度
の
州
益
」
が
必
要
と
さ
れ
た
の
だ

（
52
）

。「
厳
格
な
審
査
」
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
の
二
〇

年
間
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、W

iscon
sin

 v.Yod
er, 1972 （

53
）

を
例
外
と
し
て
、
同
種
の
事
件
で
こ
の
「
強
度
の
国
（
あ
る
い
は
州
）
益
」
の

テ
ス
ト
を
用
い
て
い
る

（
54
）

。
因
み
に
、Y

oder

事
件
で
は
、
特
定
宗
派
の
信
徒
の
子
供
に
対
す
る
教
育
の
強
制
が
問
題
と
な
っ
た
が
、
義
務

教
育
制
を
採
る
州
に
基
本
的
な
教
育
の
管
理
と
期
間
に
関
し
て
合
理
的
な
規
制
権
が
認
め
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
期
、
信
教
の

自
由
の
問
題
に
係
る
二
重
の
基
準
が
存
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
動
き
の
中
で
、
修
正
一
条
の
言
論
の
自
由
に
関
連
し
た
変
化
は
、
信
教
の
自
由
の
領
域
に
お
け
る
ほ
ど
劇
的
で
は
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
そ
れ
よ
り
も
複
雑
で
あ
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
お
よ
び
一
九
七
〇
年
代
は
、
連
邦
最
高
裁
判
所
が
言
論
の
自
由
に
係
る
複

雑
な
問
題
に
対
処
で
き
る
概
念
上
の
枠
組
み
の
構
築
と
取
り
組
ん
だ
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
取
り
組
み
に
は
、
先
ず
、
喧
嘩
こ
と
ば

（
55
）

、
猥

褻
な
言
論

（
56
）

、
児
童
ポ
ル
ノ

（
57
）

お
よ
び
（
差
し
迫
っ
た
無
法
の
行
為
を
志
向
し
た
言
論
と
云
う
）B

randenburg

テ
ス
ト
を
適
用
し
た
暴
力
の
扇
動

（
58
）

と
い
っ
た
内
容
に
基
づ
い
て
保
護
さ
れ
な
い
言
論
と
云
う
範
域
を
設
け
た
範
疇
化
が
あ
っ
た
。
こ
の
範
疇
の
言
論
に
は
、
部
分
的
に
で
は

あ
っ
た
が
、
名
誉
毀
損
や
商
業
言
論
も
含
め
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
の
う
ち
全
く
保
護
さ
れ
な
い
範
疇
の
言
論
は
、
非
言
論
で
あ
る
か
の
よ
う

に
規
制
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
、
社
会
に
と
っ
て
価
値
が
最
も
少
な
い
（d

e m
in

im
is

）
あ
る
い
は
無
価
値
な
も
の
で
、
修
正
一
条
に
よ
っ

て
保
護
さ
れ
な
い
と
さ
れ
た
の
だ
。
ま
た
部
分
的
に
保
護
さ
れ
な
い
と
さ
れ
た
範
疇
の
言
論
の
規
制
は
、
保
護
さ
れ
た
言
論
に
比
し
て
よ

り
緩
や
か
な
審
査
に
服
し

（
59
）

た
（
60
）

。
し
た
が
っ
て
、
連
邦
最
高
裁
判
所
に
は
、
修
正
一
条
の
言
論
に
関
連
し
て
、
厳
し
い
審
査
を
受
け
る
も
の

と
そ
う
で
な
い
も
の
と
の
二
重
の
審
査
が
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
よ
り
精
確
に
は
、
保
護
さ
れ
る
言
論
、
部
分
的
に
保
護
さ
れ
な
い

も
の
、
お
よ
び
保
護
さ
れ
な
い
も
の
と
云
う
種
別
が
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

八
七



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
四
二
八
）

連
邦
最
高
裁
判
所
に
よ
れ
ば
、
こ
の
言
論
の
自
由
は
、
プ
レ
ス
の
自
由
、
平
穏
な
集
会
の
権
利
お
よ
び
苦
情
の
救
済
を
請
願
す
る
権
利

と
同
根
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る

（
61
）

。
そ
れ
ら
を
表
現
の
自
由
と
云
う
こ
と
ば
で
総
括
で
き
る
と
す
れ
ば

（
62
）

、
そ
の
表
現
の
自
由
に
係
る
連
邦
最

高
裁
判
所
の
扱
い
に
は
、
表
現
の
内
容
規
制
は
も
と
よ
り
、
不
公
平
な
差
別
が
無
け
れ
ば
、
場
所
、
時
、
手
段
あ
る
い
は
方
法
に
よ
る
規

制
が
可
能
な
こ
と

（
63
）

に
鑑
み
、
多
様
な
審
査
基
準
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
れ
故
、
視
点
次
第
で
は
、
単
純
に
二
重
の
基
準
を
論
ず
る
こ

と
は
で
き
な
い

（
64
）

。
た
と
え
ば
、
一
九
三
九
年
、
連
邦
最
高
裁
判
所
に
は
、
言
論
の
規
制
を
判
断
す
る
重
要
な
要
素
と
し
て
場
所
に
注
目
し

た
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
論
が
現
れ
た

（
65
）

。
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
官
有
地
を
私
有
地
と
同
じ
理
屈
で
支
配
で
き
る
と
す
るD

avis

法

理
（
66
）

を
放
棄
し
、
街
路
や
公
園
や
公
有
地
等
に
つ
い
て
集
会
の
た
め
に
広
範
に
あ
る
い
は
制
限
的
に
使
用
す
る
こ
と
を
市
民
の
権
利
と
し
て

認
め
始
め
た
の
だ
。K

alvin

の
小
論
あ
る
い
はR

obert

判
事
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る

（
67
）

こ
の
よ
う
な
理
論
が
連
邦
最
高
裁
判
所
に
現
れ

た
の
は
、H

agu
e v.C

.I.O
, 1939

に
お
い
て
で
あ
る

（
68
）

。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
論
は
、
以
降
、
お
よ
そ
七
〇
年
間
、
か
な
り
に
論
じ
ら
れ
る
が
、

一
九
六
〇
年
代
お
よ
び
一
九
七
〇
年
代
に
な
る
と
、
連
邦
最
高
裁
判
所
に
お
け
る
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
分
析
は
、
非
常
に
流
動
的
と
な
っ

た
（
69
）

。
た
と
え
ば
、P

olice D
ep’t v.M

osley, 1972
で
は
、
そ
れ
が
修
正
一
条
と
密
接
に
関
連
し
た
平
等
の
保
護
の
問
題
と
し
て
も
論
じ

ら
れ
た

（
70
）

。
そ
の
後
一
九
八
〇
年
代
に
入
る
と
、
州
立
大
学
の
学
生
宗
教
団
体
に
よ
っ
て
大
学
の
オ
ー
プ
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
政
策
に
対
し
て

な
さ
れ
た
異
議
が
事
件
化
し
たW

id
m

ar v.V
in

cen
t, 1981

を
契
機
と
し
て

（
71
）

、
そ
の
理
論
に
は
、
従
来
論
じ
ら
れ
た
伝
統
的
パ
ブ
リ
ッ

ク
で
も
ノ
ン
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
で
も
な
い
第
三
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
生
ま
れ
た

（
72
）

。
制
限
さ
れ
た
あ
る
い
は
指
定
さ
れ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
あ
る
。
こ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
論
と
時
や
方
法
に
よ
る
規
制
と
が
密
接
で
あ
る
こ
と
は
、
論
ず
る
ま
で
も
な
い
。

た
と
え
ば
、
開
放
さ
れ
た
公
の
場
所
に
お
け
る
門
限
に
よ
る
規
制
は
可
能
で
あ
る
し

（
73
）

、
ま
た
、
場
所
次
第
で
は
、
音
量
や
無
秩
序
な
行
動

を
規
制
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
如
く
で
あ
る

（
74
）

。
な
を
、
最
近
で
は
、
言
論
の
自
由
を
支
持
す
る
た
め
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

八
八



変
化
す
る
司
法
審
査
の
基
準
（
青
山
）

（
四
二
九
）

分
析
は
必
要
で
は
な
く
、
そ
の
種
の
分
析
に
変
え
て
古
い
起
源
を
有
す
る
自
然
的
あ
る
い
は
基
本
的
な
財
産
権
に
基
づ
い
た
警
察
権
の
分

析
に
よ
っ
て
論
ず
る
仕
方
が
現
れ
て
い
る
。
上
位
の
権
威
に
よ
っ
て
正
当
に
規
制
さ
れ
な
い
限
り
、
人
は
あ
ら
ゆ
る
所
で
広
範
な
言
論
権

を
持
つ
と
云
う
主
旨
の
見
解
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る

（
75
）

。

連
邦
最
高
裁
判
所
で
は
、
言
論
の
自
由
と
云
う
こ
と
ば
は
、
取
り
分
け
プ
レ
ス
の
自
由
と
云
う
こ
と
ば
と
互
換
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
場
合
、
そ
の
自
由
を
享
受
す
る
手
段
で
あ
る
印
刷
に
よ
る
メ
デ
ィ
ア
と
電
波
に
よ
る
メ
デ
ィ
ア
と
で
は
、
当
然
に
法
的
扱
い
に
差
異

が
あ
る
。
印
刷
メ
デ
ィ
ア
の
規
制
は
、
電
波
メ
デ
ィ
ア
の
そ
れ
に
比
し
て
よ
り
厳
し
い
審
査
を
受
け
る
の
だ
。
電
波
メ
デ
ィ
ア
の
場
合
、

電
波
の
稀
少
性
を
認
め
そ
れ
を
公
の
も
の
と
す
る
考
え
方
が
あ
り

（
76
）

、
そ
の
規
制
の
審
査
は
、
前
者
に
比
し
て
よ
り
緩
や
か
に
な
る
の
だ
。

そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
言
論
の
手
段
に
鑑
み
た
「
註
の
四
」
的
で
は
な
い
二
重
の
基
準
論
が
可
能
と
な
る
。

平
等
に
係
る
分
野
に
お
け
る
政
府
の
行
為
に
対
す
る
審
査
基
準
は
、
一
九
六
〇
年
代
お
よ
び
一
九
七
〇
年
代
非
常
に
厳
し
さ
を
強
め
た
。

こ
の
平
等
の
問
題
に
関
す
る
審
査
基
準
の
変
化
の
予
兆
は
、
既
にH

irabayash
i v.U

.S
., 1943 （

77
）

やK
orem

atsu

事
件
等
に
存
し
た
。
少

し
く
既
述
し
た
が
、
そ
れ
ら
に
お
い
て
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
専
ら
人
種
に
基
づ
い
た
差
別
を
「
不
愉
快
な
」
も
の
と
述
べ

（
78
）

、
ま
た

「
直
ち
に
疑
わ
し
い
」
も
の
と
し
て
最
も
厳
し
い
審
査
に
服
す
る
旨
を
宣
し
た
の
で
あ
る

（
79
）

。W
arren

コ
ー
ト
は
、
そ
れ
ら
の
判
例
を
踏

ん
で
、
異
人
種
婚
姻
に
係
るL

ovin
g v.V

irgin
ia, 1967

に
お
い
て
、
人
種
差
別
を
「
不
愉
快
な
」
な
も
の
と
し
、
そ
れ
を
正
当
化
す
る

に
は
「
正
当
で
最
も
重
要
な
目
的
」（legitim

ate overriding purpose
）
が
必
要
で
あ
る
と
宣
べ
て
い
る

（
80
）

。
一
九
七
一
年
に
も
、
在
留
外
国

人
に
対
す
る
福
祉
法
上
の
差
別
が
問
題
と
な
っ
たG

rah
am

 v.R
ich

ard
son, 1971 （

81
）

に
お
い
て
法
廷
意
見
を
宣
べ
たB

lackm
un

判
事
が
、

伝
統
的
な
平
等
の
保
護
の
原
理
の
下
で
は
、
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
限
り
、
州
に
経
済
お
よ
び
社
会
福
祉
の
分
野
に
お
け
る
差
別
に
対
す

る
広
範
な
裁
量
権
が
あ
る
が
、
し
か
し
、
在
留
外
国
人
に
対
す
る
差
別
は
、
民
族
性
あ
る
い
は
人
種
に
対
す
る
も
の
と
同
様
、
元
々
疑
わ

八
九



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
四
三
〇
）

し
い
も
の
で
あ
り
、
司
法
の
精
査
に
服
す
る
と
宣
べ
て
い
る
。
そ
の
際
、B

lackm
un

判
事
は
、
一
つ
の
階
層
と
し
て
の
在
留
外
国
人
は
、

分
散
し
孤
立
し
た
少
数
の
典
型
的
な
例
で
あ
る
と
し
、
彼
ら
の
た
め
に
強
め
ら
れ
た
司
法
の
配
慮
は
適
切
で
あ
る
と
も
宣
べ
て
い
る

（
82
）

。
し

か
し
、
そ
のG

raham

判
決
後
程
な
く
し
て
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
二
つ
の
分
野
で
在
留
外
国
人
に
関
連
し
て
合
理
性
の
根
拠
の
基
準

を
用
い
て
い
る
。
そ
の
基
準
に
よ
っ
て
、
先
ず
、
在
留
外
国
人
を
行
政
、
立
法
あ
る
い
は
司
法
の
広
範
な
公
共
政
策
の
形
成
、
執
行
あ
る

い
は
審
査
に
直
接
に
参
加
す
る
重
要
な
任
命
職
の
職
位
か
ら
排
除
し
た
の
で
あ
る

（
83
）

。
在
留
外
国
人
に
対
す
る
伝
統
的
な
厚
遇
を
貶
め
る
意

図
は
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
外
国
人
が
民
主
的
な
政
治
機
関
へ
参
加
す
る
こ
と
を
排
除
し
た
州
の
歴
史
的
権
限
を
認
め
たS

ugarm
an

判

決
（
84
）

の
考
え
方
を
拡
大
し
て
、「
州
の
特
権
」
に
対
す
る
司
法
の
審
査
を
緩
和
し
た
の
で
あ
る

（
85
）

。
次
に
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
移
民
お
よ

び
帰
化
に
関
し
て
も
連
邦
議
会
の
裁
量
権
を
広
く
認
め
て
い
る
。
連
邦
業
務
に
係
る
雇
用
事
件
で
個
々
の
州
が
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き

な
い
特
別
の
連
邦
立
法
を
正
当
化
す
る
非
常
に
重
要
な
国
益
の
存
在
を
認
め
た
の
で
あ
る

（
86
）

。
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
平
等
な
保
護
の
分
野

で
す
べ
て
を
厳
し
い
審
査
に
付
さ
せ
る
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
分
野
次
第
で
は
、
合
理
的
根
拠
の
審
査
基
準
へ
の
回
帰
を
し
た
わ
け
で
あ
る
。

た
だ
、
平
等
に
係
る
問
題
に
つ
い
て
、
連
邦
最
高
裁
判
所
が
単
に
経
済
的
な
基
本
権
と
非
経
済
的
な
基
本
権
に
基
づ
く
「
註
の
四
」
的
な

「
二
重
の
基
準
」
に
限
ら
れ
な
い
こ
と
、
お
よ
び
、
一
九
七
二
年
に
は
既
に
、G

.G
unther

が
そ
の
問
題
に
係
る
審
査
の
多
様
性
を
認
め

て
い
た

（
87
）

こ
と
は
、
看
過
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
頃
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
た
と
え
ば
、
性
に
係
る
問
題
で
、R

eed
 v.R

eed, 1971

（
88
）

で
は
合
理
的
根
拠
の
審
査
を
、W

ein
berger v.W

ein
berger, 1975 （

89
）

で
は
厳
格
な
審
査
を
、
そ
し
てC

raig

事
件

（
90
）

で
は
、
中
間
的
審
査

を
行
っ
て
も
い
る

（
91
）

。
連
邦
最
高
裁
判
所
に
よ
る
審
査
に
三
重
の
基
準
が
確
認
さ
れ
る
の
だ
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
一
九
七
〇
年
代
後
期
か
ら
一
九
八
〇
年
代
初
期
に
な
る
と
、「
註
の
四
」
的
な
「
二
重
の
基
準
」
論
に

対
す
る
注
目
は
薄
れ
始
め
た
。
特
に
一
九
八
六
年
にR

ehnquist

判
事
が
長
官
に
昇
格
す
る
と
、「
二
重
の
基
準
」
論
に
対
す
る
執
着
は
、

九
〇



変
化
す
る
司
法
審
査
の
基
準
（
青
山
）

（
四
三
一
）

明
ら
か
に
失
わ
れ
始
め
た

（
92
）

。
よ
り
普
遍
的
な
審
査
の
基
準
が
、
模
索
さ
れ
始
め
た
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
に
関
連
し
てS

tone

判
事
が
注
目
し
た
適
正
手
続
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
次
項
の
中
心
的
問
題
と
し
て
改
め
て
論
ず
る
。

2　
「
註
の
四
」
的
「
二
重
の
基
準
」
論
の
後
退

⑴　
「
二
重
の
基
準
」
論
の
絞
り
込
み
の
可
能
性

も
と
も
とH

ughes
長
官
の
考
え
方
に
依
拠
し
たS

tone

判
事
に
よ
るC

aroline C
o.

事
件
に
お
け
る
「
註
の
四
」
は
、
連
邦
最
高
裁

判
所
に
よ
る
そ
の
後
の
「
二
重
の
基
準
」
論
の
起
源
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る

（
93
）

。S
tone

判
事
に
よ
る
「
註
の
四
」
を
典
拠
と
し
て
い
る

「
二
重
の
基
準
」
論
は
、
多
く
の
人
が
最
も
口
に
す
る
と
こ
ろ
な
の
だ
。
そ
こ
で
は
、
本
文
規
定
と
相
ま
っ
て
経
済
分
野
に
お
け
る
基
本

権
の
規
制
に
関
す
る
司
法
審
査
を
緩
和
す
る
が
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
緩
和
さ
れ
な
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
第
一
に
、
立
法
が
憲

法
規
定
上
特
別
に
禁
止
さ
れ
た
範
囲
内
に
あ
る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
場
合
、
第
二
に
、
立
法
が
投
票
権
、
情
報
の
伝
播
、
政
治
組
織
等

の
政
治
過
程
を
制
限
す
る
も
の
か
否
か
を
審
査
す
る
場
合
、
第
三
に
、
立
法
が
宗
教
的
、
民
族
的
あ
る
い
は
人
種
的
な
少
数
に
向
け
ら
れ

た
偏
見
で
あ
る
か
否
か
を
審
査
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
第
三
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
経
済
的
自
由
と
人
格
的
自
由
と
の
識
別

と
は
必
ず
し
も
結
び
つ
か
な
い
が
、S

tone

判
事
に
は
、
そ
れ
ら
二
つ
の
種
類
の
自
由
に
お
け
る
司
法
に
よ
る
審
査
基
準
の
差
異
と
経
済

的
自
由
に
対
す
る
人
格
的
自
由
の
優
先
と
を
説
く
底
意
が
、
明
ら
か
に
確
認
さ
れ
た
。

こ
の
「
註
の
四
」
的
な
「
二
重
の
基
準
」
論
が
発
展
し
た
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
が
あ
っ
た
。
適
正
手
続
に
係
る
連
邦
最
高

裁
判
所
の
解
釈
に
変
化
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
適
正
手
続
が
実
体
的
権
利
を
も
保
護
し
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
こ
ん
に
ち
依

然
と
し
て
意
見
の
一
致
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い

（
94
）

。
南
北
戦
争
以
前
の
連
邦
お
よ
び
州
の
判
例
は
、
適
正
手
続
規
定
を
手
続
的
権
利
に
関
す

九
一



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
四
三
二
）

る
も
の
と
解
し
て
い
た
。
否
、
南
北
戦
争
後
も
暫
ら
く
の
間
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
経
済
的
自
由
を
適
正
手
続
条
項
に
よ
っ
て
保
障
し

た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
条
項
に
よ
っ
て
実
体
的
権
利
の
保
障
が
認
め
ら
れ
た
の
は
、
一
九
世
紀
末
、A

llgeyer v.L
ou

sian
a, 

1897

に
お
い
て
で
あ
る

（
95
）

。
折
し
も
、
経
済
的
格
差
の
発
生
に
伴
い
、
社
会
的
不
平
等
を
是
正
す
る
民
主
的
な
動
き
が
生
ま
れ
て
い
た
。
社

会
福
祉
立
法
へ
の
動
き
、
立
法
に
よ
る
社
会
的
経
済
的
規
制
に
よ
る
配
分
的
正
義
実
現
の
動
き
で
あ
る
。
こ
の
動
き
に
立
ち
は
だ
か
っ
た

の
が
、
実
体
的
適
正
手
続
で
あ
っ
た
。L

ochner

時
代
の
連
邦
最
高
裁
判
所
が
、
適
正
手
続
規
定
に
よ
っ
て
実
体
的
な
自
由
を
保
障
す
る

動
き
を
示
し
、
平
均
的
正
義
保
持
の
姿
勢
を
示
し
た
の
だ
。
法
学
に
お
け
る
社
会
学
的
な
動
き
を
法
哲
学
の
動
き
と
同
視
し
、
社
会
の
動

き
や
法
の
運
用
を
重
視
し
たR

.P
ound （

96
）

は
、
そ
の
よ
う
なL

ochner

時
代
初
期
の
事
象
に
実
体
的
適
正
手
続
と
契
約
の
自
由
あ
る
い
は

経
済
的
自
由
と
の
同
一
化
を
読
み
取
っ
た
程
で
あ
っ
た

（
97
）

。
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
経
済
的
自
由
も
警
察
権
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
こ
と
を

認
め
な
が
ら
も
、
そ
の
警
察
権
に
つ
い
て
も
、
経
済
的
実
体
的
適
正
手
続
の
下
で
規
制
の
目
的
と
そ
の
方
法
と
は
制
限
さ
れ
る
と
し
て
経

済
的
自
由
を
保
護
す
る
動
き
を
示
し
た
の
だ

（
98
）

。
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
暫
く
の
間
、
合
衆
国
は
、
民
主
制
の
論
理 

（logique de la dem
ocratie

）
に
立
脚
し
て
経
済
あ
る
い
は
労
働
の
社
会
状
況
に
配
意
し
た
政
策
を
企
て
た
連
邦
議
会
あ
る
い
は
州
議
会
の

民
主
主
義
と
憲
法
の
論
理
（logique de la constitution
）
に
立
脚
し
て
国
権
の
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
る
原
理
を
貫
こ
う
と
し
た
連
邦
最
高

裁
判
所
の
自
由
主
義
と
の
二
つ
の
原
理
の
相
克
の
時
代
あ
る
い
は
、（
合
衆
国
が
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
建
国
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
い
る
こ
と
に

鑑
み
れ
ば
）、
い
わ
ば
古
典
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
そ
れ
を
修
正
し
よ
う
と
す
る
ニ
ュ
ー
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
の
抗
争
の
時
代
で
あ
っ
た
の
だ
。

K
eynes

の
影
響
を
受
け
た
政
策
で
民
衆
の
支
持
を
得
て
い
たR

oosevelt （
99
）

は
、
一
九
三
七
年
、A

dam
 S

m
ith

的
に
古
典
的
な
自
由
の
砦

と
な
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
るL

ochner

時
代
の
経
済
的
実
体
的
適
正
手
続

（
100
）

と
の
争
い
に
勝
利
し
た
大
統
領
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
有
名
な

炉
辺
談
話
に
よ
っ
て
、L

ochner

主
義
を
維
持
す
る
連
邦
最
高
裁
判
所
に
圧
力
を
か
け
、
社
会
計
画
推
進
立
法
に
対
す
る
実
体
的
適
正
手

九
二



変
化
す
る
司
法
審
査
の
基
準
（
青
山
）

（
四
三
三
）

続
を
用
い
た
連
邦
最
高
裁
判
所
に
よ
る
妨
害
を
抑
え
込
ん
だ
の
だ

（
101
）

。
こ
の
時
期
の
合
衆
国
程
憲
法
の
政
策
と
原
理
と
の
衝
突
が
顕
現
し
た

時
代
は
、
他
に
は
少
な
い
。
そ
し
て
一
九
三
七
年
は
、
い
わ
ば
政
策
が
原
理
に
勝
利
し
た
年
で
あ
っ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
、L

in
coln

 F
ed

.L
abor U

n
ion

 v.N
orth

w
estern

 Iron
 &

 M
etal C

o., 1949 （
102
）

で
は
、
最
早
適
正
手
続
の
下
で

経
済
規
制
は
精
査
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
事
件
で
法
廷
意
見
を
宣
し
たB

lack

判
事
は
、L

ochner

主
義
を
貫
い
た
い
わ
ゆ
る

A
llgeyer-L

ochner-A
dair-C

oppage

憲
法
論
等
に
触
れ
な
が
ら
も
、
他
方
で
、N

ebbia

事
件

（
103
）

に
お
け
る
動
き
やW

est C
oast H

otel 

C
o. v.P

arrish, 1937 （
104
）

、U
n

ited
 S

tates v.D
arby, 1941 （

105
）

、P
h

elps D
od

ge C
orp.v.N

ation
al L

abor R
elation

s B
oard, 1941 （

106
）

等

の
姿
勢
に
注
目
し
て
、
連
邦
で
あ
れ
州
で
あ
れ
、
そ
れ
ら
の
立
法
府
が
事
業
や
産
業
の
状
況
を
抑
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
も
公
共
の
福

祉
に
反
す
る
と
云
う
理
由
で
厳
し
く
締
め
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
適
正
手
続
条
項
が
極
端
に
広
く
解
釈
さ
れ
る
こ
と
は
最
早
無
い
旨
を

述
べ
、
立
法
に
対
す
る
信
頼
を
示
し
た
の
だ
。
そ
の
よ
う
な
動
き
に
対
し
て
、W

illiam
 O

.D
ouglas

判
事
は
、N

ebbia

事
件
か
ら

D
ay-B

rite L
igh

tn
in

g, In
c., v.S

tate of M
issori, 1952 （

107
）

に
至
る
一
連
の
判
決
に
注
目
し
な
が
ら
、
一
九
五
五
年
に
経
済
的
実
体
的
適

正
手
続
の
完
全
な
死
を
宣
言
し
て
い
る

（
108
）

。
二
重
の
基
準
に
つ
い
て
論
じ
たW

ellington

に
よ
れ
ば
、
以
降
、
経
済
立
法
に
関
す
る
司
法

審
査
は
最
小
（de m

inim
is

）
と
な
り
、
善
か
ろ
う
と
悪
か
ろ
う
と
、
司
法
は
、
厳
し
く
自
己
規
制
を
し
た
と
云
う
こ
と
で
あ
る

（
109
）

。

R
.P

ound

のL
ochner

時
代
初
期
に
つ
い
て
の
論
究
に
も
拘
わ
ら
ず
、L

ochner

時
代
、
単
に
経
済
的
自
由
だ
け
で
な
く
、
た
と
え
ば
、

M
eyer v.N

ebraska, 1923 （
110
）

と
かP

ierce v.S
ociety of th

e S
isters of th

e H
oly N

am
es of Jesu

s an
d

 M
ary, 1925 （

111
）

等
に
お
い
て
、

実
体
的
適
正
手
続
規
定
に
基
づ
き
人
格
的
自
由
等
が
既
に
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に
述
べ
た
。
そ
れ
で
も
そ
の
時
代
、

そ
れ
ら
の
自
由
に
対
す
る
規
制
が
経
済
的
自
由
の
そ
れ
に
比
し
て
厳
格
な
司
法
審
査
を
受
け
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
実
体

的
適
正
手
続
規
定
の
下
で
司
法
部
に
よ
る
強
い
保
護
を
受
け
た
の
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
イ
が
問
題
と
な
っ
たG

risw
old

 v.C
on

n
ecticu

t, 

九
三
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1965 （
112
）

に
お
い
て
な
の
だ
。W

est C
oast H

otel C
o.

判
決
は
、
連
邦
最
高
裁
判
所
に
よ
る
経
済
的
実
体
的
適
正
手
続
の
放
棄
の
信
号
を

送
っ
た
分
岐
点
た
る
判
決
と
評
さ
れ
て
い
る

（
113
）

が
、D

ouglas

判
事
に
よ
るG
risw

old

判
決
も
ま
た
、
適
正
手
続
規
定
か
ら
そ
の
規
制
に

厳
し
い
審
査
を
受
け
る
基
本
権
を
導
き
出
し
た
分
岐
点
と
評
さ
れ
る
判
決
な
の
だ

（
114
）

。
そ
れ
は
、R

andy E
.B

arnett

が
「
註
の
四
プ
ラ
ス
」

と
呼
ん
だ

（
115
）

実
体
的
適
正
手
続
時
代
の
先
触
れ
を
な
し
た
判
決
な
の
だ
。
こ
のG

risw
old

事
件
に
お
い
て
、R

oosevelt

大
統
領
に
よ
る
連

邦
最
高
裁
判
所
裁
判
官
の
政
治
的
任
用
に
よ
っ
て
死
滅
し
た
か
の
よ
う
に
見
え
た
実
体
的
適
正
手
続
の
特
質
が
、
い
わ
ば
復
活
し
た
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
動
き
の
根
底
に
は
、P

oe v.U
llm

an, 1961

に
お
け
るD

ouglas

判
事
やJohn H

arlan

判
事
の
反
対
意
見
が
あ
っ

た
。D

ouglas

判
事
が
、
明
示
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
憲
法
上
保
障
さ
れ
る
自
由
の
広
さ
を
説
く
一
方
で
、
社
会
立
法
に
対
す
る
審
査
基

準
と
の
違
い
を
述
べ
て
い
た
し

（
116
）

、H
arlan

判
事
も
、
司
法
の
役
割
を
説
き
、
修
正
五
条
や
同
一
四
条
の
適
正
手
続
に
存
す
る
憲
法
が
保

護
し
て
い
る
自
由
で
あ
る
個
人
の
自
律
を
定
義
し
確
立
す
る
よ
う
に
述
べ
た
一
方
で
、
適
正
手
続
規
定
に
お
け
る
自
由
を
規
制
す
る
立
法

に
厳
格
な
審
査
が
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
が
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
た
の
だ

（
117
）

。
斯
く
し
て
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、「
註
の
四
」
の
範
囲
を

超
え
た
憲
法
で
列
挙
さ
れ
て
い
な
い
権
利
を
司
法
の
解
釈
で
採
用
し
そ
の
保
障
を
強
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
実
体
的
適
正
手
続
の
茂

み
に
入
り
込
ん
だ
の
だ

（
118
）

。
か
つ
て
「
註
の
四
」
で
憲
法
上
認
め
ら
れ
た
明
示
の
権
利
と
同
様
に
、
新
た
に
導
き
出
さ
れ
た
権
利
の
中
に
も

厳
格
な
審
査
に
服
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。R

.E
.B

arnett

に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
「
註
の
四
プ
ラ
ス
」
を

説
く
、
し
た
が
っ
て
、G

risw
old

判
決
等
に
固
執
す
る
人
々
を
「『
再
構
築
さ
れ
た
』R

oosevelt

ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
法
学
者
」
と
呼

ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
云
う
こ
と
で
あ
る

（
119
）

。
そ
の
後
、
た
と
え
ば
、
避
妊
権
を
未
婚
者
に
も
拡
大
し
たE

isen
stad

t v.B
aird, 1972 （

120
）

、
堕

胎
を
選
択
す
る
女
性
の
権
利
に
係
るR

oe v.W
ad

e, 1973 （
121
）

あ
る
い
は
一
六
歳
未
満
の
者
に
対
す
る
避
妊
具
の
販
売
等
を
禁
ず
る
州
法
が
問

題
と
な
っ
たC

arely v.P
opu

lation
 S

ervs.In
t’l, 1977 （

122
）

に
お
け
る
性
や
生
殖
の
よ
う
な
問
題
に
係
る
個
人
の
権
利
を
確
定
す
る
に
際
し

九
四



変
化
す
る
司
法
審
査
の
基
準
（
青
山
）

（
四
三
五
）

て
も
、
適
正
手
続
条
項
の
下
で
保
障
さ
れ
て
い
る
自
由
に
重
要
で
絶
対
的
な
範
囲
を
有
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

R
.E

.B
arnett

が
説
く
よ
う
に
、「
註
の
四
プ
ラ
ス
」
が
、
実
体
的
適
正
手
続
規
定
の
中
に
「
註
の
四
」
で
述
べ
ら
れ
た
憲
法
上
明
示

の
自
由
や
権
利
と
同
様
の
そ
れ
ら
の
規
制
に
強
め
ら
れ
た
審
査
を
受
け
る
も
の
が
あ
る
と
云
う
の
で
あ
れ
ば
、「
註
の
四
」
的
な
「
二
重

の
基
準
」
論
で
は
な
く
、
二
重
の
基
準
論
を
専
ら
修
正
五
条
や
同
一
四
条
の
実
体
的
適
正
手
続
規
定
に
お
け
る
自
由
に
限
っ
て
厳
し
い
審

査
を
受
け
る
も
の
と
合
理
的
な
審
査
を
受
け
る
も
の
と
を
説
く
こ
と
こ
そ
、
適
切
と
な
る
。
そ
の
規
定
の
中
の
自
由
に
つ
い
て
異
種
性
の

存
在
を
示
す
こ
と
が
可
能
だ
か
ら
で
あ
り
、
他
方
で
、
憲
法
で
明
示
に
規
定
さ
れ
て
い
る
自
由
に
限
っ
て
も
、
そ
の
規
制
に
必
ず
し
も
厳

格
な
審
査
が
な
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
尤
も
、
右
の
適
正
手
続
規
定
に
お
け
る
自
由
に
つ
い
て
、
何
種
あ
る
か
の
問

題
が
あ
り
、
他
方
で
、
明
示
に
規
定
さ
れ
て
い
る
自
由
に
つ
い
て
も
、
何
種
の
審
査
基
準
が
あ
る
か
の
問
題
が
あ
る
が
）。

⑵　
「
二
重
の
基
準
」
論
の
後
退

「
二
重
の
基
準
」
論
の
花
が
開
い
た
の
は
、
一
九
六
〇
年
代
のW

arren

コ
ー
ト
か
ら
一
九
七
〇
年
代
初
期
のB

urger

コ
ー
ト
に
か
け

て
で
あ
る

（
123
）

。
た
と
え
ば
、
信
教
の
自
由
が
問
題
と
な
り
、
精
密
な
審
査
の
時
代
に
入
っ
たS

h
erbert v.V

ern
er, 1963 （

124
）

、
学
校
長
に
よ
る

言
論
の
自
由
の
規
制
が
問
題
と
な
っ
たT

in
ker v.D

es M
oin

es In
d

epen
d

en
t C

om
m

u
n

ity S
ch

ool, 1969 （
125
）

、
人
種
の
差
別
が
な
さ

れ
て
い
る
公
共
の
施
設
の
利
用
に
際
し
て
治
安
の
妨
害
が
問
題
と
な
っ
たB

row
n

 v.L
ou

isian
a, 1966 （

126
）

、
ア
マ
ン
派
（the A

m
ish

）
の

親
子
の
教
育
問
題
に
係
るW

iscon
sin

 v.Yod
er, 1972 （

127
）

等
に
は
、「
二
重
の
基
準
」
論
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
九
八
〇
年
代
に
入
る
と
、B

urger

コ
ー
ト
に
お
い
て
「
二
重
の
基
準
」
論
に
後
退
の
兆
し
が
は
っ
き
り
と
現
れ
た
。
た

と
え
ば
、
ア
マ
ン
派
は
、
社
会
保
障
給
付
の
受
領
を
禁
止
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
社
会
保
障
制
度
の
た
め
の
納
税
を
も
禁
じ
て
い
た
が
、

そ
の
ア
マ
ン
派
に
対
し
て
は
、
社
会
保
障
税
が
限
定
的
に
免
除
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
ア
マ
ン
派
に
も
な
さ
れ
た
課
税
権
の
行
使
と
信
教
の

九
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自
由
と
の
問
題
が
事
件
化
し
た
の
が
、U

n
ited

 S
tates v.L

ee, 1982

で
あ
っ
た

（
128
）

。
そ
の
事
件
に
お
い
て
、B

urger

長
官
に
よ
る
法
廷
意

見
は
、
州
に
は
課
税
を
命
ず
る
に
際
し
て
「
非
常
に
重
要
な
政
府
の
利
益
」（an overriding governm

ent interest

）
を
立
証
す
る
責
任
が

あ
る
と
し
、
課
税
と
抵
触
す
る
宗
教
上
の
信
念
も
社
会
保
障
制
度
を
支
え
る
た
め
に
（
宗
教
的
信
念
を
も
つ
）
雇
用
者
に
対
し
て
課
税
に
抗

す
る
た
め
の
根
拠
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
と
説
い
た
の
だ

（
129
）

。
そ
れ
も
、
社
会
保
障
制
度
の
た
め
に
義
務
的
且
つ
継
続
的
に
そ
の
制
度
に

参
加
さ
せ
、
ま
た
税
を
確
保
す
る
政
府
の
利
益
は
、
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
説
い
た
の
だ

（
130
）

。
そ
の
事
件
で
同
意
意
見
を
述
べ
たS

teven

判
事
は
、
特
別
に
法
律
の
適
用
の
免
除
を
受
け
る
特
異
な
理
由
が
あ
る
こ
と
を
立
証
す
る
責
任
は
信
教
者
の
側
に
あ
る
と
云
う
見
解
を
示

し
て
い
る

（
131
）

。
そ
れ
も
こ
のS

tevens

判
事
の
見
解
は
、G

old
m

an
 v.W

ein
berger, 1986 （

132
）

お
よ
びO

’L
on

e v.E
state of S

h
abazz, 

1987 （
133
）

に
お
い
て
結
実
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
う
ちG

oldm
an

事
件
と
は
、
軍
隊
と
云
う
特
殊
な
分
野
に
お
け
る
も
の
で
、
正
統
派
ユ
ダ

ヤ
教
徒
の
信
者
が
服
務
中
に
空
軍
の
服
装
規
範
に
反
し
て
ヤ
ル
ム
ー
ク
（yarm

ulke

）
を
被
っ
て
い
た
こ
と
で
懲
戒
処
分
を
受
け
た
事
件

で
あ
っ
た
。R

ehnquist

判
事
は
、
そ
の
事
件
で
、
軍
務
の
本
質
を
個
人
の
欲
求
や
利
益
を
軍
務
の
必
要
に
従
わ
せ
る
こ
と
に
あ
る
と
し

た
（
134
）

。
そ
し
て
、
修
正
一
条
を
根
拠
に
し
て
異
議
が
唱
え
ら
れ
た
軍
規
を
審
査
す
る
場
合
に
は
、
市
民
社
会
を
規
制
す
る
法
規
に
対
し
て
憲

法
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
る
審
査
の
場
合
に
比
し
て
遥
か
に
敬
意
が
払
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
た

（
135
）

。
そ
れ
も
、
司
法
裁
判
所
が
宗
教
的

に
動
機
づ
け
ら
れ
た
行
為
を
軍
の
必
要
に
よ
っ
て
特
別
に
制
限
す
る
こ
と
が
正
当
化
さ
れ
る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
と
き
に
は
、
特
別
の

軍
役
の
重
要
性
に
関
す
る
軍
当
局
の
専
門
的
な
判
断
に
対
し
て
大
い
な
る
敬
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も
述
べ
て
い
る

（
136
）

。
次
に
、

O
’L

one

事
件
は
、
監
獄
規
制
と
公
民
権
と
が
衝
突
し
た
事
件
で
あ
っ
た
。
収
監
さ
れ
て
い
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
よ
る
勤
行
（Jum

u ’ah

）

へ
の
出
席
を
妨
げ
た
獄
吏
の
行
為
が
事
件
化
し
た
の
だ
。
こ
の
事
件
で
も
、
長
官
と
な
っ
たR

ehnquist

が
法
廷
意
見
を
述
べ
た
。
そ
こ

で
彼
は
、
判
例
を
引
用
し
な
が
ら
、
収
監
者
も
修
正
一
条
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る

（
137
）

が
、
収
監
と
云
う
事
実
と
適
切
な
監
獄
管
理
に
伴
う
制

九
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限
を
受
け
る
と
し

（
138
）

、
監
獄
規
制
を
厳
し
い
審
査
基
準
で
は
な
く
、
合
理
性
の
審
査
基
準
を
用
い
て
合
憲
と
し
た
。
長
官
に
よ
れ
ば
、
司
法

裁
判
所
が
そ
の
よ
う
に
合
理
性
の
審
査
基
準
を
用
い
た
の
は
獄
吏
に
対
し
て
敬
意
を
示
す
た
め
で
あ
る

（
139
）

。
一
九
八
〇
年
代
後
半
、
連
邦
最

高
裁
判
所
は
、
こ
の
い
わ
ゆ
る
特
別
権
力
関
係
と
云
え
る
領
域
以
外
に
於
け
る
判
決
で
も
「
二
重
の
基
準
」
論
を
重
用
し
な
か
っ
た
。
た

と
え
ば
、B

urger
か
らR

ehnquist

へ
移
行
し
た
年
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
人
の
魂
を
奪
っ
て
い
る
と
信
ず
る
ア
メ
リ
カ
原
住
民
に
よ
っ

て
連
邦
の
社
会
保
障
番
号
の
使
用
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
たB

ow
en

 v.R
oy, 1986

に
お
い
て
、
法
廷
意
見
と
共
にP

ow
ell

判
事
や

R
ehnquist

判
事
が
加
わ
っ
た
意
見
を
述
べ
たB

urger

長
官
は
、
社
会
保
障
番
号
の
使
用
が
信
教
の
自
由
条
項
の
下
の
原
住
民
の
権
利

を
侵
害
す
る
こ
と
は
な
い
と
断
じ
た
の
で
あ
る

（
140
）

。
そ
の
際
、
長
官
は
、
信
教
の
自
由
の
条
項
は
政
府
が
個
人
に
対
し
て
行
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
が
、
個
人
が
政
府
か
ら
引
き
出
し
得
る
も
の
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
は
な
い
と
し
な
が
ら
、
政
府
の
内
部
的

な
手
続
行
為
を
指
図
す
る
こ
と
に
な
る
よ
う
な
個
人
の
権
利
を
否
定
し
て
い
る

（
141
）

。
そ
し
て
厳
格
な
審
査
を
否
定
し
、
社
会
保
障
番
号
は
宗

教
上
中
立
的
で
、
正
当
で
重
要
な
公
益
を
促
進
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
目
的
を
促
進
す
る
合
理
的
な
手
段
と
解
し
た
の
で
あ
る

（
142
）

。

R
ehnquist

が
連
邦
最
高
裁
判
所
長
官
に
就
任
し
た
の
は
、
一
九
八
六
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。R

ehnquist

が
長
官
に
な
る
と
、
原
住

民
が
宗
教
的
な
目
的
で
使
用
し
て
い
た
国
有
林
地
域
の
道
路
建
設
や
伐
採
を
許
可
す
る
森
林
局
の
計
画
が
争
わ
れ
たL

yn
g v.

N
orth

w
est In

d
ian

 C
em

etry P
rotective A

ss’n, 1988
に
お
い
て
、
右
の
計
画
の
た
め
の
強
度
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
政
府
に
よ
る

立
証
責
任
は
否
定
さ
れ
た

（
143
）

。
そ
れ
も
、
法
廷
意
見
を
述
べ
たO

’C
onnor

判
事
は
、
修
正
一
条
が
す
べ
て
の
市
民
に
同
様
に
適
用
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
、
信
教
の
自
由
を
侵
さ
な
い
公
共
の
計
画
に
関
す
る
拒
否
権
を
何
人
に
も
与
え
て
い
な
い
こ
と
、
お
よ
び
、
多
く
が
宗

教
的
信
念
に
基
づ
く
様
々
な
競
合
す
る
政
府
へ
の
要
求
を
憲
法
は
調
整
し
て
い
な
い
し
、
裁
判
所
が
調
整
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を

論
じ
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
調
整
の
任
務
は
、
立
法
府
そ
の
他
の
機
関
に
属
す
る
と
し
て

（
144
）

、
司
法
権
の
限
界
を
論
じ
て
い
る
。

九
七



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
四
三
八
）

S
.B

uchanan

は
、
そ
のR

ehnquist

長
官
期
の
連
邦
最
高
裁
判
所
を
専
ら
合
理
性
の
根
拠
に
基
づ
い
た
審
査
に
よ
る
解
決
法
を
よ
り
普

遍
的
に
用
い
る
方
向
へ
と
顕
著
な
動
き
を
示
し
た
裁
判
所
と
解
し
て
い
る

（
145
）

。

二　

基
本
権
の
審
査
基
準

1　

二
重
の
基
準
の
不
明
性
と
「
二
重
の
基
準
」
論
の
不
完
全
性

合
衆
国
憲
法
は
、
権
利
の
目
録
が
少
な
い
と
云
う
特
徴
を
持
つ
が
、
そ
の
修
正
一
条
は
、
珍
し
く
信
教
の
自
由
、
言
論
の
自
由
、
プ
レ

ス
の
自
由
、
平
穏
な
集
会
の
権
利
お
よ
び
苦
情
の
救
済
を
政
府
に
請
願
す
る
権
利
と
、
僅
か
と
は
云
え
、
権
利
の
目
録
を
掲
げ
て
い
る
。

連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
そ
れ
ら
の
う
ち
信
教
の
自
由
を
除
く
自
由
や
権
利
を
同
一
の
も
の
と
し
て
で
は
な
い
が
、
不
可
分
の
同
根
の
権
利

と
看
做
し
た

（
146
）

。
そ
の
よ
う
な
権
利
の
行
使
に
限
っ
て
も
、
非
経
済
的
な
も
の
、
経
済
的
な
も
の
お
よ
び
そ
の
選
別
が
困
難
な
も
の
が
あ
る

こ
と
は
、
改
め
て
論
ず
る
ま
で
も
な
い
。
一
体
、「
二
重
の
基
準
」
論
は
、
非
経
済
的
な
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
の
二
つ
に
大
別
し

た
こ
と
に
当
初
よ
り
無
理
が
あ
っ
た
。
そ
れ
も
、
類
似
の
大
別
は
、
そ
の
他
に
も
可
能
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
宗
教
的
な
も
の
・
非
宗

教
的
な
も
の
・
そ
の
選
別
が
困
難
な
も
の
、
政
治
的
な
も
の
・
非
政
治
的
な
も
の
・
そ
の
選
別
が
困
難
な
も
の
、
文
芸
的
な
も
の
・
非
文

芸
的
な
も
の
・
そ
の
選
別
が
困
難
な
も
の
、
学
問
的
な
も
の
・
非
学
問
的
な
も
の
・
そ
の
選
別
が
困
難
な
も
の
等
々
種
々
存
在
し
得
る
か

ら
で
あ
る
。
同
様
の
こ
と
は
、「
権
利
の
章
典
」
が
定
め
る
権
利
全
部
に
つ
い
て
も
云
え
る
。
た
と
え
ば
、H

eller

判
決
に
よ
る
武
器
を

携
帯
す
る
権
利

（
147
）（

修
正
二
条
）
の
解
釈
が
正
し
い
と
し
た
場
合
に
も
、
研
究
の
対
象
と
し
て
そ
の
権
利
を
主
張
す
る
場
合
と
そ
の
他
の
場
合
、

文
化
あ
る
い
は
趣
味
と
し
て
の
武
器
の
所
有
と
自
己
防
衛
の
た
め
の
そ
れ
と
で
は
、
規
制
の
基
準
は
異
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
そ
の
他
に

も
、
た
と
え
ば
、
販
売
の
た
め
、
展
示
の
た
め
、
そ
の
他
と
携
帯
の
態
様
は
種
々
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
修
正
一
条
に
戻
っ
て
、
た
と
え
ば
、

九
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既
述
し
た
如
く
、
プ
レ
ス
あ
る
い
は
メ
デ
ィ
ア
の
自
由
に
限
っ
て
も
、
印
刷
（
あ
る
い
は
活
字
）
メ
デ
ィ
ア
と
電
波
（
あ
る
い
は
放
送
）
メ

デ
ィ
ア
と
で
は
、
規
制
に
基
準
の
違
い
が
存
在
し
得
る

（
148
）

。
こ
の
分
野
に
は
、
近
年
、
ウ
ィ
ー
・
デ
ィ
ア
（w

e-dia

あ
る
い
はw

e-m
edia

）
と

云
う
分
野
も
現
れ
て
い
る
。
更
に
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
メ
デ
ィ
ア
と
一
般
人
と
の
間
で
規
制
の
基
準
の
異
同
の
問
題
も
あ
る

（
149
）

。

平
穏
な
集
会
の
権
利
に
つ
い
て
も
、
集
会
の
目
的
・
内
容
、
集
会
の
時
間
、
屋
内
集
会
と
屋
外
集
会
、
場
所
の
公
私
あ
る
い
は
環
境
、
集

会
の
移
動
の
有
無
、
開
か
れ
た
集
会
と
秘
密
の
集
会
等
規
制
の
基
準
の
異
同
は
、
二
重
に
も
三
重
に
も
問
題
と
な
り
得
る
の
だ
。

「
註
の
四
」
的
な
「
二
重
の
基
準
」
論
を
論
ず
る
場
合
に
も
、
た
と
え
ば
、
無
体
財
産
権
と
そ
の
他
の
非
財
産
権
と
の
関
係
は
、
そ
の

理
論
に
よ
っ
て
説
明
で
き
な
い
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
財
産
権
で
あ
る
著
作
権
の
如
き
は
、
言
論
や
出
版
等
に
よ
る
表
現
者
の
特
別
な
表

現
行
為
を
妨
げ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
非
財
産
権
で
あ
る
自
由
に
表
現
す
る
権
利
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
も
こ
の

著
作
権
は
、
発
明
権
と
共
に
、「
権
利
の
章
典
」
よ
り
二
年
前
に
批
准
さ
れ
た
憲
法
一
条
八
節
八
項
で
明
示
に
規
定
さ
れ
た
権
利
で
あ
る
。

連
邦
議
会
は
、
そ
の
章
典
を
制
定
す
る
以
前
の
一
七
九
〇
年
に
著
作
権
法
を
制
定
し
て
も
い
る
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
一
七
九
一
年
に
確
定

さ
れ
た
「
権
利
の
章
典
」
は
、
言
論
や
プ
レ
ス
の
自
由
等
に
対
し
て
無
条
件
の
保
障
の
仕
方
を
し
て
い
る
。「
註
の
四
」
的
な
「
二
重
の

基
準
」
論
に
お
い
て
は
、
右
の
よ
う
な
著
作
権
の
合
憲
性
は
、
当
然
に
問
題
と
な
り
得
る
。
無
体
財
産
権
が
言
論
や
プ
レ
ス
の
自
由
を
制

限
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
財
産
権
が
非
財
産
権
を
制
限
す
る
こ
と
は
、
右
の
「
二
重
の
基
準
」
論
と
は
矛
盾
す
る
の
だ
。
通
常

は
、
連
邦
議
会
が
認
め
た
憲
法
上
の
権
利
も
修
正
一
条
に
よ
っ
て
審
査
さ
れ
る
こ
と
を
免
れ
な
い
。
実
際
、
た
と
え
ば
、R

egan
 v.

T
im

e, In
c.

（
一
九
八
四
）
に
お
い
て
は
、
憲
法
一
条
八
節
六
項
に
従
っ
て
制
定
さ
れ
た
通
貨
偽
造
防
止
法
が
、
修
正
一
条
の
下
で
無
効
と

さ
れ
て
い
る

（
150
）

。
憲
法
に
よ
れ
ば
、
著
作
権
や
発
明
権
が
独
占
的
に
一
定
期
間
保
障
さ
れ
る
の
は
、
科
学
（S

cience

）
お
よ
び
有
用
な
学
芸

（useful A
rts

）
の
進
歩
を
促
進
す
る
た
め
と
さ
れ
て
お
り
、
連
邦
最
高
裁
判
所
に
よ
れ
ば
、
憲
法
一
条
八
節
八
項
の
背
後
に
あ
る
経
済
哲

九
九



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
四
四
〇
）

学
は
、
個
人
の
利
得
（gain

）
を
通
し
て
個
々
人
の
努
力
を
奨
励
す
る
こ
と
が
科
学
や
有
用
な
学
芸
に
お
け
る
著
作
者
や
発
明
者
の
才
能

に
よ
っ
て
公
共
の
福
祉
を
促
進
す
る
最
善
の
方
法
と
云
う
信
念
に
あ
り

（
151
）

、
憲
法
起
草
者
は
、
た
と
え
ば
、
著
作
権
を
表
現
の
自
由
の
動
力

源
（engine
）
と
し
て
意
図
し
た
と
云
う
こ
と
で
あ
る

（
152
）

。
し
か
し
、P

.C
ronin

に
よ
れ
ば
、
憲
法
の
著
作
権
条
項
お
よ
び
修
正
一
条
の
制

定
期
に
両
者
の
関
係
が
精
査
さ
れ
た
と
云
う
証
拠
は
な
い
そ
う
で
あ
る

（
153
）

。
と
こ
ろ
で
、
右
に
個
人
の
利
得
は
、
現
実
に
は
財
産
的
権
益
を

意
味
す
る
と
思
わ
れ
、
実
際
、
特
許
権
と
か
著
作
権
は
、
無
体
財
産
権
と
呼
ば
れ
る
財
産
権
で
あ
る
が
、
で
あ
る
以
上
、
連
邦
最
高
裁
判

所
に
は
、
財
産
的
権
益
が
必
ず
し
も
非
財
産
権
に
常
に
劣
後
す
る
と
は
限
ら
な
い
と
す
る
姿
勢
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
九
九
八
年
、

S
ony B

ono

著
作
権
延
長
法
は
、
著
作
権
保
護
期
間
を
そ
れ
ま
で
の
死
後
五
〇
年
か
ら
七
〇
年
へ
と
延
長
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
著

作
権
者
を
除
く
者
の
表
現
の
自
由
は
、
さ
ら
に
二
〇
年
間
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
立
法
部
の
政
策
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な

著
作
権
が
認
め
ら
れ
る
以
上
、
多
く
の
者
の
非
財
産
権
で
あ
る
表
現
の
自
由
が
よ
り
長
く
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
憲
法
上
の
財
産
権
に
比
し
て
非
財
産
権
を
優
遇
す
る
「
註
の
四
」
的
な
「
二
重
の
基
準
」
論
は
、
必
ず
し
も
一
貫
し
た

も
の
で
は
な
く
な
る
。
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
特
許
権
の
場
合
と
同
様
、
そ
の
よ
う
な
保
護
期
間
の
延
長
を
合
憲
と
看
做
し
て
い
る
の
だ

（
154
）

。

そ
の
期
間
が
短
け
れ
ば
短
い
程
多
く
の
人
の
表
現
の
自
由
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
に
も
拘
わ
ら
ず
で
あ
る
。
右
の
規
制
の
合
憲
性
の

判
断
に
際
し
て
は
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
憲
法
の
著
作
権
条
項
の
立
法
権
が
合
理
的
に
行
使
さ
れ
た
か
ど
う
か
を
審
査
基
準
と
し
て
い

る
（
155
）

。
こ
れ
は
、
連
邦
議
会
に
実
質
的
に
敬
意
を
払
い
、「
註
の
四
」
的
な
「
二
重
の
基
準
」
論
と
は
明
ら
か
に
矛
盾
す
る
。「
憲
法
」
論
と

し
て
著
作
権
や
発
明
権
を
修
正
一
条
の
例
外
と
論
ず
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
が
、
科
学
と
か
学
芸
の
概
念
、「
一
定
の
期
間
」
あ
る

い
は
「
科
学
あ
る
い
は
有
用
な
学
芸
の
発
展
の
促
進
」
の
範
囲
が
不
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
実
に
は
、
非
財
産
的
権
利
が
、
財
産
権
に

よ
っ
て
か
な
り
に
侵
蝕
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

一
〇
〇



変
化
す
る
司
法
審
査
の
基
準
（
青
山
）

（
四
四
一
）

2　

基
本
権
と
合
憲
性
の
審
査
基
準
の
変
化

基
本
権
を
制
限
す
る
立
法
府
の
行
為
を
審
査
す
る
基
準
と
し
て
「
註
の
四
」
的
な
「
二
重
の
基
準
」
論
の
名
残
り
は
存
す
る
が
、
そ
の

理
論
に
は
、
明
ら
か
に
不
足
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、R

ehnquist

長
官
の
指
導
力
は
、
そ
の
よ
う
な
基
準
に
囚
わ
れ
た
姿
勢
か

ら
連
邦
最
高
裁
判
所
を
脱
却
さ
せ
た
。

と
こ
ろ
で
、
本
稿
で
は
、
そ
の
基
本
権
を
憲
法
上
明
示
に
あ
る
い
は
暗
黙
に
保
障
さ
れ
る
権
利
の
す
べ
て
と
云
う
意
味
で
用
い
て
い
る

が
、A

dam
 W

inkler
に
よ
れ
ば
、
合
衆
国
で
は
、
基
本
権
に
つ
い
て
少
な
く
と
も
次
の
三
つ
の
定
義
が
あ
り
得
る
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
第
一
は
、「
権
利
の
章
典
」
の
八
条
ま
で
に
保
障
さ
れ
た
個
人
の
権
利
で
あ
り
、
そ
の
第
二
は
、「
権
利
の
章
典
」
上
の
州
に
も
適
用

さ
れ
る
権
利
で
あ
り
、
第
三
は
、
人
間
の
尊
厳
あ
る
い
は
民
主
的
自
己
統
治
を
促
進
す
る
機
能
を
営
む
た
め
に
優
先
さ
れ
た
権
利
で
あ
る

（
156
）

。

堕
胎
を
基
本
権
と
す
るA

ntonin S
calia

判
事
の
基
本
権
理
解
も
本
稿
の
使
用
と
同
様
と
解
さ
れ
る
が
、
彼
に
よ
れ
ば
、
厳
格
な
審
査
は

彼
ら
が
基
本
的
と
考
え
る
権
利
が
剥
奪
さ
れ
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
と
云
う
こ
と
で
あ
る

（
157
）

。
ま
た
、A

.W
inkler

に
よ
れ
ば
、「
権
利
の

章
典
」
上
の
権
利
の
う
ち
言
論
、
結
社
お
よ
び
信
教
の
自
由
と
い
っ
た
修
正
一
条
の
権
利
を
侵
害
す
る
法
律
と
修
正
五
条
の
適
正
手
続
と

平
等
の
保
護
を
制
限
す
る
法
律
だ
け
が
厳
格
な
審
査
に
服
す
る
と
さ
れ
る

（
158
）

。
連
邦
最
高
裁
判
所
に
お
け
る
合
憲
性
の
判
断
に
際
し
て
、

（
本
稿
的
意
味
の
）
基
本
権
、
取
り
分
け
右
の
二
つ
の
条
項
上
の
権
利
が
厳
格
な
審
査
に
服
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
。
し

か
し
、
連
邦
最
高
裁
判
所
に
お
い
て
、
基
本
権
お
よ
び
そ
れ
ら
二
つ
の
条
項
上
の
権
利
に
対
す
る
規
制
の
す
べ
て
が
厳
格
な
審
査
に
服
さ

せ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
連
邦
最
高
裁
判
所
に
よ
る
基
本
権
を
侵
害
し
て
い
る
立
法
か
否
か
の
審
査
に
際
し
て
は
、
立
法

府
の
判
断
を
尊
重
す
る
姿
勢
を
と
る
（
合
憲
性
を
推
定
す
る
）
場
合
と
、（
合
憲
性
の
推
定
を
せ
ず
）
強
め
ら
れ
た
審
査
を
す
る
場
合
と
が
あ

る（
159
）

。
そ
の
意
味
で
は
、
二
重
の
審
査
基
準
が
用
い
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
連
邦
最
高
裁
判
所
の
姿
勢
は
、
そ
れ
程
す
っ

一
〇
一



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
四
四
二
）

き
り
し
た
も
の
で
は
な
い
。
よ
り
具
体
的
に
見
れ
ば
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
修
正
一
条
に
関
連
し
て
、
た
と
え
ば
、
動
物
を
捧
げ
る
祭

祀
が
問
題
と
な
っ
た
事
件
で
は
厳
格
な
審
査
を
行
い

（
160
）

、
次
に
言
論
を
規
制
す
る
時
、
所
お
よ
び
方
法
が
内
容
的
に
中
立
で
あ
る
事
件
で
は

中
間
的
審
査
を
行
い

（
161
）

、
さ
ら
に
収
監
さ
れ
た
者
に
よ
る
会
費
を
払
っ
た
出
版
物
の
受
領
に
対
す
る
規
制
に
つ
い
て
は
合
理
性
の
基
準
を
用

い
た

（
162
）

。
ま
た
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
修
正
五
条
の
平
等
保
護
条
項
に
関
連
し
て
、
た
と
え
ば
、
人
種
に
基
づ
く
あ
る
い
は
「
疑
わ
し
い
」

（suspect

）
差
別
に
つ
い
て
は
強
度
な
政
府
の
利
益
に
奉
仕
す
る
よ
う
に
狭
く
絞
り
込
む
狭
整
化
（narrow

ly tailor

）
を
求
め
て
厳
格
な
審

査
に
服
す
る
と
し

（
163
）

、
ま
た
、
性
に
基
づ
く
差
別
あ
る
い
は
差
別
の
動
機
等
が
窺
わ
れ
る
い
わ
ゆ
る
「
あ
る
程
度
疑
わ
し
い
」（quasi-

suspect

）
差
別

（
164
）

に
つ
い
て
は
重
要
な
政
府
の
目
的
お
よ
び
そ
の
目
的
と
手
段
と
は
実
質
的
に
関
連
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
云
う
中
間
的

審
査
に
服
す
る
と
し

（
165
）

、
さ
ら
に
、
経
済
的
差
別
立
法
に
つ
い
て
は
合
理
的
な
根
拠
の
基
準
を
用
い
て
い
る

（
166
）

。
適
正
手
続
条
項
に
関
連
し
て

は
、
堕
胎
が
問
題
と
な
っ
た
事
件
で
厳
格
な
審
査
が
な
さ
れ

（
167
）

、
経
済
あ
る
い
は
税
に
係
る
立
法
に
つ
い
て
は
合
理
的
な
根
拠
の
審
査
が
な

さ
れ
た

（
168
）

。
学
説
的
に
は
、
適
正
手
続
に
係
る
事
件
に
中
間
的
審
査
を
認
め
る
も
の
も
あ
る
が

（
169
）

。

か
つ
て
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
適
正
手
続
に
係
る
事
件
の
場
合
を
除
き
、
か
な
り
の
場
合
、
立
法
に
関
し
て
合
理
的
根
拠
の
審
査
、
中

間
的
審
査
お
よ
び
厳
格
な
審
査
の
い
ず
れ
か
を
行
っ
て
来
た
の
だ
。
そ
の
際
、
憲
法
上
の
権
利
を
制
限
す
る
目
的
お
よ
び
そ
の
目
的
と
効

果
と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
審
査
に
際
し
て
、
憲
法
上
の
権
利
を
規
制
す
る
説
得
力
あ
る
必
要
性
が
求
め
ら
れ
た
。
も
と

よ
り
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
時
と
し
て
、
権
利
自
体
の
本
質
、
制
限
さ
れ
た
利
益
お
よ
び
侵
害
の
程
度
に
応
じ
て
右
の
三
つ
以
外
に
も

審
査
基
準
を
も
設
け
て
い
る

（
170
）

。
元
々
す
べ
て
に
用
い
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
右
の
い
わ
ば
三
重
の
審
査
基
準
も
崩
れ
始
め
て
い
る
の

だ
。
多
く
の
事
件
で
は
、
合
理
的
な
根
拠
の
審
査
が
な
さ
れ
、
特
定
の
場
合
に
厳
し
く
さ
れ
た
（heightened

）
審
査
が
な
さ
れ
て
い
る
と

い
う
意
味
で
は
、
二
重
の
基
準
論
は
、
不
可
能
で
は
な
い
。
し
か
し
、
厳
し
く
さ
れ
た
審
査
の
う
ち
中
間
的
な
審
査
の
中
に
は
、
厳
格
な

一
〇
二



変
化
す
る
司
法
審
査
の
基
準
（
青
山
）

（
四
四
三
）

審
査
に
接
近
し
た
も
の
が
あ
る
一
方

（
171
）

、
最
小
限
の
あ
る
い
は
合
理
的
な
根
拠
の
審
査
に
接
近
し
て
い
る
も
の
も
あ
る

（
172
）

。
そ
の
よ
う
な
こ
と

も
あ
っ
て
未
だ
必
ず
し
も
一
般
的
で
は
な
い
が
、
連
邦
最
高
裁
判
所
に
は
、
法
廷
意
見
で
用
い
ら
れ
た
こ
と
ば
で
は
な
い
も
の
の
、

W
ood

w
ard

 v.M
etro B

an
k of D

allas, 1975

に
起
源
す
る
と
い
わ
れ

（
173
）

、B
rennan

判
事
が
触
れ
た
伸
縮
（sliding-scale

）
審
査
と
し
て

説
か
れ
る
考
え
方
も
現
れ
た

（
174
）

。（
既
に
指
定
さ
れ
た
紙
数
を
超
え
て
お
り
、
こ
の
審
査
基
準
に
つ
い
て
詳
述
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
）
た
と
え
ば
、

言
論
の
自
由
等
の
よ
う
な
権
利
も
、
政
府
の
規
制
に
従
う
が
、
そ
の
規
制
の
合
憲
性
を
審
査
す
る
裁
判
所
の
厳
し
さ
の
程
度
に
は
、
従
来

確
立
さ
れ
た
基
準
と
別
な
も
の
が
あ
り
、
裁
判
所
に
よ
る
立
法
府
へ
の
敬
意
の
程
度
が
問
題
と
さ
れ
、
そ
の
審
査
が
厳
し
い
程
に
敬
意
は

少
な
く
、
合
憲
性
が
認
め
ら
れ
る
た
め
の
政
府
の
利
益
は
、
重
大
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
云
う
の
で
あ
る

（
175
）

。
権
利
が
重
要
で
あ
る
程

に
、
ま
た
そ
の
侵
害
が
大
き
い
程
に
規
制
を
す
る
政
府
の
正
当
化
事
由
は
強
い
必
要
性
を
要
し
、
規
制
と
正
当
化
事
由
と
の
関
係
は
よ
り

し
っ
か
り
と
噛
み
合
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
云
う
訳
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
そ
の
審
査
の
基
準
と
し
て
司
法
の

裁
量
の
幅
を
拡
縮
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
審
査
に
よ
っ
て
、
裁
判
所
は
、
従
来
的
な
厳
格
な
審
査
は
も
と
よ
り
、
そ
れ
以
上
に
厳

し
い
審
査
も
可
能
と
し
、
憲
法
上
疑
わ
し
い
立
法
を
厳
し
い
審
査
に
服
さ
せ
て
少
数
の
理
念
を
実
現
し
た
り
、
多
数
の
意
思
で
あ
る
立
法

を
矯
正
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
の
で
あ
る

（
176
）

。
そ
の
よ
う
な
立
場
で
、S

outer

判
事
は
、
投
票
権
の
行
使
に
際
し
て
写
真
証
明
を
求
め

た
法
令
が
問
題
と
な
っ
た
事
件
の
反
対
意
見
で
伸
縮
審
査
を
啓
発
的
に
説
き
、
司
法
は
一
切
の
投
票
条
件
に
疑
い
の
目
を
鍛
え
ね
ば
な
ら

ず
、
選
挙
は
公
明
正
大
で
あ
る
べ
き
で
、
民
主
過
程
に
は
秩
序
が
必
要
で
あ
る
か
ら
、
規
制
の
合
憲
性
の
審
査
は
そ
の
規
制
の
効
果
と
共

に
変
化
す
る
旨
を
述
べ
て
い
る

（
177
）

。
こ
の
よ
う
な
審
査
は
、
司
法
を
恣
意
的
に
し
兼
ね
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、
学
説
と
し
て
こ
れ
を
一
定
の

分
野
で
適
用
す
べ
き
と
す
る
見
解
は
、
散
見
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

（
178
）

。

一
〇
三
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法
学　

第
七
十
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（
二
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三
年
二
月
）

（
四
四
四
）

お
わ
り
に

連
邦
最
高
裁
判
所
に
つ
い
て
は
、
既
に
そ
れ
と
な
く
伸
縮
審
査
を
採
用
し
て
い
る
と
い
う
見
方
が
存
在
す
る

（
179
）

。
た
と
え
ば
、M

arshall

判
事
に
は
、
か
な
り
早
く
か
ら
自
身
の
伸
縮
審
査
へ
の
動
き
と
連
邦
最
高
裁
判
所
が
伸
縮
審
査
を
用
い
て
来
た
と
す
る
認
識
と
が
確
認
さ

れ
る
と
さ
れ
る

（
180
）

。
彼
に
は
、
基
本
権
に
係
る
問
題
で
、
特
別
に
憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
も
の
と
憲
法
上
の
も
の
で
な
い
利
益
と
の
関
係

が
緊
密
化
し
て
い
る
場
合
に
は
、
後
者
は
よ
り
重
要
性
を
有
す
る
も
の
と
な
り
、
差
別
に
よ
っ
て
そ
の
利
益
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
の
司
法

審
査
に
は
、
調
節
さ
れ
る
必
要
が
生
じ
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
調
節
し
て
来
た
と
す
る
見
解
が
窺
わ
れ
た（

181
）

と
云
う
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
伸
縮
審
査
の
基
準
は
、
そ
の
こ
と
ば
あ
る
い
は
そ
の
基
準
の
定
義
が
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
多
く
の
司
法
審
査
は
、
一
つ
の

問
題
の
解
決
に
際
し
て
そ
の
都
度
何
ら
か
の
特
定
さ
れ
た
基
準
を
用
い
て
来
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
今
ま
で
な
さ
れ
て
来
た
三

重
あ
る
い
は
三
層
の
基
準
も
、
一
貫
性
を
有
し
た
も
の
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
。
か
つ
て
も
、
事
案
次
第
で
は
、
必
要
性

（
182
）

、
利
益
衡
量

（
183
）

や

歴
史
の
基
準

（
184
）

等
そ
の
他
の
審
査
基
準
が
用
い
ら
れ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
審
査
基
準
が
併
用
さ
れ
た
り
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
連
邦

最
高
裁
判
所
は
、
問
題
の
そ
の
都
度
の
便
宜
的
あ
る
い
は
流
動
的
な
解
決
基
準
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
類
型
化
さ
れ
得
る
問
題
に
つ

い
て
普
遍
的
な
基
準
を
模
索
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
裁
判
官
の
専
断
を
防
ぎ
、
立
憲
政
治
、
法
の
支
配
、
法
的
な
安
定
性
の

要
求
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
確
か
に
合
衆
国
憲
法
に
よ
っ
て
明
示
に
あ
る
い
は
暗
示
に
認
め
ら
れ
た
自
由
や
権
利
の
性
格
は
単
純
に
示
さ

れ
得
る
も
の
で
は
な
く
、
時
代
や
技
術
等
の
変
化
と
共
に
複
雑
さ
を
増
し
変
化
す
る
こ
と
は
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
憲
法

修
正
一
条
の
プ
レ
ス
の
概
念
は
、
か
つ
て
は
主
と
し
て
活
字
や
描
画
等
に
係
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
電
気
や
電
波
の
技
術
と
共
に
そ
の
範

囲
を
広
げ
て
い
る
。
国
に
よ
っ
て
憲
法
の
扱
い
は
異
な
る

（
185
）

が
、
少
な
く
と
も
合
衆
国
で
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
等
に
関
連
し
て
そ
の
範
疇
に
含

一
〇
四



変
化
す
る
司
法
審
査
の
基
準
（
青
山
）

（
四
四
五
）

ま
れ
る
場
合
が
あ
る
如
く
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
概
念
の
変
化
と
そ
れ
に
係
る
自
由
や
権
利
の
行
使
と
そ
の
規
制
と
の
関
係
に
つ
い
て
特

定
の
一
時
代
に
普
遍
的
な
公
理
を
見
出
す
こ
と
は
、
至
難
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
そ
の
発
見
に
つ
い
て
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
限
ら
ず
、

自
由
主
義
圏
の
多
く
の
裁
判
所
が
努
力
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
苦
悩
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

（
1
） G

.G
unther &

 N
.D

ow
ling, C

A
S
E
S
 A

N
D
 M

A
T
E
R
IA

L
S
 O

N
 C

O
N
S
T
IT

U
T
IO

N
A
L
 L

A
W

 1-49 

（8
th ed, 1970

）.

（
2
） H

arry H
.W

ellington, C
O
M

M
O
N
 L

A
W

 R
U
L
E
S
 A

N
D
 C

O
N
S
T
IT

U
T
IO

N
A
L
 D

O
U
B
L
E
 S

T
A
N
D
A
R
D
:S

O
M

E
 N

O
T
E
S
 O

N
 

A
D
JU

D
IC

A
T
IO

N
, 83 Y

ale L
.J.221 

（1973

）.

（
3
） 304 U

.S
.144 

（1937
）.

（
4
） H

.H
.W

ellington, supra note 1, at 285.

こ
の
よ
う
な
基
準
に
よ
る
二
重
の
基
準
論
も
誤
り
で
は
な
く
、
ま
た
一
つ
の
テ
ー
マ
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
。

（
5
） M

arius E
m
berland, P

R
O
T
E
C
T
IO

N
 A

G
A
IN

S
T
 U

N
W

A
R
R
A
N
T
E
D
 S

E
A
R
C
H
E
S
 A

N
D
 S

E
IZ

U
R
E
S
 O

F
 C

O
R
P
O
R
A
T
E
 

P
R
E
M

IS
E
S
 U

N
D
E
R
 A

R
T
IC

L
E
 8 O

F
 T

H
E
 E

U
R
O
P
E
A
N
 C

O
N
V
E
N
T
IO

N
 O

N
 H

U
M

A
N
 R

IG
H
T
S
:T

H
E
 C

O
L
A
S
 E

S
T
 S

A
 

V
.F

R
A
N
C
E
 A

P
P
R
O
A
C
H
, 25 M

ich.J.Int’l L
.77, at 110F

N
110 

（F
all, 2003

）.

（
6
） H

.J.A
braham

 &
 B

.A
.P

erry, “F
reedom

 and the C
ourt:C

ivil R
ights in the U

nited S
tates”11-37 

（5
th ed. 1988

） citing in 

E
rnest A

.Y
oung, 

（2012 C
onstitution on S

tate H
ealth C

are &
 P

rivacy R
egulation A

fter S
orrell V

.Im
s H

ealth S
ym

posium
-

O
ctober 14. 2011 V

erm
ont L

aw
 R

eview
 &

 U
niversity of N

ew
 H

am
pshire L

aw
 R

eview

） S
O
R
R
E
L
L
 V

.IM
S
 H

E
A
L
T
H
 A

N
D
 

T
H
E
 E

N
D
 O

F
 T

H
E
 C

O
N
S
T
IT

U
T
IO

N
A
L
 D

O
U
B
L
E
 S

T
A
N
D
A
R
D
, 36 V

t.L
.R

ev.903, at 914F
N
63 

（S
um

m
er, 2012

）;Abraham
 &

 

P
erry, ibid. citing M

ichael W
.D

ow
dle, 

（N
ote

） T
H
E
 D

E
C
E
N
T
 O

F
 A

N
T
ID

IS
C
R
IM

IN
A
T
IO

N
:O

N
 T

H
E
 IN

T
E
L
L
E
C
T
U
A
L
 

O
R
IG

IN
S
 O

F
 T

H
E
 C

U
R
R
E
N
T
 E

Q
U
A
L
 P

R
O
T
E
C
T
IO

N
 JU

R
IS

P
R
U
D
E
N
C
E
, 66 N

.Y
.U

.L
.R

ev.1165, at 1168F
N
17 

（O
ctober, 

1991

）.
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七
十
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（
二
〇
一
三
年
二
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）

（
四
四
六
）

（
7
） A

drian V
erm

eule, P
O
L
IT

IC
A
L
 C

O
N
S
T
R
A
IN

T
 O

N
 S

U
P
R
E
M

E
 C

O
U
R
T
 R

E
F
O
R
M

, 90 M
inn.L

.R
ev.1154, at 1163F

M
38

（M
ay, 2006

）.
（
8
） W

est C
oast H

otel C
o.v.P

arrish, 300 U
.S

.379 

（1937

）.

（
9
） S

ee, O
lsen v.N

ebraska, 313 U
.S

.236 

（1941

）;Lincoln F
ed.L

abor U
nion v.N

orthw
estern Iron &

 M
et al C

o., 335 U
.S

.525 

（1949

）;W
illiam

son v.L
ee O

ptical C
o., 348 U

.S
.483 

（1955

）.

（
10
） S

ee, 319 U
.S

.624, at 648 

（1943

）;L.H
and citing G

.S
idney B

uchanan, A
 V

E
R
Y
 R

A
T
IO

N
A
L
 C

O
U
R
T
, 30 H

ous.L
.R

ev.1509

（W
inter, 1993

）.

（
11
） Ibid. at 1511.

（
12
） S

ee, Joseph F
.M

orrissey, L
O
C
H
N
E
R
, L

A
W

R
E
N
C
E
, A

N
D
 L

IB
E
R
T
Y
, 27 G

a.S
t.U

.L
.R

ev.609, at 638-639 

（S
pring, 

2011

）;Dennis D
.H

irsch, T
H
E
 R

IG
H
T
 T

O
 E

C
O
N
O
M

IC
 O

P
P
O
R
T
U
N
IT

Y
:M

A
K
IN

G
 S

E
N
S
E
 O

F
 T

H
E
 S

U
P
R
E
M

E
 C

O
U
R
T

’S
 

w
elfare rights decisions, 58 U

.P
itt.L

.R
ev.109, at 114, 136 

（F
all, 1996

）;Kyle T
.M

urray, L
O
O
K
IN

G
 F

O
R
 L

O
C
H
N
E
R
 IN

 A
L
L
 

T
H
E
 W

R
O
N
G
 P

L
A
C
E
S
:T

H
E
 IO

W
A
 S

U
P
R
E
M

E
 C

O
U
R
T
 A

N
D
 S

U
B
S
T
A
N
T
IV

E
 D

U
E
 P

R
O
C
E
S
S
 R

E
V
IE

W
, 84 Iow

a L
.

R
ev.1141, at 114 7F

N
38 

（A
ugust, 1999

）, etc..

“L
ochner era”

（L
ochner

時
代
）
と
云
う
こ
と
ば
が
連
邦
最
高
裁
判
所
の
判
決
の
中
に
現
れ
た
の
は
、
一
九
七
七
年
にL

ew
is P

ow
ell

判
事

の
多
数
意
見
の
中
でG
.G

unter “C
ases and M

aterials on C
onstitutional L

aw
 550-96 

（9
th ed. 1975

） ”

を
引
用
し
て
用
い
ら
れ
た
時
で
あ
る

（L
.P

ow
ell, J., in M

oore v.C
ity of E

.C
leveland, 494, at 502 

（1977

））。
尤
も
、
そ
の
用
語
法
は
、
そ
れ
以
前
に
連
邦
最
高
裁
判
所
に
お
け

る
弁
論
趣
意
書
の
中
で
一
九
七
四
年
に
用
い
ら
れ
て
い
る
（D

icks v.N
aff , 415 U

.S
.958 

（1974

） （N
o.73-1128

） citing D
avid E

.B
ernstein, 

L
O
C
H
N
E
R
 V

.N
E
W

 Y
O
R
K
:A

 C
E
N
T
E
N
N
IA

L
 R

E
T
R
O
S
P
E
C
T
IV

E
, 83 W

ash.U
.L

.Q
.1469, at 1520F

N
332 

（2005

））。G
.S

idney 

B
uchanan

は
、
こ
のL

ochner

時
代
を
一
九
〇
〇
年
か
ら
一
九
三
五
年
と
述
べ
て
い
る
（supra note 10, at 1509

）。

（
13
） 118 U

.S
.394 

（1886

）.

（
14
） 123 U

.S
.623 

（1887

）.
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変
化
す
る
司
法
審
査
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基
準
（
青
山
）

（
四
四
七
）

（
15
） S

ee, ibid. at 661.
（
16
） 165 U

.S
.578 

（1897

）.
（
17
） 198 U

.S
.45 

（1905

）.

（
18
） Ibid. at75 

（H
olm

es, J., dissenting

）.

（
19
） 262 U

.S
.390 

（1923

）.

（
20
） 268 U

.S
.510, at 534-535 

（1925

）.

（
21
） 94 U

.S
.113, at 132 

（1876

）.

（
22
） S

ee, M
eyer v.N

abraska, 262 U
.S

.390, at 399 

（1923

）;Pierce v. S
ociety of S

isters, 268 U
.S

.510, at 534-535 

（1924

）.

（
23
） 291 U

.S
.502 

（1934

）.

（
24
） 297 U

.S
.1 

（1936

）.

（
25
） W

est C
oast H

otel C
o. 300 U

.S
..

（
26
） 300 U

.S
.379 

（1937

）.

（
27
） E

.g., A
dkins v.C

hildren’s H
osp., 261 U

.S
.525 

（1923

）;M
orehead v.N

ew
 Y

ork ex rel.T
ipaldo, 298 U

.S
.587 

（1936

）.

（
28
） 249 U

.S
.47 

（1919

）.

（
29
） H

olm
es

判
事
が
、
明
白
で
現
在
の
危
険
の
テ
ス
ト
を
説
い
た
と
き
、
そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
危
険
な
傾
向
論
の
延
長
上
の
も
の
で
あ
っ
た
（see, 

S
chenck v.U

.S
., 249 U

.S
.47 

（1919

））。
し
か
し
、
彼
が
、
同
じ
年
、
法
廷
意
見
に
対
す
る
反
対
意
見
で
、
明
白
で
差
し
迫
っ
た
危
険
の
テ
ス
ト

を
説
い
た
と
き
、
そ
れ
は
、
危
険
な
傾
向
論
を
離
れ
て
、
言
論
の
自
由
の
た
め
に
歩
を
進
め
た
も
の
で
あ
っ
た
（A

bram
s v.U

.S
., 250 U

.S
.616

（1919

））。

（
30
） 

な
を
、G

.S
.B

uchanan, supra note 10, at 1519

は
、C

raig v.B
oren, 429 U

.S
.190, at 197 

（1976

）
に
目
を
向
け
な
が
ら
、L

ochner

時
代
の
合
理
性
の
審
査
基
準
は
、
こ
ん
に
ち
の
そ
れ
よ
り
厳
し
か
っ
た
と
し
、
こ
ん
に
ち
的
用
語
法
に
よ
る
な
ら
ば
、
実
質
的
に
は
、
中
間
的
審
査

基
準
で
あ
る
と
し
て
い
る
（see, ibid, at 1519 F

N
49

）。
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（
31
） G

.S
.B

uchanan, supra note 10, at 1520.
（
32
） E

.g.O
lsen v.N

abraska, 3131 U
.S

.236 

（1941

）;Lincoln F
ederal L

abor U
nion v.N

orthw
estern Iron &

 M
etal C

o., 335 U
.S

.525
（1949
）;W
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（
109
） S

ee, H
.W

.W
ellington supra note 1, at 273.

（
110
） 262 U

.S
.390 

（1923

）.

（
111
） 268 U

.S
.510 

（1925

）.

（
112
） 381 U

.S
.479 

（1965

）.

（
113
） M

ichael J.P
hillips, A

N
O
T
H
E
R
 L

O
O
K
 A

T
 E

C
O
N
O
M

IC
 S

U
B
S
T
A
N
T
IV

E
 D

U
E
 P

R
O
C
E
S
S
, 1987 W

is.L
.R

ev.265, at 282

（1987

）.

（
114
） G

eoffrey G
.S

laughter, 

（N
ote

） T
H
E
 N

IN
T
H
 A

M
E
N
D
M

E
N
T
 R

O
L
E
 IN

 T
H
E
 E

V
O
L
U
T
IO

N
 O

F
 F

U
N
D
A
M

E
N
T
A
L
 

R
IG

H
T
S
 JU

R
IS

P
R
U
D
E
N
C
E
 T

H
E
 E

N
U
M

E
R
A
T
IO

N
 IN

 T
H
E
 C

O
N
S
T
IT

U
T
IO

N
, O

F
 C

E
R
T
A
IN

 R
IG

H
T
S
, S

H
A
L
L
 N

O
T
 

B
E
 C

O
N
S
T
R
U
E
D
 T

O
 D

E
N
Y
 O

R
 D

IS
P
A
R
A
G
E
 O

T
H
E
R
S
 R

E
T
A
IN

E
D
 B

Y
 T

H
E
 P

E
O
P
L
E
, 64 Ind.L

.J.97, at 99 

（W
inter, 

一
一
三
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十
八
巻
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三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
四
五
四
）

1988

）;M
itchell F

.P
ark, 

（C
om

m
ent

） D
E
F
IN

IN
G
 O

N
E

’S
 O

W
N
 C

O
N
C
E
P
T
 O

F
 E

X
IS

T
E
N
C
E
 A

N
D
 T

H
E
 M

E
A
N
IN

G
 O

F
 T

H
E
 

U
N
IV

E
R
S
E
 T

H
E
 P

R
E
S
U
M

P
T
IO

N
 O

F
 L

IB
E
R
T
Y
 IN

 L
A
W

R
E
N
C
E
 V

.T
E
X
A
S
, 2006 B

.Y
.U

.L
.R

ev.837, at 851 

（2006

）.
こ
の
よ
う
な
見
方
に
は
、
堕
胎
と
同
性
愛
に
つ
い
て
論
究
し
たM

ichael J.S
andel

は
反
対
し
て
い
る
（see, S

andel citing D
vid L

.

F
itzgerald, 

（N
ote

） L
E
T
 JU

S
T
IC

E
 F

L
O
W

 L
IK

E
 W

A
T
E
R
:T

H
E
 R

O
L
E
 O

F
 M

O
R
A
L
 A

R
G
U
M

E
N
T
 IN

 C
O
N
S
T
IT

U
T
IO

N
A
L
 

IN
T
E
R
P
R
E
T
A
T
IO

N
, 65 F

ordham
 L

.R
ev.2103, at 2106 

（A
pril, 1997

））。
実
体
的
適
正
手
続
の
分
岐
点
と
な
っ
た
判
決
は
、
避
妊
具
の

販
売
を
規
制
し
た
立
法
を
無
効
と
し
たE

isenstadt v.B
aird, 405 U

.S
.438 

（1972

）
と
さ
れ
る
の
だ
。

（
115
） R

.E
.B

arnett, 
（T

he 100
th A

nniversary of L
ochner v.N

ew
 Y

ork, 198 U
.S

.45 

（1905

）） F
O
R
W

A
R
D
:W

H
A
T

’S
 S

O
 W

IC
K
E
D
 

A
B
O
U
T
 L

O
C
H
N
E
R
 ?, 1 N

.Y
.U

.J.L
. &

 L
iberty 325, at 328 

（2005

）.

（
116
） 367 U

.S
.497, at 516-517 

（D
ouglas, J., dissenting

）.

（
117
） Ibid. at 542-543, 548 

（1961
） （H

arlan, J., dissenting

）.

（
118
） S

ee, M
.F

.P
ark, supra note 114, at 852.

（
119
） R

.E
.B

arnett, supra note 115, at 328.

（
120
） 405 U

.S
.438 

（1972

）.

（
121
） 410 U

.S
.113 

（1973

）.

（
122
） 431 U

.S
.678 

（1977

）.

（
123
） G

.S
.B

uchanan, supra note 10, at 1512-1513.

（
124
） 374 U
.S

.398, at 403 

（1963

）.

（
125
） 393 U

.S
.503, at 511 

（1969

）.

（
126
） 383 U

.S
.131, at 142 

（1966

）.

（
127
） 406 U

.S
.205, at 233-234 

（1972

）.

（
128
） 455 U

.S
.252 

（1982

）.

一
一
四



変
化
す
る
司
法
審
査
の
基
準
（
青
山
）

（
四
五
五
）

（
129
） Ibid. at 257.

（
130
） Ibid. at 258-259.

（
131
） Ibid. at 262 

（S
tevens, J., concurring

）.

（
132
） 475 U

.S
.503 

（1986

）.

（
133
） 482 U

.S
.342 

（1987

）.

（
134
） S

ee, O
rloff  v.W

illoughby, 345 U
.S

.83, at 92 

（1953

）.

（
135
） G

oldm
an 482 U

.S
., at 507.

（
136
） G

oldm
an 482 U

.S
., at 507.

（
137
） B

ell v.W
olfi sh, 441 U

.S
.520 

（1979

）;Cruz v.B
eto, 405 U

.S
.319 

（1972

）, etc..

（
138
） P

rocunier v.M
artinez, 416 U

.S
.396 

（1974

）;Pell v.P
rocunier, 417 U

.S
.817 

（1974

）.

（
139
） O

’L
one 482 U

.S
., at 349.

（
140
） 476 U

.S
.693 

（1986

）.

（
141
） Ibid. at 700.

（
142
） Ibid. at 694, 707-710.

（
143
） 485 U

.S
.439 

（1988

）.

（
144
） Ibid. at 452.

（
145
） G

.S
.B

uchanan, supra note 10, at 1512.

（
146
） T

hom
as v.C

ollins, 3232 U
.S

.516, at 530 

（1945

）.

（
147
） 

筆
者
は
、
武
器
を
携
帯
す
る
権
利
を
民
兵
と
の
関
係
で
理
解
す
る
の
で
、D

istrict of C
olum

bia v.H
eller, 554 U

.S
.570 

（2008

）
の
法
理

を
支
持
し
な
い
。

（
148
） S

ee, D
avid S

helledy, 

（N
ote

） A
C
C
E
S
S
 T

O
 T

H
E
 P

R
E
S
S
:A

 T
E
L
E
O
L
O
G
IC

A
L
 A

N
A
L
Y
S
IS

 O
F
 A

 C
O
N
S
T
IT

U
T
IO

N
A
L
 

一
一
五
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号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
四
五
六
）

D
O
U
B
L
E
 S

T
A
N
D
A
R
D
, 50 G

eo.W
ash.L

.R
ev.430, at 431, 445, 454, etc. 

（M
arch, 1982

）。

（
149
） T

im
e, Inc.v.H

ill, 385 U
.S

.374 

（1967

）
で
は
、
言
論
や
プ
レ
ス
の
自
由
が
プ
レ
ス
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
人
に
保
障
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
認
め
て
い
る 

（ibid, at 389

）。

（
150
） 468 U

.S
.641 

（1984

）.

そ
こ
で
は
、
規
制
が
合
憲
で
あ
る
た
め
に
は
、
時
、
所
お
よ
び
方
法
が
三
つ
の
要
件
に
合
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
な
が
ら
、
第
一
に
、
言

論
の
内
容
若
し
く
は
題
材
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
第
二
に
、
重
要
な
（signifi cant

）
政
府
の
利
益
の
た
め
で
あ
る
こ
と
、
お

よ
び
第
三
に
、
情
報
を
伝
達
す
る
た
め
に
十
分
な
代
替
通
信
路
が
開
か
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
郵
趣
の
、
古
銭
学
の
、
教
育
の
、
歴
史
の
若
し
く

は
報
道
の
目
的
の
た
め
に
の
み
合
衆
国
の
通
貨
の
イ
ラ
ス
ト
を
公
に
す
る
こ
と
を
認
め
る
立
法
は
、
内
容
に
基
づ
い
た
差
別
で
あ
り
、
認
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
さ
れ
た
（ibid. at 648

）。

（
151
） M

azer v.S
tein, 347 U

.S
.201, at 219 

（1954

）.

（
152
） H

arper &
 R

ow
 P

ublishers, Inc.v.N
ation E

nterprises, 471 U
.S

.539, at 558 

（1985

）.

（
153
） P

atrick C
ronin, T

H
E
 H

IS
T
O
R
IC

A
L
 O

R
IG

IN
S
 O

F
 T

H
E
 C

O
N
F
L
IC

T
 B

E
T
W

E
E
N
 C

O
P
Y
R
IG

H
T
 A

N
D
 T

H
E
 F

IR
S
T
 

A
M

E
N
D
M

E
N
T
, 35 C

olum
.J.L

. &
 A

rts 221, at 224 

（W
inter, 2012

）.

（
154
） E

ldred v.A
shcroft, 537 U

.S
.186, at 202-204 

（2003

）.

（
155
） Ibid. at 204.

（
156
） A

.W
inkler, F

U
N
D
A
M

E
N
T
A
L
L
Y
 W

R
O
N
G
 A

B
O
U
T
 F

U
N
D
A
M

E
N
T
A
L
 R

IG
H
T
S
, 23 C

onst. C
om

m
ent. 227, at 228

（S
um

m
er, 2006

）.

（
157
） U
nited S

tates v.V
irginia, 518 U

.S
.515, at 568 

（1996

） （S
calia, J., dissenting

）.

（
158
） Ibid. at 229.

（
159
） L

ouis D
.B

illionis, T
H
E
 N

E
W

 S
C
R
U
T
IN

Y
, 51 E

m
ory L

.J.481 

（S
pring, 2002

）.

（
160
） C

hurch of the L
ukum

i B
abalu A

ye, Inc.v.C
ity of H

ealeah, 508 U
.S

.520, at 531 

（1993

）.

一
一
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す
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査
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基
準
（
青
山
）

（
四
五
七
）

（
161
） H

eff ron v.International S
oc.for K

rishna C
onsciousness, Inc., 452 U

.S
.640, at 654ff . 

（1981

）.
（
162
） C

ity of N
ew

 O
rleans v.D

uke, 427 U
.S

.297, at 303 

（1976

）.
（
163
） Johnson v.C

alifornia, 543 U
.S

.499, at 508 

（2005

）.

（
164
） Jeffrey D

.Jackson, P
U

T
T
IN

G
 R

A
T
IO

N
A

L
IT

Y
 B

A
C
K

 IN
T
O

 T
H
E
 R

A
T
IO

N
A

L
 B

A
S
IS

 T
E
S
T
:S

A
V

IN
G
 

S
U
B
S
T
A
N
T
IV

E
 D

U
E
 P

R
O
C
E
S
S
 A

N
D
 R

E
D
E
E
M

IN
G
 T

H
E
 P

R
O
M

IS
E
 O

F
 T

H
E
 N

IN
T
H
 A

M
E
N
D
M

E
N
T
, 45 U

.R
ich.

L
.R

ev.491, at 534 
（January, 2011

）.

（
165
） U

nited S
tates v.V

irginia, 518 U
.S

.515, at 533 

（1996

）.

（
166
） K

ahn v.S
hevin, 416 U

.S
.351 

（1974

）.

（
167
） R

oe v.W
ade, 410 U

.S
.113 

（1973

）.

（
168
） L

aw
rence v.T

exas,539 U
.S

.558, at 579

（2003

）.

（
169
） R

ichard H
.F

allon, Jr., S
O

M
E

 C
O

N
F
U

S
IO

N
S
 A

B
O

U
T

 D
U

E
 P

R
O

C
E

S
S
, JU

D
IC

IA
L

 R
E

V
IE

W
, A

N
D
 

C
O
N
S
T
IT

U
T
IO

N
A
L
 R

E
M

E
D
IE

S
, 93 C

olum
.L

.R
ev.309, at 317 

（M
arch, 1993

）.

（
170
） S

ee, M
ichael J.H

abib, 

（N
otes

） T
H
E
 F

U
T
U
R
E
 O

F
 G

U
N
 C

O
N
T
R
O
L
 L

A
W

S
 P

O
S
T
-M

C
D
O
N
A
L
D
 A

N
D
 H

E
L
L
E
R
 A

N
D
 

T
H
E
 D

E
A
T
H
 O

F
 O

N
E
-G

U
N
-P

E
R
-M

O
N
T
H
 L

E
G
IS

L
A
T
IO

N
, 44 C

onn.L
.R

ev.1339, at 1365-1366 

（A
pril, 2012

）.

（
171
） C

lark v.C
m
ty. for C

reative N
on-V

iolence, 468 U
.S

.288, at 293 

（1984

）.

（
172
） R

eed 404 U
.S

.;S
chlesinger v.B

allard, 419 U
.S

.498 

（1975

）;W
einberger v.W

iesenfeld, 420 U
.S

.636 

（1975

）;M
ichael 

M
.v.S

uperior C
ourt, 450 U

.S
.464 

（1981

）;Rosker v.G
oldberg, 453 U

.S
.57 

（1981

）.

（
173
） 522 F

.2d 84 

（1975

）.

（
174
） S

ee, F
.C

.C
.v.P

acifica F
oundation, 438 U

.S
.726, at 762-763 

（1978

） （B
rennan, J., dissenting

）; B
urdick v.T

akushi, 504 

U
.S

.428, at 433-434 

（1992

）;Regents of U
niversity of C

alifornia v.B
akke, 265, at 35 7F

N
30 

（1978

） （B
rennan, J., concurring

）. 

A
lso, see C

raw
ford v.M

rison C
nty. E

lection B
d., 553 U

.S
.181, at 210 

（2008
） （S

outer, J., dissenting

）.

一
一
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日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
四
五
八
）

O
’C

onnor

判
事
は
、
適
正
手
続
規
定
に
つ
い
て
柔
軟
で
特
別
の
事
態
が
必
要
と
し
て
い
る
手
続
的
保
護
を
求
め
て
い
る
と
し
、
伸
縮
を
そ
の
手

続
が
適
切
で
あ
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
基
準
と
し
た
。
彼
女
は
、
そ
の
要
素
と
し
て
私
益
の
問
題
、
現
存
す
る
手
続
が
過
っ
て
そ
の
私
益
を
侵
害

す
る
危
険
が
あ
り
、
特
別
の
手
続
的
保
障
に
よ
る
治
癒
の
可
能
性
の
問
題
、
お
よ
び
そ
の
手
続
を
回
避
す
る
政
府
の
利
益
な
る
も
の
を
上
げ
て
い
る

（P
acifi c M

ut.L
ife Ins. C

o. v.H
aslip, 499 U

.S
.1, at 53 

（1991

） （O
’C

onnor, J., dissenting

）。

（
175
） S

ee, M
.J.H

abib, supra note 170, at 1369-1370.

（
176
） S

ee, R
andall T

.P
erdue, T

H
E
 C

O
U
N
T
E
R
M

A
JO

R
IT

A
R
IA

N
 “ID

E
A
L

”:T
H
E
 R

O
L
E
 O

F
 JU

D
IC

IA
L
 R

E
V
IE

W
 U

N
D
E
R
 

R
E
G
U
L
A
T
O
R
Y
 T

A
K
IN

G
S
 A

N
A
L
Y
S
IS

, 2 G
eo.M

ason U
.L

.R
ev.333, at 337 

（S
pring, 1995

）.

（
177
） C

raw
ford v.M

arison C
ounty E

lection B
d., 553 U

.S
.181, at 210 

（2008

） （S
outer J., dissenting

）.

（
178
） F

or transgender persons, see S
ilpa M

aruri, 

（N
ote

） H
O
R
M

O
N
E
 T

H
E
R
A
P
Y
 F

O
R
 IN

M
A
T
E
S
:A

 M
E
T
O
N
Y
M

 F
O
R
 

T
R
A
N
S
G
E
N
D
E
R
 R

IG
H
T
S
, 20 C

ornell J.L
. &

 P
ub.P

ol’y 807, at 828-829 

（S
pring, 2011

）;for right to bear arm
s, M

.J.H
abib, 

supra note 170. at 1339.

（
179
） P

eter S
.S

m
ith, T

H
E
 D

E
M

IS
E
 O

F
 T

H
R
E
E
-T

IE
R
 R

E
V
IE

W
:H

A
S
 T

H
E
 U

N
IT

E
D
 S

T
A
T
E
S
 S

U
P
R
E
M

E
 C

O
U
R
T
 

A
D
O
P
T
E
D
 A

 “S
L
ID

IN
G
 S

C
A
L
E

” A
P
P
R
O
A
C
H
 T

O
W

A
R
D
 E

Q
U
A
L
 P

R
O
T
E
C
T
IO

N
 JU

R
IS

P
R
U
D
E
N
C
E
 ?, 23 J.C

ontem
p.

L
.475, at 478 

（1997

）.

（
180
） D

andridge v.W
illiam

s, 397 U
.S

.471, at 508ff. 
（1970

） （M
arshall J., dissenting

）;San A
ntonio Independent S

chool D
ist. 

V
.R

odriquez, 411 U
.S

.1, at 71ff . 

（1973

） （M
arshall J., dissenting

）.

（
181
） R

odriquez, 397 U
.S

., at 109 

（M
arshall J., dissenting

）.

（
182
） S

ee, M
cC

ulloch v.M
aryland, 17 U

.S
. 

（4 W
heat.

） 316, at 418 
（1819

）;Rindge C
o.v.C

ounty of L
os A

ngeres, 262 U
.S

.700, at 

707 

（1923

）.

（
183
） M

athew
s v.N

ew
 Y

ork v.F
erber, 45 E

ldridge, 424 U
.S

.319 

（1976
）;8 U

.S
.747 

（1982

）, etc..

（
184
） D

im
ick v.S

chiedt, 293 U
.S

.474, at 476 

（1935

）;M
arkm

an v.W
estview

 Instrum
ents, Inc., 517 U

.S
.370, at 372 

（1996

）, etc..

一
一
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化
す
る
司
法
審
査
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（
青
山
）

（
四
五
九
）

（
185
） S

ee, G
rundgesetz fÜr die B

undesrepublik D
eutschland A

rt.5;B
undesverfassung der S

chw
eizerischen E

idgenossenschaft 

A
rt.17.

一
一
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米
国
違
憲
立
法
審
査
権
の
確
立
（
甲
斐
）

（
四
六
一
）

﹇
は
じ
め
に
﹈

初
代
お
よ
び
第
三
代
連
邦
最
高
裁
判
所
長
官
の
時
代
に
も
、
憲

法
判
例
と
言
え
る
も
の
は
、
少
数
で
は
あ
る
が
、
存
在
し
て
い
た

こ
と
は
、「
米
国
初
期
の
憲
法
判
例
」（
以
下
「
前
稿
」
と
い
う
）

に
紹
介
し
た
と
お
り
で
あ
る
（
1
）

。

し
か
し
、
第
四
代
連
邦
最
高
裁
判
所
長
官
と
な
っ
た
ジ
ョ
ン
・

マ
ー
シ
ャ
ル
（John M

arshall

）
が
、
米
国
の
連
邦
憲
法
裁
判

所
を
方
向
付
け
、
今
日
に
向
け
て
の
礎
を
築
い
た
偉
大
な
人
物
で

あ
っ
た
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
。
本
稿
で
は
、
彼
の
代
表
的
な

判
例
で
あ
る
マ
ー
ベ
リ
対
マ
デ
ィ
ス
ン
事
件
（M

arbury v. 
M
adison, 5 U

.S
. 137

（1803

））
判
決
を
、
そ
れ
を
理
解
す
る

の
に
必
要
な
同
時
代
史
を
紹
介
し
た
上
で
、
詳
細
に
し
た
い
。

ま
た
、
往
々
に
し
て
、
マ
ー
シ
ャ
ル
の
業
績
と
し
て
は
、
マ
ー

ベ
リ
対
マ
デ
ィ
ス
ン
事
件
の
み
が
紹
介
さ
れ
る
。
し
か
し
、
彼
の

業
績
は
そ
れ
に
尽
き
る
も
の
で
は
無
い
。
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
そ
れ

以
外
に
も
、
今
日
ま
で
影
響
を
与
え
る
幾
つ
も
の
重
要
な
憲
法
判

決
を
下
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
中
か
ら
、
代
表
的
な
判
決

米
国
違
憲
立
法
審
査
権
の
確
立

│
マ
ー
シ
ャ
ル
第
四
代
長
官
の
時
代

│

甲　
　

斐　
　

素　
　

直

研
究
ノ
ー
ト

一
二
一
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い
る
。

し
か
し
、
一
七
九
七
年
に
フ
ラ
ン
ス
と
の
関
係
が
紛
糾
し
、
疑

似
戦
争
と
呼
ば
れ
る
状
態
に
な
る
と
、
ア
ダ
ム
ズ
大
統
領
の
依
頼

に
応
じ
て
フ
ラ
ン
ス
に
赴
き
、
Ｘ
Ｙ
Ｚ
事
件
に
遭
遇
し
た
（
詳
細

は
後
述
す
る
）。

一
七
九
八
年
に
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
ア
ダ
ム
ズ
大
統
領
か
ら
連
邦

最
高
裁
判
所
判
事
に
就
任
す
る
こ
と
を
依
頼
さ
れ
た
が
、
こ
れ
も

拒
み
、
代
わ
り
に
ブ
ッ
シ
ュ
ロ
ッ
ド
・
ワ
シ
ン
ト
ン
を
推
薦
し
て

い
る
（
3
）

。
ワ
シ
ン
ト
ン
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
の
連
邦
最
高
裁
長
官
に
就

任
し
た
後
に
お
い
て
は
、
そ
の
良
き
右
腕
と
な
る
。

一
七
九
九
年
に
、
担
ぎ
出
さ
れ
て
マ
ー
シ
ャ
ル
は
し
ぶ
し
ぶ
下

院
議
員
選
挙
に
立
候
補
し
た
。
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
を
中
心
と
す
る
彼

の
選
挙
区
は
共
和
党
の
強
い
地
域
で
あ
っ
た
が
、
Ｘ
Ｙ
Ｚ
事
件
の

知
名
度
な
ど
が
も
の
を
言
っ
て
無
事
に
当
選
し
た
。

そ
の
一
七
九
九
年
に
ア
ダ
ム
ズ
は
マ
ー
シ
ャ
ル
を
国
務
長
官
に

任
命
す
る
こ
と
に
な
る
。
前
任
者
で
あ
る
ピ
カ
リ
ン
グ

（T
im
othy P

ickering

）
が
、
対
仏
交
渉
を
巡
っ
て
ア
ダ
ム
ズ
大

統
領
と
激
論
に
な
り
、
免
職
さ
れ
た
た
め
、
緊
急
に
後
任
が
必
要

に
な
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
エ
ル
ス
ワ
ー
ス
が
病
気
の
た
め
引
退
し
、
他
に
適
任

の
概
略
を
紹
介
し
た
い
。

一　

マ
ー
シ
ャ
ル
の
最
高
裁
判
所
長
官
就
任

　

ま
で
の
略
歴

第
四
代
連
邦
最
高
裁
判
所
長
官
に
就
任
し
た
ジ
ョ
ン
・
マ
ー

シ
ャ
ル
（John M

arshall

）
は
、
い
わ
ゆ
る
建
国
の
父
に
は
属

さ
な
い
第
二
世
代
で
あ
る
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ラ
ン
ド
ル
フ
と
い
う
人
物
が
い
る
（
2
）

。
バ
ー
ジ
ニ

ア
州
の
植
民
地
建
設
に
あ
た
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
そ
の

妻
と
共
に
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
の
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
と
呼
ば
れ
る
。
マ
ー

シ
ャ
ル
も
、
そ
し
て
マ
ー
シ
ャ
ル
と
対
立
し
続
け
る
ジ
ェ
フ
ァ
ー

ソ
ン
も
、
そ
の
ラ
ン
ド
ル
フ
の
子
孫
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
、

マ
ー
ベ
リ
対
マ
デ
ィ
ス
ン
事
件
で
敵
味
方
に
分
か
れ
て
法
的
な
死

闘
を
演
じ
た
二
人
は
親
戚
関
係
に
あ
る
。

マ
ー
シ
ャ
ル
は
独
立
戦
争
後
に
弁
護
士
と
な
り
、
バ
ー
ジ
ニ
ア

州
の
連
邦
党
組
織
結
成
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
が
、
あ
ま
り
政
治
権

力
に
は
魅
力
を
感
じ
な
か
っ
た
人
ら
し
く
、
公
職
に
就
く
こ
と
は

拒
ん
で
い
る
。
一
七
九
五
年
に
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
統
領
は
司
法
長

官
（A
ttorney G

eneral

）
へ
の
就
任
依
頼
及
び
フ
ラ
ン
ス
全
権

大
使
へ
の
就
任
依
頼
を
行
っ
て
い
る
が
、
彼
は
い
ず
れ
も
拒
ん
で

一
二
二
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憲
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期
目
の
出
馬
は
拒
ん
だ
（
4
）

。
そ
こ
で
、
現
職
の
副
大
統
領
ア
ダ
ム

ズ
（
5
）

が
連
邦
党
の
大
統
領
候
補
と
な
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、

ト
マ
ス
・
ピ
ン
ク
ニ
ー
（
6
）

を
副
大
統
領
候
補
と
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
ジ
ェ
イ
条
約
を
期
に
、
連
邦
党
と
袂
を
分
か
っ

て
共
和
党
を
結
成
し
た
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
は
、
同
党
の
大
統
領
候

補
と
し
て
自
ら
出
馬
し
、
副
大
統
領
候
補
に
バ
ー
（
7
）

を
選
ん
だ
。

こ
の
選
挙
に
は
、
こ
の
四
人
の
他
に
、
連
邦
党
系
の
立
候
補
者

と
し
て
は
、
エ
ル
ス
ワ
ー
ス
（
合
衆
国
最
高
裁
判
所
長
官
）、
ア
イ

ア
デ
ル
（
合
衆
国
最
高
裁
判
所
陪
席
判
事
）、
ジ
ェ
イ
（
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
知
事
）、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
コ
ー
ツ
ワ
ー
ス
・
ピ
ン
ク
ニ
ー
（
8
）

、

ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
（
9
）

の
五
人
が
立
候
補
し
て
い
た
。
ま
た
、
共
和
党
系

の
立
候
補
者
と
し
て
は
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ア
ダ
ム
ズ
（
10
）

、
ク
リ
ン
ト
ン
（
11
）

、

ヘ
ン
リ
ー
（
12
）

と
計
三
人
が
立
つ
と
い
う
大
乱
戦
と
な
っ
た
。
そ
の
他

に
立
候
補
し
て
い
な
い
ワ
シ
ン
ト
ン
に
も
少
な
か
ら
ぬ
票
が
入
っ

た
。
こ
の
時
が
米
国
で
本
格
的
に
大
統
領
選
挙
が
行
わ
れ
た
最
初

の
例
と
な
っ
た
。

こ
の
選
挙
の
時
点
で
は
、
合
衆
国
憲
法
に
は
、
副
大
統
領
候
補

と
い
う
制
度
は
な
く
、
す
べ
て
の
候
補
者
が
等
し
く
大
統
領
候
補

と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
点
に
お
け
る
合
衆

国
憲
法
三
条
三
項
は
次
の
様
に
定
め
て
い
た
。（
傍
線
部
が
、
こ

者
が
い
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
ア
ダ
ム
ズ
は
マ
ー
シ
ャ
ル
を
、

国
務
長
官
兼
任
の
ま
ま
、
連
邦
最
高
裁
判
所
長
官
に
任
命
す
る
の

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
連
邦
最
高
裁
長
官
へ
の
就
任
も
含
め
て
、
こ
の
人

の
公
務
歴
は
、
す
べ
て
な
り
た
く
て
な
っ
た
の
で
は
無
く
、
他
に

人
が
い
な
い
た
め
や
む
を
得
ず
、
と
い
う
傾
向
が
強
い
。
そ
れ
に

も
関
わ
ら
ず
、
引
き
受
け
た
か
ら
に
は
誠
実
に
そ
の
職
務
を
果
た

す
の
で
あ
る
。二　

大
統
領
選
挙
の
死
闘

米
国
に
お
け
る
連
邦
最
高
裁
判
所
の
違
憲
立
法
審
査
権
を
明
確

に
確
立
し
た
と
い
わ
れ
る
マ
ー
ベ
リ
対
マ
デ
ィ
ス
ン
事
件
は
、

一
八
〇
〇
年
の
大
統
領
選
挙
の
結
果
と
し
て
発
生
し
た
事
件
で
あ

る
。
そ
し
て
、
一
八
〇
〇
年
大
統
領
選
挙
は
、
そ
の
前
回
の

一
七
九
六
年
選
挙
と
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
の
で
、
両
選
挙
の
概

況
を
ま
ず
説
明
し
た
い
。
そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
大
統
領
選
挙
は
、

連
邦
党
と
共
和
党
の
激
突
の
物
語
で
あ
っ
た
。

（
一
）　

一
七
九
六
年
大
統
領
選
挙

初
代
大
統
領
ワ
シ
ン
ト
ン
は
、
二
期
大
統
領
を
務
め
た
が
、
三

一
二
三
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た
は
二
名
以
上
の
議
員
が
出
席
す
る
こ
と
を
要
し
、
大
統
領

は
全
州
の
過
半
数
を
も
っ
て
選
出
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
い

ず
れ
の
場
合
に
も
、
大
統
領
を
選
出
し
た
後
に
、
選
挙
人
の

投
票
の
最
多
数
を
得
た
者
が
、
副
大
統
領
と
な
る
。
但
し
、

そ
の
場
合
に
同
数
の
得
票
者
が
二
名
以
上
あ
る
と
き
は
、
上

院
は
無
記
名
投
票
で
そ
の
中
か
ら
副
大
統
領
を
選
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」

こ
の
よ
う
に
、
大
統
領
を
選
ぶ
の
は
原
則
と
し
て
各
州
が
選
出

す
る
選
挙
人
で
あ
る
。
選
挙
人
か
ら
最
高
の
票
を
得
た
者
が
大
統

領
、
次
点
が
副
大
統
領
と
な
る
制
度
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
定

め
て
い
た
理
由
は
、
建
国
の
父
達
が
、
政
党
と
い
う
も
の
は
悪
と

考
え
、
高
い
倫
理
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
国
家
で
は
、
そ
の
よ
う
な

も
の
は
出
現
し
な
い
と
考
え
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。

ど
の
よ
う
に
選
挙
人
を
選
出
す
る
か
は
各
州
の
裁
量
で
あ
る
（
13
）

。

こ
の
時
の
選
挙
で
、
選
挙
人
を
ど
の
よ
う
に
選
出
す
る
か
に
つ
い

て
は
、
各
州
で
か
な
り
の
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
（
14
）

。

連
邦
党
と
共
和
党
の
勢
力
は
伯
仲
し
て
い
た
の
で
、
連
邦
党
は

ア
ダ
ム
ズ
に
、
民
主
共
和
党
は
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
に
、
そ
れ
ぞ
れ

投
票
を
集
中
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
選
挙
人
総
数
二
六
四
の
う
ち
、

連
邦
党
の
ア
ダ
ム
ズ
が
七
一
票
を
獲
得
し
て
大
統
領
と
な
っ
た
が
、

の
選
挙
で
問
題
と
な
っ
た
点
）

「
選
挙
人
は
、
各
々
の
州
で
集
会
し
て
、
無
記
名
投
票
に
よ

り
二
名
に
投
票
す
る
。
そ
の
う
ち
少
な
く
と
も
一
名
は
、
選

挙
人
と
同
じ
州
の
住
民
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
選
挙
人
は
、

得
票
者
と
各
々
の
得
票
数
を
記
し
た
一
覧
表
を
作
成
し
、
こ

れ
に
署
名
し
認
証
し
た
上
で
、
封
印
を
ほ
ど
こ
し
て
上
院
議

長
に
宛
て
て
、
合
衆
国
政
府
の
所
在
地
に
送
付
す
る
。
上
院

議
長
は
、
上
院
議
員
お
よ
び
下
院
議
員
の
出
席
の
下
に
、
す

べ
て
の
認
証
書
を
開
封
し
た
の
ち
、
投
票
を
計
算
す
る
。
最

多
数
の
投
票
を
得
た
者
の
票
数
が
選
挙
人
総
数
の
過
半
数
に

達
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
者
が
大
統
領
と
な
る
。
選
挙
人

総
数
の
過
半
数
に
達
し
た
者
が
二
名
以
上
あ
り
、
か
つ
、
得

票
数
が
同
数
の
場
合
は
、
下
院
は
直
ち
に
無
記
名
投
票
に
よ

り
、
そ
の
中
の
一
名
を
大
統
領
に
選
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
過
半
数
に
達
し
た
者
が
い
な
い
と
き
は
、
得
票
者
一
覧

表
の
中
の
上
位
得
票
者
五
名
の
中
か
ら
、
同
一
の
方
法
で
下

院
が
大
統
領
を
選
出
す
る
。
但
し
、
こ
の
方
法
に
よ
り
大
統

領
を
選
出
す
る
場
合
に
は
、
投
票
は
州
を
単
位
と
し
て
行
い
、

各
州
の
議
員
団
は
一
票
を
投
じ
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
目
的

の
た
め
の
定
足
数
は
、
全
州
の
三
分
の
二
の
州
か
ら
一
名
ま

一
二
四
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憲
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（
甲
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五
）

況
を
解
決
す
る
た
め
に
、
マ
ー
シ
ャ
ル
及
び
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
コ
ー

ツ
ワ
ー
ス
・
ピ
ン
ク
ニ
ー
と
ゲ
リ
ー
（
17
）

の
三
人
を
フ
ラ
ン
ス
に
派
遣

し
た
（
18
）

。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
外
相
の
タ
レ
ー
ラ
ン
（
19
）

は
、
外
交
交
渉
を
個

人
的
な
利
得
の
場
と
考
え
る
人
物
で
、
交
渉
を
開
始
す
る
に
当
た

り
、
贈
賄
を
公
然
と
要
求
し
た
た
め
、
交
渉
は
、
そ
の
開
始
以
前

の
段
階
で
決
裂
し
た
。
こ
の
タ
レ
ー
ラ
ン
の
贈
賄
要
求
を
ア
ダ
ム

ズ
に
知
ら
せ
た
マ
ー
シ
ャ
ル
の
書
簡
が
、
有
名
な
Ｘ
Ｙ
Ｚ
書
簡
で

あ
る
（
20
）

。
ア
ダ
ム
ズ
が
議
会
に
こ
の
書
簡
を
公
表
し
た
た
め
、
米
国

国
内
に
反
フ
ラ
ン
ス
的
な
世
論
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
米

仏
間
の
交
易
は
途
絶
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
私
掠
船
は
米
国
船
舶
を
憚

る
こ
と
な
く
拿
捕
し
始
め
た
。
そ
こ
で
ア
ダ
ム
ズ
は
フ
ラ
ン
ス
と

の
外
交
関
係
を
一
時
的
に
断
絶
さ
せ
る
一
方
で
一
七
九
八
年
一
月
、

海
軍
省
の
創
設
と
陸
軍
を
戦
時
体
制
に
置
く
た
め
の
資
金
を
議
会

に
求
め
た
。
そ
の
結
果
、
四
月
三
〇
日
に
海
軍
省
が
創
設
さ
れ
た
。

こ
の
た
め
、
ア
ダ
ム
ズ
は
米
海
軍
の
創
設
者
と
さ
れ
る
。

一
七
九
八
年
七
月
七
日
、
議
会
に
よ
っ
て
米
仏
同
盟
は
破
棄
さ
れ
、

米
仏
の
決
裂
は
決
定
的
に
な
っ
た
。

当
時
、
米
国
に
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
の
移
民
が
流
入
し
つ
つ
あ

り
、
彼
ら
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
英
国
と
敵
対
し
て
い
る
こ
と
か
ら
フ

第
二
位
に
は
、
連
邦
党
の
副
大
統
領
候
補
ピ
ン
ク
ニ
ー
の
五
九
票

を
押
さ
え
て
、
共
和
党
の
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
が
六
八
票
で
入
っ
て

副
大
統
領
と
な
る
、
と
い
う
皮
肉
な
結
果
と
な
っ
た
。

こ
の
結
果
、
連
邦
党
の
大
統
領
の
下
に
、
共
和
党
の
副
大
統
領

が
い
る
と
い
う
呉
越
同
舟
状
態
が
発
生
し
た
。
さ
ら
に
や
や
こ
し

い
こ
と
に
は
、
大
統
領
の
ア
ダ
ム
ズ
は
、
連
邦
党
の
事
実
上
の
党

首
で
あ
る
ハ
ミ
ル
ト
ン
を
、
個
人
的
に
好
ま
な
か
っ
た
。
こ
の
た

め
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
は
閣
僚
と
な
ら
ず
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
弁
護
士

を
開
業
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
閣
僚
に
つ
い
て
は
、
ワ
シ
ン

ト
ン
政
権
と
の
連
続
性
を
強
調
す
る
た
め
留
任
さ
せ
た
。
し
か
も

ア
ダ
ム
ズ
は
、
往
々
に
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
私
邸
に
引
っ
込

ん
で
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
を
留
守
に
す
る
と
い
う
習
慣
を
持
っ
て

い
た
（
15
）

た
め
、
閣
僚
達
は
、
ア
ダ
ム
ズ
と
相
談
す
る
代
わ
り
に
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
い
る
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
助
言
を
求
め
る
と
い
う
奇

妙
な
状
態
が
発
生
し
た
（
16
）

。

ア
ダ
ム
ズ
政
権
下
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
政
府
と
の
間
に

疑
似
戦
争
（Q
uasi-W

ar

）
と
呼
ば
れ
る
武
力
紛
争
状
態
が
発
生

し
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
経
済
封
鎖
を
名
目
に
ア

メ
リ
カ
船
舶
の
取
締
り
を
強
化
し
た
た
め
、
多
く
の
ア
メ
リ
カ
船

舶
が
損
害
を
被
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
ア
ダ
ム
ズ
は
、
こ
の
情

一
二
五
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と
し
て
「
一
八
〇
〇
年
の
革
命
（T

he R
evolution of 1800

）」

と
も
呼
ば
れ
る
、
歴
史
上
の
重
大
事
件
で
あ
っ
た
。

戦
い
は
前
回
と
同
じ
く
ジ
ョ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
と
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ

ン
の
戦
い
と
な
っ
た
。
一
七
九
六
年
選
挙
は
、
合
衆
国
憲
法
に

元
々
あ
っ
た
欠
陥
か
ら
正
副
大
統
領
が
対
立
党
か
ら
選
出
さ
れ
る

と
い
う
呉
越
同
舟
状
態
を
生
み
出
し
た
が
、
こ
の
一
八
〇
〇
年
選

挙
は
、
憲
法
の
欠
陥
を
さ
ら
に
大
き
く
露
呈
し
た
。

連
邦
党
は
、
上
述
の
と
お
り
ジ
ョ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
政
権
下
に
お

い
て
大
き
く
人
気
を
落
と
し
て
い
た
た
め
に
、
こ
の
選
挙
で
は
、

選
挙
戦
そ
の
も
の
は
共
和
党
の
圧
勝
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
な
ん

と
、
共
和
党
の
大
統
領
候
補
の
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
と
、
そ
の
副
大

統
領
候
補
で
あ
る
バ
ー
が
、
共
に
選
挙
人
数
七
三
票
と
な
っ
て
、

同
点
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
26
）

。
こ
の
結
果
、
大
統
領
を
決
定
す
る
の

は
、
合
衆
国
憲
法
三
条
二
文
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
下
院
の
手

に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
八
〇
〇
年
に
行
わ
れ
た
下
院
議
員
選
挙
で
は
共
和
党
は
大
統

領
選
挙
以
上
に
圧
勝
し
て
い
て
、
共
和
党
六
五
議
席
、
連
邦
党

四
一
議
席
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
大
統
領
を
決
定
す
る
権
限

を
有
し
て
い
る
の
は
、
共
和
党
が
優
位
に
立
つ
改
選
後
の
下
院
で

は
な
く
、
一
七
九
八
年
の
下
院
議
員
選
挙
に
よ
り
連
邦
党
が
優
位

ラ
ン
ス
び
い
き
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
連
邦
党
は
外
国
人
・
反
政

府
活
動
取
締
法
の
制
定
に
踏
み
切
っ
た
（
21
）

。
こ
れ
に
、
フ
ラ
ン
ス
び

い
き
の
共
和
党
は
反
発
し
、
激
し
く
非
難
し
た
。
こ
れ
に
対
し
反

政
府
活
動
取
締
法
に
よ
る
厳
し
い
言
論
統
制
が
行
わ
れ
た
こ
と
か

ら
、
連
邦
党
の
人
気
は
急
落
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
様
な
反
フ
ラ
ン
ス
的
行
動
に
も
拘
わ
ら
ず
、
ア
ダ
ム
ズ
は
、

一
七
九
九
年
に
独
断
で
マ
レ
ー
（
22
）

を
対
フ
ラ
ン
ス
全
権
大
使
に
任
命

し
て
、
再
度
フ
ラ
ン
ス
と
の
交
渉
に
当
た
ら
せ
る
こ
と
に
し
た
。

連
邦
党
が
こ
の
独
断
に
強
く
反
対
し
た
の
で
、
妥
協
策
と
し
て
、

ア
ダ
ム
ズ
は
、
特
使
と
し
て
エ
ル
ス
ワ
ー
ス
と
パ
ト
リ
ッ
ク･

ヘ

ン
リ
ー
（
23
）

を
マ
レ
ー
に
同
行
さ
せ
る
こ
と
に
は
同
意
し
た
。
こ
の
交

渉
の
結
果
、「
一
八
〇
〇
年
の
協
約
（C

onvention of 1800

）」

と
通
称
さ
れ
る
条
約
が
締
結
さ
れ
た
（
24
）

。
こ
う
し
た
フ
ラ
ン
ス
と
の

交
渉
は
、
そ
れ
に
反
対
し
た
国
務
長
官
の
ピ
カ
リ
ン
グ
（
25
）

を
、
ア
ダ

ム
ズ
大
統
領
が
罷
免
す
る
と
い
う
騒
動
に
発
展
し
た
。
こ
れ
が
、

連
邦
党
を
分
裂
さ
せ
、
共
和
党
の
さ
ら
な
る
優
勢
を
導
く
こ
と
に

な
る
。

（
二
）　

一
八
〇
〇
年
大
統
領
選
挙

一
八
〇
〇
年
一
一
月
に
行
わ
れ
た
合
衆
国
大
統
領
選
挙
は
、
時

一
二
六
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白
票
に
転
じ
た
の
だ
。
こ
れ
に
引
き
ず
ら
れ
て
、
そ
れ
ま
で
は

バ
ー
に
投
票
し
て
い
た
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
が
同
じ
く
白
票
に

転
じ
た
。
さ
ら
に
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
お
よ
び
バ
ー
モ
ン
ト
州
で
州

の
意
思
を
決
め
る
に
当
た
っ
て
連
邦
党
議
員
が
棄
権
し
た
た
め
、

そ
れ
ま
で
白
票
だ
っ
た
こ
の
二
州
が
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
支
持
と

な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
三
六
回
目
の
投
票
で
つ
い
に
ジ
ェ
フ
ァ
ー

ソ
ン
が
一
〇
対
四
で
勝
っ
て
大
統
領
と
な
り
、
バ
ー
は
副
大
統
領

に
決
ま
っ
た
（
28
）

。

こ
の
事
件
で
、
合
衆
国
憲
法
二
条
三
項
に
深
刻
な
欠
陥
が
あ
る

事
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
、
一
八
〇
四
年
に
合
衆
国
憲
法
第

一
二
修
正
が
批
准
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
先
に
紹
介
し
た
二
条

三
項
の
傍
線
部
に
対
応
す
る
箇
所
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
様
に
な
っ

た
。第

一
の
箇
所
：
大
統
領
と
し
て
最
多
数
の
投
票
を
得
た
者
の
票

数
が
選
挙
人
総
数
の
過
半
数
に
達
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
者
が

大
統
領
と
な
る
。

第
二
の
箇
所
：
副
大
統
領
と
し
て
最
多
数
の
投
票
を
得
た
者
の

票
数
が
選
挙
人
総
数
の
過
半
数
に
達
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
者

が
副
大
統
領
と
な
る
。

こ
の
修
正
に
よ
り
、
今
日
で
は
選
挙
人
は
大
統
領
と
副
大
統
領

に
立
つ
任
期
満
了
直
前
の
、
死
に
体
状
態
に
あ
る
下
院
で
あ
っ
た
。

大
統
領
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
下
院
は
個
々
の
議
員
が
投
票
す

る
の
で
は
な
く
、
選
出
母
体
と
な
っ
た
州
ご
と
に
一
票
を
持
つ
。

当
時
は
当
初
の
一
三
州
か
ら
三
州
増
え
て
一
六
州
だ
っ
た
（
27
）

の
で
、

過
半
数
を
取
る
た
め
に
は
九
州
以
上
の
支
持
が
必
要
だ
っ
た
。

ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
が
大
統
領
候
補
で
あ
り
、
バ
ー
が
そ
の
副
大

統
領
候
補
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
連

邦
党
は
、
党
派
の
敵
で
あ
る
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
に
投
票
す
る
こ
と

を
渋
っ
た
。
こ
の
結
果
、
連
邦
党
の
支
配
す
る
八
州
の
う
ち
六
つ

ま
で
が
バ
ー
に
投
票
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
共
和
党
の

支
配
す
る
七
州
は
す
べ
て
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
を
選
ん
だ
の
に
加
え
、

連
邦
党
の
支
配
す
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
が
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
に
票
を

投
じ
た
の
で
、
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
は
八
州
を
獲
得
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
二
月
一
一
日
か
ら
二
月
一
七
日
ま
で
下
院
で
は
実
に

三
五
回
の
投
票
が
繰
り
返
さ
れ
た
が
、
毎
回
、
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン

の
獲
得
州
は
八
州
と
、
絶
対
多
数
に
一
つ
足
り
な
い
ま
ま
で
あ
っ

た
。こ

の
混
乱
に
終
止
符
を
打
っ
た
の
は
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
代
表
の

バ
イ
ア
ー
ド
（Jam

es A
sheton B

ayard

）
だ
っ
た
。
そ
れ
ま
で

バ
ー
に
投
票
を
し
て
い
た
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
は
三
六
回
目
の
投
票
で

一
二
七
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前
稿
で
、
エ
ル
ス
ワ
ー
ス
と
マ
デ
ィ
ス
ン
が
、
そ
の
成
立
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
た
一
七
八
九
年
司
法
権
法
（Judiciary A

ct 
of 1789

）
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
同
法
に
は
、
一
つ
の
大
き
な

欠
陥
が
あ
っ
た
。
連
邦
最
高
裁
判
所
判
事
は
、
長
官
も
含
め
、
常

に
各
地
に
存
在
す
る
高
等
裁
判
所
を
巡
回
し
て
高
等
裁
判
所
審
理

に
参
加
す
る
責
務
を
負
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
合
衆
国
は
、

北
米
大
陸
の
東
海
岸
に
沿
っ
て
、
日
本
列
島
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
南

北
に
長
く
展
開
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
は
、
老
齢
に
あ
る

最
高
裁
判
事
に
と
っ
て
肉
体
的
負
担
が
大
き
か
っ
た
。
さ
ら
に
、

多
く
の
最
高
裁
判
事
が
、
常
に
最
高
裁
判
所
を
留
守
に
し
て
い
る

た
め
、
最
高
裁
の
審
理
が
は
か
ど
ら
な
い
、
と
い
う
問
題
を
生
じ

さ
せ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
最
高
裁
判
事
の
高
裁
へ
の
巡
回
を
廃
止

し
、
最
高
裁
判
所
と
高
等
裁
判
所
を
明
確
に
分
離
す
る
べ
き
だ
、

と
い
う
事
が
常
に
言
わ
れ
て
い
た
。
エ
ル
ス
ワ
ー
ス
の
辞
任
も
、

最
高
裁
判
事
の
職
が
激
務
で
あ
る
こ
と
に
原
因
の
一
つ
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
ア
ダ
ム
ズ
は
、
一
八
〇
一
年
二
月
に
、
司
法
権
法
の

改
正
法
（the Judiciary A

ct of 1801

）
を
制
定
す
る
こ
と
と

し
た
（
29
）

。
こ
の
新
法
は
、
最
高
裁
判
事
の
巡
回
任
務
を
解
く
と
共

に
、
定
数
を
六
名
か
ら
五
名
に
減
ら
す
こ
と
と
し
て
い
た
。
高
等

裁
判
所
に
つ
い
て
は
、
従
来
は
三
カ
所
に
巡
回
裁
判
所
が
あ
っ
た

の
候
補
を
は
っ
き
り
と
区
別
し
て
投
票
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

三　

司
法
権
法
の
二
度
の
改
正

初
代
連
邦
最
高
裁
判
所
長
官
の
ジ
ェ
イ
は
、
そ
の
職
に
あ
り
な

が
ら
、
外
交
活
動
に
忙
し
か
っ
た
こ
と
は
前
稿
に
紹
介
し
た
。
エ

ル
ス
ワ
ー
ス
も
同
じ
よ
う
な
立
場
に
あ
り
、
上
述
の
と
お
り
、

一
七
九
九
年
か
ら
一
八
〇
〇
年
に
掛
け
て
渡
仏
し
て
い
た
。
エ
ル

ス
ワ
ー
ス
は
、
こ
の
大
西
洋
を
渡
る
旅
が
原
因
で
重
病
に
罹
り
、

一
八
〇
〇
年
一
二
月
、
ア
ダ
ム
ズ
大
統
領
に
辞
職
を
申
し
出
た
。

そ
こ
で
、
ア
ダ
ム
ズ
は
ジ
ェ
イ
に
、
そ
の
後
任
と
し
て
再
就
任

を
依
頼
し
た
が
、
拒
絶
さ
れ
た
。
先
に
説
明
し
た
と
お
り
、
エ
ル

ス
ワ
ー
ス
が
締
結
に
関
わ
っ
た
条
約
を
巡
っ
て
、
国
務
長
官
の
ピ

カ
リ
ン
グ
を
罷
免
し
て
い
た
ア
ダ
ム
ズ
は
、
そ
の
後
任
に
ジ
ョ

ン
・
マ
ー
シ
ャ
ル
を
起
用
し
て
い
た
。
適
当
な
人
物
を
見
つ
け
ら

れ
な
か
っ
た
ア
ダ
ム
ズ
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
を
、
国
務
長
官
在
任
の

ま
ま
、
連
邦
最
高
裁
判
所
長
官
に
任
命
す
る
こ
と
を
決
断
し
た
。

こ
の
当
時
は
、
ジ
ェ
イ
や
エ
ル
ス
ワ
ー
ス
が
連
邦
最
高
裁
判
所
長

官
の
ま
ま
外
交
官
職
務
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
判
る
よ
う

に
、
今
日
と
違
っ
て
、
兼
職
の
禁
止
と
言
う
こ
と
が
喧
し
く
言
わ

れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
二
八



米
国
違
憲
立
法
審
査
権
の
確
立
（
甲
斐
）

（
四
六
九
）

れ
ら
の
判
事
は
、
真
夜
中
の
判
事
（the M

idnight Judges

）
の

異
名
で
知
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ア
ダ
ム
ズ
は
判
事
の
任
命
を

ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
が
就
任
す
る
前
日
の
真
夜
中
ま
で
続
け
た
と
言

わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
（
実
際
に
は
前
日
に
発
令
さ
れ
た
の
は
三
名

の
辞
令
だ
け
で
あ
っ
た
。）。

政
権
を
引
き
継
い
だ
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
の
方
で
は
、
こ
の
様
な

政
党
本
位
の
人
事
を
認
め
る
つ
も
り
は
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
人

事
を
否
定
す
る
手
段
と
し
て
一
八
〇
一
年
司
法
権
法
の
改
正
を

行
っ
た
。
そ
れ
が
一
八
〇
二
年
司
法
権
法
（Judiciary A

ct of 
1802

）
で
あ
る
（
30
）

。
同
法
は
、
一
八
〇
一
年
法
の
導
入
し
た
連
邦
裁

判
所
シ
ス
テ
ム
の
再
構
成
を
、
改
め
て
再
構
成
す
る
。
こ
の
法
律

は
、
一
八
〇
一
年
法
に
基
づ
い
て
ア
ダ
ム
ズ
が
新
規
に
任
命
し
た

連
邦
党
の
判
事
の
職
を
奪
う
こ
と
が
目
的
で
制
定
さ
れ
た
か
ら
、

一
七
八
九
年
法
の
欠
点
を
除
去
し
、
あ
る
い
は
人
口
の
変
動
に
対

応
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
場
合
に
は
、
完
全
に
改
革
に
逆
行

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
同
法
も
、
高
等
裁
判
所
を
六
ケ
所
に
し
た
点
は

一
八
〇
一
年
法
と
一
緒
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
、
そ
の
時
点
で
在
職

し
て
い
た
六
人
の
最
高
裁
判
事
を
一
人
ず
つ
任
命
す
る
こ
と
と
し

た
。
し
た
が
っ
て
、
一
八
〇
一
年
法
と
違
っ
て
、
そ
れ
ら
の
高
裁

も
の
を
、
倍
の
六
カ
所
に
常
設
裁
判
所
と
し
て
設
け
る
こ
と
と
し
、

こ
こ
に
一
六
名
の
専
任
の
裁
判
官
を
任
命
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ

れ
自
体
は
、
誠
に
妥
当
な
法
改
正
で
あ
っ
た
。

問
題
は
そ
こ
か
ら
先
に
あ
る
。
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
一
八
〇
〇

年
の
選
挙
で
、
連
邦
党
は
大
統
領
選
挙
で
敗
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、

同
時
に
行
わ
れ
た
上
下
両
院
選
挙
で
も
大
敗
し
て
い
た
。
そ
こ
で

ア
ダ
ム
ズ
大
統
領
は
、
こ
の
司
法
権
法
の
改
正
を
利
用
し
て
、
司

法
府
に
連
邦
党
の
勢
力
を
存
置
し
よ
う
と
考
え
た
。
す
な
わ
ち
、

上
述
し
た
欠
陥
是
正
の
た
め
の
改
革
に
加
え
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
．Ｃ
．

に
高
等
裁
判
所
を
新
設
す
る
と
共
に
、
地
方
裁
判
所
も
再
編
成
し
、

人
口
の
増
加
に
応
じ
て
既
存
の
地
方
裁
判
所
を
分
割
し
た
り
、
オ

ハ
イ
オ
地
裁
を
新
設
し
た
り
し
た
。
高
等
裁
判
所
の
権
限
も
強
化

し
た
。
そ
し
て
大
統
領
が
必
要
と
認
め
る
だ
け
の
数
の
治
安
判
事
、

執
行
官
、
事
務
官
等
の
職
の
新
設
を
認
め
る
こ
と
と
し
た
。
そ
こ

に
、
連
邦
党
員
を
任
命
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。

法
律
が
成
立
し
て
か
ら
、
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
が
就
任
す
る
ま
で

に
一
九
日
間
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
間
を
利
用
し
て
、
ア
ダ
ム
ズ
は

可
能
な
限
り
迅
速
に
、
同
法
に
よ
っ
て
新
た
に
創
設
さ
れ
た
一
六

名
の
連
邦
高
等
裁
判
所
判
事
と
、
四
二
名
の
連
邦
治
安
判
事

（F
ederalist justices of the peace

）
の
任
命
を
進
め
た
。
こ

一
二
九
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そ
の
こ
と
を
逆
か
ら
言
う
と
、
控
訴
審
法
廷
を
開
く
に
は
只
一

人
の
判
事
し
か
必
要
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
最

高
裁
判
所
判
事
は
、
し
ば
し
ば
地
方
裁
判
所
判
事
に
控
訴
審
を
委

ね
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
最
高
裁
判
所
判
事

は
、
多
く
の
場
合
に
、
控
訴
審
の
開
廷
を
地
方
裁
判
所
判
事
に
頼

る
こ
と
に
な
っ
た
。
従
来
最
高
裁
判
所
判
事
に
と
っ
て
非
常
に
大

き
な
負
担
で
あ
っ
た
馬
に
乗
っ
て
の
巡
回
を
行
わ
ず
に
済
ま
せ
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
規
定
は
、
一
八
四
〇
年
に
、

こ
の
巡
回
裁
判
制
度
が
消
滅
す
る
ま
で
、
最
高
裁
判
所
判
事
を

“riding circuit ”

の
激
務
か
ら
救
う
上
で
、
大
き
な
重
要
性
を
持

つ
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
様
な
改
正
に
よ
り
、
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
は
、
一
八
〇
一
年

法
が
作
り
出
し
た
新
規
の
司
法
官
職
を
消
滅
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
改
正
法
が
成
立
し
た
の
は
、
真
夜
中
の

判
事
た
ち
が
就
任
し
て
か
ら
一
年
以
上
も
経
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

合
衆
国
憲
法
三
条
一
節
二
項
は
「
最
高
裁
判
所
お
よ
び
下
位
裁

判
所
の
裁
判
官
は
い
ず
れ
も
、
非
行
な
き
限
り
、
そ
の
職
を
保
持

す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
定
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
度

判
事
と
し
て
任
命
さ
れ
れ
ば
、
例
え
法
改
正
に
よ
っ
て
、
そ
の
職

を
行
う
べ
き
法
廷
が
消
滅
し
て
も
、
辞
任
し
な
い
限
り
、
任
期
一

で
は
、
新
し
い
高
裁
判
事
職
は
生
じ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
お
か

げ
で
最
高
裁
判
事
は
、
自
分
の
担
当
す
る
区
域
に
お
い
て
、
地
方

裁
判
所
判
事
と
共
に
、
一
年
の
大
半
の
期
間
を
、
再
び
「
馬
に

乗
っ
て
の
巡
回
裁
判“riding circuit ”

」
を
す
る
羽
目
に
な
っ
た
。

ま
た
、
一
八
〇
一
年
法
が
設
置
し
た
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
、
テ
ネ
シ
ー

及
び
メ
イ
ン
等
の
高
等
裁
判
所
は
、
新
判
事
の
任
命
を
防
ぐ
た
め

廃
止
さ
れ
た
。

地
方
裁
判
所
に
関
し
て
は
、
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
地
方
裁
判
所

の
地
域
を
ア
ル
ベ
マ
ー
ル
、
ケ
ー
プ
フ
ィ
ア
、
パ
ム
プ
テ
ィ
コ
の

三
地
区
に
分
割
し
、
ま
た
テ
ネ
シ
ー
州
に
つ
い
て
も
東
西
二
地
区

に
分
割
し
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
新
た
な
判
事
職
は
創
設
さ
れ

ず
、
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
と
テ
ネ
シ
ー
州
の
地
区
の
地
方
裁
判

所
判
事
は
、
巡
回
裁
判
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
改
正
の
結
果
、
高
等
裁
判
所
は
わ
ず
か
二
名
の
裁
判
官
で

構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
同
法
は
、
二
人
の
意
見
が
一

致
し
な
い
法
律
問
題
に
つ
い
て
は
最
高
裁
判
所
に
問
い
合
わ
せ
る

権
利
を
認
め
た
。
ま
た
、
地
方
裁
判
所
判
事
は
、
自
分
自
身
が
担

当
し
た
事
件
の
控
訴
審
に
つ
い
て
は
担
当
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
結
果
、
そ
の
種
事
件
に
つ
い
て
は
、
最
高
裁
判
所
か
ら

の
巡
回
判
事
が
一
人
で
決
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
三
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サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
選
出
の
下
院
議
員
リ
ン
カ
ー
ン
（L

evi 
L
incoln

）
を
司
法
長
官
に
任
命
す
る
と
共
に
、
国
務
長
官
と
な

る
予
定
で
あ
っ
た
マ
デ
ィ
ス
ン
が
ワ
シ
ン
ト
ン
特
別
区
に
い
な

か
っ
た
た
め
、
マ
デ
ィ
ス
ン
が
正
式
に
国
務
長
官
に
着
任
し
た

一
八
〇
一
年
五
月
二
日
ま
で
国
務
長
官
代
行
に
任
じ
た
。
ジ
ェ

フ
ァ
ー
ソ
ン
は
、
同
時
に
リ
ン
カ
ー
ン
に
、
残
っ
て
い
た
辞
令
を

送
達
し
な
い
よ
う
に
命
じ
た
。
こ
れ
は
一
七
八
九
年
国
務
省
設
置

法
一
条
が
明
確
に
定
め
る
辞
令
の
送
達
義
務
に
違
反
し
て
お
り
、

違
法
な
行
為
で
あ
る
（
31
）

。

一
八
〇
二
年
司
法
権
法
が
一
八
〇
一
年
司
法
権
法
を
廃
止
し
た

結
果
、
一
八
〇
二
年
司
法
権
法
に
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
点
に
つ
い

て
は
一
七
八
九
年
司
法
権
法
が
復
活
し
た
。
同
法
一
三
条
に
次
の

規
定
が
あ
る
。

“T
he suprem

e court shall also have 

…w
rits of 

m
andam

us, in cases w
arranted by the principles and 

usages of law
, to any courts appointed, or persons 

holding office, under the authority of the U
nited 

S
tates. ”

最
高
裁
判
所
は
…
法
の
原
則
と
慣
行
に
よ
り
認
め
ら
れ
た

場
合
に
は
、
職
務
執
行
令
状
を
、
合
衆
国
の
権
限
下
に
設
置

杯
は
そ
の
職
を
保
持
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
、
治
安
判
事

は
五
年
の
任
期
の
間
、
二
〇
ド
ル
の
報
酬
を
受
け
る
こ
と
が
出
来

る
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
マ
ー
ベ
リ
対
マ
デ
ィ
ソ
ン
事
件
が
発

生
す
る
理
由
が
あ
る
。

四　

マ
ー
ベ
リ
対
マ
デ
ィ
ソ
ン
事
件

（
一
）　

事
件
の
内
容

本
件
に
お
け
る
原
告
マ
ー
ベ
リ
（W

illiam
 M
arbury

）
は
、

一
八
〇
一
年
司
法
権
法
に
基
づ
き
、
ア
ダ
ム
ズ
大
統
領
に
よ
り
、

ワ
シ
ン
ト
ン
特
別
区
に
お
け
る
連
邦
治
安
判
事
の
一
人
に
任
命
さ

れ
た
。
連
邦
判
事
の
任
命
は
上
院
の
同
意
に
よ
り
成
立
す
る
。
同

意
は
す
べ
て
正
規
に
得
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
辞
令

（com
m
ission

）
は
す
べ
て
、
ア
ダ
ム
ズ
大
統
領
に
よ
り
正
規
に

署
名
さ
れ
、
正
規
の
合
衆
国
の
封
印
が
マ
ー
シ
ャ
ル
国
務
長
官
に

よ
っ
て
張
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
任
命
の
発
効
に
は
辞
令
が
任
命
さ

れ
た
者
に
送
達
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
辞
令
の
送
達
は
マ
ー
シ
ャ

ル
国
務
長
官
の
責
務
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
数
名
の
者
に
つ
い
て

は
任
期
内
に
辞
令
の
交
付
に
至
ら
ず
、
そ
の
送
達
は
後
任
の
国
務

長
官
で
あ
る
マ
デ
ィ
ス
ン
に
委
託
さ
れ
た
。

ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
は
大
統
領
に
就
任
す
る
と
、
三
月
五
日
に
マ

一
三
一
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こ
の
事
件
で
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
非
常
に
難
し
い
立
場
に
い
た
。

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
は
法
律
を
無
視
し
て
辞

令
の
交
付
を
行
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
律
に

従
え
ば
、
職
務
執
行
令
状
を
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
令

状
を
出
し
て
も
マ
デ
ィ
ス
ン
が
辞
令
を
交
付
す
る
と
は
考
え
ら
れ

な
い
。
ジ
ェ
イ
が
下
し
た
チ
ザ
ム
対
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
事
件
判
決
と

同
じ
よ
う
に
、
判
決
を
被
告
人
か
ら
無
視
さ
れ
た
の
で
は
、
連
邦

最
高
裁
判
所
の
権
利
は
失
墜
す
る
。
さ
り
と
て
、
法
律
を
無
視
し

て
令
状
を
出
さ
な
い
と
決
定
し
、
違
法
行
為
の
追
認
を
し
た
の
で

は
、
や
は
り
連
邦
最
高
裁
判
所
の
権
威
は
失
墜
す
る
。
つ
ま
り
、

令
状
を
出
し
て
も
出
さ
な
く
て
も
、
権
威
の
失
墜
を
招
く
と
い
う

情
況
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
難
し
い
局
面
で
、
マ
ー
シ
ャ
ル
が
選
ん
だ
第
三
の
道
が
、

違
憲
立
法
審
査
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
二
）　

判
決
の
内
容

マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
ア
ダ
ム
ズ
の
任
命
行
為
そ
の
も
の
は
完
了
し

て
い
た
、
と
認
定
し
た
上
で
、
上
述
し
た
一
七
八
九
年
司
法
権
法

一
三
条
の
解
釈
を
行
う
。

そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
司
法
権
に
関
す
る
憲
法
の
規
定
で

さ
れ
た
す
べ
て
の
裁
判
所
な
い
し
は
官
職
に
あ
る
者
に
発
す

る
権
限
を
有
す
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
辞
令
交
付
の
拒
否
と
い
う
事
態
に
当
た
り
、
任

命
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
マ
ー
ベ
リ
等
は
、
同
条
に
基
づ
き
、
マ

デ
ィ
ス
ン
国
務
長
官
を
相
手
方
と
し
て
、
辞
令
の
交
付
を
命
じ
る

職
務
執
行
令
状
（w

rit of m
andam

us

）
の
発
付
を
求
め
て
、
合

衆
国
最
高
裁
判
所
に
訴
え
を
提
起
し
た
（
32
）

。

こ
の
結
果
、
こ
の
訴
訟
で
は
、
ジ
ョ
ン
・
マ
ー
シ
ャ
ル
は
前
国

務
長
官
と
し
て
証
言
す
る
と
共
に
、
合
衆
国
最
高
裁
判
所
長
官
と

し
て
判
決
を
書
い
て
い
る
。
こ
れ
も
今
日
で
あ
れ
ば
考
え
ら
れ
な

い
。こ

の
判
決
は
、
判
決
形
式
と
い
う
点
で
も
画
期
的
な
も
の
と

な
っ
た
。
前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ジ
ェ
イ
・
コ
ー
ト
か
ら
エ
ル

ス
ワ
ー
ス
・
コ
ー
ト
ま
で
は
、
英
国
の
判
決
形
式
の
伝
統
を
引
き

継
ぎ
、
判
決
に
関
与
し
た
す
べ
て
の
判
事
が
、
そ
の
席
次
の
順
に

自
分
の
意
見
を
書
い
て
い
く
形
式
だ
っ
た
の
で
、
判
決
の
結
論
は

ど
う
い
う
も
の
か
と
い
う
こ
と
が
判
り
に
く
か
っ
た
。
マ
ー
シ
ャ

ル
は
、
こ
の
判
決
で
、
今
日
の
判
決
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
ず

多
数
意
見
に
基
づ
く
意
見
を
書
く
と
い
う
形
式
を
確
立
し
た
の
で

あ
る
。

一
三
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ら
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

仮
に
立
法
府
の
裁
量
に
基
づ
い
て
司
法
権
を
最
高
裁
判
所

と
下
級
裁
判
所
と
の
間
で
配
分
す
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い

た
場
合
に
は
、
司
法
権
と
そ
れ
に
基
づ
く
べ
き
裁
判
制
度
を

定
義
す
る
こ
と
は
無
用
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
若
し
そ
の
よ
う

に
構
成
さ
れ
て
い
た
場
合
に
は
本
節
以
降
の
部
分
は
、
単
な

る
余
剰
で
、
完
全
に
無
意
味
で
あ
る
。
仮
に
議
会
が
、
憲
法

が
本
法
廷
を
第
一
審
と
宣
言
し
た
も
の
に
関
し
上
訴
裁
判
と

し
、
憲
法
が
上
訴
裁
判
と
宣
言
し
た
も
の
に
関
し
第
一
審
裁

判
権
を
与
え
る
自
由
を
有
す
る
な
ら
ば
、
憲
法
が
行
っ
た
司

法
権
限
の
配
分
は
実
質
を
持
た
な
い
形
式
に
過
ぎ
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
公
務
員
に
職
務
執
行
令
状
を
発
行
す
る
と

い
う
、
合
衆
国
司
法
制
度
を
創
設
す
る
法
律
に
よ
っ
て
最
高

裁
判
所
に
与
え
ら
れ
た
権
限
は
、
憲
法
で
保
証
さ
れ
て
い
な

い
よ
う
に
見
え
る
の
で
、
司
法
権
に
そ
の
よ
う
な
権
限
を
授

与
で
き
る
か
否
か
検
討
す
る
要
が
あ
る
。」

こ
こ
か
ら
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
憲
法
の
理
念
を
説
く
。

「
人
々
は
将
来
の
政
府
の
た
め
に
原
則
を
定
立
す
る
固
有
の

権
利
を
有
し
て
い
る
。
彼
ら
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
人
び
と
の

幸
福
を
最
も
良
く
導
く
で
あ
ろ
う
そ
の
原
則
が
、
す
べ
て
の

あ
る
。
そ
の
点
に
関
し
て
、
合
衆
国
憲
法
三
条
二
節
二
項
は
次
の

様
に
定
め
て
い
る
。

「
大
使
そ
の
他
の
外
交
使
節
お
よ
び
領
事
に
か
か
わ
る
す
べ

て
の
事
件
、
な
ら
び
に
州
が
当
事
者
で
あ
る
す
べ
て
の
事
件

に
つ
い
て
は
、
最
高
裁
判
所
は
、
第
一
審
管
轄
権
を
有
す
る
。

前
項
に
掲
げ
た
そ
の
他
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
最
高
裁
判
所

は
、
連
邦
議
会
の
定
め
る
例
外
の
場
合
を
除
き
、
連
邦
議
会

の
定
め
る
規
則
に
従
い
、
法
律
問
題
お
よ
び
事
実
問
題
の
双

方
に
つ
い
て
上
訴
管
轄
権
を
有
す
る
。」

つ
ま
り
、
こ
の
規
定
に
よ
る
と
連
邦
最
高
裁
判
所
が
第
一
審
裁

判
所
に
な
れ
る
の
は
外
交
関
係
か
、
州
関
係
の
事
件
だ
け
で
あ
る
。

そ
れ
な
の
に
、
一
七
八
九
年
法
は
、
そ
れ
に
加
え
て
令
状
の
交
付

に
関
す
る
第
一
審
裁
判
所
と
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

マ
ー
シ
ャ
ル
は
言
う
。

「
憲
法
は
最
高
裁
判
所
及
び
議
会
が
時
に
応
じ
て
制
定
し
、

設
立
す
る
下
級
裁
判
所
に
、
合
衆
国
全
体
の
司
法
権
を
授
与

し
て
い
る
。
こ
の
権
力
は
、
明
示
的
に
合
衆
国
の
法
に
基
づ

い
て
生
じ
た
す
べ
て
の
事
件
に
及
び
、
そ
の
結
果
、
何
ら
か

の
形
で
、
本
事
件
の
上
に
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ

な
ら
、
主
張
さ
れ
た
権
利
は
、
合
衆
国
の
法
に
よ
っ
て
与
え

一
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た
、
も
し
法
が
禁
止
し
、
あ
る
い
は
許
容
す
る
こ
と
が
義
務

の
違
い
を
も
た
ら
さ
な
い
な
ら
ば
、
政
府
の
権
力
の
限
定
と

無
限
定
の
区
別
は
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
選
択
肢
の
間
に
中
間
的
折
衷
の
余
地
は
な
い
。
憲
法

は
、
超
越
的
で
最
高
の
法
で
あ
り
、
通
常
の
方
法
で
は
改
正

で
き
な
い
も
の
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
通
常
の
立
法
府
の
法

律
で
あ
っ
て
、
他
の
法
律
と
同
様
、
立
法
府
が
改
正
し
た
い

と
望
め
ば
改
正
し
う
る
も
の
で
あ
る
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。

も
し
前
者
の
選
択
肢
が
真
実
で
あ
る
な
ら
ば
、
立
法
府
の

制
定
し
た
法
律
で
、
憲
法
に
違
反
す
る
も
の
は
法
で
は
無
い
。

も
し
後
者
が
真
実
で
あ
る
な
ら
ば
、
成
文
憲
法
は
権
力
の
本

来
的
無
限
性
を
制
限
し
よ
う
と
い
う
、
人
々
の
不
合
理
な
試

み
の
一
つ
で
あ
る
。

間
違
い
な
く
、
成
文
憲
法
で
枠
組
み
を
作
っ
た
す
べ
て
の

人
び
と
は
、
国
家
の
基
本
的
か
つ
最
高
の
法
を
制
定
す
る
に

当
た
っ
て
、
こ
の
問
題
を
熟
考
し
た
。
結
論
と
し
て
、
あ
ら

ゆ
る
そ
の
よ
う
な
政
府
に
関
す
る
理
論
は
、
憲
法
に
抵
触
す

る
立
法
は
無
効
で
あ
る
と
い
う
事
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。」

こ
う
し
て
、
わ
が
国
憲
法
で
言
え
ば
、
九
八
条
一
項
に
相
当
す

る
結
論
を
理
論
的
に
導
い
た
わ
け
で
あ
る
。
問
題
は
、
そ
れ
を
裁

米
国
の
構
造
が
樹
立
さ
れ
て
い
る
基
礎
で
あ
る
。
こ
の
固
有

の
権
利
の
行
使
は
、
非
常
に
偉
大
な
る
活
動
で
あ
り
、
し
ば

し
ば
繰
り
返
し
て
行
使
さ
れ
る
こ
と
は
出
来
ず
、
行
使
さ
れ

る
べ
き
で
も
な
い
。
そ
れ
故
に
そ
の
よ
う
に
し
て
樹
立
さ
れ

た
原
則
は
、
基
本
的
な
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
彼

ら
に
由
来
す
る
権
力
は
最
高
の
も
の
で
あ
り
、
め
っ
た
に
行

使
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
永
久
的
な
も
の
と
し
て
設
計
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
固
有
か
つ
最
高
の
意
思
が
政
府
を
組
織
し
、
各
部
門

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
権
力
を
割
り
当
て
て
い
る
。
そ
れ
は
、
そ

れ
ら
の
部
門
が
止
ま
る
べ
き
所
を
示
し
、
な
い
し
踰
越
す
る

こ
と
の
出
来
な
い
限
界
を
創
設
し
て
い
る
。

合
衆
国
政
府
に
関
し
て
は
後
者
の
記
述
が
あ
る
。
立
法
府

の
権
力
は
定
義
さ
れ
、
限
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら

の
限
定
は
、
誤
解
さ
れ
た
り
、
忘
れ
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
、
憲
法
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
も
し
、
そ
れ
ら

の
限
界
が
、
立
法
府
が
制
限
し
よ
う
と
意
図
す
れ
ば
い
つ
で

も
立
法
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
何
の
目
的
で
権
力
は
限
定
さ

れ
、
そ
の
限
定
が
記
述
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？　

も
し

そ
う
し
た
限
定
が
責
務
を
課
せ
ら
れ
た
人
を
制
限
せ
ず
、
ま

一
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判
所
は
、
法
に
従
っ
て
憲
法
を
無
視
す
る
か
、
あ
る
い
は
憲

法
に
従
っ
て
法
を
無
視
し
て
そ
の
事
例
を
判
断
す
る
、
い
ず

れ
か
の
必
要
が
あ
る
の
で
、
裁
判
所
は
、
そ
の
事
件
を
支
配

す
る
こ
れ
ら
の
競
合
す
る
規
範
の
い
ず
れ
に
依
る
か
を
決
定

す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
司
法
の
義
務
の
絶
対
的
本
質
で

あ
る
。

裁
判
所
は
憲
法
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
憲
法
は
議

会
の
制
定
す
る
通
常
の
法
律
よ
り
も
優
越
す
る
と
す
る
な
ら

ば
、
そ
れ
ら
両
方
が
適
用
さ
れ
る
事
件
で
は
、
そ
れ
ら
通
常

法
律
で
は
な
く
、
憲
法
が
そ
の
事
件
を
支
配
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

憲
法
は
裁
判
所
に
お
い
て
最
高
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

と
い
う
原
則
を
否
定
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
裁
判
所
が
憲
法

に
目
を
閉
じ
、
法
の
み
を
参
照
し
て
法
廷
を
維
持
す
る
必
要

性
に
還
元
さ
れ
る
。

こ
の
教
義
は
、
あ
ら
ゆ
る
成
文
憲
法
の
基
礎
を
覆
す
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
は
、
我
々
の
政
治
体
制
の
原
則
と
理
論
に
よ
れ

ば
完
全
に
無
効
で
あ
る
法
律
が
、
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
実

際
に
は
、
完
全
に
強
制
力
を
有
す
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
そ
れ
は
、
議
会
が
明
示
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と

判
所
が
言
う
こ
と
が
で
き
る
か
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
言
え
れ
ば
、

裁
判
所
は
違
憲
立
法
審
査
権
を
有
す
る
か
否
か
が
問
題
に
な
る
。

「
憲
法
に
反
す
る
議
会
の
法
律
が
無
効
で
あ
る
場
合
、
そ
の

無
効
に
か
か
わ
ら
ず
、
裁
判
所
を
拘
束
し
、
そ
の
効
力
を
認

め
る
義
務
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
れ
が
法

で
は
無
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
あ
た
か
も
法
で
あ
る
か

の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
規
範
を
構
成
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。

こ
れ
は
、
実
際
、
一
見
し
た
限
り
で
は
主
張
の
不
条
理
さ

が
大
き
す
ぎ
理
論
的
に
確
立
さ
れ
た
も
の
を
実
際
に
転
覆
す

る
、
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
言
う
に
は
さ
ら

に
多
く
の
検
討
を
必
要
と
す
る
。

何
が
法
で
あ
る
か
を
言
う
こ
と
は
、
明
ら
か
に
司
法
部
の

範
疇
に
属
し
、
そ
の
義
務
で
あ
る
。
特
定
の
ケ
ー
ス
に
規
範

を
適
用
す
る
者
は
、
必
然
的
に
規
範
を
説
明
し
、
解
釈
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
仮
に
二
つ
の
法
が
互
い
に
抵
触
す
る
場

合
に
は
、
裁
判
所
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
決
定
す
る
必
要

が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
法
が
憲
法
に
反
し
て
い
る
場
合
、
も
し
も

法
と
憲
法
の
両
者
を
特
定
事
件
に
適
用
し
た
場
合
に
は
、
裁
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て
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
が
そ
れ
を
そ

も
そ
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
ど
の
部

分
が
、
彼
ら
が
読
み
、
あ
る
い
は
従
う
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
？
」

こ
う
し
て
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
違
憲
審
査
を
行
う
の
が
正
義
だ
と

論
じ
る
。
問
題
は
、
日
本
国
憲
法
と
違
っ
て
、
合
衆
国
憲
法
に
は

違
憲
審
査
を
許
容
す
る
明
文
の
規
定
が
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
黙
示
的
に
違
憲
審
査
を
予
定

し
て
い
る
規
定
が
合
衆
国
憲
法
中
に
多
数
存
在
し
て
い
る
と
説
く
。

第
一
に
マ
ー
シ
ャ
ル
が
取
り
上
げ
た
の
は
、
合
衆
国
憲
法
一
条

九
節
五
項
で
あ
る
。

「
憲
法
は
『
各
州
か
ら
輸
出
さ
れ
る
物
品
に
対
し
て
、
租
税

ま
た
は
関
税
を
賦
課
し
て
は
な
ら
な
い
』
と
宣
言
し
て
い
る
。

綿
、
煙
草
な
い
し
小
麦
粉
に
対
す
る
課
税
が
あ
り
、
そ
れ
を

取
り
戻
す
た
め
の
訴
訟
を
考
え
て
み
よ
う
。
こ
の
事
件
で
、

裁
判
所
は
判
断
を
放
棄
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。
裁
判
官
は
憲
法

に
目
を
閉
じ
て
、
法
律
の
み
を
見
る
べ
き
だ
ろ
う
か
？
」

第
二
に
マ
ー
シ
ャ
ル
が
取
り
上
げ
た
の
は
、
合
衆
国
憲
法
第
一

条
第
九
節
三
項
で
あ
る
。

「
憲
法
は
、『
私
権
剥
奪
法
（
33
）

ま
た
は
事
後
法
を
制
定
し
て
は

を
あ
え
て
行
う
場
合
に
も
、
そ
の
よ
う
な
法
律
は
、
明
示
的

な
禁
止
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
に
は
有
効
な
で
あ
る
と
述

べ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
議
会
に
、
そ
の
権
限
を

狭
い
範
囲
に
制
限
し
て
い
る
の
と
同
じ
限
度
で
、
実
行
上
、

実
質
的
に
全
能
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
記
述
し
て

い
る
限
界
は
、
任
意
に
踰
越
し
う
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
そ
れ
は
私
達
が
政
治
制
度
上
の
大
き
な
改
善

と
判
断
し
た
も
の
、
す
な
わ
ち
成
文
憲
法
を
無
に
帰
し
、
成

文
憲
法
を
あ
れ
ほ
ど
畏
敬
の
念
を
持
っ
て
み
た
米
国
に
お
い

て
、
そ
の
構
造
を
否
定
す
る
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
合

衆
国
憲
法
の
独
特
の
表
現
は
、
そ
の
否
定
を
支
持
す
る
補
足

的
議
論
を
提
供
す
る
。

合
衆
国
の
司
法
権
は
、
憲
法
の
下
で
生
じ
た
す
べ
て
の
事

件
に
拡
張
さ
れ
る
。

憲
法
を
検
討
す
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
事
が
、
こ
の

権
力
を
与
え
た
人
々
の
意
図
で
あ
り
う
る
だ
ろ
う
か
？　

憲

法
の
下
で
発
生
す
る
事
件
を
、
そ
れ
が
発
生
し
た
手
段
を
調

べ
る
こ
と
な
く
決
定
さ
れ
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
？

こ
れ
は
余
り
に
も
無
駄
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

あ
る
事
件
で
は
、
し
た
が
っ
て
、
憲
法
が
裁
判
官
に
よ
っ

一
三
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米
国
違
憲
立
法
審
査
権
の
確
立
（
甲
斐
）

（
四
七
七
）

第
四
に
マ
ー
シ
ャ
ル
が
取
り
上
げ
た
の
は
、
合
衆
国
憲
法
六
条

三
節
が
定
め
る
裁
判
官
の
宣
誓
義
務
で
あ
る
。
同
節
は
、
次
の
様

に
定
め
て
い
る
。

「
こ
の
憲
法
に
定
め
る
上
院
議
員
お
よ
び
下
院
議
員
、
州
の

立
法
部
の
議
員
、
な
ら
び
に
合
衆
国
お
よ
び
各
州
の
す
べ
て

の
行
政
官
お
よ
び
司
法
官
は
、
宣
誓
ま
た
は
宣
誓
に
代
る
確

約
に
よ
り
、
こ
の
憲
法
を
擁
護
す
る
義
務
を
負
う
。
但
し
、

合
衆
国
の
い
か
な
る
官
職
ま
た
は
信
任
に
よ
る
職
務
に
就
く

資
格
条
件
と
し
て
、
宗
教
上
の
審
査
を
課
し
て
は
な
ら
な

い
。」

こ
の
宣
誓
義
務
は
、
日
本
国
憲
法
で
言
え
ば
、
九
九
条
が
課
し

て
い
る
公
務
員
の
憲
法
忠
実
義
務
に
相
当
す
る
も
の
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
規
定
に
つ
い
て
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
次
の
様
に
説
明
す
る
。

「
こ
れ
ら
の
規
定
及
び
そ
の
他
多
く
の
も
の
か
ら
、
憲
法
起

草
者
が
、
裁
判
所
の
統
制
ば
か
り
で
な
く
、
議
会
統
制
の
道

具
と
し
て
憲
法
を
考
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
う
で
な
け
れ
ば
な
ぜ
、
そ
れ
は
裁
判
官
に
そ
れ
を
擁
護

す
る
こ
と
を
宣
誓
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
？　

こ
の
宣
誓
は
、
確
か
に
彼
ら
の
公
的
性
格
に
応
じ
て
、

な
ら
な
い
。』
と
宣
言
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
も
し
も
、
そ
の
よ
う
な
法
案
が
通
過
さ

れ
る
べ
き
で
あ
り
、
あ
る
人
が
そ
の
下
に
起
訴
さ
れ
る
場
合

に
、
裁
判
所
は
、
憲
法
が
守
ろ
う
と
努
力
し
て
い
る
、
そ
れ

ら
の
犠
牲
者
に
対
し
死
刑
を
宣
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

だ
ろ
う
か
？
」

第
三
に
マ
ー
シ
ャ
ル
が
取
り
上
げ
た
の
は
、
後
に
バ
ー
が
ジ
ェ

フ
ァ
ー
ソ
ン
か
ら
反
逆
罪
で
訴
え
ら
れ
た
際
、
彼
の
身
を
守
る
こ

と
と
な
っ
た
合
衆
国
憲
法
三
条
三
節
二
項
で
あ
る
。

「
憲
法
は
『
何
人
も
、
同
一
の
外
的
行
為
に
つ
い
て
の
二
人

の
証
人
の
証
言
、
ま
た
は
公
開
の
法
廷
で
の
自
白
に
よ
る
の

で
な
け
れ
ば
、
反
逆
罪
で
有
罪
と
さ
れ
な
い
。』
と
宣
言
す

る
。こ

こ
で
は
、
憲
法
の
文
言
は
、
特
に
裁
判
所
に
宛
て
た
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
直
接
裁
判
所
に
対
し
、
採
用
す
べ
き

で
な
い
証
拠
に
関
す
る
規
則
を
規
定
し
て
い
る
。
仮
に
、
議

会
が
そ
の
規
則
を
変
更
し
、
証
人
は
一
人
で
、
も
し
く
は
法

定
外
に
お
け
る
自
白
で
足
り
る
と
宣
言
し
た
場
合
、
憲
法
上

の
原
則
は
議
会
の
法
律
に
屈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ

う
か
？
」

一
三
七



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
四
七
八
）

は
言
う
。

「
国
の
最
高
法
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
宣
言
す
る
に
は
、

米
国
の
法
律
一
般
で
は
な
く
、
憲
法
そ
れ
自
体
が
最
初
に
言

及
さ
れ
る
こ
と
に
加
え
、
法
律
が
憲
法
の
遂
行
と
し
て
制
定

さ
れ
る
と
い
う
階
層
を
も
っ
て
い
る
と
し
な
い
限
り
、
そ
れ

を
遵
守
す
る
価
値
は
全
く
な
い
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
米
国
憲
法
の
特
定
の
表
現
が
確
認
さ

れ
、
あ
ら
ゆ
る
成
文
憲
法
に
お
い
て
、
憲
法
に
反
す
る
法
律

は
無
効
で
あ
る
と
い
う
原
則
が
本
質
的
な
も
の
と
さ
れ
る
と

い
う
原
則
が
強
化
さ
れ
る
。
裁
判
所
は
、
他
の
部
門
と
同
様
、

こ
の
法
律
文
書
に
拘
束
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

規
範
は
守
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。」

こ
う
し
て
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
合
衆
国

憲
法
の
述
べ
て
い
る
限
ら
れ
た
場
合
に
し
か
第
一
審
と
し
て
活
動

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
一
七
八
九
年
司
法
権

法
一
三
条
を
違
憲
と
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
マ
ー
ベ
リ
等
の
訴
え

を
退
け
た
の
で
あ
る
。

五　

マ
カ
ラ
ッ
ク
対
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
事
件

こ
の
マ
カ
ラ
ッ
ク
対
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
事
件
（M

cC
ulloch v. 

そ
の
行
為
に
特
別
な
方
式
で
な
さ
れ
る
。
も
し
、
彼
ら
が
自

ら
擁
護
す
る
と
宣
誓
し
た
こ
と
を
侵
害
す
る
た
め
の
道
具
と

し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
な
ら
ば
、
道
具
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
る
彼
ら
に
そ
の
義
務
を
課
す
る
こ
と
は
何
と
不
道

徳
的
な
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

就
任
時
の
宣
誓
は
、
こ
れ
も
又
議
会
に
よ
っ
て
課
せ
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
議
会
の
見
解
を

完
全
に
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
次
の
言
葉
で
あ
る
。

『
私
は
厳
粛
に
、
私
が
人
に
関
係
な
く
正
義
を
管
理
し
、

貧
し
き
者
に
も
富
め
る
者
に
も
等
し
く
権
利
を
認
め
る
こ

と
を
誓
う
。
そ
し
て
、
私
は
忠
実
か
つ
公
平
に
私
の
能
力

と
理
解
の
最
善
を
尽
く
し
て
合
衆
国
の
憲
法
と
法
律
に
し

た
が
う
（
34
）

。』

も
し
憲
法
が
そ
の
統
治
の
た
め
の
規
範
を
形
成
し
て
い
な

い
な
ら
ば
、
な
ぜ
裁
判
官
は
合
衆
国
憲
法
に
従
っ
て
彼
の
義

務
を
遂
行
す
る
と
誓
う
の
だ
ろ
う
か
？　

も
し
も
彼
に
は
禁

じ
ら
れ
、
彼
に
よ
っ
て
審
査
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
場
合

に
？
」

こ
の
よ
う
に
、
成
文
憲
法
上
、
あ
き
ら
か
に
違
憲
審
査
を
予
定

し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
規
定
を
列
挙
し
た
上
で
、
マ
ー
シ
ャ
ル

一
三
八



米
国
違
憲
立
法
審
査
権
の
確
立
（
甲
斐
）

（
四
七
九
）

に
財
務
長
官
ハ
ミ
ル
ト
ン
に
よ
っ
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行

（B
ank of E

ngland

、
正
式
名
称
はthe G

overnor and 
C
om
pany of the B

ank of E
ngland

）
を
模
範
と
し
て
提
案
さ

れ
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
、
名
誉
革
命
後
の
長
期
に
わ
た
る

英
国
の
戦
争
戦
費
を
見
事
に
支
え
た
た
め
、
そ
の
制
度
は
英
国
で

は
財
政
革
命
（F

inancial revolution

）
と
呼
ば
れ
る
。
第
一
次

合
衆
国
銀
行
は
、
そ
れ
に
倣
っ
て
、
基
本
的
に
独
立
戦
争
の
間
に

合
衆
国
が
負
担
し
た
膨
大
な
債
務
を
処
理
す
る
手
段
と
し
て
考
案

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
国
務
長
官
の
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
や
議
員
の
マ
デ
ィ
ス

ン
は
、
連
邦
が
銀
行
を
設
立
す
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
そ
の
も
の
に

激
し
く
反
発
し
た
。「
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
に
言
わ
せ
れ
ば
、
銀
行

と
は
、
貧
乏
人
か
ら
金
を
巻
き
上
げ
、
農
家
を
圧
迫
し
、
質
素
な

共
和
主
義
を
堕
落
さ
せ
る
ぜ
い
た
く
好
き
を
生
む
た
め
の
仕
掛
け

だ
っ
た
（
35
）

。」　

そ
し
て
、
中
央
銀
行
の
設
立
は
違
憲
で
あ
る
と
主
張

し
た
。

一
七
八
七
年
に
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
開
か
れ
た
憲
法
制
定
会

議
で
は
、
マ
デ
ィ
ス
ン
は
、
連
邦
政
府
が
必
要
と
す
る
会
社
設
立

の
権
限
を
連
邦
議
会
に
与
え
る
よ
う
に
提
案
し
て
い
た
が
、
通
ら

な
か
っ
た
。
中
央
銀
行
設
立
の
提
案
も
検
討
さ
れ
は
し
た
が
、
州

M
aryland, 17 U

.S
. 316 

（1819

））
は
、
日
本
で
紹
介
さ
れ
る

米
国
憲
法
訴
訟
で
は
あ
ま
り
取
り
上
げ
な
い
が
、
米
国
の
そ
の
後

の
歴
史
に
重
大
影
響
を
与
え
た
、
き
わ
め
て
重
要
な
判
決
で
あ
る
。

（
一
）　

事
件
の
背
景

マ
ー
ベ
リ
対
マ
デ
ィ
ソ
ン
事
件
が
、
一
八
〇
〇
年
の
選
挙
を
知

ら
な
い
と
理
解
で
き
な
い
の
と
同
様
、
米
国
中
央
銀
行
の
歴
史
を

知
ら
な
い
と
、
こ
の
判
決
の
意
味
は
理
解
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、

簡
単
に
中
央
銀
行
の
歴
史
を
説
明
す
る
。

こ
ん
に
ち
の
米
国
に
は
他
国
と
違
い
、
中
央
銀
行
は
存
在
し
な

い
が
、
独
立
後
間
も
な
い
時
期
の
米
国
に
は
第
一
次
合
衆
国
銀
行

（F
irst B

ank of the U
nited S

tates

）（
一
七
九
一
年
）
及
び

第
二
次
合
衆
国
銀
行
（S

econd B
ank of the U

nited S
tates

）

（
一
八
一
六
年
）
と
し
て
知
ら
れ
る
中
央
銀
行
が
存
在
し
た
。
マ

カ
ラ
ッ
ク
対
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
事
件
そ
の
も
の
は
、
第
二
次
合
衆

国
銀
行
に
関
す
る
事
件
で
あ
る
が
、
事
件
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
た
中

央
銀
行
の
合
憲
性
の
問
題
は
、
第
一
次
合
衆
国
銀
行
で
も
同
一
で

あ
っ
た
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
戦
後
処
理
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
中
央
銀

行
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
次
合
衆
国
銀
行
は
、
一
七
九
一
年

一
三
九



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
四
八
〇
）

条
八
節
に
あ
っ
た
。
同
節
は
、
連
邦
議
会
の
権
限
を
個
別
に
列
挙

し
た
後
、
次
の
条
文
で
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

「
上
記
の
権
限
お
よ
び
こ
の
憲
法
に
よ
り
合
衆
国
政
府
ま
た

は
そ
の
部
門
も
し
く
は
官
吏
に
付
与
さ
れ
た
他
の
す
べ
て
の

権
限
を
行
使
す
る
た
め
に
、
必
要
か
つ
適
切
な
す
べ
て
の
法

律
を
制
定
す
る
権
限
。」（
傍
線
は
筆
者
（
37
）

）

こ
の
傍
線
を
付
し
た
「
必
要
か
つ
適
切
（necessary and 

proper

）」
条
項
に
よ
り
、
議
会
は
必
要
と
認
め
ら
れ
る
機
関
を

創
設
で
き
る
の
だ
と
ハ
ミ
ル
ト
ン
は
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
ワ
シ

ン
ト
ン
は
こ
の
主
張
を
受
け
入
れ
、
署
名
し
て
中
央
銀
行
法
は
発

効
し
た
。
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
意
見
書
は
、
こ
の
後
、
連
邦
政
府
の
権

限
の
拡
大
に
一
貫
し
て
重
要
な
役
割
を
演
じ
る
こ
と
に
な
る
。

同
法
は
、
二
〇
年
間
の
期
間
、
銀
行
の
存
続
を
認
め
、
そ
の
後

は
連
邦
議
会
の
議
決
に
よ
り
更
新
可
能
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

一
八
一
一
年
に
二
〇
年
の
期
限
が
来
た
と
き
、
議
会
は
一
票
の
差

で
更
新
を
否
決
し
て
し
ま
い
、
第
一
次
合
衆
国
銀
行
は
消
滅
す
る
。

第
二
次
合
衆
国
銀
行
を
提
案
し
た
の
は
、
皮
肉
な
こ
と
に
、
第

一
次
合
衆
国
銀
行
の
設
立
に
猛
反
対
し
た
マ
デ
ィ
ス
ン
で
あ
っ
た
。

ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
の
後
を
受
け
て
第
四
代
大
統
領
と
な
っ
て
い
た

マ
デ
ィ
ス
ン
は
、
一
八
一
二
年
に
勃
発
し
た
米
英
戦
争
（
第
二
次

の
反
対
を
引
き
起
こ
し
、
憲
法
の
批
准
が
危
う
く
な
る
こ
と
を
恐

れ
て
議
題
に
さ
え
載
せ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
結
果
、
合
衆
国
憲

法
に
は
、
ど
こ
に
も
中
央
銀
行
設
立
を
許
容
す
る
文
言
は
存
在
し

て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
や
マ
デ
ィ
ス
ン
の
反
対

の
理
論
的
な
根
拠
は
そ
こ
に
あ
っ
た
。

「
ジ
ョ
ン
・
マ
ー
シ
ャ
ル
は
著
書
『
ワ
シ
ン
ト
ン
の
生
活

（L
ife of W

ashington
）』
の
中
で
、
ア
メ
リ
カ
の
政
党
の

始
ま
り
が
、
こ
の
合
衆
国
銀
行
を
め
ぐ
る
怨
恨
に
満
ち
た
論

争
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
彼
に
依
れ
ば
、

こ
の
議
論
に
よ
っ
て
『
性
格
の
ま
っ
た
く
異
な
る
二
つ
の
政

党
が
明
確
に
組
織
と
し
て
完
成
し
た
。
権
力
を
め
ぐ
る
そ
の

長
く
先
行
き
不
透
明
な
戦
い
に
お
い
て
、〈
中
略
〉
ア
メ
リ

カ
は
こ
れ
ら
政
党
に
芯
ま
で
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
（
36
）

。」

合
衆
国
銀
行
設
立
法
案
は
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
強
い
影
響
力
で
無

事
に
上
下
両
院
を
通
過
し
た
。
し
か
し
、
大
統
領
の
ワ
シ
ン
ト
ン

も
、
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
や
マ
デ
ィ
ス
ン
同
様
に
農
園
主
で
あ
っ
た

た
め
に
、
銀
行
に
関
し
て
は
消
極
的
だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ハ

ミ
ル
ト
ン
は
大
部
の
意
見
書
を
徹
夜
で
書
き
上
げ
、
ワ
シ
ン
ト
ン

に
提
出
し
た
。

ハ
ミ
ル
ト
ン
が
中
央
銀
行
を
合
憲
と
主
張
す
る
根
拠
は
憲
法
一

一
四
〇



米
国
違
憲
立
法
審
査
権
の
確
立
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（
二
）　

判
決
の
内
容

こ
の
裁
判
で
は
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
側
は
、
合
衆
国
銀
行
の
合

憲
性
を
問
題
と
し
た
。

1　

連
邦
最
高
裁
判
所
の
権
限

こ
の
事
件
で
は
、
連
邦
議
会
の
制
定
し
た
法
律
と
州
議
会
の
制

定
し
た
法
律
が
真
っ
向
か
ら
衝
突
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合

に
、
誰
が
決
定
権
を
持
つ
の
か
が
ま
ず
問
題
と
な
る
。
マ
ー
シ
ャ

ル
は
、
次
の
様
に
述
べ
て
、
そ
れ
は
連
邦
最
高
裁
判
所
で
あ
る
と

宣
言
し
た
。

「
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
事
件
に
お
い
て
は
、
被
上
告

人
で
あ
る
主
権
国
家
（a sovereign S

tate

）
は
、
連
邦
議

会
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
法
の
義
務
を
否
定
し
、
上
告
人
は

そ
の
州
議
会
が
可
決
し
た
法
律
の
有
効
性
を
争
っ
て
い
る
。

我
が
国
憲
法
に
お
い
て
、
連
邦
政
府
と
そ
の
構
成
員
の
権
力

の
衝
突
は
、
そ
の
最
も
興
味
深
く
重
要
な
部
分
で
あ
り
、
そ

れ
に
関
す
る
意
見
は
本
質
的
に
政
府
の
重
要
な
活
動
に
影
響

を
与
え
る
も
の
な
の
で
、
憲
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て

考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
決
定
に
含
ま
れ
る
重

要
性
と
重
大
な
責
任
の
深
い
意
味
抜
き
で
、
こ
の
問
題
に
ア

独
立
戦
争
と
も
呼
ば
れ
る
（
38
）

）
の
戦
費
を
賄
う
た
め
に
ど
う
し
て
も

中
央
銀
行
が
必
要
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
反
対
派
の
中
心
で
あ
っ

た
マ
デ
ィ
ス
ン
自
身
が
提
案
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
法
案
は
ほ
と

ん
ど
反
対
無
く
議
会
を
通
過
し
、
第
二
次
合
衆
国
銀
行
は

一
八
一
五
年
に
創
設
さ
れ
た
。

し
か
し
、
各
州
レ
ベ
ル
で
は
依
然
と
し
て
中
央
銀
行
の
存
在
に

対
し
て
反
発
が
強
く
、
い
く
つ
か
の
州
は
合
衆
国
銀
行
の
支
店
の

営
業
を
禁
止
し
た
り
、
多
額
の
課
税
を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
の
挙

に
出
た
。
そ
の
一
つ
が
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
で
あ
る
。

こ
の
当
時
、
米
国
の
紙
幣
は
、
個
々
の
民
間
銀
行
が
そ
れ
ぞ
れ

の
信
用
に
基
づ
い
て
発
行
し
て
い
た
。
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
は
、
同

州
の
公
認
で
は
な
い
す
べ
て
の
銀
行
の
紙
幣
に
税
を
課
す
と
い
う

法
律
を
制
定
し
た
（
39
）

。
法
律
の
文
言
に
よ
る
限
り
、
そ
れ
は
一
般
的

な
法
規
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
公
認

で
な
い
銀
行
で
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
内
で
紙
幣
を
発
行
し
て
い
た

の
は
、
第
二
次
合
衆
国
銀
行
の
支
店
の
み
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、

州
は
、
こ
の
法
律
に
よ
り
、
合
衆
国
銀
行
の
運
営
を
妨
げ
よ
う
と

し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
合
衆
国
銀
行
ボ
ル
チ
モ
ア
支
店

長
マ
カ
ラ
ッ
ク
（Jam

es W
illiam

 M
cC
ulloch

）
が
そ
の
税
を

支
払
う
の
を
拒
絶
し
た
た
め
に
裁
判
と
な
っ
た
。

一
四
一
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主
権
国
家
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
合
衆
国
政
府
は
、
唯
一
最
高
の

支
配
権
を
持
つ
州
に
従
属
し
て
、
そ
の
権
限
を
行
使
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
主
張
し
た
。

こ
れ
は
き
わ
め
て
重
要
な
主
張
で
、
南
北
戦
争
時
に
お
け
る
南

部
政
府
側
の
、
連
邦
脱
退
の
根
拠
も
こ
の
主
張
に
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
言
う
。

「
そ
の
主
張
を
維
持
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。
憲
法
を

制
定
し
た
会
議
は
、
実
際
、
邦
の
議
会
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ

た
。
し
か
し
、
憲
法
は
、
彼
ら
の
手
か
ら
離
れ
た
時
点
で
は
、

何
の
義
務
も
権
利
も
伴
わ
な
い
単
な
る
提
案
で
あ
っ
た
。
そ

れ
は
、
そ
の
時
点
で
存
在
し
て
い
た
連
邦
議
会
に
、『
各
邦

議
会
の
同
意
と
批
准
の
た
め
に
、
そ
の
人
民
に
よ
っ
て
選
ば

れ
た
邦
代
表
者
の
会
議
に
提
出
さ
れ
る
要
求
（
40
）

』
と
し
て
報
告

さ
れ
た
。

制
定
に
当
た
っ
て
は
連
合
会
議
で
も
、
連
邦
議
会
で
も
、

邦
議
会
で
も
こ
の
手
続
方
法
が
採
用
さ
れ
、
憲
法
は
人
民
に

提
出
さ
れ
た
。
人
民
が
憲
法
に
対
し
、
安
全
か
つ
効
果
的
で

賢
明
に
行
動
す
る
唯
一
の
方
法
、
す
な
わ
ち
会
議
で
組
み
立

て
る
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
た
。
そ
れ
は
い
く
つ
か
の
邦
で

組
み
立
て
ら
れ
た

│
そ
れ
以
外
に
ど
ん
な
方
法
が
あ
る
と

プ
ロ
ー
チ
で
き
る
裁
判
所
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ

は
平
和
的
に
決
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
な
い
し
は
対
立
す
る

立
法
と
い
う
、
お
そ
ら
く
は
さ
ら
に
深
刻
な
性
質
の
対
立
を

解
決
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
も
し
そ
れ
が
そ
の
よ
う

に
決
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
本
法
廷
の
み
が

単
独
で
そ
の
決
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
合
衆
国
最
高
裁

判
所
に
、
わ
が
国
憲
法
は
、
こ
の
重
要
な
任
務
を
委
譲
し
て

い
る
。」

こ
の
場
合
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
合
衆
国
憲
法
を
そ
の
よ
う
に
解
す

る
根
拠
を
、
判
決
文
中
に
は
何
ら
示
し
て
い
な
い
。
当
然
に
マ
ー

ベ
リ
対
マ
デ
ィ
ス
ン
事
件
判
決
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
。

2　

合
衆
国
主
権
の
意
義

こ
の
裁
判
で
争
点
と
な
っ
た
第
一
の
問
題
は
、
連
邦
議
会
が
中

央
銀
行
を
設
立
す
る
権
限
が
憲
法
上
存
在
し
て
い
る
の
か
、
と
い

う
事
で
あ
る
。

こ
の
質
問
を
議
論
す
る
に
あ
た
り
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
の
代
理

人
は
、
憲
法
は
、
人
民
か
ら
生
じ
た
も
の
で
は
無
く
、
主
権
を
有

す
る
独
立
国
の
行
為
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
と
主
張
し
た
。
連
邦
政

府
の
権
限
は
州
か
ら
委
任
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
州
の
み
が
真
の

一
四
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り
、
各
州
の
主
権
を
拘
束
す
る
も
の
と
な
る
。

人
民
は
す
で
に
国
家
主
権
に
対
す
る
す
べ
て
の
権
力
を
放

棄
し
、
与
え
る
べ
き
何
も
の
も
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
確
か
に
、
彼
ら
が
政
府
に
与
え
た
権
限
を
取
り
戻

し
、
変
更
で
き
る
か
と
い
う
問
題
は
、
こ
の
国
で
は
定
着
し
、

疑
問
で
は
な
い
。
多
く
の
一
般
政
府
の
正
当
性
は
、
国
に

よ
っ
て
は
そ
れ
を
疑
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
国
家
主
権
に

委
任
さ
れ
た
権
限
は
人
民
自
身
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
の
で

あ
っ
て
、
人
民
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
別
個
の
、
独
立
し
た

主
権
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
か
つ
て
の
連
合

の
よ
う
な
同
盟
の
形
成
に
は
、
国
家
主
権
は
確
か
に
有
能
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、『
よ
り
完
全
な
連
邦
を
形
成
す
る
た
め

に
』
は
、
こ
の
同
盟
を
変
更
し
、
よ
り
効
果
的
な
政
府
に
す

る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
は
強
大
な
主
権
的
権
力
を
保
有
し
、

直
接
に
人
民
に
働
き
か
け
、
人
民
に
属
す
る
必
要
が
あ
り
、

そ
の
権
力
は
人
民
か
ら
直
接
に
導
か
れ
る
、
そ
の
す
べ
て
が

感
じ
ら
れ
、
認
め
ら
れ
る
も
の
で
無
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
連

邦
の
政
府
は
、
そ
れ
故
に
（
こ
の
事
件
に
関
す
る
事
実
に
影

響
す
る
も
の
は
何
で
あ
れ
）、
絶
対
的
か
つ
真
に
人
民
の
政

府
で
あ
る
。
そ
の
形
式
及
び
実
質
に
お
い
て
、
そ
れ
は
人
民

い
う
の
か
？　

い
か
な
る
政
治
的
夢
想
家
も
、
州
を
分
け
る

線
を
破
棄
す
る
と
い
う
ほ
ど
乱
暴
で
は
な
い
。
結
果
と
し
て
、

彼
ら
が
行
動
す
る
と
き
は
、
彼
ら
は
州
の
中
で
行
動
し
、
ア

メ
リ
カ
人
民
を
一
般
的
集
団
と
し
て
作
り
上
げ
る
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
、
彼
ら
は
採
用
す
る
手
段
は
、
そ
の
様
な
わ
け

で
、
人
民
そ
れ
自
身
の
手
段
で
あ
り
、
な
い
し
は
州
政
府
の

手
段
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
会
議
か
ら
、
憲
法
の
全
権
限
が
導
か
れ
る
。
統

治
は
人
民
か
ら
直
接
導
か
れ
る
。
統
治
は
、
人
民
の
名
の
下

に
『
制
定
し
、
確
定
す
る
』
の
で
あ
り
、『
よ
り
完
全
な
連

邦
を
形
成
し
、
正
義
を
樹
立
し
、
国
内
の
平
穏
を
保
障
し
、

共
同
の
防
衛
に
備
え
、
一
般
の
福
祉
を
増
進
し
、
わ
れ
ら
と

わ
れ
ら
の
子
孫
の
た
め
に
自
由
の
恵
沢
を
確
保
す
る
目
的
を

も
っ
て
（
41
）

』
宣
言
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

主
権
を
有
す
る
各
州
の
同
意
は
、
会
議
の
招
集
で
は
暗
黙

裏
に
な
さ
れ
、
そ
れ
故
に
憲
法
は
直
接
に
人
民
に
提
出
さ
れ

て
い
る
。
人
民
に
は
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
か
拒
否
す
る
完
璧

な
自
由
が
あ
り
、
彼
ら
は
終
局
的
に
そ
れ
を
受
け
入
れ
た
。

そ
れ
は
州
政
府
に
よ
る
確
認
や
否
認
を
要
し
な
か
っ
た
。
憲

法
は
、
こ
う
し
て
採
択
さ
れ
た
と
き
に
、
完
全
な
義
務
と
な

一
四
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の
も
の
に
拘
束
さ
れ
る
。」

こ
の
う
ち
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
「
こ
の
憲
法
、
お
よ
び
こ
れ
に
準

拠
し
て
制
定
さ
れ
る
合
衆
国
の
法
律
…
は
、
国
の
最
高
法
規
で
あ

る
」
と
い
う
部
分
を
取
り
出
し
て
、
次
の
様
に
論
じ
る
。

「
こ
の
要
求
に
よ
り
、
州
議
会
の
構
成
員
並
び
に
州
の
行
政

官
お
よ
び
司
法
官
は
、
合
衆
国
憲
法
に
対
す
る
忠
誠
を
宣
誓

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
合
衆
国
政
府
の
権
力
に
は
確
か
に

制
限
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
最
高
で
あ
り
、
そ
の
法
は
、
憲
法

の
実
現
の
た
め
に
制
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、『
州
の
憲
法
ま

た
は
法
律
に
反
対
の
定
め
が
あ
る
場
合
で
も
』
国
の
最
高
法

規
で
あ
る
。」

そ
の
上
で
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
銀
行
の
設
立
が
、
合
衆
国
憲
法

上
、
連
邦
の
権
限
に
属
す
る
か
否
か
を
検
討
す
る
。

「
憲
法
に
列
挙
さ
れ
た
権
限
中
に
、
我
々
は
銀
行
を
設
立
し
、

ま
た
は
法
人
を
設
置
す
る
事
に
関
す
る
条
項
を
見
つ
け
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
合
衆
国
憲
法
中
に
は
、
連
合
規

約
の
よ
う
に
、
従
属
的
ま
た
は
暗
黙
の
権
限
を
除
き
、
信
託

さ
れ
た
全
て
が
明
示
的
に
細
か
く
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
す
る
規
定
は
な
い
（
42
）

。」

こ
こ
で
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
第
一
〇
修
正
に
言
及
す
る
。
第
一
〇

か
ら
発
す
る
。
そ
の
権
力
は
、
人
民
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
、

人
民
に
直
接
行
使
さ
れ
、
そ
の
利
益
は
人
民
の
も
の
で
あ

る
。」

こ
の
マ
ー
シ
ャ
ル
の
主
張
こ
そ
、
南
北
戦
争
で
リ
ン
カ
ー
ン
大

統
領
が
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
こ
の
末
文
に
は
、
リ
ン

カ
ー
ン
の
有
名
な
ゲ
テ
ィ
ス
バ
ー
グ
演
説
（
人
民
の
、
人
民
に
よ

る
、
人
民
の
た
め
の
政
府
）
の
原
型
が
明
ら
か
に
読
み
取
れ
る
。

3　

連
邦
の
中
央
銀
行
設
立
権

こ
う
し
て
、
連
邦
に
は
州
と
は
別
個
独
立
に
、
州
と
同
様
に
直

接
人
民
か
ら
信
託
さ
れ
た
主
権
が
あ
る
と
し
た
場
合
、
こ
の
事
件

の
よ
う
に
連
邦
と
州
の
主
権
が
衝
突
し
た
場
合
に
は
、
問
題
は
ど

の
よ
う
に
解
決
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。

マ
ー
シ
ャ
ル
は
こ
こ
で
、
合
衆
国
憲
法
六
条
二
節
を
引
用
す
る
。

次
の
様
な
条
文
で
あ
る
。

「
こ
の
憲
法
、
お
よ
び
こ
れ
に
準
拠
し
て
制
定
さ
れ
る
合
衆

国
の
法
律
、
な
ら
び
に
合
衆
国
の
権
限
に
も
と
づ
い
て
締
結

さ
れ
た
、
ま
た
は
将
来
締
結
さ
れ
る
す
べ
て
の
条
約
は
、
国

の
最
高
法
規
で
あ
る
。
す
べ
て
の
州
の
裁
判
官
は
、
州
の
憲

法
ま
た
は
法
律
に
反
対
の
定
め
が
あ
る
場
合
で
も
、
こ
れ
ら

一
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行
を
設
立
す
る
権
限
が
存
在
す
る
こ
と
を
マ
ー
シ
ャ
ル
は
論
証
す

る
必
要
が
あ
る
。
憲
法
中
に
銀
行
設
立
に
関
す
る
規
定
は
な
い
の

で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
あ
ら
ゆ
る
国
家
の
権
限
を
憲
法
に
記
載
す
る
こ
と

は
無
理
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
銀
行
設
立
権
を
導
く
こ
と
は
で
き
る
。

問
題
は
、
そ
の
権
限
は
連
邦
と
州
の
い
ず
れ
に
属
す
る
か
で
あ
る
。

そ
こ
で
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
企
業
の
設
立
は
、
そ
れ
自
体
が
目
的
な

の
で
は
な
く
、
あ
る
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
な
の
だ
と
説

く
。そ

こ
で
登
場
し
て
く
る
の
は
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
が
第
一
次
合
衆
国

銀
行
に
関
し
て
ワ
シ
ン
ト
ン
に
提
出
さ
れ
た
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
意
見

書
で
述
べ
た
憲
法
一
条
八
節
に
い
う
『
必
要
か
つ
適
切
』
条
項
で

あ
る
。

そ
こ
で
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
こ
の
『
必
要
』
と
い
う
語
の
意
味
に

つ
い
て
様
々
に
検
討
を
し
、
最
終
的
に
次
の
様
に
結
論
を
下
す
。

「
第
一
に
、
こ
の
語
句
は
、
議
会
の
権
力
に
関
す
る
規
定
中

に
置
か
れ
て
お
り
、
決
し
て
そ
の
権
力
の
制
限
規
定
中
に
置

か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

第
二
に
、
そ
の
条
項
は
政
府
に
信
託
さ
れ
た
権
力
を
縮
減

す
る
目
的
で
は
な
く
、
拡
大
す
る
趣
旨
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

修
正
は
次
の
様
な
条
文
で
あ
る
。

「
こ
の
憲
法
が
合
衆
国
に
委
任
し
て
い
な
い
権
限
ま
た
は
州

に
対
し
て
禁
止
し
て
い
な
い
権
限
は
、
各
々
の
州
ま
た
は
国

民
に
留
保
さ
れ
る
。」

こ
れ
が
、
州
側
の
も
っ
と
も
強
力
な
形
式
上
の
根
拠
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
マ
ー
シ
ャ
ル
は
言
う
。

「
興
奮
で
過
剰
と
な
っ
た
嫉
妬
を
静
め
る
目
的
の
た
め
に
設

け
ら
れ
た
第
一
〇
修
正
で
さ
え
も
『
明
示
的
』
と
い
う
言
葉

を
省
略
し
、
単
に
『
合
衆
国
に
委
任
し
て
い
な
い
権
限
ま
た

は
州
に
対
し
て
禁
止
し
て
い
な
い
権
限
は
、
各
々
の
州
ま
た

は
国
民
に
留
保
さ
れ
る
』
こ
と
だ
け
を
宣
言
す
る
こ
と
に
よ

り
、
問
題
と
な
っ
た
特
定
の
権
限
が
合
衆
国
政
府
に
委
任
さ

れ
、
ま
た
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
か
は
、
憲
法
全
体
の
適
正
な

構
造
に
依
存
し
て
判
断
さ
れ
る
よ
う
に
制
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
修
正
条
文
を
記
述
し
採
用
し
た
人
び
と
は
、
連
合
規
約

の
こ
の
単
語
の
挿
入
に
起
因
す
る
混
乱
を
経
験
し
て
い
た
の

で
、
お
そ
ら
く
そ
れ
ら
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
、
そ
れ
を

省
略
し
た
の
で
あ
る
。」

こ
の
第
一
〇
修
正
に
関
す
る
議
論
は
、
相
手
側
の
論
拠
を
否
定

す
る
消
極
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
積
極
的
に
中
央
銀
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し
か
し
、
こ
の
議
論
が
絶
対
的
な
条
件
は
、
課
税
権
そ
の
も

の
も
含
め
、
州
の
主
権
は
、
合
衆
国
憲
法
の
下
位
に
あ
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
制
御
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
合

衆
国
憲
法
が
ど
の
限
度
ま
で
制
御
す
る
か
は
、
そ
の
構
造
の

問
題
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
合
衆
国
憲
法
を
制
定
す
る
に

際
し
て
は
、
何
の
原
則
も
宣
言
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
ど
こ

ま
で
許
容
で
き
る
か
は
、
最
高
政
府
の
正
当
な
運
営
を
打
破

す
る
と
認
め
ら
れ
る
か
に
よ
る
。
そ
れ
自
身
の
圈
内
に
あ
る

そ
の
活
動
に
対
す
る
す
べ
て
の
障
害
を
除
去
す
る
こ
と
は
至

上
性
の
絶
対
的
本
質
で
あ
る
の
で
、
下
位
政
府
に
帰
属
す
る

す
べ
て
の
権
力
を
、
そ
の
活
動
に
影
響
を
与
え
る
限
度
で
修

正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
効
果
は
、
文
言
で
記
述
す
る

必
要
は
な
い
。
そ
れ
は
至
上
性
の
宣
言
に
暗
黙
裏
に
含
ま
れ

て
お
り
、
明
示
す
る
こ
と
で
よ
り
明
確
に
す
る
必
要
は
無
い
。

憲
法
の
解
釈
に
当
た
り
我
々
は
、
こ
の
視
点
を
維
持
す
る
必

要
が
あ
る
。」

こ
う
し
た
議
論
を
さ
ら
に
重
ね
た
末
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
メ

リ
ー
ラ
ン
ド
州
法
は
違
憲
で
あ
る
と
宣
言
す
る
。
今
日
で
あ
れ
ば
、

連
邦
法
は
州
法
に
優
越
す
る
、
と
い
え
ば
済
む
こ
と
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
こ
の
よ
う
な
論
理
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
た
結
論
が
憲
法

既
に
付
与
さ
れ
て
い
る
権
限
の
制
限
で
は
な
く
、
追
加
す
る

趣
旨
で
あ
る
。
連
邦
議
会
の
裁
量
権
を
拡
大
す
る
文
言
に
よ

り
、
そ
れ
を
狭
め
る
意
図
を
隠
し
て
い
る
と
考
え
る
理
由
は

無
い
。」

こ
の
前
提
の
下
に
さ
ら
に
検
討
し
た
上
で
、
連
邦
最
高
裁
判
所

は
、
合
衆
国
銀
行
設
立
法
は
合
憲
で
あ
り
、
各
州
法
に
優
越
す
る

と
宣
言
す
る
。

4　

各
州
の
課
税
権

次
の
論
点
は
、
中
央
銀
行
が
合
憲
で
あ
る
と
し
て
、
各
州
は
こ

れ
に
課
税
す
る
権
限
を
有
す
る
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
言
う

ま
で
も
無
く
、
課
税
権
は
国
家
の
本
質
的
権
力
で
あ
り
、
連
邦
が

課
税
権
を
有
す
る
か
ら
と
言
っ
て
、
州
の
課
税
権
が
否
定
さ
れ
る

こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

「
各
州
に
よ
っ
て
合
衆
国
銀
行
に
課
税
す
る
こ
と
が
、
そ
れ

を
破
壊
す
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
こ
と
は
余
り
に
も
明
白

で
あ
る
。
し
か
し
、
課
税
権
が
、
憲
法
に
明
示
的
に
規
定
す

る
も
の
以
外
の
い
か
な
る
制
限
に
も
服
し
な
い
絶
対
的
な
権

力
で
あ
り
、
他
の
主
権
に
基
づ
く
権
力
と
同
様
に
そ
れ
を
信

託
さ
れ
た
も
の
の
裁
量
に
依
存
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
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た
る
三
分
の
二
の
多
数
を
確
保
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
合
衆

国
銀
行
は
、
州
法
銀
行
に
転
換
し
て
存
続
し
よ
う
と
し
た
が
、

ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
に
よ
っ
て
最
終
的
に
破
産
に
追

い
込
ま
れ
た
。
そ
の
後
は
、
一
九
一
三
年
に
連
邦
準
備
制
度
が
成

立
す
る
ま
で
、
米
国
に
は
中
央
銀
行
に
相
当
す
る
機
能
を
果
た
す

組
織
す
ら
存
在
し
な
か
っ
た
。

六　

そ
の
他
の
重
要
憲
法
判
例

本
稿
の
紙
幅
も
尽
き
て
き
た
の
で
、
マ
ー
シ
ャ
ル
の
下
し
た
憲

法
判
例
で
、
同
時
代
的
な
影
響
は
軽
微
で
あ
っ
た
が
、
後
世
に
大

き
な
影
響
を
残
し
た
判
例
を
い
く
つ
か
、
簡
略
に
紹
介
し
た
い
。

（
一
）　

ダ
ー
ト
マ
ス
大
学
事
件

ダ
ー
ト
マ
ス
大
学
事
件
（T

rustees of D
artm

outh C
ollege 

v. W
oodw

ard, 17 U
.S
. 

（4 W
heat.

） 518 

（1819

））
は
、
合
衆

国
憲
法
の
「
契
約
条
項
（C

ontract C
lause

）」
を
扱
っ
た
と
言

う
点
で
、
歴
史
的
な
重
要
性
を
持
つ
。

契
約
条
項
と
は
、
合
衆
国
憲
法
一
条
一
〇
節
一
項
の
一
部
で
あ

る
。
次
の
傍
線
部
が
そ
れ
で
あ
る
。

「
州
は
、
条
約
を
締
結
し
、
同
盟
も
し
く
は
連
合
を
形
成
し
、

原
理
と
し
て
確
立
し
た
結
果
な
の
で
あ
る
。

（
三
）　

そ
の
後

第
二
次
合
衆
国
銀
行
も
、
第
一
次
合
衆
国
銀
行
と
同
様
、
二
〇

年
間
の
時
限
立
法
で
設
立
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
故
に
一
八
三
六
年

に
免
許
を
更
新
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
一
八
二
八
年
の
大
統
領
選

挙
で
第
七
代
大
統
領
に
就
任
し
て
い
た
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ジ
ャ
ク

ソ
ン
は
合
衆
国
銀
行
の
公
認
の
更
新
に
つ
い
て
強
く
反
対
し
、

一
八
三
二
年
大
統
領
選
挙
の
綱
領
で
は
、
合
衆
国
銀
行
の
廃
止
を

公
約
と
し
て
掲
げ
て
い
た
（
彼
の
有
名
な
言
葉
に “the bank is 

trying to kill m
e, but I w

ill kill it ”
が
あ
る
）。
選
挙
に
勝
っ

た
翌
一
八
三
三
年
九
月
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
合
衆
国
銀
行
に
政
府
の

資
金
を
預
託
す
る
こ
と
を
終
わ
ら
せ
る
執
行
命
令
を
発
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
合
衆
国
銀
行
は
実
質
的
に
中
央
銀
行
と
し
て
の
機
能

を
失
う
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
一
八
三
六
年
に
、
議
会
が
合
衆
国
銀
行
の
期
間
更
新

の
議
決
を
行
う
と
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
こ
れ
に
対
し
て
拒
否
権
を
発

動
し
た
。
こ
れ
は
、
史
上
最
初
の
、
合
憲
で
あ
る
こ
と
が
確
定
し

て
い
る
法
案
に
対
す
る
拒
否
権
の
発
動
と
な
っ
た
。
議
会
は
強
く

反
発
し
た
が
、
反
ジ
ャ
ク
ソ
ン
派
は
大
統
領
の
拒
否
権
を
覆
す
に

一
四
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本
法
学　

第
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十
八
巻
第
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（
二
〇
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二
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（
四
八
八
）

1　

事
件
の
内
容

ダ
ー
ト
マ
ス
大
学
（D

artm
outh C

ollege

）
は
、
ニ
ュ
ー
ハ

ン
プ
シ
ャ
ー
州
ハ
ノ
ー
バ
ー
市
に
本
部
を
置
き
、
一
七
六
九
年
に
、

英
国
王
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
の
勅
許
を
賜
っ
て
創
立
さ
れ
た
私
立
大
学

で
合
衆
国
で
は
一
三
番
目
に
古
い
。
創
立
に
当
た
っ
て
英
国
王
の

側
近
の
政
治
家
が
出
資
し
て
お
り
、
そ
の
代
表
者
が
、
一
七
七
二 

年
〜
一
七
七
五
年
に
英
国
政
府
の
植
民
地
大
臣
（S

ecretary of 
S
tate for the C

olonies

）
を
務
め
た
ダ
ー
ト
マ
ス
二
世
伯
爵

（W
illiam

 L
egge, 2nd E

arl of D
artm

outh

）
で
あ
っ
た
た
め
、

大
学
に
彼
の
名
が
つ
い
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
の
勅
許
状
（charter

）

に
は
学
校
の
目
的
が
綴
ら
れ
、
そ
れ
を
支
配
す
る
構
造
を
設
定
し
、

大
学
に
土
地
を
与
え
て
い
た
。
つ
ま
り
、
勅
許
状
は
同
時
に
大
学

定
款
で
あ
る
。

一
八
一
六
年
、
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
議
会
は
新
た
に
法
律
（
43
）

を
制
定
し
て
、
ダ
ー
ト
マ
ス
大
学
の
勅
許
状
を
修
正
し
、
知
事
の

手
に
大
学
理
事
の
任
命
権
限
を
与
え
、
大
学
理
事
会
の
定
員
を

一
二
名
か
ら
二
一
名
に
増
員
し
、
さ
ら
に
大
学
理
事
会
の
決
定
に

対
し
て
拒
否
権
を
有
す
る
州
監
督
委
員
会
を
設
置
し
よ
う
と
し
た
。

こ
の
委
員
会
は
、
二
五
名
の
構
成
員
か
ら
な
る
が
、
そ
の
う
ち

二
一
名
は
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
上
下
両
院
議
長
等
が
そ
の
地

船
舶
捕
獲
免
許
状
を
付
与
し
、
貨
幣
を
鋳
造
し
、
信
用
証
券

を
発
行
し
、
金
貨
お
よ
び
銀
貨
以
外
の
も
の
を
債
務
弁
済
の

法
定
手
段
と
し
、
私
権
剥
奪
法
、
事
後
法
も
し
く
は
契
約
上

の
債
権
債
務
関
係
を
害
す
る
法
律
を
制
定
し
、
ま
た
は
貴
族

の
称
号
を
授
与
し
て
は
な
ら
な
い
。」

す
な
わ
ち
、
契
約
条
項
は
、
遡
及
的
に
契
約
上
の
権
利
を
損
な

う
法
律
の
制
定
を
州
に
対
し
て
禁
止
し
て
い
る
。
ま
た
、
契
約
条

項
は
、
州
の
法
律
だ
け
で
は
な
く
、
裁
判
所
判
決
に
も
適
用
さ
れ

る
。
憲
法
起
草
者
は
、
州
が
連
合
規
約
の
下
に
お
い
て
し
ば
し
ば

行
わ
れ
た
特
別
法
に
対
す
る
恐
怖
を
解
消
す
る
目
的
で
、
こ
の
句

を
追
加
し
た
。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
議
会
は
、
特
定
人
（
当
然
だ

が
、
有
力
者
）
の
債
務
の
緩
和
法
を
議
決
す
る
と
言
う
こ
と
を
よ

く
行
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
独
立
戦
争
中
及
び
革
命
後
に
、
多

く
の
州
は
、
外
国
債
権
者
を
犠
牲
に
し
、
植
民
地
の
債
務
者
に
有

利
な
法
律
を
可
決
し
た
。
憲
法
起
草
者
は
、
そ
の
よ
う
な
行
為
は

米
国
へ
の
外
国
資
本
の
将
来
の
流
れ
を
危
う
く
す
る
と
信
じ
て
い

た
。
そ
の
結
果
、
契
約
条
項
は
、
売
上
契
約
お
よ
び
融
資
契
約
の

不
可
侵
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ
り
、
外
国
商
人
に
、
米
国
と
の
取

引
の
損
失
の
リ
ス
ク
を
低
く
す
る
と
い
う
狙
い
が
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
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民
間
の
契
約
の
変
更
ま
た
は
取
り
消
し
は
、
合
理
的
な
理
由
が
無

い
限
り
、
州
法
や
州
憲
法
の
改
正
と
い
う
手
段
に
依
っ
て
で
も
許

さ
れ
な
い
こ
と
を
確
立
し
た
。

歴
史
的
に
見
れ
ば
、
こ
の
判
決
は
、
契
約
条
項
を
強
化
し
、
民

間
企
業
を
含
め
民
間
の
契
約
に
国
家
が
干
渉
す
る
こ
と
を
制
限
す

る
、
最
も
重
要
な
最
高
裁
判
決
の
一
つ
と
な
っ
た
。

（
二
）　

コ
ー
エ
ン
対
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
事
件

こ
のC

ohens v. V
irginia, 19 U

.S
. 264 

（1821

）
事
件
は
、

被
告
人
が
そ
の
憲
法
上
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
た
と
主
張
し
た
場
合

に
お
い
て
、
連
邦
最
高
裁
判
所
が
、
州
最
高
裁
判
所
の
判
決
を
再

審
査
で
き
る
と
い
う
判
例
を
確
立
し
た
こ
と
で
有
名
な
事
件
で
あ

る
。1　

事
実
関
係

連
邦
議
会
は
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
．Ｃ
．内
に
お
い
て
宝
籤
を
発
行
し
、

販
売
す
る
こ
と
を
認
め
る
法
律
を
制
定
し
て
い
た
。
コ
ー
エ
ン
兄

弟
は
こ
の
Ｄ
．Ｃ
．宝
籤
を
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
で
、
同
州
の
法
律
に
違

反
し
て
販
売
し
、
一
〇
〇
ド
ル
の
罰
金
を
科
せ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、

コ
ー
エ
ン
兄
弟
は
連
邦
最
高
裁
判
所
に
、
彼
ら
の
行
為
は
連
邦
宝

位
に
よ
り
就
任
す
る
こ
と
と
し
て
い
た
。
こ
れ
は
実
質
的
に
私
立

大
学
か
ら
州
立
大
学
へ
の
変
換
を
意
味
す
る
。
こ
の
法
律
を
制
定

し
た
狙
い
は
、
共
和
党
系
の
州
政
府
が
、
連
邦
党
系
の
理
事
を
大

学
か
ら
追
放
し
、
大
学
を
共
和
党
の
支
配
下
に
置
く
こ
と
に
あ
っ

た
と
い
う
。

そ
こ
で
大
学
理
事
会
が
、
議
会
の
行
動
が
違
憲
で
あ
る
と
い
う

宣
言
を
求
め
て
、
州
が
任
命
し
た
新
た
な
理
事
会
書
記
で
あ
る

ウ
ッ
ド
ワ
ー
ド
（W

illiam
 H
. W
oodw

ard

）
を
相
手
取
り
、
訴

え
を
提
起
し
た
。

2　

判
決
の
内
容

そ
こ
で
争
わ
れ
た
の
は
、
こ
の
法
律
が
契
約
条
項
に
違
反
し
て

違
憲
な
の
か
否
か
で
あ
る
。
上
記
の
立
法
経
緯
か
ら
す
れ
ば
、
こ

の
よ
う
な
教
育
機
関
の
よ
う
な
慈
善
事
業
は
、
憲
法
起
草
者
の
念

頭
に
な
か
っ
た
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
が
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は

「
熟
議
の
結
果
、
当
法
廷
の
意
見
に
依
れ
ば
、
こ
れ
は
合
衆
国
憲

法
に
違
反
す
る
こ
と
な
く
侵
害
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
契
約
で
あ

る
。」
と
宣
言
し
、
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
法
を
違
憲
と
し
た
の

で
あ
る
。

こ
の
ダ
ー
ト
マ
ス
事
件
判
決
に
よ
り
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、

一
四
九



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
四
九
〇
）

条
項
（Interstate C

om
m
erce C

lause

）
で
あ
り
、
そ
の
最
初
の

事
件
と
な
っ
た
の
が
、
ギ
ボ
ン
ズ
対
オ
グ
デ
ン
事
件
（G

ibbons 
v. O
gden, 22 U

.S
. 1 

（1824

））
に
お
い
て
、
マ
ー
シ
ャ
ル
が
打

ち
出
し
た
州
際
通
商
条
項
（Interstate C

om
m
erce C

lause

）

に
関
す
る
判
例
で
あ
る
。
州
際
通
商
条
項
は
、
合
衆
国
憲
法
一
条

八
節
三
項
が
定
め
て
い
る
。
次
の
様
な
規
定
で
あ
る
。

「
連
邦
議
会
は
、
つ
ぎ
の
権
限
を
有
す
る
。〈
中
略
〉
諸
外

国
と
の
通
商
、
各
州
間
の
通
商
お
よ
び
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
部
族

と
の
通
商
を
規
制
す
る
権
限
。」

す
な
わ
ち
、
こ
の
規
定
は
、
連
邦
議
会
の
権
限
と
し
て
、
外
国

通
商
条
項
（F

oreign C
om
m
erce C

lause

）、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン

通
商
条
項
（Indian C

om
m
erce C

lause

）、
そ
れ
に
州
際
通
商

条
項
を
定
め
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
連
邦
議
会
に
州
際
通
商
を
規
制
す
る
権
限
が
あ
る
と

い
っ
て
も
、
そ
れ
が
具
体
的
に
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
は
、
こ

の
時
ま
で
は
っ
き
り
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
明
確
に
し
た
の

が
、
こ
の
ギ
ボ
ン
ズ
対
オ
グ
デ
ン
事
件
判
決
な
の
で
あ
る
。

1　

事
件
の
内
容

蒸
気
船
を
発
明
し
た
の
は
、
フ
ル
ト
ン
（R

obert F
ulton

）

籤
法
に
よ
り
許
容
さ
れ
て
い
る
と
主
張
し
て
上
告
し
た
。

2　

判
決
の
内
容

主
た
る
争
点
は
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
の
法

廷
が
定
め
た
事
に
対
す
る
司
法
権
が
あ
る
か
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。

連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
合
衆
国
憲
法
三
条
二
節
が
「
こ
の
憲
法
、

合
衆
国
の
法
律
お
よ
び
合
衆
国
の
権
限
に
も
と
づ
き
締
結
さ
れ
た
、

ま
た
は
将
来
締
結
さ
れ
る
条
約
の
も
と
で
発
生
す
る
コ
モ
ン
ロ
ー

上
お
よ
び
エ
ク
イ
テ
ィ
上
の
す
べ
て
の
事
件
」
と
定
め
、
何
ら
の

例
外
を
述
べ
て
い
な
い
こ
と
を
根
拠
に
司
法
権
を
有
す
る
と
判
決

し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
コ
ー
エ
ン
兄
弟
に
対
す
る
告
訴
は
支
持
し
た
。
連
邦

議
会
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
．Ｃ
．の
外
で
宝
籤
を
販
売
す
る
こ
と
を

意
図
し
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
宝
籤
販
売
を
許
可
し
た
連
邦
法

と
、
宝
籤
販
売
を
禁
止
し
た
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
法
の
間
に
衝
突
は
存

在
し
て
い
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。

（
三
）　

ギ
ボ
ン
ズ
対
オ
グ
デ
ン
事
件

米
国
の
歴
史
は
、
州
に
対
す
る
連
邦
権
限
拡
張
の
歴
史
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
大
き
な
武
器
と
な
っ
た
の
が
州
際
通
商

一
五
〇



米
国
違
憲
立
法
審
査
権
の
確
立
（
甲
斐
）

（
四
九
一
）

州
際
（am
ong the several states

）
と
通
商
（com

m
erce

）

と
い
う
言
葉
が
、
そ
れ
ぞ
れ
何
を
意
味
す
る
か
で
あ
る
。

マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
通
商
と
は
単
な
る
交
通
（traffi  c

）
で
は
な

く
、
商
品
取
引
（trade of com

m
odities

）
な
い
し
交
換

（intercourse

）
で
あ
る
と
し
た
。
そ
の
限
界
は
航
海

（navigation

）
を
含
む
と
い
う
。
ま
た
州
〝
際
〞（am

ong

）
と
は
、

混
ざ
り
合
う
（interm

ingled w
ith

）
こ
と
だ
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
言
葉
を
置
き
換
え
た
結
果
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
「
通

商
と
い
う
言
葉
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
連
邦
議

会
が
航
海
を
規
制
す
る
権
力
は
明
示
的
に
授
与
さ
れ
て
い
る
」
と

結
論
し
た
。
こ
の
結
果
、
通
商
に
関
す
る
議
会
の
権
限
は
、
州
法

に
あ
ら
ゆ
る
局
面
で
優
越
す
る
と
し
た
。

「
常
に
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
連
邦
議
会
の
主
権
は
、

特
定
の
対
象
に
限
定
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
対
象
に
関
し

て
は
無
条
件
に
認
め
ら
れ
る
。
外
国
及
び
州
際
の
通
商
権
限

は
、
あ
た
か
も
単
一
の
政
府
が
有
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
処
と

同
様
に
、
絶
対
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
権
限
の
実
施
に
対

す
る
憲
法
上
の
制
約
も
、
合
衆
国
憲
法
が
定
め
て
い
る
場
合

に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。」

で
あ
る
。
一
七
七
七
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
フ
ル
ト
ン
は
、
伯
父

の
リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン
（
44
）

と
、
蒸
気
船
運
航
会
社
を
興
し
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
議
会
の
法
律
に
よ
っ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
内
の
全
水
面

で
、
蒸
気
船
を
運
航
す
る
独
占
権
を
得
て
い
た
。
フ
ル
ト
ン
と
リ

ビ
ン
グ
ス
ト
ン
は
、
後
に
こ
の
権
利
を
オ
グ
デ
ン
（A

aron 
O
gden

）
に
譲
渡
し
た
。

他
方
、
ギ
ボ
ン
ズ
（T

hom
as G

ibbons

）
は
、
連
邦
議
会
か

ら
、
連
邦
の
持
つ
沿
岸
貿
易
規
制
権
限
の
一
環
と
し
て
、
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
エ
リ
ザ
ベ
ス
タ
ウ
ン
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
を
結
ぶ

蒸
気
船
を
運
航
す
る
特
許
を
得
た
。

そ
こ
で
、
オ
グ
デ
ン
は
、
ギ
ボ
ン
ズ
の
船
の
運
航
を
差
し
止
め

る
訴
え
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
裁
判
所
に
提
起
し
、
勝
訴
し
た
。
そ

こ
で
、
ギ
ボ
ン
ズ
が
連
邦
裁
判
所
に
提
訴
し
た
の
が
こ
の
事
件
で

あ
る
。

2　

判
決
の
内
容

マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
ギ
ボ
ン
ズ
に
対
し
て
勝
訴
判
決
を
下
し
た
。

そ
こ
で
決
め
手
に
な
っ
た
の
が
、
州
際
通
商
条
項
で
あ
る
。

こ
の
事
件
で
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
法
律
と
、
連
邦
の
法
律

の
い
ず
れ
が
優
越
す
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
の
問
題
は
、

一
五
一



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
四
九
二
）

ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
は
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
対
し
て
そ
の
土
地
の
割
譲

を
迫
っ
た
。
さ
ら
に
ジ
ャ
ク
ソ
ン
が
大
統
領
に
就
任
す
る
と
、
連

邦
が
、
州
の
こ
う
し
た
政
策
を
後
押
し
し
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
部
族

を
奥
地
へ
強
制
的
に
移
住
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

こ
れ
に
対
す
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
対
応
は
様
々
だ
っ
た
。
チ
ョ

ク
ト
ー
（C

hoctaw

）
族
は
抵
抗
せ
ず
、
自
ら
移
住
し
て
い
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
セ
ミ
ノ
ー
ル
（S

em
inole

）
族
は
、
武
力
を

持
っ
て
白
人
の
侵
略
に
対
抗
し
た
。
セ
ミ
ノ
ー
ル
戦
争
は
一
〇
年

以
上
も
続
き
、
合
衆
国
政
府
は
莫
大
な
戦
費
を
負
担
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

1　

事
実
の
概
要

チ
ェ
ロ
キ
ー
族
（C

herokees

）
は
、
そ
う
し
た
圧
力
を
、
甘

受
す
る
こ
と
無
く
、
か
つ
武
力
で
は
な
く
、
法
的
闘
争
で
打
破
し

よ
う
と
も
く
ろ
ん
だ
。
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
の
抵
抗
の
一
環
と
し
て
幾

つ
も
起
き
た
裁
判
事
件
の
一
つ
が
、
こ
の
ウ
ー
ス
タ
ー
事
件

（W
orcester v. G

eorgia, 31 U
.S
. 515 

（1832

））
で
あ
る
。

ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
に
と
っ
て
問
題
だ
っ
た
の
は
、
白
人
宣
教
師
が

チ
ェ
ロ
キ
ー
族
側
の
味
方
に
つ
い
て
活
動
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
は
、
白
人
は
州
の
許
可
無
く
チ
ェ
ロ
キ
ー

3　

そ
の
後

こ
れ
に
よ
り
、
州
際
通
商
条
項
は
、
連
邦
議
会
が
制
定
す
る
法

律
の
権
限
を
大
幅
に
拡
大
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、

一
九
三
五
年
に
シ
ェ
ク
タ
ー
鶏
肉
加
工
社
対
合
衆
国
事
件

（S
chechter P

oultry C
orp. v. U

nited S
tates

）
判
決
で
は
、

鶏
肉
加
工
工
場
内
の
労
働
者
の
労
働
時
間
と
賃
金
を
規
制
す
る
連

邦
法
が
鶏
を
生
き
た
ま
ま
他
州
か
ら
仕
入
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
工
場
内
の
労
働
で
あ
る
加
工
と
販
売
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

内
で
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
つ
の
州
内
の
み
に
関
わ
る
事
項

で
あ
り
、
州
際
通
商
に
当
た
ら
な
い
と
し
て
違
憲
と
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る
。

（
四
）　

ウ
ー
ス
タ
ー
対
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
事
件

最
後
に
、
マ
ー
シ
ャ
ル
が
実
質
的
に
敗
れ
た
事
件
を
紹
介
し
て

お
く
。

英
国
の
植
民
地
は
、
当
初
各
地
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
部
族
と
条
約

を
結
び
、
平
和
共
存
を
図
っ
た
。
独
立
し
た
米
合
衆
国
も
こ
の
政

策
を
継
承
し
た
。
し
か
し
、
人
口
が
増
加
し
、
西
部
開
拓
の
圧
力

が
増
す
に
連
れ
て
、
白
人
が
条
約
を
無
視
し
て
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の

土
地
に
勝
手
に
入
植
す
る
事
件
が
増
え
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
、

一
五
二



米
国
違
憲
立
法
審
査
権
の
確
立
（
甲
斐
）

（
四
九
三
）

そ
れ
を
実
施
さ
せ
ろ
！
（
46
）

」

実
際
に
そ
う
言
っ
た
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
現
実
に
、
連
邦

政
府
も
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
も
こ
の
判
決
を
完
全
に
無
視
し
た
。
そ
し

て
、
マ
ー
シ
ャ
ル
の
違
憲
判
決
は
、
行
政
府
が
そ
れ
を
尊
重
し
な

い
限
り
、
実
効
性
を
持
た
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

万
策
尽
き
た
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
は
一
八
三
〇
年
に
定
め
ら
れ
た
イ

ン
デ
ィ
ア
ン
移
住
法
（Indian R

em
oval A

ct of 1830

）
の
下
、

一
八
三
八
年
、
一
七
、〇
〇
〇
名
の
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
イ
ン
デ
ィ
ア

ン
及
び
富
裕
な
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
に
所
有
さ
れ
て
い
た
約

二
、〇
〇
〇
名
の
黒
人
奴
隷
が
現
在
の
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
に
あ
る
新

た
な
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
居
留
地
ま
で
の
お
よ
そ
一
、二
〇
〇
マ
イ
ル 

（
一
、九
〇
〇
km
）
の
移
住
を
徒
歩
で
行
っ
た
。
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
の

多
く
が
、
赤
痢
そ
の
他
の
病
気
の
た
め
に
移
住
の
途
上
で
命
を
落

と
し
た
と
い
わ
れ
る
（
47
）

。
こ
れ
が
「
涙
の
道
（T

rail of T
ears

）」

と
呼
ば
れ
る
事
件
で
あ
る
。
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
の
言
語
で
、
こ
の
出

来
事
は
、nvnadaulatsvyi

（
我
々
が
泣
い
た
道
）
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
こ
の
出
来
事
を
記
念
す
る
た
め
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
議
会

は
一
九
八
七
年
に
「
涙
の
道
国
立
歴
史
の
道
」“T

rail of T
ears 

N
ational H

istoric T
rail, ”

を
指
定
し
た
。

族
の
土
地
に
入
る
こ
と
を
禁
じ
る
立
法
を
行
っ
た
（
45
）

。
ウ
ー
ス

タ
ー
（S

am
uel W

orcester

）
等
一
一
人
の
白
人
宣
教
師
は
こ

の
法
律
に
違
反
し
た
と
し
て
逮
捕
さ
れ
、
州
裁
判
所
に
お
い
て
有

罪
判
決
を
下
さ
れ
て
収
監
さ
れ
た
。

ウ
ー
ス
タ
ー
は
、
こ
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
法
が
違
憲
で
あ
る
と
訴

え
て
連
邦
最
高
裁
判
所
に
上
告
し
た
。
こ
の
刑
事
訴
訟
は
、
必
然

的
に
、
そ
れ
ま
で
の
す
べ
て
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
側
の
チ
ェ
ロ
キ
ー

族
に
対
す
る
侵
略
行
為
が
争
点
と
な
る
。

2　

判
決
の
内
容

マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
と
合
衆
国
の
条
約
が
存
在
す

る
以
上
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
の
一
連
の
立
法
等
に
よ
る
侵
略
行
為
は

違
憲
で
あ
る
と
宣
言
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
外
国
と
の
交
渉
に
お
い

て
は
、
州
で
は
な
く
、
合
衆
国
こ
そ
が
絶
対
的
な
権
限
を
持
っ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

3　

そ
の
後

ジ
ャ
ク
ソ
ン
大
統
領
は
、
こ
の
判
決
に
対
し
て
こ
う
言
い
放
っ

た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。

「
ジ
ョ
ン
・
マ
ー
シ
ャ
ル
が
判
決
を
下
し
た
。
だ
か
ら
彼
に

一
五
三



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
四
九
四
）

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
事
件
そ
の
他
、
連
邦
と
州
が
対
立
し
た
幾
多
の

紛
争
に
お
い
て
、
連
邦
最
高
裁
判
所
が
行
使
す
る
違
憲
立
法
審
査

権
こ
そ
が
、
そ
の
紛
争
の
最
終
的
な
解
決
手
段
と
し
て
有
用
で
あ

る
こ
と
を
、
繰
り
返
し
証
明
し
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
判
決
が
尊
重

さ
れ
る
伝
統
を
確
立
す
る
こ
と
に
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
成
功
し
た
の

で
あ
る
。
最
後
に
上
げ
た
ウ
ー
ス
タ
ー
対
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
事
件
に

お
い
て
、
マ
ー
シ
ャ
ル
の
判
決
が
尊
重
さ
れ
な
か
っ
た
の
も
、
こ

の
観
点
か
ら
す
れ
ば
容
易
に
理
解
で
き
る
。
そ
の
事
件
で
は
、
連

邦
と
州
の
間
に
対
立
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
1
） 

日
本
法
学
七
八
巻
二
号
九
一
頁
以
下
参
照

（
2
） W

illiam
 R
andolph

（
一
六
五
〇
年
│
一
七
一
一
年
）：
南
北

戦
争
で
南
軍
の
司
令
官
を
務
め
た
リ
ー
（R

obert E
. L
ee

）
も
、

彼
の
子
孫
で
あ
る
。

（
3
） B

ushrod W
ashington

（
一
七
六
二
年
│
一
八
二
九
年
）：

ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
の
弟
、
ジ
ョ
ン
・
ワ
シ
ン
ト
ン
の
子
で

あ
る
。
彼
は
伯
父
の
援
助
に
よ
り
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ン
ド
・
メ
ア

リ
ー
大
学
（C

ollege of W
illiam

 &
 M
ary; W

&
M

）
を
卒
業
し

て
い
る
。
こ
の
大
学
は
一
六
九
三
年
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
ウ
ィ
リ

ア
ム
三
世
と
女
王
メ
ア
リ
ー
二
世
に
よ
る
認
可
に
基
づ
き
創
設
さ

れ
た
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
次
い
で
米
国
で
二
番
目
に
古
い
歴
史

を
誇
る
大
学
で
あ
る
。
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
や
第
五
代
大
統
領
に

﹇
お
わ
り
に
﹈

一
八
三
五
年
の
春
、
マ
ー
シ
ャ
ル
の
乗
っ
て
い
た
馬
車
が
転
覆

し
て
マ
ー
シ
ャ
ル
は
負
傷
し
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
治
療
を
受

け
て
い
た
が
、
七
月
六
日
に
現
職
の
ま
ま
死
亡
し
た
。
享
年
七
九

歳
。彼

の
連
邦
最
高
裁
判
所
長
官
在
任
期
間
は
一
八
〇
一
年
二
月
四

日
か
ら
、
彼
が
死
亡
す
る
一
八
三
五
年
七
月
六
日
ま
で
、
実
に

三
四
年
余
に
達
す
る
。
彼
は
合
衆
国
が
始
ま
っ
て
以
来
、
は
じ
め

て
長
期
に
わ
た
っ
て
長
官
職
を
勤
め
る
人
物
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
48
）

。

そ
の
間
、
大
統
領
は
第
三
代
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
か
ら
第
七
代
ジ
ャ

ク
ソ
ン
に
及
ぶ
。
し
か
も
、
そ
の
間
、
本
稿
に
紹
介
し
た
数
多
く

の
重
要
な
判
決
を
下
す
こ
と
に
よ
り
、
連
邦
最
高
裁
の
権
威
を
大

い
に
高
め
、
第
三
権
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
彼

は
、
米
国
に
お
い
て
最
も
尊
敬
さ
れ
る
裁
判
官
と
い
わ
れ
る
。

わ
が
国
で
は
、
往
々
に
し
て
マ
ー
シ
ャ
ル
の
名
は
、
マ
ー
ベ
リ

対
マ
デ
ィ
ス
ン
事
件
と
の
み
結
び
つ
け
て
紹
介
さ
れ
る
。
し
か
し

違
憲
立
法
審
査
権
の
確
立
は
、
そ
の
よ
う
な
、
本
稿
に
詳
し
く
紹

介
し
た
と
お
り
、
あ
る
意
味
に
お
い
て
苦
し
紛
れ
の
た
っ
た
一
つ

の
判
決
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
も
の
で
は
無
い
。
マ
カ
ラ
ッ
ク
対

一
五
四



米
国
違
憲
立
法
審
査
権
の
確
立
（
甲
斐
）

（
四
九
五
）

（
5
） John A

dam
s

（
一
七
三
五
年
│
一
八
二
六
年
）：
建
国
の
父

の
一
人
で
あ
る
。
大
陸
会
議
に
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
湾
植
民
地

の
代
表
と
し
て
出
席
し
、
一
七
七
六
年
に
大
陸
会
議
が
ア
メ
リ
カ

独
立
宣
言
を
採
択
す
る
と
き
に
は
、
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
と
共
に
起

草
委
員
会
の
一
員
と
な
っ
て
指
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。
初
代

の
副
大
統
領
（
一
七
八
九
年
│
一
七
九
七
年
の
二
期
）
で
あ
る
。

な
お
、
第
六
代
大
統
領
ジ
ョ
ン
・
ク
ィ
ン
シ
ー
・
ア
ダ
ム
ズ

（John Q
uincy A

dam
s

）
は
彼
の
息
子
で
あ
る
。

（
6
） T

hom
as P

inckney

（
一
七
五
〇
年
│
一
八
二
八
年
）：

一
七
八
七
年
か
ら
一
七
八
九
年
ま
で
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
知
事

の
任
に
あ
り
、
同
州
の
合
衆
国
憲
法
批
准
会
議
で
議
長
を
務
め
た
。

一
七
九
一
年
に
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
下
院
議
員
を
務
め
た
の
ち
、

駐
英
全
権
公
使
な
ど
外
交
官
と
し
て
活
躍
し
た
。

（
7
） A

aron B
urr

（
一
七
五
六
年
│
一
八
三
六
年
）： 

一
七
八
四

年
│
一
七
八
五
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
議
会
議
員
、
一
七
九
一
年
│

一
七
九
七
年
連
邦
上
院
議
員
、
一
七
九
八
年
│
一
八
〇
一
年

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
議
会
議
員

（
8
） C

harles C
otesw

orth P
inckney

（
一
七
四
六
年
│

一
八
二
五
）：
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
出
身
、
独
立
戦
争
で
は
軍
人

と
し
て
活
躍
し
、
合
衆
国
憲
法
制
定
会
議
の
一
員
で
あ
っ
た
。
ト

マ
ス
・
ピ
ン
ク
ニ
ー
の
兄
で
あ
る
。

（
9
） S

am
uel Johnston

（
一
七
三
三
年
│
一
八
一
六
年
）：
大
陸

会
議
で
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
を
代
表
し
、
後
に
同
州
選
出
上
院
議

員
と
な
り
、
第
六
代
知
事
と
な
っ
た
。

な
っ
た
モ
ン
ロ
ー
も
こ
の
大
学
の
出
身
で
あ
る
。
米
国
の
大
学
で

は
、
優
秀
な
学
生
に
フ
ァ
イ
・
ベ
ー
タ
・
カ
ッ
パ
と
い
う
組
織
を

作
ら
せ
る
と
い
う
事
が
行
わ
れ
る
が
、
そ
れ
を
創
設
し
た
の
が
こ

の
大
学
で
あ
り
、
ブ
ッ
シ
ュ
ロ
ッ
ド
は
そ
の
第
一
回
メ
ン
バ
ー
で

あ
っ
た
。
な
お
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
の
住
ま
い
で
あ
っ
た

マ
ウ
ン
ト
・
バ
ー
ノ
ン
は
、
そ
の
死
後
ブ
ッ
シ
ュ
ロ
ッ
ド
が
相
続

し
た
。

彼
は
ア
メ
リ
カ
植
民
地
協
会
（A

m
erican C

olonization 
S
ociety

）
の
設
立
を
支
援
し
、
一
八
一
六
年
に
そ
の
初
代
会
長
に

な
っ
た
。
こ
の
組
織
は
米
国
内
の
解
放
奴
隷
で
あ
る
黒
人
を
ア
フ

リ
カ
に
帰
還
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
そ
の
活
動
に
よ

り
一
八
二
〇
年
か
ら
実
際
の
帰
還
が
始
ま
る
。
帰
還
し
た
黒
人
に

よ
っ
て
一
八
四
七
年
に
建
国
さ
れ
た
の
が
現
在
の
リ
ベ
リ
ア
共
和

国
で
あ
る
。

（
4
） 

ワ
シ
ン
ト
ン
自
身
は
前
例
を
作
る
意
思
は
な
か
っ
た
が
、
そ

の
後
第
三
代
大
統
領
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
及
び
第
五
代
大
統
領
モ
ン

ロ
ー
が
、
伝
統
を
作
る
意
思
で
、
二
期
で
勇
退
し
た
こ
と
か
ら
大

統
領
は
二
期
ま
で
と
い
う
伝
統
が
打
ち
立
て
ら
れ
、
フ
ラ
ン
ク
リ

ン
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
に
よ
っ
て
そ
れ
が
破
ら
れ
る
ま
で
続
く
こ
と

に
な
る
（
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
四
期
当
選
す
る
）。
そ
こ
で
、

一
九
四
五
年
に
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
死
去
し
た
の
を
機
会
に
、
大
統

領
の
三
選
禁
止
を
明
定
し
た
第
二
二
修
正
が
提
案
さ
れ
、

一
九
五
一
年
に
成
立
し
た
。
こ
の
結
果
、
今
で
は
憲
法
的
に
二
期

ま
で
に
制
限
さ
れ
て
い
る
。

一
五
五



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
四
九
六
）

官
職
に
あ
る
い
か
な
る
者
も
、
選
挙
人
に
選
任
さ
れ
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

（
14
） 

こ
の
選
挙
の
際
の
制
度
を
紹
介
す
る
と
、
次
の
様
に
き
わ
め

て
区
々
と
な
っ
て
い
た
。

①　

選
挙
人
は
州
議
会
で
指
名
す
る
と
い
う
州
が
、
コ
ネ
チ
カ
ッ

ト
州
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
、
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
州
、
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
、

バ
ー
モ
ン
ト
州
と
七
州
あ
っ
た
。

②　

州
を
選
挙
人
選
挙
区
に
分
割
し
、
そ
の
地
区
毎
の
選
挙
で
一

人
の
選
挙
人
を
選
出
す
る
と
い
う
州
が
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
、

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
、
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
州

と
四
州
あ
っ
た
。

③　

州
全
体
の
投
票
で
選
挙
人
を
選
出
す
る
と
い
う
州
が
、

ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
と
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
の
二
州
あ
っ
た
。

④　

州
に
割
り
当
て
ら
れ
た
選
挙
人
の
う
ち
、
二
人
の
選
挙
人
は

州
議
会
で
指
名
し
、
残
り
の
選
挙
人
は
下
院
議
員
選
挙
区
毎
に

上
位
二
名
の
得
票
者
リ
ス
ト
の
中
か
ら
州
議
会
で
選
定
す
る
と

い
う
複
雑
な
制
度
を
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
は
採
用
し
た
。

⑤　

各
選
挙
人
は
州
全
体
の
投
票
で
選
定
す
る
が
、
過
半
数
を
獲

得
し
た
候
補
が
い
な
い
場
合
に
は
、
州
議
会
が
得
票
数
上
位
二

名
を
指
名
す
る
と
い
う
制
度
を
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
は
採

用
し
た
。

⑥　

州
を
選
挙
人
選
挙
区
に
分
割
し
、
そ
の
中
の
各
郡
が
一
般
投

票
で
選
挙
人
代
議
員
を
選
出
し
、
こ
の
代
議
員
が
各
選
挙
区
あ

（
10
） S

am
uel A

dam
s

（
一
七
二
二
年
│
一
八
〇
三
年
）：
建
国
の

父
の
一
人
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
支
配
に
反
対
す
る
論
客

の
一
人
と
し
て
最
初
期
か
ら
活
動
し
、
一
七
七
三
年
の
ボ
ス
ト
ン

茶
会
事
件
を
組
織
化
し
、
大
陸
会
議
に
出
席
し
、
第
二
次
大
陸
会

議
で
独
立
宣
言
の
採
択
を
主
導
し
た
。
一
七
九
四
年
か
ら
は
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
知
事
と
な
る
。

（
11
） G

eorge C
linton

（
一
七
三
九
年
│
一
八
一
二
年
）：
一
七
七
七

年
│
一
七
九
五
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
初
代
知
事
。
一
八
〇
〇
年
│

一
八
〇
一
年
州
下
院
議
員
。
一
八
〇
一
年
│
一
八
〇
四
年
第
三
代

知
事
。
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
大
統
領
の
第
二
期
及
び
そ
れ
続
く
マ

デ
ィ
ス
ン
大
統
領
の
下
で
、
一
八
〇
五
年
か
ら
そ
の
死
去
ま
で
、

連
続
し
て
八
年
間
副
大
統
領
を
務
め
た
。
彼
は
在
職
中
に
死
去
し

た
初
の
副
大
統
領
で
あ
る
。
な
お
、
四
二
代
大
統
領
ビ
ル･

ク
リ

ン
ト
ン
（W

illiam
 Jeff erson “B

ill” C
linton

）
と
は
縁
戚
関
係

は
無
い
。

（
12
） John H

enry

（
一
七
五
〇
年
│
一
七
九
八
年
）： 
一
七
七
七
年

│
一
七
九
〇
年
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
議
会
議
員
。
そ
の
間
、
大
陸
会

議
の
代
表
を
務
め
る
。
一
七
八
九
年
│
一
七
九
七
年
メ
リ
ー
ラ
ン

ド
州
選
出
上
院
議
員
。

（
13
） 

合
衆
国
憲
法
三
条
二
項
は
次
の
様
に
定
め
る
。

各
々
の
州
は
、
そ
の
立
法
部
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
、
そ
の
州

か
ら
連
邦
議
会
に
選
出
す
る
こ
と
の
で
き
る
上
院
議
員
お
よ
び
下

院
議
員
の
総
数
と
同
数
の
選
挙
人
を
任
命
す
る
。
但
し
、
上
院
議

員
、
下
院
議
員
お
よ
び
合
衆
国
か
ら
報
酬
ま
た
は
信
任
を
受
け
て

一
五
六



米
国
違
憲
立
法
審
査
権
の
確
立
（
甲
斐
）

（
四
九
七
）

し
た
二
番
目
の
副
大
統
領
で
あ
る
。

（
18
） 

対
仏
三
人
委
員
会
（three-m

em
ber com

m
ission to 

represent the U
nited S

tates in F
rance

）
と
呼
ば
れ
る
。

（
19
） C

harles-M
aurice de T

alleyrand-P
érigord

（
一
七
五
四

年
│
一
八
三
八
年
）：
す
ば
や
い
裏
切
り
に
よ
り
、
革
命
政
府
、
帝

政
、
王
政
と
い
う
大
き
な
政
体
の
変
革
を
乗
り
越
え
て
フ
ラ
ン
ス

外
交
の
中
心
に
あ
り
続
け
た
人
物
で
、
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
の
主
催
し

た
ウ
ィ
ー
ン
会
議
で
は
敗
戦
国
が
戦
勝
国
に
要
求
を
呑
ま
せ
た
こ

と
で
敏
腕
政
治
家
・
外
交
家
と
し
て
の
評
価
が
高
い
。
そ
れ
以
後

も
首
相
、
外
相
と
し
て
活
躍
し
、
四
〇
年
に
わ
た
っ
て
フ
ラ
ン
ス

政
治
の
中
心
に
君
臨
し
た
。
メ
ー
ト
ル
法
は
タ
レ
ー
ラ
ン
の
提
案

に
か
か
る
な
ど
功
績
は
多
い
。
し
か
し
、「
タ
レ
ー
ラ
ン
は
、
金
儲

け
に
精
を
出
し
て
い
な
い
と
き
は
、
陰
謀
を
企
ん
で
い
る
」
と
酷

評
さ
れ
る
ほ
ど
に
、
人
格
的
に
は
悪
評
が
高
い
。

（
20
） 

マ
ー
シ
ャ
ル
が
、
ア
ダ
ム
ズ
に
対
す
る
書
簡
中
で
タ
レ
ー
ラ

ン
の
贈
賄
交
渉
に
お
け
る
代
理
人
三
人
を
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｘ
、
Ｙ
、

Ｚ
と
匿
名
で
表
記
し
た
た
め
、
こ
の
名
が
あ
る
。

（
21
） 

こ
れ
は
正
確
に
は
、
連
邦
党
が
一
七
九
八
年
の
第
五
回
連
邦

議
会
で
成
立
さ
せ
、
ア
ダ
ム
ズ
大
統
領
が
署
名
し
た
四
つ
の
法
律

の
総
称
で
あ
る
。

第
一
は
帰
化
法
（the N

aturalization A
ct

＝
正
式
名
称
はA

n 
act supplem

entary to, and to am
end the act to establish a 

uniform
 rule of naturalization; and to repeal the act 

heretofore passed on that subject; ch. 54, 1 S
tat. 566

）
で
、

た
り
一
人
の
選
挙
人
を
選
出
す
る
と
い
う
間
接
選
挙
方
式
を
テ

ネ
シ
ー
州
は
採
用
し
た
。

出
典
＝http://en.w

ikipedia.org/w
iki/U

nited_S
tates_

presidential_election,_1796

（
15
） 

ア
ダ
ム
ズ
が
大
統
領
に
就
任
し
た
当
時
、
ア
メ
リ
カ
の
首
都

は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
あ
っ
た
。
当
時
の
大
統
領
官
邸
は
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
ロ
バ
ー
ト
・
モ
リ
ス
邸
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

ア
ダ
ム
ズ
政
権
の
末
期
、
一
八
〇
〇
年
一
一
月
一
日
、
ア
ダ
ム
ズ

大
統
領
は
ワ
シ
ン
ト
ン
の
大
統
領
官
邸
に
入
居
し
た
。
ワ
シ
ン
ト

ン
が
八
年
の
在
任
期
間
中
に
政
庁
所
在
地
か
ら
離
れ
て
い
た
日
数

は
合
計
で
一
八
一
日
間
で
あ
っ
た
が
、
ア
ダ
ム
ズ
は
そ
の
半
分
の

在
任
期
間
に
も
拘
ら
ず
、
合
計
三
八
五
日
も
政
庁
所
在
地
を
離
れ

て
い
た
。

出
典
＝http://w

w
w
.am
erican-presidents.info/johnadam

12.
htm
l

（
16
） 

ロ
ン
・
チ
ャ
ー
ナ
ウ
著
『
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー
・
ハ
ミ
ル
ト
ン

伝
』
下
巻
日
経
Ｂ
Ｐ
社
二
〇
〇
五
年
刊
四
六
頁
以
下
参
照

（
17
） E

lbridge T
hom
as G
erry

（
一
七
四
四
年
│
一
八
一
四
年
）：

独
立
宣
言
お
よ
び
連
合
規
約
の
署
名
者
の
一
人
で
あ
る
。
そ
の
後

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
知
事
に
就
任
し
た
。
彼
は
そ
の
名
が

「
ゲ
リ
マ
ン
ダ
リ
ン
グ
」（
特
定
の
政
党
が
有
利
に
な
る
よ
う
に
選

挙
区
を
不
当
に
設
定
す
る
こ
と
）
の
元
に
な
っ
た
こ
と
で
も
有
名

で
あ
る
。
一
八
一
三
年
か
ら
そ
の
死
ま
で
第
四
代
マ
デ
ィ
ス
ン
大

統
領
の
下
で
第
五
代
副
大
統
領
で
あ
っ
た
。
彼
は
在
職
中
に
死
去

一
五
七



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
四
九
八
）

出
連
邦
下
院
議
員
と
な
っ
た
。
一
七
九
三
年
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
駐
在

の
米
国
大
使
に
任
命
さ
れ
て
い
た
。

（
23
） P

atrick H
enry

（
一
七
三
六
年
│
一
七
九
九
年
）：
独
立
戦

争
を
強
く
主
張
し
て
「
自
由
を
与
え
よ
。
然
ら
ず
ん
ば
死
を

（give m
e liberty or give m

e death!

）」
と
い
う
名
文
句
を
吐
い

て
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
抵
抗
運
動
を
扇
動
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

独
立
戦
争
勃
発
後
は
バ
ー
ジ
ニ
ア
邦
憲
法
の
起
草
に
参
画
し
、

一
七
七
六
年
か
ら
一
七
七
九
年
ま
で
バ
ー
ジ
ニ
ア
邦
の
初
代
知
事

を
務
め
、
権
利
章
典
の
制
定
に
与
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

（
24
） 

一
八
〇
〇
年
の
協
約
：
正
式
に
は“C

onvention B
etw
een 

the F
rench R

epublic and the U
nited S

tates of A
m
erica”

と
い
う
。
内
容
の
大
略
を
紹
介
す
れ
ば
、
差
し
押
さ
え
た
資
産
を

元
の
持
ち
主
に
返
却
す
る
こ
と
、
通
商
に
特
別
な
規
制
を
課
さ
な

い
こ
と
、
フ
ラ
ン
ス
は
貿
易
に
お
い
て
最
恵
国
待
遇
を
与
え
ら
れ

る
こ
と
、
輸
出
入
禁
止
品
目
を
明
確
に
規
定
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
一
八
〇
〇
年
九
月
三
〇
日
に
締
結
さ
れ
、
米
国
上
院
は

二
ヶ
月
間
に
わ
た
っ
て
討
議
し
、
一
八
〇
一
年
二
月
三
日
、
条
件

付
で
批
准
し
た
。

（
25
） T

im
othy P

ickering

（
一
七
四
五
年
│
一
八
二
九
年
）：
元
々

は
軍
人
で
、
独
立
戦
争
で
活
躍
し
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
大
統
領
下
で
、

一
九
七
一
年
〜
一
七
九
五
年
に
郵
政
長
官
、
一
七
九
五
年
に
陸
軍

長
官
、
そ
し
て
同
年
に
第
三
代
国
務
長
官
と
な
り
、
ア
ダ
ム
ズ
大

統
領
に
罷
免
さ
れ
る
一
八
〇
〇
年
ま
で
同
職
を
務
め
た
。
閣
僚
と

し
て
通
算
九
年
間
在
職
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
一
七
九
五
年
帰
化
法
（the N

aturalization A
ct of 

1795

）
を
改
正
し
、
外
国
人
が
米
国
籍
を
得
る
た
め
の
滞
在
期
間

を
五
年
か
ら
一
四
年
に
延
長
す
る
も
の
だ
っ
た
。

第
二
は
外
国
人
法
（the A

lien A
ct

＝
正
式
に
はA

n A
ct 

C
oncerning A

liens; ch. 58, 1 S
tat. 570

）
で
、
こ
れ
は
大
統
領

に
、「
合
衆
国
の
平
和
と
安
全
に
害
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

“dangerous to the peace and safety of the U
nited S

tates”

」

い
か
な
る
外
国
人
も
国
外
追
放
す
る
権
限
を
与
え
た
。

第
三
は
敵
国
人
法
（the A

lien E
nem
ies A

ct

＝
正
式
に
は

offi  cially A
n A
ct R
especting A

lien E
nem
ies; ch. 66, 1 S

tat. 
577

）
で
、
同
じ
く
大
統
領
に
、
米
国
内
に
居
住
す
る
外
国
人
を
、

そ
の
祖
国
が
米
国
と
交
戦
中
で
あ
れ
ば
、
敵
国
人
と
し
て
国
外
追

放
す
る
権
限
を
与
え
た
。
な
お
、
こ
の
法
律
は
今
日
も
修
正
さ
れ

ず
存
続
し
て
い
る
。
当
時
は
こ
れ
に
よ
り
フ
ラ
ン
ス
系
外
国
人
の

追
放
を
狙
っ
た
。

第
四
が
反
政
府
活
動
取
締
法
（the S

edition A
ct

＝
直
訳
す
れ

ば
扇
動
法
。
正
式
に
はA

n A
ct in A

ddition to the A
ct 

E
ntitled “A

n A
ct for the P

unishm
ent of C

ertain C
rim
es 

against the U
nited S

tates”; ch. 74, 1 S
tat. 596

）
で
、
そ
れ

は
政
府
な
い
し
特
定
の
公
務
員
に
対
し
て
「
虚
偽
、
ス
キ
ャ
ン
ダ

ル
及
び
悪
意
に
よ
る
記
述
」
を
交
換
す
る
こ
と
を
犯
罪
と
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。

（
22
） W

illiam
 V
ans M

urray

（
一
七
六
〇
年
│
一
八
〇
三
年
）：

当
初
は
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
下
院
議
員
で
、
後
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
選

一
五
八



米
国
違
憲
立
法
審
査
権
の
確
立
（
甲
斐
）

（
四
九
九
）

departm
ent, to be denom

inated the D
epartm

ent of F
oreign 

A
ff airs, and that there shall be a principal offi  cer therein, 
to be called the S

ecretary for the D
epartm

ent of F
oreign 

A
ffairs, w

ho shall perform
 and execute such duties as 

shall from
 tim
e to tim

e be enjoined on or intrusted to him
 

by the P
resident of the U

nited S
tates, agreeable to the 

C
onstitution, relative to correspondences, com

m
issions or 

instructions to or w
ith public m

inisters from
 foreign 

states or prices, or to m
em
orials or other applications 

from
 foreign public m

inisters or other foreigners, or to 
such other m

atters respecting foreign affairs, as the 
P
resident of the U

nited S
tates shall assign to the said 

departm
ent; and furtherm

ore, that the said principal 
offi  cer shall conduct the business of the said departm

ent 
in such m

anner as the P
resident of the U

nited S
tates 

shall from
 tim
e to tim

e order or instruct.

（
32
） 

具
体
的
に
は
、W

illiam
 M
arbury, D

ennis R
am
say, 

R
obert T

ow
nsend H

ooe,

及
びW

illiam
 H
arper

の
四
人
で
あ

る
。

（
33
） 

“bill of attainder”

と
い
う
語
に
対
し
、
わ
が
国
で
は
従
来

か
ら
私
権
剥
奪
法
と
い
う
訳
語
が
用
い
ら
れ
、
米
国
大
使
館
の

行
っ
て
い
る
合
衆
国
憲
法
の
翻
訳
で
も
こ
の
訳
語
が
用
い
ら
れ
て

い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
。

確
か
に
、attainder

の
本
来
の
意
味
は
、
公
権
喪
失
と
か
私
権

（
26
） 

連
邦
党
の
大
統
領
候
補
ア
ダ
ム
ズ
六
五
票
、
副
大
統
領
候
補

の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
コ
ー
ツ
ワ
ー
ス
・
ピ
ン
ク
ニ
ー
は
六
四
票
で

あ
っ
た
。
多
数
が
立
候
補
し
て
乱
戦
と
な
っ
た
前
回
と
異
な
り
、

そ
れ
以
外
の
候
補
者
は
、
今
回
は
ジ
ェ
イ
一
人
で
、
彼
が
得
た
票

は
一
票
だ
け
で
あ
っ
た
。

（
27
） 

当
初
の
一
三
州
に
加
え
、
バ
ー
モ
ン
ト
州
が
一
七
九
一
年
三

月
に
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
が
一
七
九
二
年
六
月
に
、
テ
ネ
シ
ー
州

が
一
七
九
六
年
六
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
加
盟
し
て
い
た
。

（
28
） 

ロ
ン
・
チ
ャ
ー
ナ
ウ
著
『
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー
・
ハ
ミ
ル
ト
ン

伝
』
下
巻
日
経
Ｂ
Ｐ
社
二
〇
〇
五
年
刊
二
七
一
頁
参
照
。

（
29
） T

he Judiciary A
ct of 1801

は
通
称
で
、
正
式
名
称
は“A

n 
A
ct for the m

ore convenient organization of the C
ourts of 

the U
nited S

tates”

と
い
う
。
一
八
〇
一
年
二
月
一
三
日
に
成
立

し
て
い
る
。

（
30
） 

前
注
同
様
に
、
同
法
の
正
式
名
称
は“A

n A
ct T
o am

end the 
Judicial S

ystem
 of the U

nited S
tates”

と
い
う
。
一
八
〇
二

年
四
月
二
九
日
に
成
立
し
て
い
る
。

（
31
） 

国
務
省
設
置
法
の
正
式
名
称
はA

n act for establishing an 
executive departm

ent, to be denom
inated the departm

ent 
of foreign aff airs

で
あ
る
。

そ
の
第
一
条
は
次
の
様
に
定
め
て
い
る
（
下
線
は
筆
者
）。

S
ection 1.　

B
e it enacted by the S

enate and H
ouse of 

R
epresentatives of the U

nited S
tates of A

m
erica in 

C
ongress assem

bled,  T
hat there shall be an E

xecutive 

一
五
九



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
五
〇
〇
）

条
文
は
う
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ト
第
四
四
章

参
照
）。
今
日
ま
で
五
件
の
法
律
が
私
権
剥
奪
法
と
さ
れ
た
。
最
近

時
の
も
の
は
一
九
九
六
年
に
制
定
さ
れ
たE

lizabeth M
organ 

A
ct

で
、
二
〇
〇
三
年
に
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
．Ｃ
．控
訴
院
に
よ
っ
て

M
organ

の
前
夫
に
対
し
、
子
へ
の
面
会
謝
絶
を
子
の
同
意
が
な
い

限
り
認
め
た
点
が
私
権
剥
奪
法
に
該
当
す
る
と
さ
れ
た
。

（
34
） 

連
邦
公
務
員
の
う
ち
、
大
統
領
の
宣
誓
文
言
は
、
合
衆
国
憲

法
二
条
一
節
八
文
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
判
事
の

宣
誓
文
言
は
、
憲
法
自
身
は
定
め
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
は

議
会
の
決
定
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で

一
七
八
九
年
司
法
権
法
が
、
判
事
に
関
す
る
宣
誓
文
言
を
規
定
し

た
。
こ
の
宣
誓
文
言
の
原
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

“I do solem
nly sw

ear that I w
ill adm

inister justice w
ithout 

respect to persons, and do equal right to the poor and to 
the rich; and that I w

ill faithfully and im
partially 

discharge all the duties incum
bent on m

e as according to 
the best of m

y abilities and understanding, agreeably to 
the C

onstitution and law
s of the U

nited S
tates.”

こ
れ
は
、
一
七
八
九
年
〜
一
八
六
一
年
に
使
用
さ
れ
て
い
た

（
た
だ
し
、
こ
の
末
尾
に“S

o help m
e G
od”

と
い
う
文
言
が
、

宣
誓
時
に
は
付
加
さ
れ
て
い
た
）。

一
八
六
一
年
の
南
北
戦
争
の
勃
発
と
共
に
リ
ン
カ
ー
ン
大
統
領

の
命
令
に
よ
り
、
す
べ
て
の
連
邦
公
務
員
に
宣
誓
義
務
が
課
さ
れ
、

そ
れ
に
伴
い
一
八
六
〇
年
代
に
宣
誓
文
言
は
数
回
変
更
さ
れ
た
。

剥
奪
と
い
う
意
味
で
、
も
と
も
と
は
コ
モ
ン
ロ
ー
裁
判
所
で
有
罪

が
確
定
し
た
者
に
対
し
、
議
会
が
付
加
刑
と
し
て
没
収
を
宣
言
す

る
立
法
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
合
衆
国
憲
法
の
場
合
に
は
、

内
容
か
ら
意
訳
す
れ
ば
「
特
定
私
人
処
罰
法
」
と
で
も
訳
す
る
べ

き
特
殊
な
立
法
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
本
来
、
処
罰
は
、
法

律
に
従
っ
て
裁
判
所
が
判
決
と
い
う
形
で
行
う
べ
き
で
あ
り
、
本

来
の
私
権
剥
奪
法
も
そ
の
例
外
で
は
無
い
。
し
か
し
、
合
衆
国
憲

法
の
場
合
に
は
、
裁
判
所
を
ま
っ
た
く
経
由
す
る
こ
と
な
く
、
議

会
が
特
定
人
に
対
し
、
そ
の
者
の
行
為
を
犯
罪
と
す
る
立
法
を
行

い
、
あ
る
い
は
そ
の
容
疑
者
に
対
し
、
事
実
調
べ
も
な
し
に
有
罪

を
宣
言
し
、
そ
の
者
に
対
す
る
刑
罰
ま
で
定
め
る
立
法
を
意
味
し

て
い
る
。
い
わ
ば
、
議
会
が
立
法
者
、
検
察
官
、
裁
判
官
、
陪
審

員
の
四
つ
の
役
割
を
演
じ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
英
国
に
お
い
て

一
五
三
〇
年
代
以
降
に
お
い
て
、
ヘ
ン
リ
ー
八
世
が
、
彼
に
敵
対

す
る
者
を
合
法
的
に
処
刑
す
る
手
段
と
し
て
発
展
さ
せ
た
立
法
形

態
で
あ
る
。

こ
の
型
の
私
権
剥
奪
法
は
英
本
国
だ
け
で
な
く
植
民
地
に
も
広

く
適
用
さ
れ
、
こ
れ
に
対
す
る
植
民
地
人
の
怒
り
が
米
国
を
独
立

に
駆
り
た
て
る
要
因
の
一
つ
に
な
っ
た
。
独
立
戦
争
中
は
、
逆
に

独
立
派
自
身
が
王
党
派
に
対
し
て
私
権
剥
奪
法
を
連
発
し
、
王
党

派
の
弱
体
化
に
大
い
に
利
用
さ
れ
た
（
有
名
な
も
の
と
し
て

一
七
七
九
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
議
会
に
よ
るP

arker W
ickham

 

事
件
が
あ
る
。）。

そ
う
し
た
不
幸
な
歴
史
か
ら
、
私
権
剥
奪
法
の
禁
止
を
、
こ
の

一
六
〇



米
国
違
憲
立
法
審
査
権
の
確
立
（
甲
斐
）

（
五
〇
一
）

textoftheoathsofoffi  ce2009.aspx

（
35
） 

ロ
ン
・
チ
ャ
ー
ナ
ウ
著
・
注
16
引
用
書
二
〇
三
頁
よ
り
引
用
。

（
36
） 

前
注
引
用
書
二
一
二
頁
よ
り
引
用

（
37
） 

合
衆
国
憲
法
一
条
八
節
末
項
の
原
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

T
o m
ake all law

s w
hich shall be necessary and proper for 

carrying into execution the foregoing pow
ers, and all 

other pow
ers vested by this C

onstitution in the 
governm

ent of the U
nited S

tates, or in any departm
ent or 

offi  cer thereof.

（
38
） 

米
英
戦
争
：
一
八
一
二
年
六
月
│
一
八
一
四
年
一
二
月
の
間
、

米
国
と
英
国
の
間
で
戦
わ
れ
た
戦
争
。
当
時
欧
州
は
ナ
ポ
レ
オ
ン

戦
争
の
最
中
で
、
英
陸
軍
の
主
力
は
ス
ペ
イ
ン
で
の
半
島
戦
争
に

取
ら
れ
て
お
り
、
英
海
軍
は
欧
州
の
海
上
封
鎖
を
強
い
ら
れ
て
い

た
。
そ
こ
で
、
米
国
が
い
わ
ば
火
事
場
泥
棒
的
に
カ
ナ
ダ
に
あ
る

英
国
植
民
地
を
侵
奪
す
る
目
的
で
開
始
し
た
戦
争
で
あ
る
。
こ
の

戦
争
で
は
、
両
軍
と
も
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
と
結
び
つ
い
て
戦
っ
た
結

果
、
多
く
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
部
族
が
消
滅
寸
前
ま
で
虐
殺
さ
れ
、

領
土
を
奪
わ
れ
て
散
り
散
り
と
な
っ
た
。
特
に
英
国
側
と
結
ん
で

戦
っ
た
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
を
追
い
だ
し
た
広
大
な
土
地
は
、
合
衆
国

政
府
の
植
民
地
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
そ
の
後
の
西
部
開
拓
の
始
ま

り
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
こ
の
戦
争
は
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
戦
争
の
別

名
で
知
ら
れ
る
。
第
七
代
大
統
領
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
こ
の
米
英
戦
争

の
英
雄
で
、
特
に
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
虐
殺
で
勇
名
を
は
せ
た
。

（
39
） 
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
法
の
名
称
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

最
終
的
に
一
八
六
八
年
に
次
の
も
の
に
な
っ
た
（5 U

. S
. C
. §
 

3331

）。
“I, _________, do solem

nly sw
ear 

（or affi  rm

） that I w
ill 

support and defend the C
onstitution of the U

nited S
tates 

against all enem
ies, foreign and dom

estic; that I w
ill bear 

true faith and allegiance to the sam
e; that I take this 

obligation freely, w
ithout any m

ental reservation or 
purpose of evasion; and that I w

ill w
ell and faithfully 

discharge the duties of the offi  ce on w
hich I am

 about to 
enter.  S

o help m
e G
od.”

但
し
、
裁
判
官
に
つ
い
て
は
一
九
九
〇
年
に
司
法
部
改
革
法

（the Judicial Im
provem

ents A
ct of 1990

）
が
制
定
さ
れ
た
結

果
、
現
在
は
次
の
様
な
文
言
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

“I, _________, do solem
nly sw

ear 

（or affi  rm

） that I w
ill 

adm
inister justice w

ithout respect to persons, and do 
equal right to the poor and to the rich, and that I w

ill 
faithfully and im

partially discharge and perform
 all the 

duties incum
bent upon m

e as _________ under the 
C
onstitution and law

s of the U
nited S

tates.  S
o help m

e 
G
od.”最
高
裁
判
事
に
任
命
さ
れ
た
者
は
、
こ
の
宣
誓
に
続
い
て
一
般

連
邦
公
務
員
用
の
宣
誓
文
言
を
唱
え
る
合
体
型
の
宣
誓
を
行
う
こ

と
も
多
い
と
い
う
。

参
照
＝http://w

w
w
.suprem

ecourt.gov/about/oath/

一
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日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
五
〇
二
）

（
43
） 

一
八
一
六
年
六
月
二
七
に
制
定
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ

シ
ャ
ー
州
の
法
律
名
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

“A
n act to am

end the charter, and enlarge and im
prove 

the corporation of D
artm

outh C
ollege.”

（
44
） R

obert R
. L
ivingston

（
一
七
四
六
年
│
一
八
一
三
年
）：

建
国
の
父
の
一
人
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
独
立
宣
言
を

起
草
し
た
五
人
委
員
会
の
一
人
で
あ
り
、
連
合
規
約
下
で
外
務
長

官
を
一
七
八
一
年
か
ら
一
七
八
三
年
ま
で
務
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

邦
憲
法
制
定
会
議
の
代
議
員
で
あ
っ
た
。
一
七
八
九
年
四
月
三
〇

日
、
リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
裁
判
所
首
席
判
事
と

し
て
、
当
時
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
首
都
で
あ
っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
の
フ
ェ
デ
ラ
ル
・
ホ
ー
ル
で
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
大
統

領
の
最
初
の
就
任
宣
誓
を
差
配
し
た
。
一
八
〇
一
年
か
ら

一
八
〇
四
年
ま
で
は
駐
仏
公
使
を
務
め
て
、
仏
領
ル
イ
ジ
ア
ナ
買

収
交
渉
を
行
っ
た
。

（
45
） 

立
法
の
正
式
名
称
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

“A
n act to prevent the exercised of assum

ed and arbitrary 
pow
er by all persons under pretext of authority from

 the 
C
herokee Indians,” 

（
46
） 

ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
言
葉
の
原
語
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

“John M
arshall has m

ade his decision; now
 let him

 enforce 
it!” 

（
47
） 
涙
の
道
の
結
果
と
し
て
死
亡
し
た
者
の
数
に
つ
い
て
は
、

は
っ
き
り
せ
ず
、
様
々
な
推
測
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
人

‘an act to im
pose a tax on all banks, or branches thereof, 

in the state of M
aryland, not chartered by the legislature,

（
40
） 
こ
の
引
用
文
は
、
連
合
議
会
に
お
い
て
一
七
八
七
年
九
月

二
六
日
にN

athan D
ane

に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
動
議
の
一
節
で
あ

る
。
デ
ー
ン
（1752‒1835

）
は
、
会
議
に
お
い
て
は
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
州
選
出
議
員
と
し
て
活
躍
し
た
。
な
お
、
デ
ー
ン
は“A
 

general abridgm
ent and digest of A

m
erican law

”

と
い
う
著

作
を
一
八
二
三
年
に
発
表
し
た
。
こ
れ
は
、
最
初
の
ア
メ
リ
カ
法

の
包
括
的
な
論
文
と
い
わ
れ
、
法
曹
を
志
す
も
の
な
ら
誰
で
も
目

を
通
す
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
デ
ー
ン
は
ア
メ
リ
カ
法
の

父
（F

ather of A
m
erican Jurisprudence

）
と
呼
ば
れ
る
。

（
41
） 

こ
の
引
用
句
は
合
衆
国
憲
法
前
文
で
あ
る
。
全
文
を
紹
介
す

れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
わ
れ
ら
合
衆
国
の
国
民
は
、
よ
り
完
全
な
連
邦
を
形
成
し
、
正

義
を
樹
立
し
、
国
内
の
平
穏
を
保
障
し
、
共
同
の
防
衛
に
備
え
、

一
般
の
福
祉
を
増
進
し
、
わ
れ
ら
と
わ
れ
ら
の
子
孫
の
た
め
に
自

由
の
恵
沢
を
確
保
す
る
目
的
を
も
っ
て
、
こ
こ
に
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
の
た
め
に
こ
の
憲
法
を
制
定
し
、
確
定
す
る
。」

（
42
） 

こ
こ
で
、
マ
ー
シ
ャ
ル
が
言
及
し
て
い
る
の
は
、
連
合
規
約

と
は
、
そ
の
第
二
条
で
あ
る
。
次
の
様
な
文
章
で
あ
っ
た
。

「
各
邦
は
、
主
権
、
自
由
、
独
立
、
お
よ
び
本
連
合
規
約
に
よ
っ

て
連
合
会
議
に
結
集
す
る
合
衆
国
に
対
し
て
明
文
で
授
権
さ
れ
て

い
な
い
す
べ
て
の
権
力
、
権
限
、
お
よ
び
権
利
を
有
す
る
。」（
傍

線
は
筆
者
）

一
六
二



米
国
違
憲
立
法
審
査
権
の
確
立
（
甲
斐
）

（
五
〇
三
）

の
医
者
で
宣
教
師
の
エ
リ
ザ
ー
・
バ
ト
ラ
ー
は
、
一
つ
の
隊
と
歩

ん
だ
者
で
あ
る
。
彼
女
は
、
宿
営
地
で
二
、〇
〇
〇
名
、
道
中
で

二
、
〇
〇
〇
名
が
死
亡
し
た
と
見
積
も
っ
た
。
こ
の
合
計

四
、〇
〇
〇
名
と
い
う
数
字
は
よ
く
引
用
さ
れ
る
数
字
と
な
っ
て
い

る
。
一
九
七
三
年
の
学
者
に
よ
る
人
口
統
計
調
査
で
は
合
計
で

二
、〇
〇
〇
名
が
死
ん
だ
と
さ
れ
た
。
一
九
八
四
年
の
別
の
調
査
で

は
合
計
八
、〇
〇
〇
名
と
な
っ
た
。

（
48
） 

連
邦
最
高
裁
判
所
初
代
長
官
の
ジ
ェ
イ
は
一
七
八
九
年
九
月

二
六
日
│
一
七
九
五
年
六
月
二
九
日
ま
で
の
約
六
年
、
二
代
の
ラ

ト
リ
ッ
ジ
は
わ
ず
か
半
年
、
三
代
の
エ
ル
ス
ワ
ー
ス
は
一
七
九
六

年
三
月
四
日
│
一
八
〇
〇
年
九
月
三
〇
日
ま
で
の
約
四
年
で
あ
っ

た
。
な
お
、
現
在
の
第
一
六
代
長
官
のJohn G

lover R
oberts, 

Jr.

ま
で
の
間
、
マ
ー
シ
ャ
ル
の
在
任
期
間
は
最
長
と
な
っ
て
い
る
。

一
六
三
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日
本
法
学
第
七
十
八
巻
第
三
号

平
成
二
十
五
年
二
月
十
五
日　
印
刷

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
五
日　
発
行

非
売
品

発
行
者　

日
本
大
学
法
学
研
究
所

編
集
発
行
責
任
者

杉　
　
本　
　
　
　

稔

日
本
大
学
法
学
会

東
京
都
千
代
田
区
猿
楽
町
二
|

一
|

一
四　
Ａ
＆
Ｘ
ビ
ル

印
刷
所　

株

式

会

社

メ

デ

ィ

オ

電
話
〇
三
（
五
二
七
五
）
八
五
三
〇
番

電
話
〇
三
（
三
二
九
六
）
八
〇
八
八
番

　
　

機
関
誌
編
集
委
員
会

委
員
長　
　

野
木
村　

忠　

邦

副
委
員
長　
　

楠　

谷　
　
　

清

委　
　

員　
　

秋　

山　

和　

宏

　

〃　
　
　

伊　

藤　

文　

夫

　

〃　
　
　

岩　

崎　

正　

洋

　

〃　
　
　

大　

井　

眞　

二

　

〃　
　
　

小　

川　

浩　

一

　

〃　
　
　

黒　

川　
　
　

功

　

〃　
　
　

関　
　
　

正　

晴

　

〃　
　
　

髙　

橋　

雅　

夫

　

〃　
　
　

藤　

川　

信　

夫

　

〃　
　
　

松　

嶋　

隆　

弘

　

〃　
　
　

簗　

場　

保　

行

　

〃　
　
　

谷
田
部　

光　

一

　

〃　
　
　

外　

園　

澄　

子

　
　

執
筆
者
紹
介　
　

掲
載
順

松　

嶋　

隆　

弘　
　

日
本
大
学
教
授

中　

島　

智　

之　
　

法
学
部
比
較
法
研
究
所
研
究
員

南　

部　
　
　

篤　
　

日
本
大
学
教
授

青　

山　

武　

憲　
　

前
日
本
大
学
教
授

甲　

斐　

素　

直　
　

日
本
大
学
教
授
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